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        登場人物紹介

      

      リリアーナ・ハルバード

      
        本作の主人公。滅亡ルート回避のために全力ダッシュ！
      

      王子の婚約者として乙女ゲームに君臨する性格最悪の悪役令嬢……に転生した病弱女子高生。死に際のノリと勢いで滅亡ルートしかないクソゲー世界に飛び込んでしまった。平凡な少女だった彼女にあるのは、ゲーマーセンスと諦めない心だけ！

      世界を救うはずが、気が付いたら領主代理として働かされることに。休みが欲しい。

      フランドール・ミセリコルデ

      
        本作のヒーロー。目的のためにはヒロインもこき使う腹黒魔王。
      

      ゲームの攻略対象のひとり。元は真面目な青年だったが、暗殺者に狙われ死にかけたことで腹黒魔王に転身。命を救ってくれたリリィに恩を感じており、領主代理を務める彼女を補佐官として支えている。

      ユリウス・ハルバード

      
        ヒロイン父。炎刃の二つ名を持つ最強騎士。
      

      南の名門ハルバード侯爵家当主。一時隠居生活を送っていたが、現在はミセリコルデ宰相の要請を受けて王国騎士第一師団長職を務めている。政治的な仕事が全く向いておらず、領主としての務めを娘のリリィに任せることに。

      レティシア・ハルバード

      
        ヒロイン母。白百合の二つ名を持つ最高ダンサー。
      

      南の名門ハルバード侯爵夫人。一時隠居生活を送っていたが、夫の第一師団長就任にあわせてダンサーとして復帰。政治的な仕事が全く向いておらず、夫のサポートで手一杯。

      アルヴィン・ハルバード

      
        ヒロイン兄。政治力と商才をあわせもつ若き実業家。
      

      ゲームの攻略対象のひとり。元は「妹なんか死ねばいい」と家族感情をこじらせまくっていたが、和解。領地で仕事をがんばっている妹のために、給湯器事業を立ち上げたり、王立学園で人脈を作ったりと忙しく働いている。

      ディッツ・スコルピオ

      
        頼れるちょい悪イケメン魔法使い
      

      リリィの魔法の師匠。薬学医学に精通する優秀な魔法使いだが戦闘力はゼロ。色男、金と力はなかりけりを地で行く。リリィに弟子の命を救われ、以後生涯の忠誠を誓う。

      ジェイド

      
        魔法使いの弟子。癒し系はわわ従者
      

      魔法使いディッツの弟子であり、ゲームの攻略キャラのひとり。リリィに命を救われ以後忠誠を誓う。現在はディッツの元で魔法を学びながらリリィの従者としても修行中。

      シルヴァン・クレイモア

      
        脳筋すぎる男装の麗人。
      

      東の名門騎士伯家の跡取であり、ゲームの攻略キャラのひとり。ある事情により、男として育てられた。カトラスでリリィとお見合いをする彼女の真意とは……。

      謎の少年

      
        シルヴァンそっくりの不思議な男の子。
      

      リリィたちがカトラスで偶然出会ったシルヴァンそっくりの少年。髪の色も目の色も、顔のつくりも全く同じ。でも、彼は明らかに男の子で……？

      フィーア

      
        ネコミミアサシンメイド
      

      ネコミミとしっぽをもつ獣人の少女。暗殺者集団に奴隷として飼われていたところを、リリィに救い出される。以後忠誠を誓い、リリィの専属メイド兼護衛として仕えている。

      元が暗殺者だったため、時々言動がバイオレンス。

      ダリオ・カトラス

      
        カトラスの俺様御曹司
      

      巨大な貿易港湾都市カトラスの次期侯爵。本来はゲームが始まる数年前に死んでいたはずなので、彼の詳しい事情はわからない。父親が主催する闇オークション会場に現れた彼の思惑とは……？

    
  
    
      クソゲー悪役令嬢②　犯罪都市カトラス

      問題しかない港街にバカンスに来たけど、

絶対楽しんでやる！

      タカば　著　　　　イラスト　四葉凪

    

    
      
        悪役令嬢は悪代官をこらしめたい

      

      勧善懲悪！

      「そこまでよ、代官ギデオン」

      　若い女性を官舎に押し込もうとしていた中年オヤジに私は声をかけた。中年オヤジ……ギデオンは女性の腕を握ったままこちらを振り向く。

      「チ……お前は、サヨコとかいう金持ち娘か。ここはハルバード侯より管理を任された代官の住む官舎だ。旅行者だか何だか知らないが、小娘の来るところじゃない。去れ」

      　ギデオンの周りに控えていた男たちが一歩前に出る。近づいたら攻撃する、ってことなんだろう。

      　確かに私は十三歳の小娘だけどね？

      　私は冷ややかな目で彼らを観察する。男たちはギデオンをのぞいて全部で十人。全員揃いのブローチをつけていて一見騎士のように見える。でも、そのブローチに刻まれたハルバードの紋章は簡略化されていびつで、身に着けている武器だってばらばらだ。ハルバード直属の騎士でないことは明らかである。

      「その人の手を離して、解放しなさい」

      　私はギデオンに命令する。彼は嫌そうに顔をしかめた。

      「去れ、と言ったのが聞こえなかったか？ あまりうるさいようなら、お前もこの女と一緒にかわいがることになるぞ」

      　ギデオンの言葉に、男たちは下卑(げび)た笑いを浮かべた。ギデオンに捕まっている女性が顔色を変える。

      「駄目、逃げてサヨコちゃん！」

      「大丈夫、絶対助けるから」

      「ははっ……小娘ひとりに何ができる」

      「ひとりじゃないわよ」

      　私がそう言うと、官舎の屋根から影がふたつ降りてきた。ふたりとも黒髪に黒衣で、そこだけ見ると忍者っぽい。彼らのうち、癖っ毛で緑の瞳の少年が私を守るように立つ。もうひとり、青い瞳で背の高い青年が懐から紙束を取り出した。そこには何やら数字がいろいろ書かれている。いわゆる裏帳簿ってやつだろう。

      「証拠は握らせてもらったぞ、ギデオン」

      「な……お前は小娘のおつきとかいうやつ……！ 貴様、官舎に入り込んだな！ 窃盗罪だ！」

      「黙れ。横領に賄賂に犯罪者の秘匿……犯罪だらけのお前に言われる筋合いはない」

      「たった今、女性の誘拐っていう罪も加わったわよ」

      「誘拐などではない！ これは正当な取引だ！ 儂に借金したこいつの親父が差し出してきたから、受け取ったまでのこと！」

      「その借金の原因作って、無理矢理借用書を書かせたのはギデオンじゃないの」

      「お前の罪は明白だ。おとなしくハルバード城に出頭して裁きを受けろ」

      　青年の言葉にギデオンは反発する。

      「誰がそんなことを……！ おいお前ら、小娘たちを殺せ！ 全員の口をふさぐぞ！」

      　騎士もどきたちはいっせいに剣を抜いた。

      「あ～あ……加えて殺人未遂かあ……フラン、ジェイド」

      「了解した」

      「お嬢様、まかせて！」

      　私の命令に従い、黒衣の青年たちは騎士もどきを迎え撃つ。十対二、普通なら圧倒的な戦力差だ。しかし、ひとりひとりの質がまったく違う。

      「なんだこのガキども……！ 強いぞ！」

      「うぎゃああっ！」

      　騎士もどきたちは、彼らふたりに一撃も入れられずに倒されていく。半数ほどがあっという間に意識を奪われて地面に転がされた。

      「や……やめろ！ この女がどうなってもいいのか？」

      　ギデオンが女性に刃物を突き付けて叫んだ。

      「どうもさせないわよ。フィーア！」

      　私が命令した次の瞬間、ギデオンの背後にあらわれた少女が、彼の腕を切り裂いた。

      「ぎゃあっ！ な、なんだ、どこから？」

      　忍び寄ってきた黒猫が、いきなり女の子に変身して攻撃してくるとは思わないよねー。

      　動揺の隙をついて、フィーアは女性を抱えて走り出す。私のところまで彼女を運ぶと、すぐそばに座らせた。

      「え……？ サヨコちゃんのメイドさん……？ ネコミミ……？」

      　女性は黒衣の少女を見て目を丸くする。フィーアの頭には猫のような三角の耳がついていた。この国では珍しい、獣人の特徴だ。ついでに言うと、彼女のおしりにも長くしなやかなしっぽが生えている。

      「説明はあとで。フィーア、彼らの援護に回って」

      「かしこまりました」

      　フィーアは放たれた矢のように走り出すと、ジェイドに斬りかかっていた騎士もどきの足を切り裂いた。バランスを崩したところで、ジェイドの魔法が彼の意識を刈り取る。

      　さすがうちの腹心、コンビネーションばっちりだ。

      「うわー、おっかねえ……」

      　ひょこ、と物陰に隠れていたちょい悪イケメンが顔を出した。

      「あなたも加勢してきたら？ ディッツ」

      「いや～それは遠慮しとく。俺に戦闘センスがないのは、お嬢も知ってるだろ」

      　色男、金と力はなかりけり、を地でいく魔法の師匠は座り込んでいる女性の側に膝をついた。

      「俺はこうやって、端っこで治療しているのが性に合ってんの。お嬢さん、傷を見せてください」

      「は……はあ」

      　ディッツはギデオンに掴まれて赤くなった女性の手に魔法をかける。東の賢者と謳われる彼は戦闘力はなくとも、治癒魔法の腕は一級品だ。彼の手にかかれば女性の怪我は跡形もなく治るだろう。

      「な……なんなんだ……なんなんだお前らああああっ！」

      　部下を全員倒されて、ギデオンが声をあげた。彼自身も武器を取り上げられ、完全に無力化されている。

      「私が何者かですって？」

      　私はゆっくりとギデオンの前に出た。横にフランが立つ。

      「控えよ、この紋章が目に入らぬか」

      　フランの台詞にあわせて、私は羽織っていたマントを大きく翻した。裏地に縫い取られた紋章が露になる。

      　それを見てギデオンがひっ、と短く悲鳴をあげた。

      「深紅にハルバードの紋章……？ お前は……いや、あなた様は……っ！」

      「こちらにおわすお方を誰と心得る。恐れ多くも、七勇士に名を連ねるハルバード侯爵がご息女、リリアーナ・ハルバード様にあらせられるぞ」

      　それを聞いて、倒れていた騎士もどきたちも、治療を受けていた女性も息をのむ。

      「頭が高い！」

      　びりびりとフランの声が響く。

      　その場にいた者たちは反射的に地面にひれ伏した。

      　私は彼らを見回してから命令を下す。

      「全員拘束して、ハルバード城まで引っ立てなさい」

      「了解しました！」

      　こうして、ハルバード領で悪の限りを尽くしていた悪代官ギデオンは捕縛されたのだった。

      
        

      

      ご令嬢世直し旅

      「お嬢様！ ありがとうございます！」

      「ありがとうございます！」

      　夜の捕り物劇から一夜あけて、私は村人たちに囲まれていた。ハルバード侯爵家のお嬢様が悪代官ギデオンを成敗したというニュースが村中に広まったからだ。

      「本当にギデオンのやつにはみんな困り果てていたんです……！」

      「勝手に税は上げる、作物は強奪する。美しい娘がいると聞けば手を出そうとするし。反抗しようにも、ハルバードのお館様より紋章を授かった代官だろう？」

      「そうこうしているうちに、怪しげなやつらが村に入り込むようになって……」

      「こんな小さな村、領主様も誰も助けちゃくれないだろうって、みんな諦めてたんだ」

      「それがまさか、お嬢様自らギデオンをこらしめてくれるなんて！」

      　村人たちは、全員うるうると目に涙をためて私に感謝する。

      「苦労をかけて悪いわね。ギデオンみたいな代官を派遣してしまったのは、侯爵家の責任だわ。彼はうちでちゃんと裁いて、できるだけ早くまともな役人を派遣しなおすわ」

      「俺たちにこんなに優しい言葉をかけてくれるなんて……！」

      「ありがとうお嬢様！」

      「お嬢様バンザイ！」

      「バンザイ！」

      　褒めたたえているうちに、感極まってしまったらしい、彼らはとうとう泣き出してしまった。私は笑顔を作ったまま、ゆっくりと彼らの輪の中から離れる。そっと馬車に乗り込んで……倒れこむようにして座席に転がった。

      「あああああああ疲れたああああああ！」

      「ご苦労」

      　手柄を全部私に押し付けて、影に徹していた男が静かに声をかける。

      　お前、もみくちゃにされるのがわかってて、気配消してただろう！

      　あの人数を相手すんのめちゃくちゃ疲れるんだからな！

      「お前に手柄を集中させるのは当然だ。侯爵家の威を借り悪事を働いていたギデオンのせいで、この村ではハルバードの権威が失墜していた。『村人のために自ら働くけなげなご令嬢』くらいのインパクトがなければ、汚名が返上できない」

      「それはわかってるけどさあ……やりすぎじゃない？」

      　なんだこの作戦。

      　お金持ちの旅行者のふりをして村に入り込み、代官の悪事の証拠を掴んで一網打尽にするって。

      　私はどこの水戸のご老公だ。

      　一連の無茶ぶり作戦を立案し、私に実行させた黒幕はしれっとした顔で文句を無視する。

      「さて、別れがすんだのなら次の場所へ向かうぞ。摘発対象はあと三か所残っている」

      「まだやるの？」

      「それだけ、領内が荒れているんだ」

      「クライヴのやつ……どこまでも迷惑な……！」

      　ハルバード侯爵家は、ハーティア南部諸侯を統括する大侯爵だ。広大な領地を侯爵ひとりで治めるのは物理的に不可能なため、各地に代官を派遣して細かな仕事を委任している。それ自体はよくある統治形態で、十年ほど前まではその仕組みでうまく領内を治めることができていた。

      　しかし、有能だった先代ハルバード候、つまり私のおじい様が亡くなってから状況が一変する。内政が得意でないハルバード候に代わり、政務のほとんどを執事のクライヴが行うようになったからだ。アギト国のスパイであったクライヴは密かに代官など管理者の人事を操作。意図的に無能者を配置してじわじわとハルバード領を腐らせていった。

      　クライヴ本人は二年前に摘発して、情報のいっさいを吐かせた上で処断したけど、彼の犯罪の影響はまだあちこちに残っている。私はハルバード家の娘として、クライヴの犯した罪の清算をしなければならない。

      「お前に負担がかかっていることは悪いと思っている。これは本来アルヴィンがやるべきことだからな」

      「兄様だって悪くないでしょ」

      　私には五歳年上の兄がいる。この世界の価値観で考えれば、年端(としは)も行かない妹よりも成人した兄のほうが政務に関わるべきだ。しかしハーティアのいびつな教育制度が、兄の行く手を遮っていた。王都には国内の学術機関を集めた巨大な王立学園があり、十五歳を迎えた貴族子弟のほとんどがここに通う。その権威は強く、貴族家、特に高位貴族は学園を卒業しなければ継承者として国から認めてもらえない。成人をすぎた貴族家傍流の人間が、爵位継承のためにわざわざ三年通った、という逸話まであるくらいだ。

      　ハルバードでクライヴたちのスパイ事件が起きたとき、兄様は学園の二年生だった。その時すでにほとんど授業は終わっており、あとは三年生のカリキュラムをこなせば卒業できるはずだった。

      　あと一年もたせれば、資格を持った男の後継ぎが領主になれる。

      　優秀なフランがサポートにつくとはいえ、妹の私が領主代理を務める、なんてトンデモ案を採用したのは、それが短期間で終了することがわかっていたからだ。

      　しかし、王都に戻った兄様を待ち受けていたのは不名誉な『留年』の宣告だった。

      　スパイ事件の直前、王都で発生したハルバード家集団ストーカー事件によって、兄様は王立学園を休学してハルバードに避難してたんだよね。座学に問題はなかったんだけど、兄様がとっていた教育課程は、領主候補むけの『騎士科』。

      　騎士として指揮官として、同学年の生徒たちと行う実技単位のほとんどが認められなかったんだ。

      　それで泣く泣く二年生をもう一度やり直すことになり、私たちの領主代理期間も倍の二年に伸びてしまった。

      　スパイ騒ぎで大混乱のハルバードで領主をやるのは大変だ。

      　まして悪代官をこらしめるとか、十三歳の女の子がやることじゃない。

      「でも、私がやらなくちゃ、領民が安心して暮らせないものね」

      　私は体を起こすと座席に座り直した。

      「幸い、ハルバード城の日常業務はここ一年でかなり落ち着いた。来月にはアルヴィンも王立学園を卒業する。あいつが戻ってくれば、お前もお役御免だ」

      「お兄様が帰ってくるまで、がんばる……！」

      「いい子だ」

      　よしよし、とフランの大きな手が私の頭をなでた。疲れた体に暖かな体温が心地いい。

      
        

      

      「私、この仕事が終わったら思いっきり遊ぶんだ……」

      
        

      

      　しかし、私は気づいていなかった。この決意自体が死亡フラグそのものであることを。

      　夢はあっさりと打ち砕かれることになる。

      留年！

      「ごめん、卒業できなかった！」

      　世直し旅を終えてハルバード城に戻ってきた私を出迎えたのは、土下座の勢いで頭を下げる兄様だった。

      「え……どういうこと？」

      　その言葉が信じられなくて、思わず聞き返してしまう。

      　兄様は、身内のひいき目ぬきにしても優秀な人だ。真面目に学園に通っていて、卒業できないなんてことあるはずない。

      「今年は普通に授業を受けてたんじゃないの？」

      「ああ。三年の科目は全てＡ評価以上で単位を取得している」

      「……何があった？」

      　フランに問われて、兄様は大きなため息をつく。

      「卒業試験が受けられなかったんですよ」

      「ええ……？」

      　私は首をかしげた。

      　卒業試験とは、学園の生徒がカリキュラムを修めたことを認めるための試験だ。他の成績がどれだけよくても、この試験におちたら卒業できない。実際、ゲームの中でも試験をすっぽかしたら卒業できなくなって、誰にも聖女と認められずに見捨てられるエンドを見たことがある。

      　でも、そんなことになる生徒は例外中の例外だ。

      　学園のほうだって、真面目に勉強してきた生徒を見捨てるような真似はしない。

      　簡単なおさらい問題を出して、卒業資格を認めて終わりのはずである。

      　そして兄様は、とても優秀な人である。

      　受けられなかった、とはどういうことか。

      「リリィは、王宮の派閥争いを知っているか？」

      「わかんない」

      　私はこてんと首を傾けた。

      　領地をまとめるので手一杯だった私は、二年以上ハルバードの外に出ていない。

      　完全な領地引きこもり令嬢だ。

      　ゲームのおかげである程度王宮事情は知ってるけど、宰相閣下が死ななかったり、父様が第一師団長になったりした今、王宮勢力図は記憶と大きくかけ離れているはずだ。

      「現在、王宮は宰相派と王妃派のふたつで争っている。宰相閣下の推薦をうけて、当主が第一師団長に就任したハルバード家は宰相派の筆頭扱いだ」

      「まあそうなるよね」

      　宰相閣下の息子を長期レンタルしておいて、派閥に入ってない、とは言えない。

      　賄賂と不正が大好きな王妃派より、真っ当な政治を目指している宰相閣下のほうが信用できるからいいんだけどさ。

      「でもそれって、学園に関係ある？」

      「大ありだ。学園にはどちらの派閥からも子どもが入学してくる。あそこは王宮の縮図のようなものなんだ」

      「へー」

      　私の知る王立学園は、宰相閣下亡きあと王妃派が完全に支配していた。だから、派閥がどーの、という事件は起きてない。

      　私は新鮮な気持ちで兄様の言葉を受け止めた。

      　これも私の変えた運命の影響なんだろう。

      「もちろん、この派閥は生徒だけの話じゃない。教職員にも王妃派、宰相派の両方がいる」

      「え、もしかして卒業試験が受けられなかったのって、教師のせいだったの？」

      「学園長が王妃派なんだ」

      　あちゃー。

      「元々、宰相派ということで王妃派教師からは有形無形の嫌がらせを受けていたんだ」

      　はあ、と兄様は疲れたため息をもらした。

      「まだ子どもの俺たちは、教師たちより立場が弱い。父様や宰相閣下より比較的攻撃しやすいということで、余計標的にされたんだろう」

      「それでやられっぱなしになるやつじゃないだろう、お前は」

      　フランに指摘されて兄様は肩をすくめる。

      「もちろん、対抗しましたよ。派閥内で結束を強め、情報を集めて、時には王妃派にスパイを送りこんだりしてね。同じ卒業生であるフラン先輩の姉君、マリアンヌ様にも助力していただきました。俺の計画はほとんど成功していたと思います」

      　行き当たりばったり行動する私と違って、兄様はとても冷静な人だ。

      　うぬぼれでもなんでもなく、兄様は派閥争いの中でうまく立ち回っていたんだと思う。

      　でもだからこそ疑問が生まれる。

      　どうして卒業試験が受けられなかったんだろう？

      「卒業試験の当日、学園長が試験会場を強引に変更して、子飼いの生徒だけを会場へ入れたんだ。他の生徒は置いてきぼりになった」

      「えええ、それいいの？」

      「学園長の弁明によると、突発的な事象に即応できる力を試すテストだったそうだ」

      　いやいやいや、そんな無茶な！

      「必死に学園長の行方を追って、試験会場にたどりついた時には、もう試験が終わっていた。最終的に落第した三年生は八割にのぼる」

      「そ、そんなに……？」

      「それはさすがに生徒の父兄が黙ってないだろう」

      「もちろんみんな抗議しましたよ。うちの両親だけじゃない、宰相閣下も正式に抗議しました。しかし、学園長の支持者がその声を遮った」

      「王妃か」

      　彼女はまともな政治をする宰相を消したがっている。その上、兄は彼女が大嫌いな白百合の息子だ。彼女は嬉々として嫌がらせをしたんだろう。

      「彼女が学園長に賛同したことで、卒業試験の結果は覆せなくなった。さらに来年度以降のカリキュラムも変更されることになり、俺たち三年生はまた一から単位を取得しなければならなくなったんだ」

      「つまり、兄様が侯爵を継ぐにはもう一度三年生をやらなくちゃいけない、ってこと？」

      「ああ、そうだ。すまない、リリィ。元々お前には無茶ばかりさせていたのに、さらにもう一年だなんて……俺が学園長のたくらみに気づいてさえいれば……」

      「生徒の八割を切り捨てるような行動、読み切れないわよ」

      　王立学園は腐っても学校だ。

      　派閥を優先して生徒を見捨てるとは誰も思わないだろう。

      「フラン先輩にも、うちの事情につきあわせてしまって、申し訳ありません……」

      　ずうん、と音がしそうな勢いで兄様は落ち込んでしまっていた。

      　ここまでしおれた兄様を見るのは初めてだ。二度目の留年が相当にショックだったらしい。

      　そういえば、兄様がつまづいている姿は見たことがなかったなあ。もしかしたら、大きな挫折は今回が初めてだったのかもしれない。

      「アルヴィン、顔を上げろ」

      　パチン、とフランが兄様の目の前で指を鳴らした。はっと兄様が顔をあげる。

      「起こってしまったものはしょうがない。俺たちはこれからのことを考えるべきだ」

      「あ……」

      「幸い、リリィの奮闘のおかげで領地は落ち着いている。あと一年持たせるくらいは問題ない」

      「しかし……」

      「それでも、俺たちに何か償いをしたいというなら……そうだな、お願いをひとつきいてくれないか」

      「お願い、ですか？」

      　兄様は不思議そうにフランを見る。

      「なに、そんなに無茶を言うつもりはない。来年も一年間、王都にいるお前にならできることだ」

      「わかりました。俺は何をすればいいですか？」

      「王立学園を掌握(しょうあく)しろ」

      　はい？

      　なんか、悪い笑顔の黒幕がとんでもないこと言い出したぞ？

      「生徒を見捨てる学園長など、百害あって一利なしだ。そんなやつは引きずりおろしてしまえ。ついでに学園から不正を愛する王妃派を一掃すればいい」

      「フラン、それは無茶ぶりが過ぎるんじゃないの？」

      「俺はそうは思わない。三年生の授業のやり直しなど、こいつにとってはたいした負担ではない。派閥内に少なくない味方がいる上、名門ハルバード家の後ろ盾と財力がある。ミセリコルデ宰相家の権力も利用できるだろう。そこまで材料がそろっていて、できない男じゃない」

      　いやいやいや、それでも十九歳の若造が学園改革するんだよね？

      　無理ではないかもしれないけど、絶対大変だよ？

      「それにこれはリリィ、お前のためでもあるんだぞ」

      「どこが？」

      「王妃派と宰相派が争ってるような空気の悪い学校に通いたいか？」

      「イヤ」

      　学校全体が学級崩壊してるようなところには通いたくない。

      「……」

      　私たちがやり取りする横で、兄様が大きく息を吐いた。それから、ゆっくりと深呼吸をする。

      「わかりました。フラン先輩のお願い、実現させてみせます。どっちにしろ、学園をどうにかしなければ、卒業資格問題がずっと残りますから」

      　顔をあげた兄様は、すっきりした表情になっていた。

      　今まで落ち込んで暗くなっていた瞳に光が戻っている。

      　男同士の友情ってすごいな。

      　お前はできる、って無茶ぶりが相手を勇気づけるとか、妹の私にはできない慰め方だ。

      「リリィ、お前は何かお願いはないのか」

      「え、私？」

      「一年迷惑をかけるのは、お前も同じだからな。この際、なんでも好きなものをねだってくれていい。俺にできることならなんでもやるぞ」

      　フランのお願いをきいて、私のお願いをきかないのは、不公平ってことらしい。

      「えーと、それなら休暇がほしいわ」

      「休みか」

      「卒業試験が終わったんだから、兄様はしばらく王都を離れていても平気でしょ？ 新学期が始まるまでの間、領主代理を代わってちょうだい」

      　元々、兄様が学園を卒業して戻ってきたら、バカンスの名目で他の領地へ行って悲劇を止める予定だったんだ。スケジュールがかなり駆け足になるけど、活動できるタイミングがあるなら逃したくない。

      「学園掌握のために活動する時間が減るが……これは身から出た錆だな。わかった、お前は好きに遊んでこい」

      「やった！ フラン、カトラスに行く準備を進めてちょうだい」

      「そうしよう」

      「カトラス？ 海辺の観光地として有名な場所だが、何しに行くんだ」

      　兄様が怪訝(けげん)な顔になった。私はにっこりと笑い返す。

      「お見合い！」

      
        悪役令嬢はバカンスがしたい

      

      バカンスといえば海だよね

      「お嬢様、見てください！ あれが海ですよ」

      　馬車を降りたところで、御者のひとりが声をかけてきた。

      　峠のてっぺんから下を見下ろすと、山裾の先に青く輝く海が見えた。

      「海だ……！」

      　リリアーナとしては生まれて初めて、小夜子としても、子どものころ家族で海水浴に行って以来の海だ。懐かしいような、新しいような気持ちでどきどきする。

      　二年間の領主代行のご褒美として選んだ場所は海だった。

      　正確にはカトラス領、グラン・カトラス。ハルバード領のさらに南に位置するハーティア最大の貿易港だ。穏やかな海と温暖な気候のおかげで、古くから貴族の観光地として人気を集めている。快適な宿はもちろんのこと、海産物を使った地元グルメに輸入ものの高級ファッション、さらには劇場や夜の街といったレジャー施設も充実。侯爵家令嬢がバカンスを過ごすにはいい場所だと思う。

      「水平線の先に陸地が見えない……話には聞いてたけど、まさか本当にこんな景色が存在するなんて」

      　おつきのジェイドが茫然と海を見つめる。うちに来るまでは、ディッツに連れられて各地を転々としていたって聞いてたけど、海は初めてだったみたいだ。

      「生臭いにおいがします……」

      　横でフィーアが鼻を押さえて顔をしかめる。こっちも海は初めてっぽい。

      「それはたぶん、潮のにおいね」

      　海岸までまだ距離があるはずなのに、獣人の鼻はもう海独特のにおいを嗅ぎつけてしまったらしい。でも、港町にだって嗅覚が鋭い動物はいるよね？ 内陸部のハルバードで生活してたから、感じ方が違うのかな。

      「慣れれば平気だと思うが、気分が悪くなるようなら、俺かジェイドに言え。症状を緩和する薬を作ってやるから」

      　ちゃっかり旅行についてきた家庭教師ディッツが言う。バカンス中は魔法の勉強とかするつもりないんだけどなー。

      「カトラスは流通が盛んなぶん、珍しい素材がいっぱいあるんだよなー」

      　まあ、新薬を開発させるいい機会、と考えればいいのか……。

      「峠を降りれば、グラン・カトラスに入る。移動は今日で終わりだな」

      　地図を片手に、フランが旅程を確認してくれる。本来私のお世話係じゃないのはフランも一緒だけど、こっちはちゃっかり枠じゃない。二年も一緒に働いてくれたお礼に招待したお客様枠だ。バカンスにかこつけて、未来に起こる悲劇を止める作戦の仲間でもある。

      「やった！ 今日はゆっくり眠れる！」

      　貴族のバカンス旅行だから、ちょくちょく宿場町に寄ってたし、テントで寝る時だってふかふかのクッションがあったけど、移動のことを考えずに眠るのはやっぱり落ち着く。

      「カトラスの宿はどんなとこかなー、楽しみっ♪」

      「宿？ 何を言ってるんだ」

      　フランがいつものように眉間に皺を寄せる。

      　え？ 旅行に来たら泊まるのは宿だよね？

      　どゆこと？

      貴族の旅行とは

      「ええええ……何これ豪邸じゃん……」

      　峠の上から海を眺めたその日の夕方、私は大きなお屋敷の前にいた。白壁と生垣で囲まれた、美しい白亜の豪邸だ。サイズは小さいけど、建物のクオリティだけで言ったら、王都にあるハルバード侯爵邸と並ぶと思う。

      　茫然としていると、フランがあきれ顔で説明してくれた。

      「貸別荘、というやつだな」

      「べっそう」

      　待って。

      　コレ、私の知ってる別荘となんかレベル違う。

      　あと宿屋じゃないのはなんでなの。

      「今回は一か月の長逗留だからな。下手に宿をとるよりは、別荘を借り切ってしまったほうが面倒がない」

      　面倒がない、って理由でこんなお屋敷を一軒借りる感覚がわからんわ。

      　貴族すげえ。

      　いや、私侯爵家令嬢だけど。

      「心配しなくても、屋敷の管理や食事の支度などは臨時雇用の現地スタッフが行う。宿に泊まるのと同じレベルの生活ができるぞ」

      「心配してるのそこじゃないけど……手配ありがとう」

      　補佐官の有能さが怖い。

      　めちゃくちゃ頼りになるから忘れがちだけど、フランだってまだ二十歳だよね？ 世間的には若造のカテゴリに入るはずだよね？ 私、七年後に同じことができる自信ないよ？

      「ただの適材適所だ。お前はお前にしかできないことをすればいい」

      「そんなのあったっけ？」

      「……まずは見合いだな」

      「あーそうだった」

      　海でテンションあがりすぎて忘れるところだった。

      　私は、ここでお見合いをする予定だった。

      「わざわざ観光地で会うなんて、貴族のお見合いは豪華ですね」

      　フィーアがぴこぴこと耳を揺らしながら言う。

      「んー、場合による、って感じかな。お見合いって言っても、ピンからキリまであるから」

      　現代日本のお見合いが『両家顔合わせの上で……』っていうのから、街コンとか、マッチングアプリまであるのと一緒で、ハーティアのお見合い事情もさまざまだ。

      　もちろん、親がすでに結婚相手を決めてて、お見合い即結婚、っていう場合もある。でも貴族社会全体で見ると、結婚するまでの過程はけっこうゆるい。家族ぐるみの食事会ついでにお見合いとか、劇場で演劇見ながら食事しつつお見合いとか。地方出身の貴族子弟が一同に集められる王立学園そのものが、お見合いの場ともいえる。

      　今回のお見合いはかなりカジュアルなほう。クレイモア家から一度会ってみないかという問い合わせが来てたので、『バカンスでカトラスに行くから、一緒に遊んでみる？』と誘ったのだ。

      　どっちかの領地で会うと、本格的な縁談になっちゃうからね。

      　ちなみにうちの両親はこの件にはノータッチだ。一応報告はしてるけど、特に何も言われてない。自分たちが結婚するときに、親の持ち込んだ縁談で死ぬほど嫌な思いをしたので、子どもたちの結婚には関与しないと決めているそうだ。その結果、娘が自分を苦しめた王妃の息子と婚約しても許容する。究極の放任主義だと思う。

      　クレイモア家も、まさか娘が独断で見合いを受けてるとは思わないだろうなー。

      「ちょっとお出かけしたくらいで、すぐに結婚は決まらないよ」

      「でも、お見合いはお見合いでしょ？」

      　話を聞いていたジェイドが、へにゃりと不安そうに眉を下げる。

      「本当に結婚が決まったらどうするの」

      「あはは、大丈夫だって」

      　このお見合いが絶対破談になると確信している私は、気楽に笑い飛ばした。

      　だって、シルヴァン・クレイモアは女の子なんだもん。

      クレイモア辺境伯のお家事情

      　クレイモア辺境伯家。

      　うちのハルバード家と同様に、建国の七勇士を先祖とする古い家系だ。

      『辺境伯』というと、国のはしっこだから田舎貴族っていうイメージがあるかもしれない。しかし、『辺境』とは『国境』。領地は東の隣国アギト国との境にあり、かの国からの侵攻を食い止め、ハーティア中央部を守る役目を代々担っている。

      　歴代の当主はクレイモア騎士伯とも呼ばれ、王のみならず他貴族すべてから特別な敬意を持って遇される騎士の名門だ。

      「その名門辺境伯爵家が、まさかこんなバカな嘘をつくとはな……」

      　カトラスについた翌日、人払いをした別荘の談話室でお茶を飲みながらフランがため息をついた。

      「だからこそ、今までバレなかったんじゃない？ あのクレイモア伯がまさか！ って感じで」

      　今日は長旅の疲れを癒す日、と決めて談話室のソファでごろごろしながら、私は相槌(あいづち)を打った。

      「クレイモア家は、男子相続が鉄則のお家だもんね……」

      　フランの実家の跡取が姉のマリアンヌさんなことからわかる通り、ハーティアでは一定の条件さえ満たせば女子でも家督を継ぐことが認められている。子どもが大人になるまで生き残ることが難しい、この国の社会情勢を考えると当然の話かもしれない。

      　そんな中でも、絶対に跡取は男子じゃなきゃダメ！ っていう家がいくつかある。建国王の流れをくむ王家と、男所帯の軍隊を率いる騎士伯家だ。強い男子じゃないと、統率がとれないからってことらしい。現代日本でそんなこと言ったら男尊女卑がーって言われるかもだけど、実際にハルバード家の常備軍を見て来た令嬢としては、それもしょうがないかなって思う。彼らが話をきいてくれるのは、私が最強騎士の娘で、隣にフランを従えてるからだ。私ひとりだけだったら、絶対にまとまってくれてないと思う。

      　そんな、跡取絶対男子主義のクレイモア家に悲劇が訪れた。

      　クレイモア伯の嫡男夫婦が、相次いで死亡してしまったのだ。表向きは事故死ということになってるけど、運命の女神にもらった攻略本には『アギト国から送り込まれた刺客による暗殺』とはっきり書かれている。

      　残されたのは、生まれたばかりの孫娘だけ。

      　本来なら、親戚筋の有力な男子を養子に迎えるべき事態だ。しかし、クレイモア伯は誰も選べなかった。病弱で軍に向かない子か、私利私欲を貪ることしか頭にないダメ人間しかいなかったのだ。

      　だからといって後継者指名をしないで放置すれば、絶対に親戚同士の争いが起きる。クレイモア領を安定させるため、ひいてはハーティアを守るため、クレイモア伯は苦肉の策とった。それが『孫娘を男子として育てる』だ。

      　乳飲み子とはいえ、直系の健康な男子が残されているのなら、周囲を抑えられる。

      「しょうがなかったとはいえ、クレイモア伯もすごい嘘をつくよね」

      「……これは憶測(おくそく)だが」

      　眉間に皺をよせながらお茶を飲んでいたフランが顔をあげる。

      「クレイモア伯も一時的な措置のつもりだったんじゃないか」

      「いつかは女の子だってばらすつもりだった、ってこと？」

      「息子夫婦が亡くなった当時、クレイモア伯はまだ五十代だ。若い側室を迎えれば、子どもが望めない歳じゃない。親戚の中に有望な男の子が生まれる可能性もあるだろう」

      「ふむふむ、シルヴァンはあくまでもつなぎ、ってことね」

      「しかし、結局代わりの男の子は生まれなかった」

      「子どもは授かりものだから、そうそう思い通りにはいかないよね」

      「いや、たぶんそういうことじゃない」

      「え？」

      「クレイモア伯の息子夫婦はアギト国に暗殺されたんだろう？ だとすれば、他の有力な男子もまた……」

      　フランは、とん、と手で自分の首を切るしぐさをする。

      　うわあ、そんな黒い真相知りたくなかった。

      「それで、出来上がったのが男装の麗人キャラとの禁断の百合ルートなわけね……」

      「ユリるーと……相変わらずお前の語彙は意味不明だな」

      「なによー。女の子同士の恋愛なんて、珍しくないでしょ」

      　この大陸の国々で主に信奉されているのは、ギリシャ神話っぽい多神教だ。世界を作ったとされる創造神をはじめとした、何百もの神様が各地で祀(まつ)られている。ハーティア国内では、聖女と建国王を導いたちょっとポンコツ気味な運命の女神様が人気だ。現代日本と違って、実際に神様が存在して、直接奇跡をおこしてたせいかな？ 神々の伝説はどれもこれも妙に人間くさい。

      　お互いが好きすぎて、仕事する時期が重なると効率が落ちるからって、間に夏と冬の神に入ってもらった春と秋の女神様たちだとか。永遠を共にするために、夜空に昇り双子星となった男神様たちだとか。

      　神様たちがこんな調子なので、人間世界の同性間恋愛もさほどタブー視されてない。

      「俺も同性同士の恋愛自体を否定する気はない。俺は同性を恋愛対象として見ることはできないが、自分の性的な好みと他人のそれは別だからな」

      「恋愛だけなら、けっこう自由なお国柄よね」

      　女の子同士の恋愛自体はタブーじゃない。だけど、シルヴァンとの恋愛はやはり禁断のルートだ。なぜなら、私たちは家系と臣下を背負う貴族なのだから。

      「貴族として生を受けた者は、色恋だけで人生を完結させることが難しい……」

      「特に王家と七勇士の家系は、祖先の血を継いでいること、それ自体が重要視されるもんね」

      「聖女とクレイモア家の血筋が同時に断絶するのはまずい」

      　男装の麗人との間には、確実に次世代が産まれない。

      　この世界の貴族の価値観だと、血を残すためだけの結婚相手と子どもを残しつつ、外に恋人を作る、という選択肢もナシじゃない。でも、恋心を力の根源とする聖女にその選択は無理だ。愛した者以外と結ばれた時点で聖女の力が消える。その上、シルヴァンも聖女も一人っ子で、血筋を託せる兄弟はいない。

      　当代聖女さえかわせばのちに脅威が生まれる心配はない、と確信した厄災は復活後に雲隠れを決め込み、彼女たちの死後活動を開始。対抗する力を持たない人間は、なすすべもなく滅ぼされてしまうのだ。

      　シルヴァンを恋の相手に選んだ時点で、世界は破滅が確定する。だから私はこのルートを『禁断』と呼んでいる。

      「彼女のルートでは、断絶に加えて戦争が起きるんだったか」

      「シルヴァンルートのメインイベントはアギト国との戦争よ。ついに攻め込んできたアギト国軍と、クレイモアの騎士たちがぶつかるの」

      「アギトと戦争になればまず最初に戦うのはクレイモア。それは当然の展開だな」

      「でも……あと少しで勝利、というところでシルヴァンが女だってことが暴露されるの。長年信頼してきた当主の正体を知って騎士たちは動揺し、総崩れになるわ」

      「……それは、すべてアギト国の作戦だろうな」

      　フランがふう、と息を吐く。

      「他のまともな後継ぎ候補を暗殺しておきながら、優秀なシルヴァンが残されているのは、女だからだな。やつらは正体を知りながら、クレイモア家に打撃を与えられる最も効果的なタイミングを見計らっているんだろう」

      「その、効果的なタイミング、とやらが数年後の戦争ってわけね」

      「悲劇を回避するには、シルヴァン以外の後継ぎを用意するか、彼女の秘密を守り通すかの、どちらかが必要だ」

      「後継ぎを今から用意するのは無理よね。厄災が起きるのはもう二年後の話だもの。今、男の子がどこかで生まれても間に合わないわ」

      「となると、シルヴァンにはもう少し長く……少なくとも戦争が落ち着くまでは、男でいてもらう必要がある」

      「性別をごまかす方法ならあるわ。なんてったって、私の家庭教師は『金貨の魔女』なんだから。ディッツの薬を使って完全な男に変身してもらえばいいのよ」

      　ディッツの作る変身薬は、まさに魔法の薬だ。体のつくりそのものを変えた姿を見て、男装だと思う人間はいないだろう。

      「……そのあたりが現実解だろうな」

      「でも、薬を用意したとして、飲んでくれるかどうかが問題なのよねー」

      　ほとんど面識のない、他領地の令嬢が用意した薬をシルヴァンがほいほい受け取ってくれるとは思えない。しかも、その薬の効能は彼女の秘密に直結している。

      　うん、怪しすぎて絶対飲んでもらえないね！

      　少なくとも私がシルヴァンの立場だったら、ゴミ箱にポイすると思う。

      「まずは秘密を共有してもいい、って思えるくらいに信用してもらわないとね」

      「……そのためのぎりぎりの手段が、今回のお見合いだ。本気で縁談を進めるのは無理だろうが、顔くらいはつなぎたい」

      　秘密の内容が内容だから、年上男性のフランでは警戒されてしまう。

      　同世代の女の子である自分が一番適任だと思うけど、貴族女子は理由がない限り同世代の男の子に近づけない。

      　見合いくらいしか会う口実が作れないって、貴族の生活は本当に面倒だ。

      「今回は、俺も別にやることがあるから、お前はひとりで行動だ。……できるか？」

      「カトラス領の問題は子どもの私じゃ無理だもん。フランが好きに動けるよう、自分の仕事はちゃんと自分でやるわよ」

      　実をいうと、私がカトラスに来たのは、リゾート地だってこと以外にもうひとつ理由があった。

      　この港町には子どもの私には直接見せられないダーティな問題が隠れているのだ。

      　そっちは逆に、成人男性のフランじゃないと介入は無理だ。

      　私たちは、視線を交わして笑いあった。

      　大丈夫。

      　三年前と違って、今の私には心強い味方がいる。

      　できることだって少しは増えたはずだ。

      　きっと上手に運命が変えられるはず。

      　

      　しかし……お見合い当日、とんでもない人物があらわれて、私の計画はしょっぱなから迷走するのだった。

      来ちゃった（はーと）

      　カトラスに到着した数日後、いつもよりおしゃれした私は、保護者代理のフランと、従者のジェイド、フィーアを従えて貴族向けの高級レストランへと向かった。

      　ついに、お見合いにかこつけてシルヴァンと仲良くなろう作戦の決行日だ。

      　気合をいれてレストランのドアをくぐった私を出迎えたのは、白いおヒゲがかっこいいクレイモア伯と、銀髪の美少年にしか見えない男装の麗人シルヴァンと……黒髪の最強騎士だった。

      「……お父様？」

      　ごしごし、と目をこすってみても父様の姿は消えない。

      　間違いない。現実の父様が立っている。

      　なんでこんなところに父様がいるの！

      「リリィが初めて、自分の意志でお見合いをすると言い出したからね。気になって来ちゃった」

      「私の縁談には関わらない、って言ってなかったっけ？」

      「もちろん、リリィの決めたことには従うよ。でも、ちょっと気になるのはしょうがないと思うんだ」

      　最終決定に口は出さないけど、顔は見ると。

      　相手が下手な男子だったら、父様の顔を見た瞬間逃げ出すんじゃないの、それ。

      　……まあ、父様見たくらいで逃げるような相手はそもそも選ばないと思うけどさ。

      「それに、久しぶりにクレイモア伯にご挨拶したかったしね」

      　父様はぺこりとクレイモア伯に会釈する。

      　最強騎士と騎士伯。世代は違うけど、同じ騎士同士、昔からつきあいがあるみたい。

      「お仕事はいいの？ むこう半年は王都を離れられないって聞いてたのに」

      「ちょうど、王族のひとりが見合いのためにカトラスに向かうことになってね。その護衛として同行させてもらったんだ」

      「なるほど、半分お仕事なのね」

      　王族としても、最強騎士が同行してくれるなら、こんなに心強いことはない。

      「とはいえ、王都に仕事を残してきたから、今日の午後には戻らないといけないんだけど」

      　リリィとゆっくり食事したかったなあ、と父様は苦笑する。

      　遠くカトラスまで来て、一泊すらせずに王都に戻るって……それはかなり無茶なのでは。

      　うーん、父様が私の我儘(わがまま)を許容するから、何も考えずに動いてたけど、心配のあまり無茶をするようなら、私も少しは行動を改めたほうがいいかもしれない。

      　今度から、心配されないようもっと水面下で動こう。うん、それがいい。

      「あ、あのっ……ご挨拶させていただいても、よろしいでしょうか……！」

      　ハイトーンのソプラノボイスが、私たちに投げかけられた。

      　緊張でがっちがちに顔をこわばらせたシルヴァンが、クレイモア伯と一緒にやってくる。

      　彼は、私たちの前で『ビシッ！』と擬音がつきそうな勢いで騎士の礼をとった。

      「初めまして、ボクはシルヴァン・クレイモアと申します。ハルバード侯爵、リリアーナ嬢、お目にかかれて光栄です」

      「はじめまして、シルヴァン」

      　父様がよそいきの顔で軽く礼をする隣で、私も淑女の礼をする。

      　顔をあげると、シルヴァンはキラキラした目で父様を見ていた。

      　あー、この顔はなんか前世で見たことがある。主にショッピングモールのヒーローショーとかで見たやつだ。憧れの英雄を間近で見て興奮している少年の顔だ。

      　うちのお城でも、たまに領地に帰って来た父様を見て、従騎士や新兵がこんな顔をして敬礼している。

      　そういえば、シルヴァンって見た目は綺麗系なんだけど、趣味は剣術、読む本は戦記ものオンリーな、ザ・脳筋騎士だったっけ。綺麗なお花とかあげても全然好感度上がらなかったのに、肉をプレゼントしたらいきなり二段階くらい跳ね上がって頭抱えたんだよなー。

      　そんな騎士バカな彼女の前に最強騎士があらわれたら、テンション上がるよね。

      「悪いな、ユリウス。去年お前が御前試合で戦うのを見て以来、ずっとこんな調子なんだ」

      「それは光栄ですね」

      　その隣で見合い相手が置いてけぼりなんだけど。

      　えー、どうしたらいいの、これ。

      　父様のせいで一ミリも興味持たれなくなっちゃったんだけどー!!

      負けイベント

      「……ということだったんだ」

      「すごいですね……！ さすがハルバード侯爵です」

      　シルヴァン・クレイモアと顔合わせをして、レストランのテーブル席についてから一五分。クレイモア伯と父様とシルヴァンは、運ばれてきたお茶やお茶菓子そっちのけで、話し込んでいた。話題は主に父様とクレイモア伯の武勇伝。娘の私も聞いてなかったようなトンデモ話を、シルヴァンが目をきらきらさせながら聞いている。

      　その間、私が何をしていたかというと、お茶をすすりながら時々『ああ』とか『そう』とか適当な相槌(あいづち)を打ったくらいだ。

      　あっれー？

      　今日って何のための集まりだっけー？

      　私とシルヴァンのお見合いじゃなかったかなぁー⁇

      　なんで令嬢そっちのけで男（？）三人が盛り上がっているのさ!!

      　父様のことを尊敬してくれてるのは嬉しいけど、今日お話しすべき相手は、その隣の女の子ですよおおおおおお!!

      　自分自身このお見合いを利用する気満々で、付き合う気がさらさらなかったとはいえ、この仕打ちはないと思うの。

      　さーてどうしてくれようこの人たち。

      　特にシルヴァン。

      　ここで『私ともお話して！』って言うのは簡単だ。

      　まだ子どもなシルヴァンはともかく、父様とクレイモア伯はそれなりに常識を持った大人だから、私のツッコミを受け入れて話題を変えてくれるだろう。

      　でも、あこがれの騎士とのおしゃべりを止められたシルヴァンはどう思うだろう？

      　絶対悪い印象が残っちゃうよね。

      　男女の恋愛なら、たとえ悪印象であってもアピールする必要があるだろう。

      　でも、私は恋人になりたいわけじゃない。

      　シルヴァンと友達になりたいんだ。

      　考えこんでいると、保護者代理の立場で同席しつつも、気配を殺して静かにしていたフランが、そっと私に耳打ちした。

      「エサを与えろ」

      　ほうほう。

      　あえて、シルヴァンがもっと夢中になるものを与えてしまえと。

      　今日のところは好感度上げを諦めて、次の機会につなぐ作戦ね。

      　乙女ゲームでもたまに見かけたなー。その場では絶対パラメーターが変動しない負けイベント。

      　そうと決まれば、次の一手だ。

      「うちの孫は、剣術バカでなあ……ワシが止めないと鍛錬ばかりしとるんだ」

      「その成果はでているんじゃないですか？ 年齢の割に体幹がしっかりしている」

      「あ……ありがとうございます！」

      「ねえ、シルヴァン様ってどれくらい強いのかしら」

      　私は笑顔で会話に突撃した。

      　クレイモア伯は、ふむ、と自分の孫を見る。

      「身内のひいき目を抜きにしても、才能のある子だよ。同世代の騎士の中ではほぼ敵なしだな」

      「同世代の中では……大人と比べるとどう違うんですか？」

      「うーん、まだまだ体ができてないからなあ、比較しづらい」

      「……そうだわ！ お父様、シルヴァン様と戦って！」

      「ん!?」

      「実際に戦っているところを見せてもらえば、大人と比較した強さがわかるはずですわ」

      「ボクが、ハルバード侯爵と……？」

      　かあっとシルヴァンの顔に血が上った。

      　その顔はかわいいが、決して乙女な反応ではない。

      　強者との勝負の予感に、気分が高揚しているのだ。

      　シルヴァンは筋金入りの騎士バカだ。

      　あこがれの騎士との手合わせ以上に嬉しいものはない。

      「い……いや……そんな不躾(ぶしつけ)な……ハルバード侯爵もご迷惑でしょうし……」

      　そう言いつつも、口元めっちゃ緩んでるぞー。

      　一目見た時から戦いたくてうずうずしてたなー？

      「父様は迷惑じゃないわよね？」

      「まあ……そうだな。リリィが見たいというのなら、戦ってみせようか」

      「い、いいんですか……！ 光栄です！ ぜひ手合わせしてください!!」

      　思わず頭を下げるシルヴァンを横目に、フランがこっそり席を立つ。

      　レストラン側に、模擬戦闘の許可をもらいにいったんだろう。現代日本のファミレスと違って、ここは貴族向けの超高級レストランだ。お客はうちを含めて数組程度しかいないし、広い中庭もある。すぐに、場は整うだろう。

      　今日はもうお見合いって雰囲気じゃないし、この際開き直って最強騎士と騎士の卵の戦いを楽しむとしますか！

      最強騎士と騎士候補

      　高級レストランのスタッフのおかげで、父様とシルヴァンの対決の場はすぐに整えられた。優秀な彼らは、広い中庭にテーブルとティーセットを運んで、臨時観客席まで作ってくれる。高級店のホスピタリティ、半端ない。

      　私たちが見守る中、父様とシルヴァンが向かいあう。

      　いきなり勝負することになったから、ふたりとも、持っているのは腰に差していた真剣だ。

      　それって危ないんじゃないの？ とは思ったけど、クレイモア伯もフランも誰も何も言わなかったから、口がはさめなかった。

      　どっちも優秀な騎士だから、死ぬようなことはない、ってことなんだろうか。

      　ふたりが、剣を構えたところでクレイモア伯のはりのある声が響いた。

      「はじめ！」

      　そのとたん、シルヴァンが動いた。

      　放たれた矢のように、一直線に父様に向かっていく。父様はほとんど動くことなく、シルヴァンの剣をいなしてみせた。

      　バランスを崩されて、シルヴァンはたたらを踏む。

      　でも、すぐに体勢を整えてまた向かっていった。

      　いなされては立ち向かう。その繰り返しだ。

      「シルヴァン様、確かにお強いですね」

      　私が言葉をこぼすと、クレイモア伯がおヒゲの口元を緩ませた。

      「ほう、リリアーナ嬢はあれがわかりますか」

      「時々お城の練兵場を見学してますから」

      　シルヴァンの剣は、速く、そして鋭い。その上、何度打ち合ってもさらに踏み込んでいけるスタミナがある。うちの城でも、同世代でシルヴァンと同じくらい戦える騎士候補はいないと思う。

      　どきどきしながら見守っていると、突然戦いの流れが早くなった。

      　うまく表現できないんだけど、急にシルヴァンの攻撃が父様の懐に誘いこまれるように動き始めたのだ。

      「ユリウスの指導が始まったな」

      　クレイモア伯が笑う。

      「指導、ですか？」

      「戦いながら、よりよい動きを指南するのだよ。うちのシルヴァン相手に、真剣で打ち合いながらあれをやるとは……ユリウスめ、どこまで強くなったのやら」

      　さすが父様。

      　試合するどころか、そのまま指導を始めるとか、相変わらず強さの次元が違う。

      「そこまで！」

      　何度も刃を交え、ついにシルヴァンの足元がふらついたところで、クレイモア伯の声がかかった。

      「あ……ありがとうござい……ました……」

      　シルヴァンは息を切らせながら父様に礼をする。しかし、その直後に床にへたりこんでしまった。対して、父様は汗ひとつかいてない。異次元の実力差に、娘の私は苦笑するしかない。

      　私は席を立つとシルヴァンのもとに進んだ。

      　滝のように汗を流しながら、必死に息を整えているシルヴァンに汗拭き用の布と水を差しだしてあげる。

      「ありがとう。君は……」

      　水を受け取ったところで、シルヴァンの紫の瞳が私を見た。

      「リリアーナ・ハルバードよ。今日、あなたとお見合いするはずだった、ハルバード侯爵の娘」

      　自己紹介してあげると、シルヴァンはひゅっ、と息をのんだ。

      　それから戦闘の高揚とはまた別の意味で顔を真っ赤にして、一気に真っ青になった。

      　ようやく、今日の集まりがどういう目的で、目の前の女の子がどういう立場なのか理解したみたいだ。

      「ご……ごめんなさい……！」

      　お見合いという場でありながら、これ以上ないくらい失礼な行動をとったことに、いまさら気が付いたのだろう。シルヴァンは布と水を握り締めたまま固まっている。

      　はっはっはー、君の敬愛する侯爵の、大事な大事な愛娘に失礼働いて、ただですむと思うなよー。

      「ゆ、許して……」

      「だめ、許してあげない」

      「どうしたら……市内十周でも、スクワット百回でもするから……！」

      「そんなのじゃつまんないわ」

      「まさか……一週間肉ぬきとか！」

      　おいクレイモア家。

      　ふだん跡取にどんな罰与えてるんだ。

      「明日から七日間、カトラス観光につきあって」

      「そんなことで……いいの？」

      　その程度の罰だとは思ってなかったらしい、シルヴァンは紫の目をまん丸にして私を見つめた。

      「私たち、会ったばっかりじゃない。これっきりになるなんてもったいないわ。父様はもう帰るみたいだし、明日もう一度ゆっくり話しましょ」

      「うん……！」

      　私が手を差し出すと、シルヴァンは笑って握手してくれた。

      「リリアーナ嬢が大人で助かったよ。明日はシルヴァンに迎えに行かせるから、好きに連れまわしてくれ」

      「はい、そうさせてもらいます、クレイモア伯」

      　クレイモア伯は笑って、シルヴァンと一緒に帰っていった。

      　よし！ 悪印象は残さず、次の約束ゲットだぜ！

      　シルヴァンとの友情作戦はまずまずの成功と言っていいんじゃないかな！

      「あとは……」

      　突然人の作戦をぶち壊してくれた父様をどうにかしないとね!!

      無関心ではいられない

      「リリィ、見ててくれたかい？」

      　クレイモア伯が去って、私たち親子と使用人たちだけになったところで、父様が微笑みながら声をかけてきた。いつもなら、『戦うお父様かっこいい！』と飛びつくところだ。

      　でも、私は今日ばかりは思いっきりふくれっ面で振り返った。

      「お父様～？」

      「あ……あれ……？ リリィ？」

      「どこの世界に！ 娘の見合いの席で、当事者より目立つ父親がいるの！ 父様のせいでめっちゃくちゃじゃない！」

      「いや……でも、クレイモア伯とシルヴァンは喜んでたし」

      「その間、私とシルヴァンが直接会話した回数って、何回？」

      「あれ？」

      　父様、そういうとこやぞ。

      　育ちのせいか、脳筋なせいか、父様って時々変なところでズレてるんだよね。

      　フランの一件でミセリコルデ宰相家が後ろ盾になってくれたから、社交界で変な絡み方をされることはなくなったけど、第一師団長としてちゃんとやれているのか、心配だ。

      「でも……お見合いの席で私にばかり目を向けてしまうような子は、リリィにふさわしくないんじゃないかな？」

      「騎士の子の前に最強騎士がいきなり登場したら、どうしても気を取られちゃうわよ。十三歳の子どもに無茶言わないで」

      「……はい」

      　父様はしゅん、と肩をおとしてしまった。

      　心配して駆け付けてくれたその気持ちは嬉しいんだけど。どうしてくれよう、この父。

      「私の縁談にノータッチだっていうのはどうなったのよ」

      「うん、リリィが決めたのなら反対しない。その誓いを破るつもりはない。そのつもりだったんだ。でも……リリィが実際に男の子と会うって聞いたら、いてもたってもいられなくなっちゃって……」

      　はあ、と父様は息を落とす。

      「……手合わせも、ちょっと意地悪してたかもしれない」

      　つまり、娘に近づいてきた男が気に入らなくて、思わず威嚇(いかく)してしまったと。

      　ゲームでは、毛嫌いしている王妃の息子と結婚すると言い出しても、いっさい反対しなかったのに、どうしちゃったんだろう。

      　……いや、どうかしたから、こうなったのか。

      　今の父様はゲームの中のマシュマロ侯爵じゃない。

      　子どものために、もう一度前向きに生きようと姿を変えた人だ。その上、ミセリコルデ宰相と手を結び、第一師団長として仕事に励んでいる。

      　その結果、以前よりずっと真剣に私たちと関わるようになったんだ。

      　子どものことをなんでも許すのは、愛しているようでいて、その実態はただの無関心だ。

      　私を気にかけてるからこそ、暴走もしてしまうんだろう。

      　だとすれば、このお見合いで悪いことをしたのは自分だ。

      　父様の心配する気持ちをちゃんと考えてあげられなかった。

      「……私のほうこそ、ごめんなさい。何も言わずにお見合いするのは、さすがにダメだったわね」

      「先に誓いを破ったのは、私のほうだからね。リリィは悪くないよ」

      「今度お見合いするときは、ちゃんと父様にも相談するわ。だから、乱入してこないでね？」

      「う」

      　父様の綺麗な顔がひきつった。

      　あー、これは娘の結婚自体が受け入れられないことに気づいたな。

      「……父様、私はハルバード家の長女なんだし、将来絶対結婚はするからね？」

      「わかってる……」

      　絶対わかってない顔で父様はうなだれる。

      「とりあえず、明日はシルヴァンとのデートをやりなおさなくっちゃ」

      「リリィは、シルヴァンのことが気に入った？」

      「まあ、そこそこ？ ほとんど会話してないから、まだなんとも言えないけど」

      　そう言うと、父様はうーん、と首をかしげた。

      「父様はシルヴァンとの縁談を勧められないなあ……いい子だと思うけど……」

      「どうして？」

      「……たぶん、あの子との間に子どもは望めないよ？」

      　困り果てた顔で父様が告げる。子ども、の言葉で私はぴんときた。

      　父様、シルヴァンが女の子だって気づいてる！

      　脳筋な父様だから絶対気づかないと思ってたのに!!

      　むしろ脳筋だから気づいた!?

      　父様は野生の獣みたいな勘で動く時がある。さっきの手合わせで何かを感じ取ったりしてそうだ。

      　完全なタブーではないとはいえ、父親として、娘が女の子と結婚したいと言い出したら、複雑な気持ちになるだろう。

      　私はにこっと笑うと父様に体を寄せた。

      「心配かけたお詫びに、隠し事をひとつ教えてあげる」

      　父様に体をかがめてもらって、私はその耳元に囁いた。

      「私はシルヴァンと結婚したいんじゃないの。お友達になりたいのよ」

      「なるほど」

      　父様は満足げに笑って、王都に戻っていった。

      デートしよう

      　翌日、約束通りシルヴァンと私は港町カトラスにお出かけした。

      　仕事を抱えて王都にとんぼ返りした父様だけでなく、クレイモア伯も今日は同行してない。若いふたりでごゆっくり、ってやつだ。といっても、現代日本とは比べ物にならないほど治安の悪いこの世界で、身なりのいい貴族の子どもをふたりだけで外出させるような大人はいない。

      　私たちふたりの数歩後には、地味な外出着の下に武器を隠したジェイドとフィーアが。さらに、十数メートル離れたところに武装したクレイモア家の屈強な護衛騎士が三人ほどついてきている。

      「ボクの護衛騎士がものものしくてごめんね？ クレイモア家の者として、常に周囲を警戒する必要があるんだ」

      「気にしないで。うちだって、護衛を連れてるのは一緒だし」

      　人にお世話されるのが当たり前の貴族にとって、護衛や従者は黒子のような存在だ。そんなのいちいち気にしないのが淑女のマナーだ。だから、これは実質「ふたりきりのデート」と言っていい。

      「リリアーナ嬢、今日はどこに行こうか」

      「リリィでいいわよ。私もシルヴァンって呼ぶから。そうね……市場のほうに行ってみない？ 地元料理の屋台とか、見て回りたいのよね」

      「えっ、輸入ものの宝飾店とか、仕立て屋とかじゃなくていいの？」

      「どうして？」

      「いやその……女の子は、そういうところのほうが喜ぶって……」

      　シルヴァンはちらっと後ろに控えている護衛騎士を見た。

      　三人いる護衛のうちのひとりは、女性の扱いが上手そうなこざっぱりとしたイケメンだ。彼あたりが、エスコートの作法を指南したのだろう。ご令嬢としては紳士の提案に乗ってあげたほうがいいのかもしれない。

      　だけど、私は紳士淑女のやりとりがしたいわけじゃない。

      　目の前にいる「シルヴァン」と仲良くなりたいんだ。

      「宝石も衣装も嫌いじゃないけど、あなたはそうじゃないでしょ。全然興味のないお店に付き合いで入って、楽しい？」

      　そう言うと、シルヴァンはふるふると首を振った。

      　そもそも、自分の興味のないことに付き合わされるのが苦手な子なんだよね…。

      　ゲームでさんざんシルヴァンルートを通ったから、彼女の趣味はわかっている。一に鍛錬二にお肉、三四が装備で、五が鍛錬だ。繊細そうな見た目と、『男装の麗人』というキャラ付けに騙されて、お花や宝飾品を贈り、何度アイテムを無駄にしたことか。

      　デートの行先に仕立て屋を選んだら、好感度が上がるどころかマイナスになったからね！

      　普通、『デートする』ってコマンド実行したら、失敗しても少しはパラメータが上がるもんじゃないのかよ！ ってコントローラーをぶん投げそうになったわ。

      　まあ……現実世界では、デート先で喧嘩して別れるカップルとか普通にいるから、ある意味正しいパラメータ処理なのかもしれなかったけど。

      　それはおいておいて。

      　シルヴァンと仲良くなるつもりなら、わざわざ興味のないところに行ってもしょうがない。

      　彼女が楽しいと思えるところに行かなくちゃ。

      　幸い、私も市場に興味がある。

      「私、お父様の代理で領地のお仕事をしてるの。だから、カトラスでどんな品物が売られてるか知りたいのよ」

      「ここは他の街にはないものがたくさんあるもんね」

      「地元の変わった味付けのお料理も、いろいろ食べてみたいんだけど……ひとつ大きな問題があるの」

      「も、問題？ 食べられないものがあるとか？」

      「私、まだ子どもだからそんなにたくさん食べられないのよ」

      　大真面目に言うと、シルヴァンがきょとんとした顔になった。

      「どこかに、一緒にたくさん食べてくれる人がいると、とっても助かるんだけどなあ……」

      　じーっとシルヴァンの顔を見つめてみる。彼女はすぐに笑い出した。

      「わかった！ 一緒にわけあって食べよう」

      「お願い！」

      　私たちは、市場に向けて元気よく歩き出した。

      仲良くなるには難しい

      「はあ……お腹いっぱい」

      「食べたし、歩いたね……」

      　陽が傾きかけるころ、私とシルヴァンは港のベンチにふたりで並んで座っていた。

      　市場をあちこち食べ歩きしたせいで、くたくただ。

      「知らない街を歩くのって、楽しいわね」

      「……そうだね」

      　私の問いかけに、シルヴァンは複雑そうにうなずく。

      　今日は一日楽しかった。

      　私は間違いなくそう断言できるし、シルヴァンだって、異国のスパイス満載のお肉を食べていたときのあの笑顔が嘘だとは思えない。

      　でも、一緒にいると楽しいね、と素直に肯定してしまえば、周りが『では婚約を……』と話を進めてしまう。

      　性別を偽っているシルヴァンは、そう簡単に婚約者を作れない。私だって、お見合いはともかく本気で婚約する気はない。

      　だから、どうしても煮え切らない態度になってしまうんだ。

      　お友達作戦、けっこう難しい。

      　気まずそうに視線をそらしたシルヴァンは、そこで目をとめた。

      「あ……」

      「シルヴァン？」

      　シルヴァンは港を指さす。そこでは、巨大な客船に明かりがともされていた。いくつものランタンに照らし出されて、客船はその美しい姿を水面に映す。

      「綺麗だね」

      「すごい……これから何か催しでも始まるのかしら」

      「船上パーティーじゃないかな。ほら、お客の馬車が来た」

      　シルヴァンが指す方向を見ると、豪華な馬車が何台もやってくる。乗客はその馬車に見合うだけの裕福な貴族たちなのだろう。その中に、ひときわ美しい豪華な馬車があった。

      　シミひとつない白馬ばかりがひく四頭立ての車体には、ハーティアを象徴する紋章がデザインされている。乗っているのは、王族だろう。

      「そういえば、父様が王族のひとりがお見合いするから、護衛してきたって言ってたわね」

      「じゃあ、あそこに乗っているのは……オリヴァー様かクリスティーヌ様、かな？」

      　現在、ハーティア王室に未婚の者はふたりしかいない。

      　王妃が産んだ、ただひとりの王子オリヴァー。そして、前国王陛下が側室に産ませた王妹殿下クリスティーヌ。側室が前国王のもとに入ったのが晩年だったので、オリヴァーとクリスティーヌは、叔母と甥の関係だけど同い年の十三歳だ。

      　どちらも、私たちみたいに海辺でお見合いしててもおかしくない。

      　見ていると船のほうから燃えるような赤毛の青年が出て来た。

      　身なりのいい貴族たちの中でも、ひときわ高級な衣装を身に着けた美丈夫だ。彼は馬車の前までやってくると、そのドアの前に跪(ひざまず)く。そして、ようやく馬車の中から女の子がひとり出て来た。

      　ふんわりとしたラヴェンダー色のドレスを着た、妖精のような女の子だった。

      　輝く銀髪を美しく結い上げた彼女は、洗練されたしぐさで赤毛の青年のエスコートを受ける。

      「お見合いに来たのは、クリスティーヌ様だったみたいだね。赤毛の男性がお見合い相手かな？ 誰だろう……」

      「カトラス侯爵嫡男のダリオ・カトラスじゃないかしら。派手な赤毛で有名だもの」

      　赤毛、カトラス領、お金持ち、というキーワードから、私は赤毛の青年の正体を推理する。七勇士の跡取り息子であるにも関わらず、私の手元にダリオの詳細な情報はない。彼はゲームが開始される前、近い未来に殺されてしまうからだ。ゲームが聖女視点でしか描かれていないから、直接観測できないキャラの情報はほとんどない。

      　その代わり、攻略本には兄の死後、後継ぎに指名された弟ルイス・カトラスのプロフィールが詳しく書かれている。

      　今回のカトラス旅行のもうひとつの目的は、ダリオ殺害の悲劇を事前に止めることだ。しかし、カトラスの問題はえぐすぎて子どもの私には手に負えないから、フランに丸投げだ。

      　こればっかりはどうしようもないので、彼に託すしかない。お見合いしながら信じて待つだけだ。

      　そんなことを考えながら、ぼんやりとダリオとクリスティーヌを見ていた私は、ふとあることに気が付いた。

      　ラヴェンダー色のドレスのクリスティーヌ。

      　男物の騎士服を来たシルヴァン。

      　ふたりは、どちらも銀髪に紫の瞳で、とても顔立ちが似ていた。

      「ボクとクリスティーヌ様、ちょっと似てるでしょ」

      「え……ええ、女の子と似てる、って言うと失礼かもしれないけど……」

      「小さいころはもっと似てたんだよ。ボクとクリスティーヌ様はいとこ同士だから」

      「初耳だわ……」

      　そんなの、攻略本に載ってたっけ？

      　今ここで黒歴史ポエムな攻略本を出すわけにもいかないので、私はただ首をかしげるしかない。

      「母様はボクを産んですぐに亡くなってしまったから、ボクらの世代で知ってる子は少ないのかもしれないね」

      　なるほど、ゲーム開始前に退場したダリオ・カトラスと一緒か。『聖女に観測されてない人間関係』というやつだ。

      「モーニングスター侯爵と、ボクの母様、そしてクリスティーヌ様のお母様は三姉妹でね。全員、モーニングスター家の血が入ってるんだ。だから、みんなおそろいの銀髪なんだよ」

      　そういえば、モーニングスター侯爵家跡取の攻略対象も、見事な銀髪だったなあ。

      　ゲームで遊んでた時は、『いくらなんでも銀髪率高すぎ！』って思ってたわー。でも、血がつながってるのなら似るのは当たり前だ。プレイヤーが混乱しないよう、兄弟でも全然別ものにキャラ設定されてる、ゲームのほうが不自然な世界なのかもしれない。

      「じゃあ、ふたりは子どものころから付き合いがあるの？」

      　問題だらけの王室の中で、クリスティーヌもまたいろいろとややこしい問題を抱えている。シルヴァンと関係が深いなら、今回のお友達作戦をきっかけに、クリスティーヌに近づけるかもしれない。

      「うーん……面識はあるけど、付き合いがあるかって言われると微妙かなあ。クリスティーヌ様は、滅多に離宮から出てこないし、ボクもふだんはクレイモア領にいるから。三年前に王妃様主催のお茶会でちょっと見かけたくらいだね」

      「そうなんだ」

      　まあ、そうそううまくはいかないか。

      　ゲームで垣間見たふたりの性格だと、お互い親戚だからって仲良くするタイプじゃないし。

      　その上、どっちも秘密を抱えてるからなあ……。

      　王室にはあの王妃様がいる。彼女の目をかいくぐる体制が整うまでは、クリスティーヌ様の問題は棚上げしておいたほうがよさそうだ。

      「三年前のお茶会で印象に残ったのは、むしろ……」

      　ふとシルヴァンが言葉を切った。

      　複雑そうな目で見られて、シルヴァンが何を思い出しているのかを察する。

      「お、お願いだから、あの時のことは忘れてぇぇぇ……！」

      　そういえば三年前のお茶会でリリアーナが突撃した相手のひとりだったね!!

      　あの件がきっかけで覚醒したとはいえ、あの日の出来事は闇に葬り去ってしまいたい。

      　私が頭を抱えていると、シルヴァンはクスクスと笑い出す。

      「実を言うと、今回のお見合いは破談にするつもりで来たんだ」

      「……ふうん？」

      「男なら十三にもなれば婚約者のひとりでもいるのが普通だ、って親戚に言われてね。でも、ボクはまだ婚約者を作るわけにはいかないから、とにかく誰でもいいから、一度だけでもお見合いして破談にした記録を作りたかったんだ」

      　普通の女の子相手なら失礼極まりないシルヴァンの告白だけど、私は驚かなかった。だって、私は彼女の正体を知っているから。できることならぎりぎりまで結婚話から遠ざかりたいはずのクレイモア家が、お見合いを持ちかけてくるなんて、裏があるに決まってる。

      「おじい様はハルバード侯爵とつきあいが長いから相談しやすいし。それに……お茶会で見たようなワガママな女の子なら、破談にしてもそんなに罪悪感がないと思ったんだ。でも、失敗したなあ」

      　はあ、とシルヴァンは大きなため息をついた。

      「君がこんなにおもしろい子だと思わなかったよ。このまま破談にしてそれっきりになるのは……なんていうか」

      「もったいない？」

      「すごく都合のいいこと言ってると思うけど、そんな感じ。でも破談にしたらやっぱり、気まずいよね？」

      「そうでもないわよ。私も、結婚する気はさらさらなかったもの。あなたに会ってみたかっただけで」

      　こっちも裏があったことを白状してあげると、シルヴァンは一瞬真顔になった。その後、もう一度大きなため息をつく。

      「そういうことか！ 他の子と違って、『女の子扱いして！』って言ってこないから、変だなって思ってたんだよ。ええ……お見合いってこういう時は、どうなるの？」

      「もう友達でいいんじゃない？ 結婚は考えられないけど、仲良くなりましたってことで」

      「そうなのかなあ……？」

      　シルヴァンは、納得いかないって顔だ。

      　まあ、一日遊んだくらいで、これからどう付き合っていくべきか、なんて決められないよね。

      「とりあえず、私との約束はあと六日残ってるんだし、その間は思いっきり遊びましょ。せっかくカトラスまで来ておいて、ごちゃごちゃ考えてたら損だわ」

      「い、いいのかな？」

      「ちなみに、明日は主に武器を扱う職人街に行く予定です」

      「えっ……」

      「カトラスの武器、見てみたくない？」

      「その誘い文句はずるいって！」

      　私の言葉に苦笑したあと、シルヴァンはうなずいてくれた。

      有能な悪役ほど迷惑なものはない

      　私とシルヴァンは、翌日も元気よくカトラス観光に繰り出した。

      　目的地は約束通り、カトラスの職人街だ。

      「職人の街って聞いたけど、商店街みたいな雰囲気だね」

      「表の店舗は、ショーケースみたいなものなんですって。店の奥に行くと、職人が働いている工房があるらしいわ」

      「なるほど……」

      　私は補佐官から仕入れた知識を披露する。シルヴァンは興味深そうにそれぞれの店を覗き込んだ。そこには、王都でも見かけるようなスタンダードな剣に加えて、複雑怪奇な形をしたナイフなどが並んでいる。

      「これ、どうやって使うのかしら」

      「投擲用のものみたいだね。たぶん、輸入品だと思うよ」

      「貿易港ならではの品物ね」

      「ひとつ買ってみたいけど、ちょっと高いかな」

      　値段を見て、シルヴァンの顔が残念そうなものになる。

      「クレイモア家は歴史が古いけど、あまり懐は豊かじゃないんだよね……」

      　結婚するつもりはない、とお互いわかっているせいかな？ シルヴァンは見合い相手には明かしちゃいけないことまで、明かしてしまった。まあ、その件はシルヴァンが暴露しなくても、知ってたけどね。

      　ハーティア東の国境を守るクレイモア領は、国境ぞいに険しい山があり、決して実り豊かな土地ではない。その上、ひとたびアギト国と戦いになれば、真っ先に戦地となるため、移住希望者は少ない。だけど、隣国からの侵略を止めるには、常に精強な軍隊を配置しておかなくてはならない。

      　維持費のかかる騎士たちを抱えながら、やせた土地で暮らす彼らの財政は基本赤字なのだ。

      　買えないとわかっていても、武器を見るだけで楽しいらしい。目を輝かせながら歩くシルヴァンを観察していると彼女の視線が、ある店のショーケースで止まった。職人街の中では、ややグレードの高い店だ。

      　一緒になって店を覗き込むと、そこには一目で出来がいいことがわかる武器が並んでいた。細工は無骨だけどその品質は他店と一線を画している。

      「いいお店ね」

      「ボクもそう思う。でも、ちょっと値段の桁が違うよ。別の店に行こうか」

      「いいじゃない、入りましょ」

      「え……」

      「せっかく旅行に来たんだし。気に入ったものがあれば、プレゼントしてあげるわよ」

      「えええええっ」

      「いいからいいから！」

      　クレイモア家は、騎士に対して税が少なく、そのままでは赤字でつぶれてしまう。しかし、国全体として、彼らに財政破綻してもらうわけにはいかない。クレイモア家がつぶれたら、次に侵略されてつぶされるのは王都だ。だから国をはじめとした諸侯からは、毎年軍事費として多額の支援金が渡されている。

      　うちも、支援している貴族のひとつだったんだけど。

      　アギト国のスパイだったクライヴが、毎年何かと理由をつけて、ちょっとずつ支援金を減額してたんだよね……。帳簿チェックをしてて、支援額が元の半分になってるのを見たときには、マジで頭かかえたもん。

      　クレイモア家に弱体化してもらいたいアギト国スパイとしては、減額一択だよねえ……。

      　ハルバードほどの大侯爵家からの支援が滞ったら、クレイモア家は大打撃だ。

      　だから、クレイモア家の財政危機はうちの責任、とも言える。

      　本来、即刻お詫びの品を持って、お金を納めに行く事案だ。しかし、クライヴの不正が発覚してから二年たった今も支援金はさほど増額できてない。それはなぜか。

      　うちもけっこうヤバかったのだ。

      　賄賂を贈りまくる執事に、運営費を着服する騎士隊長、私腹を肥やす悪代官……中間管理職がこぞって税収を中抜きしまくったら、さすがの大領主でも傾きますって。スパイを一掃して悪代官を全員身ぐるみ剥いでたたき出してもまだ足りない。兄様が『魔力式瞬間湯沸かし器』で一山あててくれなかったら、何年もしないうちに財政破綻してたと思う。

      　今年になって、やっと財政が元の水準に戻ったから、機会を見て支援を再開する予定だ。とはいえ、迷惑かけちゃったから、何かお詫びの品は渡したい。

      　そう思って入った店で、私は予想外の出費をする羽目になった。

      武器工房

      「これはこれは、お嬢様、お坊ちゃま。ようこそおいでくださいました」

      　私たちが貴族だと見てとった店主は、子ども相手にも関わらず、上機嫌で私たちを招き入れた。店舗の中央に設けられた商談スペースのソファをすすめてくれる。

      　私は、シルヴァンにエスコートされてそこに座った。

      「彼にプレゼントがしたいの。オススメを見せてちょうだい」

      「でしたら……こちらなどいかがでしょうか」

      　商談のチャンスと見たのか、店主は奥からひときわ高そうな武器を持ってきた。

      　シルヴァンの体格に合いそうな細身の剣だ。

      「いい剣だね。つくりがよくて、バランスもいい」

      「いいでしょう！ つい昨日仕上がってきたばかりの逸品ですよ。ドワーフの専属職人に細工させています」

      「どわあふ」

      　思わず繰り返してしまった。ネコミミ獣人を連れていていまさらかもしれないけど、現代日本育ちとしては、ファンタジー種族が出てくるとびっくりしてしまう。

      「お嬢様はご存知ないかもしれませんねえ。海を渡った西の国からやってきた種族ですよ。金属の扱いに長けていて、とてもよい武器を作ります」

      「柄頭に魔法がかけてあるわ。何かしら……」

      　剣から不思議な魔力の流れを感じて指摘すると、店主は目を見開く。

      「よくわかりましたね。こいつは土の魔法で強度をあげているんです。見た目が細くても打ち合いで折れたりしません」

      「なるほど……よく見たら、文字みたいな模様が彫り込まれてるわね」

      「そいつが魔法のタネですな。ドワーフの古いまじない言葉らしいです。私は読めませんが」

      「……ジェイド、これは読める？」

      　私は、背後で黒子に徹していた従者に声をかけた。魔法使いはまじないに通じている。東の賢者の弟子である彼なら、ドワーフの言葉もわかるかもしれない。

      　従者はすっと前に出ると、しばらく文字を見つめる。ぱちぱちと数回瞬きしたあと、顔をあげた。

      「いえ、読めません。さすがにドワーフの文字は専門外なので」

      「そう……。ねえ、こんな魔法をかけてある武器は他にもあるの？ 彼とお揃いで私も似たものがほしいわ」

      「かしこまりました！ 少々お待ちください！」

      　高価な細工物の剣をもうひとつ買う、と宣言されて、店主は大喜びで店の奥に引っ込んだ。彼が私たちの前からいなくなったのを見計らって、私はもう一度ジェイドにたずねる。

      「それで、本当は何が書いてあったの？」

      　さっきの瞬きは、何か裏がある、という合図だ。

      　その場で口にしなかったのは、おそらく店主には聞かせられない内容だったから。

      　ジェイドはもう一度剣に刻まれたドワーフの言葉を見つめてから、口を開いた。

      「助けてくれ、工房の地下に閉じ込められている、と」

      「地下室に、人が……？」

      　その言葉を聞いて、シルヴァンも、彼の護衛三人もぎょっとした顔になる。

      「店主に隠れて外部に助けを求めるために、わざとドワーフの言葉で刻印したのでしょう」

      「その職人は、なぜ閉じ込められてるんだ？」

      「……たぶん、人身売買よ。おそらくどこかで誘拐されて、この工房に売られてきたんだわ」

      　私が答えると、シルヴァンの顔からさあっと血の気がひいていく。

      「あり得ない……人を金で売り買いするなんて！」

      「でも、そのあり得ないことを商売にする人たちが、カトラスにいるのよ」

      　これが、『子どもの私では手が出せないカトラスの問題』だ。

      　ハーティア最大の貿易港、カトラス。

      　ここでは食料から工業製品まで、多種多様な品物が取引されている。その中でも、ここ数年隠れた目玉商品となっているのが、『人間』だ。単純労働を行う雑役奴隷が二束三文で売買される横で、高度な技術を身に着けた職人が高額で取引されている。地下に閉じ込められた彼も、そうやって売り買いされてきたのだろう。

      　シルヴァンの反応からわかるように、ハーティアでは人身売買が固く禁じられている。国にバレたら、売った者も買った者も全員まとめて死刑だ。だからそんなリスキーな犯罪に手を染める者は少数派だ。

      　でも、領地を統括している侯爵家が人身売買の元締めだったら？

      　こんなに商売しやすい土地はないだろう。

      「ジェイド、本当に地下に人がいるのか、わかる？」

      　私がたずねると、ジェイドはこくりとうなずいた。

      「地下から数名分の魔力が感じられます。ただ、状況まではわかりませんね。フィーア、音は拾える？」

      「やってみるわ」

      　感覚の鋭い獣人フィーアがネコミミをぴんとたてた。工房に意識を向ける。

      「何か、言い争ってるみたいです。でも細かいことまでは……」

      「風の魔法で補助してみよう」

      　ジェイドはフィーアに手をかざした。風がフィーアに向かってかすかに流れていく。

      「……聞こえるようになりました。店主が職人に武器への魔法付与を命令しています。ですが、作業ができるほど体力が残っていないようです。拒絶して……暴力をふるわれているようですね」

      「ボクたちが行って止めてこよう。リオン、お前はカトラスの警備兵を呼んで来てくれ」

      「待って」

      　護衛騎士のひとりに指示を出し、奥に乗り込んでいこうとするシルヴァンを止める。彼は不満そうに私を振り返った。

      「リリィ？ どうして止めるんだよ」

      「……」

      　どう言っていいのかわからず、私は言葉につまる。

      　もちろん、私だってカトラスの人身売買を放っておく気はない。

      　だけど、それはフランの担当だ。

      　大して証拠もないのに、今警備兵を呼びにいって派手に騒いだらどうなるだろう？ きっと店主にはごまかされてしまうし、犯罪が明るみに出ることをおそれた関係者は、雲隠れしてしまう。きっと救えない人がたくさん出るだろう。

      「地下の職人は、作業もできないほど弱っているんだろう？ 見殺しにはできないよ」

      　助けを求めている職人に残された時間は少ない。そのことが、問題をより複雑にしていた。

      　私だって、死にそうな人を見捨てたいと思ってないよ！

      　でも、今この時だって、全員を助けるためにフランが努力してくれてるの！

      　彼の仕事を無駄にするような真似もしたくないの！

      　ああああもう、自分の頭がしょせん凡人止まりなことがうらめしい。

      　フランだったらきっと、何かいい手を思い付くに違いないのに。

      　でも、この場に彼はいない。

      　私は、自分の判断だけでどうにかしなくちゃいけないんだ。

      　考えろ。

      　私にできるのは、足掻(あが)くことだけだ。

      　職人の命も、この街の問題も、諦めてしまったらそこで零(こぼ)れ落ちていってしまう。

      　考えろ。

      　あの腹黒補佐官なら、こんなときどんな裏技を思い付く？

      『お前が足掻くのなら、どんなことでも手を貸してやろう』

      　大丈夫、私には、諦めなければ手を差し伸べてくれる仲間がいる。

      「誰も諦めろとは言ってないわ。正面きってぶつかる以外にも、方法はあるって言ってるの」

      　私は腹をくくって顔をあげる。

      　やらなくちゃいけないなら、やってやろうじゃないの。

      「どういうこと？」

      「私にまかせて」

      　その結果、フランに迷惑がかかるかもしれないけど、その時はその時だから！

      悪役令嬢流ワガママショッピング

      「お待たせして申し訳ありません、お嬢様」

      　しばらくして、店主が店に戻ってきた。その額にはうっすら汗が浮いている。

      　職人を折檻して体を動かしたせいだろう。

      「そして重ね重ね申し訳ないのですが……残念ながら、在庫の中に同じ魔法をかけた武器は、ございませんで……」

      「えー、それは困るわ！ おそろいがいいの、おそろいが！」

      　私が『おそろい』を強調すると、店主はしきりに汗を拭きながら言い訳を並べる。

      「あの、少しお時間をいただくことはできませんか？ 魔法をかける商品を選んでいただけましたら、職人に作業をさせて後日お届けにあがります」

      「それじゃ遅いわよ。私も彼も明日にはカトラスを出る予定なんだもの」

      「でしたら、宿ではなくご自宅のほうに配達いたしますよ」

      「それで受け取ってみて、魔法がうまく働いてなかったらどうするの？」

      「そ……その時は、一度返品していただいて、再度配達させていただければ……」

      「あーもう、まだるっこしいわね！」

      　私は、ワガママ全開で叫んだ。

      「いちいち注文するのは面倒だわ。ジェイド、金貨を」

      「はい、お嬢様」

      　ジェイドは懐から金貨の入ったお財布を出した。

      　ことさらに、見せびらかすようにして店主の前に金貨を積み上げる。

      「お店と職人ごと、この工房を買うわ。お金を持って出ていってちょうだい」

      「……は」

      「自宅に職人を連れて帰って、ゆっくり自分好みの武器を作らせればいいのよ！」

      　店主の顔から表情がすっぽぬけた。

      「あなた、言葉はちゃんとわかる？ このお店を全部買うって言ったのよ」

      「……そ、そうなんですか？」

      　まあ、言葉がわかってても、理解がついていかないよね。

      　そうなると思って、わざと追い詰めるような言い方をしてるんだけど。

      「し……しかしですね、お嬢様。こちらの工房は私がほんの駆け出しのころから、必死に守ってきた店でしてね。大事なものもたくさん……」

      「これじゃ足りない？」

      　ちゃりん、ちゃりん、ちゃりん。

      　ジェイドがさらに金貨を積み上げる。

      「そそそそそそ、そんなことは！」

      「じゃあ商談成立ね！」

      　にこっ、と満面の笑みを向けてあげると、店主の顔からは脂汗が滝のように流れ始めた。

      　こんな要求してくる客、今までの人生でいなかっただろうなあ。

      「しかしですね……」

      「安心して」

      　私は、笑顔のままかわいらしい声で囁く。

      「地下の秘密の職人さんのことは、内緒にしておいてあげる」

      「な、なぜそれを！」

      　店主の汗が脂汗から冷や汗に切り替わった。

      「ごめんなさい、手品のタネは明かさない主義なの。ねえ、考えてみてちょうだい。私たちはこれから、カトラスの警備兵のところに行くこともできるの」

      「う……」

      「でも、そんなことになったら、あなたは死刑になっちゃうし、職人さんも元いた国へ送り返されちゃうわよね？ 私も魔法の剣が手に入らなくて、困っちゃうわ」

      「……そ、そのようで」

      「ねえ、決めてちょうだい。このまま金貨を持って出ていくか、護衛騎士に警備隊を呼ばせるか」

      　見つめること数十秒。

      　ついに耐えきれなくなった店主は、立ち上がった。

      「お買い上げありがとうございますっ!!」

      　彼はテーブルの上の金貨をひったくると、そのままダッシュで逃げていってしまった。

      「な……なんとかなった……」

      　店主がいなくなったのを見届けてから、私はソファにずるずると体を預けてへたりこむ。

      　脛に傷を持つ店主は、私に店を売った経緯を言いふらすことはないだろう。職人街で武器屋を店ごと買った変なお嬢様の噂が立つかもしれないけど、たぶん人身売買組織を刺激するようなことにはならないはず。

      　私がせっせと貯めたお小遣いがめちゃくちゃ減ったけど、これはもう必要経費と思って諦めることにする。

      　遊びに使う金貨よりは、目の前の人だ。

      「リリィって、かっこいいね……！」

      　シルヴァンがまじまじと私を見る。

      「腹黒補佐官の真似をしただけよ」

      　フランの悪辣な思考ほど、お子様の健全な成長に悪影響を及ぼすものはないんじゃないかな。今回は役に立ったけど。

      「ああ本当に……君と結婚できないのが残念」

      　シルヴァンは複雑な顔で笑う。

      「私たちの関係に名前をつけるのは後でいいんじゃない。それより、職人を助けなくちゃ」

      　従者と護衛騎士たちは工房の奥へと向かっていった。

      その武器は呪われていた！

      　工房の地下から発見されたのは、小柄で痩せた男の人だった。

      　髪の毛もおヒゲも、もじゃもじゃなところは、いかにもファンタジー世界のドワーフ！ って感じだけど、痩せてやつれているせいか、武器職人には見えない。

      　看護が必要な病人だ。

      　店まで連れてきて、ソファに横たえると職人さんは、ぜい、と苦しそうな息を吐いた。

      「あんた……たちは……？」

      「この店ごとあなたを買ったお嬢様よ。安心して、無理に働かせる気はないから」

      「はあ……」

      「自分の名前は言える？」

      「オラの名前……は……マリク……」

      　喋ること自体がつらいのか、そこまで告げて職人マリクはまた、ぜい、と息をつく。

      　そして、彼の名前を聞いた私も、息をのんだ。

      「呪われしマリク武器……？」

      「リリィ、知ってるの？」

      「う、ううん！ 似た名前の職人さんがいたから、ちょっと気になっただけ！」

      　ごまかしつつも、私の心臓はバクバクだ。

      　気になったどころじゃない。

      　この世界で一番ヤバい武器の製造者じゃん!!

      　といってもヤバいくらい高性能な武器、ではない。

      　手にしたらヤバいことになる武器だ。

      　彼の作った武器はすべて呪われているのだから。

      　呪われた装備、っていうのはＲＰＧなんかでたまに出てくる罠アイテムだ。見た目は豪華だし、パラメータも上がるからと装備すると、呪われて体力低下とか筋力低下とかのデバフがついてしまう。そういう装備はたいてい、解呪のイベントとワンセットになっていて、呪いを解くとデバフが解除されたり、さらにパワーアップした武器に化けたりする。

      　しかし、マリク武器の呪いにそんなご都合主義は存在しない。

      　ハーティア国民が手にするとその時点で幸運値がほぼゼロになり、あれよあれよという間に不幸に見舞われてデッドエンドに直行してしまう。解呪しようにも、運勢がめちゃくちゃ悪い状態なので、祝福を扱う神殿なんかに行く途中で空から隕石が降ってきたりして命を落とす。

      　まさに、初見殺しの極みの罠である。

      　製造者のマリクはゲーム開始時点で死んでいたため、名前以外の情報はいっさい残されていない。調査しようにも、マリクに関するものに近づいた時点でだいたい呪われて死ぬので、聖女であっても謎が解けないのだ。

      　マリクがなぜ、こんなにもハーティアを恨んでるのか疑問だったんだけど……工房に売られて死ぬまで働かされたら、そりゃー呪いのひとつくらい残したくなるよね。

      　危ない危ない。

      　助けておいてよかった。

      　こんな危険な武器職人さんは、手当をして早めにこの国からお引き取り願おう。

      「生まれはどこなの？ ついでだし、故郷まで送り届けてあげるわよ」

      「そ、それは困るだ！」

      「え？」

      　捕まってたんだし、故郷に戻るのって嬉しいんじゃないの？

      「オラ、精霊銀(ミスリル)を求めてこの大陸に渡ってきただ。ミスリルを見つけるまでは、帰るわけにはいかないだよ」

      「ええ……」

      　どうやら、職人マリクは伝説上の金属を求めてハーティアに来てしまったらしい。

      「ミスリル……っていうと、おとぎ話に出てくる伝説の金属じゃなかったっけ？」

      　鍛冶職人マリクの求める金属の名前を聞いて、シルヴァンが首をかしげた。

      「一応、実在する金属よ。王城の地下で厄災を封じている建国王の剣が、ミスリルでできてるはずだから。あんまり珍しすぎて、どんな金属なのかよくわかってないけど」

      「師匠によると、組成自体は普通の銀と変わらないそうです。ですが、何万年も高濃度の魔力にさらされた結果、異常に魔力の循環特性が高くなっているようです」

      　東の賢者の愛弟子、ジェイドが補足説明してくれる。

      「ミスリルがほしい、って。まさか王城に忍び込もうっていうんじゃないわよね？」

      「ち、ちがうだ！ オラが探しているのは、ミスリルの鉱脈だ！」

      「そんなもの、あるの？」

      　私もシルヴァンも、そして聞いていた他の従者たちも目を見合わせる。

      「本当だ！ お、オラ、何十年もかけて世界中の大地の魔力の流れを調べただ！ その中に銀の鉱脈と魔力の終結点が重なってるところがあるだよ！ ほれ、これを見てくれ!!」

      　マリクは懐からぼろぼろの羊皮紙を取り出した。

      　そこには大地の形の上に魔力の流れを表すらしい線がいくつも書き込まれている。それらは、ハーティア東部のある一点に収束している。

      「ここって……クレイモア領の中よね？ でも、そんなところに銀鉱脈ってなかったような……」

      　領主代理としてハーティア各地の特産品は把握しているけど、クレイモアから銀、という話は聞いた覚えがなかった。そう思ってシルヴァンを見たら、彼女の顔は青ざめていた。

      　え？

      　マジでクレイモアに鉱脈あるの？

      「……ある。採算がとれなくなって、何百年も前に閉鎖された場所だけど」

      　なるほど、すでに資源が尽きている鉱脈なのか。だから、クレイモアの歴史に詳しい人間しか、その存在を記憶していないのだ。マリクは外国人にも関わらず、そのありかを正確に言い当てた。魔力の流れについてはともかく、鉱脈を探し当てる技術は確かなようだ。

      「こんなところからミスリルが……？」

      「ある！ 絶対でてくるはずだ！」

      　さっきまで死にそうだったはずのマリクが、シルヴァンに向かって必死に声をあげる。

      　彼にとっては、ミスリルこそが命のよりどころなのだろう。

      「あんた、クレイモアゆかりの貴族なんだろう？ 頼む！ オラにこの鉱脈を掘らせてくれ！」

      「しかし……」

      「もう閉鎖されてるってんなら、無用の場所だ。掘りなおしたって損にはならねえだろ？ できたモンは全部あんたにおさめるから！」

      「ミスリルがほしいんじゃないのか？」

      「オラはただ、一生に一度だけでもミスリルで武器が作ってみてえ、それだけだ！」

      「……困ったな」

      　シルヴァンはうーん、とうなったあと、護衛騎士たちに視線を送った。彼らもまた、困り果てた視線を主人に送る。

      　シルヴァンは確かにクレイモア家の跡取だ。

      　しかし、しょせんまだ子ども。

      　領地の重要資源施設に外国人を連れていくような権限はない。

      「……おそれながら」

      　フィーアが静かに口をはさんだ。

      「彼のようにひとつのことに執着しているタイプは、目的のために手段を選びません。ここで強制的に国外へ退去させても、何らかの手段で戻ってくるでしょう」

      「その時にまた、誘拐されないとも限らないわね」

      　それでまた呪いの武器を量産されたら元も子もない。

      　シルヴァンはさらにもう一度、うーん、とうなる。

      「ここで放り出すのは得策じゃない、ってことだよね。どうしようかな」

      　人ひとりの人生の判断は、十三歳の子どもの手にあまる。

      　私も自分の領地の問題だったら、自分の責任で判断できるけど、これはクレイモアの問題だ。下手なアドバイスをして、両家の関係がこじれたら困る。

      　私は再び沈黙した。

      　考えろ。

      　こんなとき、私の相棒ならどうする？

      「ええとつまり……シルヴァンひとりじゃ判断できない、ってことよね？」

      　しばらく考えてから、私はシルヴァンにたずねた。彼女は素直にうなずく。

      　まあ、普通の十三歳はそうだよね。

      　十一歳の小娘を領主代理にして決裁権を渡すハルバード家とフランがおかしいだけで。

      「じゃ、判断できる人にまかせましょ」

      「え」

      「シルヴァンが逗留している宿？ 別荘だっけ？ ともかく、泊ってる屋敷にはクレイモア伯もいらっしゃるんでしょ。彼を連れていって、鉱脈を調査させるかどうか、決めてもらうの」

      　必殺！

      　他人に丸投げ!!

      　現場で勝手なことができないなら、判断できる人間に投げればいいのだ。領主代理の二年間、何度この思考でフランに決裁を投げたことか！

      　その反撃とばかりに、とんでもない現場作業が飛んできたこともあるけど!!

      「確かに、ここで判断できるのはそれが限界だね」

      　はあ、とシルヴァンが息を吐く。

      　自分が決めなくちゃ、とかなり気を張ってたみたいだ。

      「マリク、君の処遇はいったんボクのおじい様……クレイモア伯の判断にゆだねる。それでいいかな？」

      「クレイモアの……領主様に……ありがとうございます……！」

      　領地のトップに話をつないでもらえると聞いて安心したのか、マリクはふっとその場に崩れ落ちた。

      「マリク？」

      「気絶したようです」

      　ジェイドがすばやくマリクの容体を診る。

      「……ずいぶん衰弱しています。さきほど興奮したのがよくなかったようですね」

      「ジェイド、治療できる？」

      「現状維持が限界ですね。本格的に治療するなら、専門の環境と薬が必要です」

      「保たせて」

      「かしこまりました」

      　さて、ここからは時間との勝負だ。

      　シルヴァンが立ち上がると、護衛騎士に指示を出す。

      「リオン、お前は先におじい様のところに戻って、報告を。それから彼を運ぶための人手と馬車を手配してくれ」

      「了解しました」

      「うちにも伝令を出したいところね」

      「何かあるの？」

      「医学の権威、東の賢者がうちの別荘でヒマをつぶしてるはずよ。お酒飲んで寝てなければ、使えるはずだわ」

      「そうですね……彼の命を確実に救うのなら、師匠に治療させたほうがいいです」

      「となると、ハルバードへの伝令と、マリクにつく護衛と……君を別荘まで送り届ける護衛が必要だね」

      「シルヴァン自身の護衛もいるよね？」

      　護衛騎士の残りはふたり。そして、ジェイドはマリクの治療で動けない。

      　微妙に人手が足りてない状況だ。

      「伝令だけ出して、私はここに残ろうかな」

      　護衛対象はできるだけ固まってたほうがいいよね？

      「それはおすすめできません」

      　フィーアが顔を曇らせる。

      「先ほどの店主は、ご主人様の常軌を逸した行動に驚いて逃げただけです。時間が経ち、冷静になったあとで、仲間を連れて戻ってこないとも限りません」

      「動けない病人と、戦えないご令嬢の両方を抱えて、この店で籠城戦をするのは避けたいな」

      　じゃあどうしよう？

      「まずはリリアーナ様をできるだけ早く安全な場所に移してはいかがでしょう」

      　護衛騎士の提案に、シルヴァンが肯く。

      「ラウルの言う通りだね。武器職人と侯爵令嬢、狙われるとしたらリリィのほうだろうから」

      「マリクのそばには、私だけ残していただければ十分ですよ。どうせ治療のために側を離れられませんし、隠れて待つだけなら少人数のほうが動きやすいですから」

      　マリクの治療を続けながら、ジェイドが言う。

      　彼には鋭い魔力探知能力と、師匠仕込みの戦闘回避スキルがある。逃げ隠れするだけなら、いくらでも方法があるだろう。

      　シルヴァンは部屋の中を見回すと、残りの戦力に指示を出した。

      「では、マリクの護衛はリリアーナ嬢の従者殿にお願いする。ボクは、グレイとラウルと一緒にリリィを別荘まで送り届けよう。ハルバードへの伝令は諦めることになるけど、どうせボクらが向かう先も同じだからね」

      「護衛対象の私たちが固まって動くなら、戦力の分散は抑えられるわね」

      「それに、護衛対象といっても、ボクは剣で戦えるから」

      　シルヴァンが腰に差した剣をぽんと叩く。

      「なるほど、戦力的には護衛対象が私ひとりしかいない計算なのね」

      　四人でひとりを守る構成なら問題なさそうだ。

      　そう言ってひとり納得していると、今度はシルヴァンが首をかしげた。

      「えっ？ ……その子って、侍女だよね？」

      「フィーアはむしろ護衛よ」

      　小柄で可憐な獣人少女は、笑顔で懐から刃物を取り出した。

      「かわいくしてると、周りが油断してくれるからおとなしくしてるだけなの。戦ったら強いわよ」

      　たぶん、ルール無用の殺し合いなら、フィーアがぶっちぎりで勝つと思う。

      辻馬車

      　マリクのことはジェイドにまかせて、私たちは武器屋から出た。

      　現在のメンバー構成は、私、シルヴァン、フィーア、に護衛騎士ふたりをあわせた総勢五人だ。デートに繰り出した時とは違い、フィーアも護衛騎士も、私たちにぴったりとついて歩いている。何かあったときにフォローしてくれる仲間が少ないもんね。

      「辻馬車を捕まえてきます、こちらでお待ちください」

      「頼む、グレイ」

      　大通りまで出たところで、護衛騎士のひとりがそう言って私たちから離れた。

      　辻馬車、っていうのは家や組織の専属じゃない馬車のこと。いわば、この世界版のタクシーだ。女子どもの足でゆっくり歩いてたら、別荘につくまで時間がかかりすぎてしまう。馬車でも使わないとやってられない。

      　来るときはお互い自分の家の馬車を使ってここまで来たんだけど、現代日本と違ってこの世界には駐車場なんてものはない。でっかい貴族むけの馬車を職人街の真ん中に停めっぱなしだと迷惑になるから、一度帰しちゃったんだよね。当然、迎えの時間まで家の馬車は来ない。

      　私は護衛騎士グレイが向かった方向を見る。今は人通りの多い時間帯なんだろうか？ 来た時より増えたように見える人の波にもまれて、彼の姿はすぐに見えなくなった。

      　残った私たちは、周囲を見回しながら彼の帰りを待つ。

      　でも……。

      「遅くない？」

      　しばらくしてから、私はシルヴァンに声をかけた。彼女も厳しい顔でうなずく。

      「土地勘のない場所で、馬車の手配に手間取っていると、思いたいが……」

      　この状況で、最悪のことを考えないほど、私たちは油断してない。

      　感覚の鋭いフィーアの意見を聞こうと、声をかけようとした瞬間、彼女のネコミミがぴくん、と動いた。

      「おふたりとも、こちらへ！」

      　彼女は私たちの手をとると、強引に裏路地へと入っていく。

      「フィーア？」

      「待ってよ！ グレイがまだ戻って……」

      「彼は戻ってきません」

      　走りながら、フィーアが断言する。

      「辻馬車に声をかけようと気をそらした瞬間、物陰に隠れていた何者かに刺されました」

      「どうしてそんなことがわかる？」

      　急に裏路地へと駆け出した私たちを追って、あとからやってきた護衛騎士ラウルがたずねる。

      「彼の悲鳴が聞こえましたから」

      　私とシルヴァンを路地の奥へと押し込みながら、フィーアが答える。彼女は、護衛騎士に立ちはだかるようにしてナイフを構えた。

      「は、獣人っていっても、あんな人混みの先の声まで聞こえるものか？」

      「私は特に感覚が鋭いので。それに……悲鳴以外の言葉も聞こえましたよ。『ラウルの合図でガキを殺ろう』というセリフが」

      「な……」

      　シルヴァンが息をのむ。

      　……ラウルって、今目の前にいる護衛騎士の名前だよね？

      「ちっ……さすがハルバード家の護衛、ってことか。ガキだと思って油断したぜ」

      　護衛騎士の目に凶悪な光がともる。

      　そこに、さっきまで私たちに見せていた気遣いはいっさい残されていなかった。

      「ラウル……？」

      「あんたに生きてられたら面倒だ、って方がクレイモアの親戚にいてね。旅行で護衛が減った時を見計らって、殺してこいって依頼されてんだよ」

      「なぜこんなことを？ お前は十年以上もクレイモアに仕えてきた騎士だろう！」

      「騎士たるもの清廉(せいれん)たれ、っつー騎士の鑑みたいなジジイの下じゃ、甘い汁もろくに吸えないもんでね。ハルバードのご令嬢と結婚でもすりゃあ、懐も潤うっていうのに、そんな気はねえと言い出すしよ」

      「馬鹿ね。あと半年もすれば、ハルバードから支援金が入るのに」

      「なに？」

      　ラウルが『金』の言葉に気を取られた瞬間、フィーアが動いた。

      　警戒を誘うようにちらつかせていたナイフとは反対の手で、ポケットから小瓶を取り出し、ラウルに投げつける。それはラウルの顔に当たった瞬間、勝手にはじけて中身をぶちまけた。

      「ぎゃああっ！ 目がああああああっ！」

      　東の賢者特製の目つぶし薬だ！

      　現代の薬品だけの催涙弾と違って魔法がかけてあるから、洗っただけじゃ治らないぞ！

      「いきますよ！」

      　フィーアの声に追い立てられるようにして、私たちは走り出した。

      誰も見捨てない

      「こちらへ！」

      　フィーアの先導で、私たちは職人街の裏路地をひたすら走った。

      　三人とも、このあたりの土地勘はいっさいない。敵の気配を察知できるフィーアの感覚だけが頼りだ。

      　ぐるぐると角を曲がったあと、人気のない空き家ばかりの路地の奥で、フィーアがやっと止まる。油断なく周囲を確認してから、ぼろぼろの家の中に私たちを押し込んだ。

      「は、入っていいの？」

      「どうせ無人です。避難所として問題ありません」

      　いやそうじゃなくてね。

      　持ち主がいたらとかね？

      　……まあ、中はほこりだらけだし、放置されっぱなしみたいだから、文句言ってくる人もいないか。

      　正直、走りすぎてもう足がガクガクだったんだ。

      　どのみち一息つかなきゃ、逃げられそうにない。

      「武器屋には戻れそう？」

      「駄目です。間に人を配置されました。戻れば、囲まれて捕らえられます」

      「進むしかないか……！」

      　シルヴァンが悔しそうに唇を噛む。

      「ラウルを雇ったのは、おそらく叔父の誰かだ。前々から、ボクを排除してクレイモアの実権を握りたがっていたから。実を言うと、見合い話の原因も叔父たちなんだ……。彼らは、ボクが女なんじゃないかという、荒唐無稽な妄想を抱いているみたいでね」

      「叔父様方に跡取の座を明け渡すことはできませんか？ 見逃してくれるかもしれませんよ」

      「フィーア！」

      　トンデモ解決策を提案するフィーアを思わず咎める。

      　確かに提案のひとつだけどね？ たぶん無理だと思うよ？

      「それはできない」

      　シルヴァンも首を振った。

      「ボクはクレイモアの血族として、領民と騎士、そして国に責任がある。蓄えられた財を食いつぶすことしか考えていない人間に、任せることはできない」

      「だとしたら、何としても生きて戻るしかないわね」

      「狙われているのは、あくまでもボクだ。リリィはここで離れたほうがいいかもしれない」

      「こんな土地勘のないところで、子どもひとり置いておけないわよ」

      　窮地(きゅうち)の孤独感は、人から判断力を奪う。

      　戦闘訓練をうけた十八歳のフランでさえ、護衛を全部殺されてひとり残されたら、判断を見失って『俺を殺せ』とか言い出したりするんだから。

      　騎士として育てられたとはいえトラブル経験のほとんどない十三歳がひとりで逃げたらどうなるか、考えなくてもわかる。

      　私もめちゃくちゃ大人ってわけじゃないけど、何度か命を狙われて場数だけは踏んでいる。彼女が自暴自棄になるのを止めるくらいはできるはず。

      「どうせ、あいつらはラウルの正体を知ってしまった私も殺す気でいるわ。別れたところで、結果は一緒よ」

      「……ありがとう。護衛の君にも迷惑をかけちゃうけど、助けてほしい」

      　シルヴァンが声をかけると、フィーアは首を振った。

      「私は、ご主人様が誰も見捨てなかったから生きているのです。ご主人様の救いたいという意志を止めたりはしません」

      「……リリィはいい部下を持ったね。うらやましい」

      　シルヴァンは乾いた笑顔を浮かべる。

      「大丈夫よ。今回は裏切られちゃったけど、誠実に頑張ってれば必ず頼れる味方はあらわれるわ」

      「無理に励まさなくてもいいよ？」

      　ついさっき古参の護衛騎士に裏切られたばかりのシルヴァンは、あまり信じてくれない。お見合い旅行に連れてくるくらいだもん、シルヴァンだけじゃなく、クレイモア伯からの信頼もあつかったんだろうなあ。

      　そんなキャリア充分な騎士が、なにもこんな時に裏切らなくてもよくない？

      　……まあ、こんな時だからチャンス到来とばかりに裏切ったんだろうけどさー。

      「無理なんかじゃないわ、私の実体験よ。筆頭執事と騎士隊長と地方代官に裏切られて、部下の大半を失ったけど、がんばってたら頼りになる補佐官があらわれて、ハルバードはなんとか持ち直したもの」

      「それはすごいね……」

      　私は大きく深呼吸する。

      　なにはともあれ、三人そろって生き残らなくちゃ。

      　そのためにはまず、一番体力のない私が息を整えて回復しないと。

      「フィーア、外の様子はどう？」

      「今のところは……いえ、ちょっと待ってください」

      　フィーアのネコミミがぴくんと動く。

      「反対方向から人が……」

      「追手か？」

      「それにしては……何かおかしいです」

      　私は、ぼろぼろの空き家の窓から外を覗いた。そこには、こちらに向かって全力で走ってくる、銀髪の男の子の姿があった。彼は誰かに追われているようで、しきりに後ろを振り返りながら走っている。そのさらに後ろからは、男たちの怒鳴り声が響いてきた。

      「銀髪のガキはあっちだ！」

      「捕まえろ！」

      　私はとっさに空き家から体を出して、男の子に声をかける。

      「こっち！」

      　男の子は、すぐに空き家へと体を滑り込ませてきた。

      　私たちは元通りドアを閉めて、息をひそめる。

      　しばらくして、何人もの男たちがやってきて、口々に怒鳴り合いをはじめた。

      「畜生……見失った！」

      「どうなってやがるんだ？ ガキはあっちの職人街から逃げてきてるんだろ？」

      「なんで反対方向から出てくるんだよ！」

      「おいラルフ！ あいつで間違いねえよな？」

      「わかるかよ……今は目が見えないんだ……クソッ、痛ぇ……！」

      「ちっ、使えねえな」

      「しょうがねえ、もう一度職人街に戻ってみようぜ」

      　男たちは軽く相談すると、その場を離れていった。

      　彼らの足音が完全に聞こえなくなってから、私たちは大きく息を吐く。

      「な……なんなんだ……あいつら」

      　銀髪の男の子は、埃だらけの床に座り込んで、荒く息を吐いた。

      　着崩した安物のチュニックをはだけて、ぱたぱたと胸元に風を送る。

      「あなた、どうして追われてたの？」

      「わかんねぇ。歩いてたら突然、『銀髪のガキを捕まえろ！』って男に囲まれたから逃げてきたんだ。正直、ここに飛び込まなかったら捕まってたと思う。……どこの誰か知らねえが、ありがとうな」

      「うーん、お礼を言うのは早いと思うわ」

      「へ？」

      「君が追われたのは、たぶんボクのせいだよ」

      　銀髪の男の子は顔をあげてシルヴァンを見た瞬間、びきっ、と固まった。

      　うん、その気持ちはよくわかる。

      　輝くような銀の髪、深い紫の瞳。

      　シルヴァンと男の子は、まるで鏡で映したかのように、そっくりだった。

      　ただ、着ているものと体格が違う。

      　細い体を隠すように、ぴっちりと男物の騎士服を着ているシルヴァンに対して、男の子は安物のチュニックとズボンを着ていた。ラフに着崩したその襟元からは、男の子特有の首のラインと胸板が覗いている。

      　シルヴァンと同じ中性的な美少年にも関わらず、最初から私が『男の子』と呼んでいたのはそのせいだ。

      「お前……何モンだ？」

      「ボクは、シルヴァン。クレイモア伯爵家の長男だ。君を追っていたのは、おそらくボクを殺そうとしている者たちだね」

      「あ……クレイモア？ そういうことか……」

      「ボクからも質問していいかな？」

      「あん？」

      「君は何者なの？」

      「あー……」

      　シルヴァンから直球の質問を投げられて、男の子はガリガリと頭をかいた。

      　たぶん、どうごまかそうか考えてるんだと思う。

      　でも、私は男の子の正体を知っている。

      　何か言い訳される前に、その名前を呼んだ。

      「クリスティーヌ様でしょ、あなた」

      「えっ……!?」

      　今度は、シルヴァンの顔がびきっと固まった。

      「おま……っ、いきなり何を……！」

      「王都から離れたこんなところに、シルヴァンそっくりの銀髪の子が都合よく何人もいるわけないでしょ。この子、クリスティーヌ様よ」

      「リリィ、君だって港でクリスティーヌ様を見ただろう。顔は似ていたが、あんなに可憐な子が、こんなにガラの悪いやつになるとは……」

      「あの時着てたドレスは、ふんわりとした体の線の出ないデザインだったでしょ。化粧して髪を結ったら、あれくらい化けられるわよ」

      「し……しかし……クリスティーヌ様は……女の子……で……」

      　それをシルヴァンが言う？

      　とは思ったけど、そのセリフはギリギリのところで飲み込んだ。

      　シルヴァンがまじまじと見つめていると、男の子は観念したのかぐいっと顔を上げた。

      「ばれちまったらしょうがねえな。そうだよ、俺はクリスティーヌ・ハーティア。王様の妹殿下ってやつだ」

      「ほ……本当に？」

      「この状況で嘘言っても始まらねえだろ」

      　チンピラのような風情で、クリスティーヌはあぐらをかく。その姿から女の子らしさは欠片も感じられない。

      　でも、それが本来のクリスティーヌなんだよね……。

      　彼女、いや彼はいわゆる『男の娘』キャラである。

      　いやーゲーム初プレイのときにはびっくりしたわ。可憐な美少女親友キャラキター！ って思ってたら、中身男の子だし。その上ガラが悪くて態度がチンピラで、秘密を知ったが最後、使い勝手のいいパシリとしてこき使われたからね。

      「そんで？ 変に勘のいいお前はどこのお嬢だよ」

      「リリアーナ・ハルバードよ。後ろに控えてる子は私の護衛のフィーア」

      「ハルバード……第一師団長のとこのワガママ娘か！ 毎日風呂に入りたいからって、兄貴に瞬間湯沸かし器会社作らせたっていう」

      「会社までは作らせてないわよ！」

      　毎日風呂に入りたいとは言ったけれども！ 財政難を救うために新規事業が必要だったけど……兄様が事業拡大するのにあわせて、どんどん噂に尾ひれがついていく……。

      「君は……どうして、女の子の格好をしていたの……？」

      　シルヴァンがおそるおそるたずねた。まだ、クリスティーヌの素性が信じられないらしい。

      「あー、お家事情ってやつだよ。貴族なら俺と王子のオリヴァーがほぼ同時期に産まれたのは知ってんだろ？」

      「うん……まあ」

      「前国王と、現国王。両方同時に男が産まれたら、内紛の種になるだろーが」

      「少なくとも、ハーティアでの地盤を確かにしたい王妃様からは命を狙われるわよね」

      「それで俺の母親は、俺を女として育てることにしたんだ」

      　クレイモアと同じで、王家もまた男子継承が絶対の家だ。

      　女として生まれた者に王位を継ぐ権利はない。

      　家を継ぐために男になったシルヴァンとは反対に、王位継承権を放棄するために、クリスティーヌは女になったのだ。

      「そ……そっか……うん。君が女の子として育てられた理由は、わかったよ」

      　でも、そこでもう一つ疑問がうかぶ。

      「どうして王妹殿下がそんな格好で下町にいるのよ」

      「俺がここに来た理由はコレだ」

      　クリスティーヌは懐から一冊の本を取り出した。全部で二十ページほどの薄い本には、何やら商品のイラストと値段が書かれている。

      「これって、オークションカタログ？」

      「お、よくわかったな」

      「うちの家に、こういう冊子つきでよく招待状が届くのよ」

      　ひとつの商品に対して複数の入札者が値段をつけ合い、一番高い値段を付けた者が購入権を手に入れる。それがオークションだ。落札競争自体はイベント会場で行われるけど、商品情報は事前に宣伝もかねて、カタログの形で参加者へと配られる。入札者はこのカタログ情報をもとに、購入計画をたてて参加するのだ。何も情報なしに参加して、ほしいものがなかったり、予算が足りなかったりしたら困るからね。

      　ハーティアの大富豪ハルバード家では、時々アクセサリーをオークションで買ってたりしたんだよね。娘の私が浪費しなくなって高価な買い物はしなくなったけど、今でも季節の挨拶替わりに何通も送られてくる。

      「でも、商品のラインナップがおかしくないか？ こっちに書いてあるのは、人間のプロフィールだろう」

      　シルヴァンがページを指さす。

      　そこには、グラマラスな女性の肖像画があった。

      「シルヴァン、あなたもついさっきその犯罪の一端を見たでしょ。これは人身売買組織が開催している、非合法なオークションなのよ」

      「いわゆる闇オークションってやつだな」

      　マリクはかなり優秀な職人だったから、過去に開催されたオークションで実際に売られてたかもしれない。

      「俺はそこで買い物するために、見合いを理由にカトラスまでやってきて、宿を抜け出してきたってわけだ。男の格好をしてれば、絶対に王妹だなんてバレねえと思ってたのに……」

      　まさか、シルヴァン・クレイモアと激似になったあげく、暗殺者に狙われるとは思わないよね。

      「お前、人を買うためにわざわざそんなことを……？」

      「俺がほしいのはそれじゃない。こっちの薬だ」

      　クリスティーヌは、折り目のつけてあるページを開く。

      　小さなガラスの小瓶のイラストとともに書いてある商品説明には……。

      「金貨の魔女の変身薬……？ なんだ、これ」

      「人間の性別を変える薬だ。飲むと、男は女に、女は男になるらしい」

      「そんなものが……!?」

      　さあっとシルヴァンの顔が青ざめた。

      　その気持ちはわかる。彼女自身も、なれることなら男になりたいって、思いながら生きてるはずだから。

      「君は……なぜそんなものを買いに……？」

      「見りゃわかんだろ」

      　クリスティーヌは、自分の胸板を叩いた。

      「俺の体は成長期に入ってんだ。もうすぐ化粧じゃごまかしきれなくなる。そうなったら、母親ともども王妃に殺されてお終いだ」

      　そこはちょっと気になってた。

      　ゲームだとクリスティーヌは男という性別を感じさせない、線の細い『男の娘』だった。作画担当者女の子として描いてるよね？ ってツッコミいれたくなるレベルの美少女ぶりだ。でも、今目の前にいる彼は、記憶より男らしい……というか、ちょっとごつい。

      　あと少し背が伸びて体が大きくなったら、ドレスを着ても女の子とは思われないかもしれない。

      　私が首をかしげている前で、クリスティーヌは腹立たし気に爪を噛む。

      「本当なら、この金貨の魔女とは三年も前に契約できてたはずなんだ。化ける薬と、男としての成長を止める薬のふたつを買う予定だった。なのに……あのアマ、いきなりキャンセルとか言い出しやがって!!」

      　ごめん。

      　その注文キャンセルさせたの私。

      　私は心の中でこっそり彼に土下座した。

      　おそらく、ゲームの中で『金貨の魔女』が死んだのはクリスティーヌの依頼が原因だ。

      　ディッツは虹瑪瑙(めのう)を買う金ほしさに、王室からの闇の依頼を引き受けたのだろう。でも、王妹殿下の性別をごまかすなんてヤバイ話に関わっておいてタダですむわけがない。大金を手にしたあとで、刺客を差し向けられて殺されてしまったのだ。そして、呪いが解けたはいいものの、師匠を失い悲しみにくれたジェイドは、魔女を蘇らせるために、最悪の死霊術師(ネクロマンサー)になったのである。

      　ジェイド闇堕ちの悲劇を回避するため、ディッツに注文をキャンセルさせたんだけど……その結果、今度はクリスティーヌが性別をごまかしきれなくなって、困っているらしい。ジェイドを救うために仕方ない選択だったけど、まさかそれが巡り巡って、クリスティーヌを追い詰めることになってたなんて。

      　なんでこんなところにフラグが転がってるんだよ!!

      　もうちょっと、ヒントとか伏線とかないわけ？

      　ブーメランの戻ってくるタイミングと場所がぜんぜんわかんないんだけど!!

      　はい、ヒントなんかないですねー!!

      　知ってたー！

      　くっそう、ポンコツ運命の女神が見守ってるだけのこの世界、悲劇フラグ回避するの難しすぎ！

      　ハードモードとかいうレベルじゃないよね？

      　ナイトメアモードに突入してない!?

      　とはいえ、私にはここでクリスティーヌを放っておく、という選択肢はない。

      　ピンチに追いやった者の責任として、彼を救う義務がある。

      「変身薬の最低落札価格は……高いな。こんな大金、どうやって持ち歩いてるんだ」

      「さすがに金貨じゃ無理だから、宝石を用意した。会場で多少買いたたかれるだろうが、まあなんとかなるだろ」

      「なるほど……ちなみに、その薬を分けてもらうことはできないか？ 金は半額だすから」

      「はあ？ 何に使うんだ」

      「ボクにだって事情があるんだよ」

      「この先どれだけ必要になるかわかんねぇからな。お前にやる分はねえよ」

      「じゃあ、ボクもオークションに参加しよう。この先はライバルだね」

      「てめえ、ずるいぞ！ これは俺の薬だ！」

      「まだ落札してないでしょ」

      　……とりあえず、この口喧嘩を止めないとダメだな。

      「ふたりとも、そんな危ない橋を渡るのはやめたら？」

      「リリィには関係ない話だから」

      「お前はすっこんでろよ！」

      　おおう。

      　クリスティーヌはともかく、シルヴァンまで変身薬の話を聞いて、ちょっとテンションがおかしくなっちゃってる。

      　私はふたりを止めるために、爆弾を投下することにした。

      「その薬、飲んだら死ぬわよ？」

      「死ぬ？ どういうことだ」

      　私の指摘を聞いて、クリスティーヌの顔色が変わる。

      　男と見合いをするなんて、正体がばれるリスクを冒してまでカトラスにやってきて、その上警備の目までかいくぐって買いにきた薬を飲んだら死ぬ、と言われては冷静ではいられないよね。

      　でも、事実は事実だ。

      「だって、絶対に偽物だもの」

      「なぜお前にそれが断言できるんだ」

      「私の魔法の師匠が、『東の賢者』だからよ。離宮で育ったあなたでも、名前くらいは聞いたことがあるんじゃないの？ 薬学の権威である彼はありとあらゆる薬に通じてるの」

      　隣で、賢者の実像を知っているフィーアが『そうだったっけ？』って顔をしてるけど、今は横においておく。優秀さをちょっと盛り過ぎたかもしれないけど、今この状況ではまず、私の言葉を信じてもらえる裏付けが必要だ。

      「ありとあらゆる……ってことは、もしかして金貨の魔女の薬も」

      「当然、把握してるわ」

      　本当は、製造者本人だからだけどね。

      「彼に聞いたところによると、変身薬は投与される人間の血肉から、体の設計図を読みだして作られるそうなの。だから、すべてオーダーメイドの特注品。こんな風に不特定多数に向けて売られることは、まずあり得ないのよ」

      「誰かのために作られた本物を転売してるかもしれないぞ？」

      「可能性はゼロじゃないけど……やっぱりやめたほうがいいわよ。他人の体の設計図を基にした薬で体を作り変えたりしたら、まともな人間の形にならないから」

      「……は」

      　クリスティーヌは口から乾いた笑いを漏らした。

      「じゃあ……何か……？ 俺がここまで来て……やってきたことは、全部無駄だったのか？」

      　クリスティーヌには悪いけど、現実はそういうことだ。

      　単に薬が偽物だっただけならいいけど、下手をすれば毒薬だった可能性すらある。

      「クリスティーヌ、君が女になりたかった気持ちはわかるが……」

      「女になんかなりたくねえよ！ 俺は男だ！」

      「じゃあ王家のために？」

      「それこそねえよ。王家なんてクソくらえだ！ どいつもこいつも、一ミリも国を動かせねえくせに、悪意まみれの噂話にばっかり花を咲かせやがって！ 他人の足ひっぱってる暇があったら、まともな法案のひとつでも考えやがれ！ こんな腐った血筋に縛られて生きるなんて、地獄以外の何ものでもねえよ」

      「じゃあどうして……そんなにまでして薬をほしがったんだ？」

      　シルヴァンの素直な問いに、クリスティーヌは唇を噛んだ。悔しそうに顔を歪ませる。

      「矛盾してる、って言いたいんだろ？ 俺だって自分のやってることがおかしいってことくらいわかってるよ。何もかも捨てて、国から逃げてしまうのが一番手っ取り早い」

      　でも、クリスティーヌには、そうできない理由がある。

      「俺を生かすためだけに、自分の命を削るようにして嘘ついてる母親を見て、『もういい、無駄な努力だ』って、言えるわけねえだろ……」

      　側室である母親はクリスティーヌを育てるために、前国王が亡くなった今でも王宮ぐらしを続けている。彼が突然失踪したりしたら、彼女がどんな扱いをうけるかわからない。

      「君は、母上に愛されているんだな」

      「こんな情、いらねえ……重たいばっかりで、邪魔だ」

      「そうかな。ボクはちょっと君がうらやましいよ。ボクに母の記憶はないから」

      「母親はいなくても、まともな保護者がいればまだマシだろ、お前んとこのじーさん、人格者だって、評判いいじゃねえか」

      「……それはどうかな」

      　シルヴァンは苦い笑いを浮かべる。

      　彼女の祖父は、彼女を愛しつつも男として育てたのだから。

      「盛り上がってるところ悪いけど、まだ諦めるには早いわよ」

      　私はクリスティーヌに向き直った。彼は首をかしげる。

      「変身薬は偽物だったんだろ？ これ以上どうしようもねえじゃねえか」

      「東の賢者は変身薬を把握してる、って言ったでしょ」

      「まさか、薬のレシピを……」

      「当然、知ってるわよ」

      　だって、作った本人だからね！

      「とりあえず、クリスティーヌは私の別荘に来てちょうだい。私専属の魔法使いである東の賢者様は、今回のカトラス旅行にもついてきてるの」

      「じゃあ、そこで薬の調合を頼めば……」

      「あなたのための、本物の変身薬を作ってくれるわ。安心して、ディッツが面倒くさい、って言っても、作らせるから」

      　私がわざと冗談っぽく笑って見せると、クリスティーヌは泣きそうな顔で肩を落とした。

      「ありがとう……助かる」

      「変身薬もだけど、あなたのこの先の身の振り方とか……他にも力になれることはあると思うわ。うちにしばらく泊って、相談していかない？」

      　幸い、私とクリスティーヌは表向き女の子同士だ。

      　街中で偶然知り合って仲良くなった、とでも言い訳すれば別荘に泊めても問題ないだろう。

      　正直、薬の製造はともかくクリスティーヌの今後については全然何も考えてないんだけど、そこはうちの有能補佐官に丸投げするとして。

      「わかった。そうする」

      　ようやくクリスティーヌの顔が自然な笑顔になった。私も経験したことだけど、抱えている秘密を相談できる相手がいると、すごく安心できるんだよね。

      　秘密を分けてもらえた側は、その信頼に応えられるだけのことをしなくちゃだけど。

      「リリィ、クリスティーヌの話を聞いてからでいいんだけどさ」

      　私たちが笑いあっていると、シルヴァンが声をかけてきた。

      「ボクの話もきいてくれる？ 君に相談したいことがあるんだ」

      　シルヴァンの相談したいこと。

      　それはきっと、彼女の性別に関することだろう。彼女もまた、クリスティーヌと同じ悩みを抱えているのだから。変身薬がほしいのは彼女も同じだ。

      「コイツがリリアーナに相談したいこと……？ んん……？」

      　彼女の言葉に含まれる微妙なニュアンスにひっかかりを覚えたのか、クリスティーヌが首をかしげる。

      「そういえば、さっきも変身薬がほしいって言ってたな……ということは、こいつってもしかして……」

      「はい、詮索はそこまで。秘密があるのはお互い様でしょ」

      「俺は正体がバレてるのに、ずるくねえ？」

      「あなたは勝手に正体さらして歩いてたんでしょ。事情が違うんだから諦めてよ」

      「ええと……それで、話は聞いてくれるのかな？」

      「そうね。断るつもりはないけど、約束はしないわ」

      「えっ」

      　シルヴァンが目を瞬かせる。

      　今までのやりとりで、まさか約束拒否とは思わなかったんだろう。

      「勘違いしないで、約束しないだけよ」

      「なんだそれ……」

      「あのね、ピンチの時に『帰ったら〇〇する』って約束するのは、すごーく縁起が悪いの！」

      　これ以上死亡フラグを立ててたまるか！

      誇り高きクレイモア

      「よし……こっちに見張りはいないみたいだな」

      「銀髪の少年を探している者もいないようです」

      　クリスティーヌとフィーアは路地の間から、大通りの様子をうかがった。彼らの報告を聞きながら、私たちは今まで歩いてきた通りの奥を警戒する。

      　お互いの秘密を暴露し、利害の一致した私たちは四人全員で安全な場所を求めて移動していた。現在の目的地は、元いた武器屋でも、クレイモア伯の宿泊先でも、ましてやハルバード家の別荘でもない。

      　カトラスの治安を守る警備兵の詰め所だ。

      　奥から人が出てこないか見張りながら、シルヴァンは不安そうな顔になる。

      「他領の貴族が助けを求めて、対応してくれるんだろうか……」

      「バーカ、他領の貴族だからだよ」

      「観光はカトラスの重要な産業だもんね」

      「遊びにきた金持ち貴族を保護しない、って噂が立ったら、あっという間に客が逃げるぜ」

      　私たちが考えた作戦はこうだ。

      　襲撃者たちは、職人街と宿泊先の間に包囲網をしいている。まともに帰ろうとしても、絶対に発見されてしまうだろう。だが、わざわざ危険な帰り道を子ども四人で歩く必要はない。街の治安を預かる警備兵に保護を求め、カトラス侯爵家から別荘へと警備つきで送ってもらえばいいのだ。

      　襲ってきているのは、クレイモアゆかりの刺客だから、カトラス警備兵にまでは手が出せないはず。

      「クリスティーヌが街の構造を把握してくれてて、助かったわ」

      「俺は宿から抜け出したあと、単独行動するつもりだったからな。大まかな地理と、重要施設の位置は頭に入れてから来てんだよ」

      　ひとりで闇オークションに乗り込む予定だったもんねえ。

      　迷子になったらそこでおしまいだから、念入りに準備してきたんだろう。

      「お前らこそ、平和ボケしてんじゃねえの？ 案内がいるっていっても、通ってきた道くらいは覚えておけよ」

      「……申し訳ない」

      　ずうん、とシルヴァンが落ち込む。

      　このメンバーの中で、本来一番リーダーシップを取らなければいけないのは、騎士見習いである彼女だ。

      周りに頼りっぱなしなことに、責任を感じているのだろう。

      
        
      
      「クリスティーヌ、今は言わないでおいてあげて。他はともかく、今回は護衛騎士がわざとシルヴァンに情報を与えずにいたみたいだから」

      「あー、裏切ったのが古株の護衛だったんだっけ？ そんなのに誘導されてたら、判断も狂っちまうか」

      「……うちの問題で、君たちを危険にさらしてしまい……申し訳ない」

      「お前も大変だな……」

      　クリスティーヌがあきれてため息をつく。でも、その表情は思ったより柔らかい。似たような秘密をもつ者同士、彼女に同情しているのかもしれない。

      「俺はいつか家を出るつもりだけどさ、お前も逃げる気はねえの？ 面倒だろ、いろいろと」

      「……気を遣ってくれてるのは嬉しいけど、ボクはそのつもりはないよ」

      「なんで？」

      「ボクは、クレイモアが好きだからね」

      　そう言って、シルヴァンは笑う。

      「ボクは、クレイモア領の民と、国境を守る騎士たちが大好きだ。彼らが日々を生きて、国を守るためにどれだけ努力しているか知ってる。だから、彼らの忠誠心に値する主でいたい」

      　その澄んだ瞳に、嘘偽りはなかった。

      　彼女は多くのものを抱えて傷ついてもなお、家と民を愛しているのだ。

      「……さっき、お前は俺を羨ましいって言ったけどさ。俺だってお前が羨ましいわ」

      「何が？」

      「めちゃくちゃ重い責任を全部背負ってもいい、って思えるくらいの家族や領民のいる人生は、恵まれてると思うぜ」

      　クリスティーヌとシルヴァンが笑いあう。

      　継承を放棄する者と、継承を維持しようとする者。

      　家を見限った者と、家を守ろうとする者。

      　ふたりの立場は、どこまでも対照的だ。

      「安全確認できました。通りを渡って移動しましょう」

      「よし、あと一ブロック移動すれば詰め所だ。急ごうぜ」

      　私たちは路地から出て、足早に通りを横切っていった。

      治療が必要な者は

      「このあたりは、また少し雰囲気が違うね」

      「扱ってる商売が違うからな」

      　大通りを渡って、私たちは隣接するブロックへと足を踏み入れた。工房とショールームが並んでいた職人街とは違い、こちらでは食料や日用品などを扱う商店が並んでいる。表通りは普通の商店街だが、裏道に視線を向けると、一見何を扱っているかわからない店も多い。

      「港町だし、密輸品の取引みたいに、表で言えない商売とかありそう」

      「人目を避ける必要はあるけど、あんまり細い道には入るなよ。治安が悪いから暗殺者以外の連中にも絡まれる」

      　キラキラの銀髪ふたりに高級ドレスの女の子とネコミミの女の子、という、歩いているだけで人目を引くメンバーだから、人自体が少ないところを歩きたいんだけどね……。かといって、髪を隠したり、着替えたりする余裕はない。特にフィーアのネコミミは帽子なんかで隠しちゃうと索敵能力が下がっちゃうし。

      　とはいえ、私たちは暗殺者たちが警戒している方向とは全然別方向に向かっている。簡単には見つからない、と思いたい。

      「……！」

      　周囲の気配を探りながら、先頭を歩いていたフィーアが不意に止まった。

      　彼女は音を拾っていた耳ではなく、鼻をふんふんと動かして辺りを見回す。

      「フィーア、何か見つけたの？」

      「待ってください……変なにおいが……」

      　街の空気の匂いを確かめながら、フィーアが顔をしかめる。じっと見守っていると、彼女のネコミミが突然ぴん、と立った。

      「隠れる……いや、三人も一度には無理……！ みなさん、走ってください！」

      「え？ なに？」

      「とにかく走ろう！」

      　突然の号令に、私たちはわけもわからず走り出す。

      　そのすぐ後ろで、店のひとつの扉が開いた。振り返ってみると、その店の看板には薬屋を表すマークが描かれている。

      　出て来たのは、傭兵らしい男と歩く裏切りの護衛騎士、ラウルだった。

      　何をどうやって治療したのか、彼はちゃんと目をあけて周りを見ている。

      　顔はちょっと腫れているみたいだけど、問題なく戦えそうだ。

      　薬屋、目の治療、というキーワードから、私は彼がここにいる理由を導き出す。

      　そりゃそーだよね！

      　シルヴァンの暗殺に成功したとしても、うちの護衛の攻撃で怪我したまんま、クレイモア伯のところに帰れないもんね！

      　薬屋とか医者に行って治療してもらうよね！

      　正規の医者にかかれるような怪我じゃないから、こういう怪しいところのお店に入るしかないよね！

      　だからってなんで鉢合わせしちゃうかなああああああああ!!

      「申し訳ありません、目つぶし薬のにおいに気づくのが遅れました」

      「しょうがないよ！ この街は潮の匂いが濃すぎるんだから！」

      　獣人は感覚が鋭いぶん、大きすぎる音や濃すぎるにおいが苦手だ。生まれて初めて港町を訪れて、潮の匂いに酔ってしまったフィーアは、ディッツに症状を抑える薬を処方してもらっている。薬の作用で酔いはおさまったみたいだけど、その引き換えに嗅覚が鈍くなっちゃってるんだよね。

      　でも、薬を飲んでなかったら、そもそも護衛の仕事ができてないんだから、これはもうしょうがない。相手に発見される前に気づけただけ、よかったと思うしかない。

      　幸い、敵はふたりだけ。

      　これは推測だけど、目の治療のために、シルヴァン包囲網からふたりだけ離脱してきてたんじゃないかな。クリスティーヌの『素直に家を目指さない作戦』自体は成功してたっぽいね！

      　たった今台なしになったけど！

      　治療離脱組の行動まで読めるかあああああああ!!

      「おい、あの銀髪をつかまえろ！」

      「どっちのだよ？」

      「あ？ なんでふたり……？」

      　後ろから、ラウルたちの困惑した声が飛んできた。

      　やっぱり見逃してはくれませんかー！

      「いいから両方捕まえろ！」

      　それを聞いて、シルヴァンとクリスティーヌはお互いに目を見合わせた。こく、とうなずきあったかと思うと、同時に左右別々の路地へと飛び込んでいった。

      「ご主人様はこちらへ！」

      　私は私で、フィーアに手を引かれて別の路地へと進む。

      「あっ!?」

      　一瞬、誰を追うべきか判断ができなかったのだろう。

      　立ち止まってしまったらしい、男たちの声が少し遠くなる。

      　彼らはふたり、そして私たちは四人が三方向に逃げている。

      　二兎追う者には一兎も捕まえられないぞ!!

      一撃必殺

      「次を右に曲がってください。シルヴァン様と合流できます」

      「シルヴァンのほうの追手は？」

      「大丈夫です。振り切りました」

      　ばったり出会ってしまった裏切り護衛騎士ラウルを撒くために、私はひたすら路地をジグザグに走っていた。走るのでせいいっぱいで、それ以上のことを考える余裕なんかない。フィーアに指示されるがまま、角を曲がった。

      「……誰だ！ って、リリィか」

      　その先には、彼女の言葉通りシルヴァンがいた。息はあがってるけど、大きな怪我はなさそうだ。

      「君たちだけか。クリスティーヌは？」

      　シルヴァンの問いに、フィーアは耳をぴくぴく動かしながら答える。

      「あちらの方角に。護衛騎士と一緒にいた傭兵にまだ追われているようです」

      「振り切れなかったか……」

      「しょうがないですよ。彼は専門的な鍛えられ方をしていません。こちらから迎えに行きましょう」

      　離宮でお姫様として育てられてきたからねえ。

      　ゲーム内でも体力が最低値な上に装甲が紙同然で、戦闘チームに入れたら即殺されてバッドエンド直行してた気がする。

      　ゲームより若干ごつくても、今の彼に正面からの戦闘は無理だろうなあ。

      「待て。リリィを連れて傭兵のいる方向へ行って大丈夫なのか？」

      「敵がひとりだけしかいないのなら、大丈夫です。シルヴァン様は、ご主人様と一緒に左に進んでください」

      「おい？」

      「仕留めてきます」

      　シルヴァンが振り返った時には、フィーアの姿が消えていた。

      　単にすごい速さで移動しただけじゃない。彼女のユニークギフト、完全獣化で黒猫の姿に変身して走っていったのだ。

      「あ、あれ？」

      「フィーアなら大丈夫よ。実を言うと、あの子はひとりで行動してるほうが強いの」

      　彼女の得意技は鋭い感覚による索敵と、獣化使った隠密行動、そして身軽で素早い身のこなしだ。真正面から多人数を相手にする護衛任務より、単独でひとりひとり仕留める暗殺任務のほうが向いている。

      　……向いてるからって、暗殺者として使おうとは思わないけどね。

      　どれだけ才能があっても、フィーアはまだ十二歳の女の子だ。汚れ仕事をやらせるよりは、多少スキルが合ってなくても、私の護衛でいてもらうほうがいい。

      「うわっ！」

      　シルヴァンと走っていると、すぐ近くでクリスティーヌの声がした。声のしたほうの路地を覗き込むと、クリスティーヌと、地面に倒れた傭兵と、彼に馬乗りになっているフィーアがいた。

      「い……今、いきなりコイツが倒れて……この子、リリィと一緒に逃げてたよな？ どうやってあらわれたんだ？」

      　まさか、黒猫が忍び寄ってきて、攻撃してくるとか思わないよね。

      「ごめんなさい、手品の種を明かさないのがハルバードの流儀なの。フィーア、殺してないわよね」

      「はい。意識を奪って、膝を潰しただけです」

      　……膝を潰したのは『だけ』って言わない気がする。

      　確かにこの状況だと、意識を取り戻しても追ってこれないようにする必要があるけどさあ。

      「ラウルが来る前に、移動しよう」

      　とはいえ、こっちを殺しにかかってくる傭兵の安否をこれ以上考えている余裕はない。

      　私たちはクリスティーヌの記憶を頼りに、改めて警備兵の詰め所を目指した。

      「そこの繁華街の先に詰め所があるはずだ」

      「人が多いわね」

      「っていうか、そこの飲み屋街の治安を見張るために、詰め所を作ったっぽいからな」

      　繁華街の要所に交番があるみたいなものなんだろうか。

      　目的地に近づくにつれ、通りに人が増えてきた。その上、飲み屋の店先には早くも酒盛りを始めるガラのよろしくない男たちがたむろしている。必然的に私たちは、はやる心とは裏腹に速度を落として歩くしかなかった。

      「うう……あとちょっとなのに……」

      「落ち着け。ここで変な目立ち方してもしょうがねえだろ」

      「それは……あっ、と」

      　注意がそれたせいか、私は酒場の店先で飲むおじさんのひとりにぶつかってしまった。テラス席？ と言うには少々乱雑すぎる木箱に座っていたおじさんが顔をあげる。

      「ごめんなさい」

      「ああ、いいよ……道に足を出していたワシが悪い……」

      　お互いにぺこりと頭を下げたあと、私とおじさんの目があった。

      　あれ？ この人見覚えがあるぞ……？

      　記憶より、かなりやつれた顔をしてるけど、間違いない。少し前にハルバードで何度も見た顔だ。

      　それはおじさんも同じだったらしく、目をまんまるにして私を見つめている。

      「リリアーナ……ハルバード？」

      「悪代官……ギデオン？」

      　なんであんたがここにいる!?

      「この小娘ええええええ!! ぶっ殺してやる！」

      　ガラの悪い酒場で再会した、元ハルバード領代官ギデオンは私の顔を見るなり激高した。飲んでいた酒のカップを放り投げると、ツマミを食べるのに使っていたっぽいナイフを振り回しだす。

      　私たちは大慌てで人混みをかき分けながら逃げだした。

      「お前あのオッサンに何やったんだよ！」

      「税金を横領してたから、身ぐるみはいで領地から追い出しただけよ！」

      「それは領主として当然の措置だな！」

      　元悪代官ギデオンは顔を真っ赤にして吠える。

      「お前のせいで、俺は家も家族も失って、こんなところでくすぶる羽目になったんだ!!」

      　つまり、ハルバードを追い出された上、親族にも見放されて、カトラスの繁華街に流れてきたってわけね。絵に描いたような悪代官転落コースだ。でも、ギデオンに同情はしないぞー。

      「犯罪に手を染めていたくせに、反省の色なし。その上、大勢の前で殺意を宣言……反撃しても大丈夫かな」

      　私を守るようにわざと一番後ろを走っていたシルヴァンが急に体を反転させた。振り向きざまに剣を抜いて、ギデオンに肉薄する。

      「なっ……？」

      　追っていたはずの子どもが突然向かってきたことに驚いたギデオンは、一瞬無防備になる。その隙に、シルヴァンの剣が彼を切り裂いた。

      「ぎゃあああっ！」

      　ギデオンは派手な叫び声をあげて、ナイフを放り出した。その手は血で真っ赤に染まっている。あの有様では、もうナイフで攻撃することはできないだろう。

      「シルヴァン、やるじゃねえか」

      「ラウルたちはともかく、一般人相手に遅れはとらないよ」

      　さすが騎士の子。

      　暗殺者たちが訓練を受けた大人の騎士だから逃げに徹してるけど、素人、まして酒に酔ってふらふらのおじさんに負けるようなシルヴァンじゃない。

      「よかった……じゃあこれで……」

      　ちゃりんちゃりんちゃりんちゃりん！

      　警備兵のところに行ける、と言おうとした瞬間、あたりに金属のこすれ合う音が響いた。見ると、ギデオンがまだ無事なほうの手で革袋を振り回している。

      　このちゃりちゃりって音、たぶん中身はお金だよね？

      「おいお前ら、誰でもいい！ そこのドレスの小娘を殺せ！ 殺ったやつには、俺の金を全部くれてやるっ!!」

      　往生際悪すぎ！

      　そんなところで根性みせなくてもいいから!!

      　金になる話、と聞いた男たちの視線が、いっせいに私に向けられる。

      　まさか、いきなりこんなところで殺人依頼して、受けるやつがいるわけがない……とは言い切れない。

      　もともとガラの悪い繁華街だ。

      　昼間から酒びたりになっているような連中は、金のためなら犯罪でも何でもやりかねない。

      　ギデオンの必死の形相を見て、クリスティーヌが顔をしかめる。

      「横領してたんなら、犯罪者だろ？ ……あんなヤバいオッサン、さくっと死刑にしとけよ。そっちのほうが後腐れねーから」

      「十三歳の子どもが、死刑判決なんて下せるわけないでしょー？」

      　ハーティア国で、国土を守る領主に認められている大事な権利のひとつが、司法権だ。現代日本と違い、領地内の犯罪を裁いて罰を与えるのは国じゃなくて、領主なんだよね。領主代理である私も、月に数回のペースで司法官からの報告を確認したうえで判決を下している。

      　しかし、その中でもハルバード侯本人、つまり父様でなければ執行できない刑罰がある。それが死刑だ。

      　現代日本の倫理観を持つ私に人の命を奪うような判断ができない、っていうのもあるけど、十三歳に生死を決められたんじゃ、犯罪者本人も納得できないからね。

      　だいたい、領主が司法権を持ってるっていっても、ほいほい厳罰を下すことなんてできないんだからね？ 捕まったら死ぬ、って思ったらどの犯罪者も死に物狂いで抵抗してきて厄介だし、いざ殺そうものなら親族に恨まれたりして、めちゃくちゃ後腐れるから！

      　ギデオンを財産没収の上追放にしたのは、温情なんかじゃない。『横領したものを全部返して、領地から出ていくので命だけは助けてください！』と命乞いをさせることで、スムーズに刑を執行し、金を回収していただけだ。

      　だって、まさかこんなところで鉢合わせしたうえに、命を狙われるとか思わないじゃん。

      　私は深呼吸して息を整えた。

      　大丈夫、周りの男たちは、どうするのが一番得か、状況を観察してるだけだ。

      　まだ、すぐに襲いかかってはこない。

      　だったら、私にだって反撃のチャンスが残ってるはず。

      「そんなはした金で、私の命を買おうだなんて、安く見られたものね」

      　私は、万が一のために隠し持っていた金貨を、ドレスのポケットから取り出した。

      　本物の金の輝きを見せびらかすように、軽く手の上に放り投げてキャッチする。

      「誰でもいいわ。財布を振り回してるおじさんを捕まえた人に金貨をあげる。さあ急いで、早い者勝ちよ！」

      　宣言すると、私を見ていた男たちは、いっせいにギデオンに向かっていった。

      　リスクの高い殺人より、人ひとりの捕縛。

      　中身の見えない財布より、目に見える金貨。

      　どちらのお願いがお得か、なんて酔っ払いでもわかる。

      　私はギデオンに群がる男たちの中に、撒き餌よろしく金貨を放り投げると、人混みから身を引いた。彼らがほしいのは、女の子じゃなくて金貨だもんね。気を取られてくれてるうちに逃げよう。

      「ご主人様、あと少しで警備兵の詰め所で……」

      　私たちを先導しようとしたフィーアが、突然横に吹っ飛んだ。

      「フィーア！」

      「待って、リリィ！」

      　思わずフィーアに駆け寄ろうとした私を、シルヴァンが引き留める。

      　つまづきそうになりながらも、なんとかふんばって顔をあげる。

      　私たちの目の前には、裏切りの護衛騎士ラウルの姿があった。

      「このクソガキども……」

      　彼は警備兵の詰め所との間に立ちふさがるようにして、剣を構えた。まだ目元を赤く腫れあがらせたまま、鋭くこちらを睨む。シルヴァンが一度はうまく撒いたはずだったけど、悪代官ギデオンに絡まれていた間に発見されてしまったらしい。

      　人混みの中ではフィーアの索敵能力がやや落ちるし、私たちの注意もギデオンに向けられていた。そのスキに接近し、攻撃の機会を見計らっていたようだ。

      「ふざけんじゃねえ、さっさと死ねよ！」

      　ラウルは苛立ちまぎれに、吹っ飛ばされて倒れたフィーアを蹴りつける。細くて小さなフィーアの体は、簡単に道の端まで転がっていった。

      「ラウル、お前はなんてことを！ 騎士の誇りはないのか？」

      「ハッ、誇りが俺たちに何をしてくれる！」

      　シルヴァンが剣を抜いて、ラウルに相対する。

      　フィーアが倒れた今、ベテラン護衛騎士の攻撃を受けられるのはシルヴァンだけだ。私とクリスティーヌは、身構えながらも彼らから距離を取った。

      「こんなところで殺し合いをしていいの？ さっきの騒ぎを聞いて警備兵がもうすぐやってくるわよ」

      「どのみち、お前らを殺さないと俺に未来はねえんだよ」

      　私たちはすでにラウルの正体を知っている。警備兵が来ても来なくても、今この場で私たちを殺さない限り彼に起死回生の目はない。生きるか死ぬかの瀬戸際で、なりふりなんか構っていられないってことらしい。

      「ラウル、お前どうしてそこまで……あんなに立派な騎士だったのに」

      「騎士たるもの、高潔たれ？ 弱きものを助けることこそが、騎士の誉れだ？ そんなのは戦場で兵を安く使い潰すための方便じゃねえか！」

      「それは違う！」

      「何が違うっていうんだ。こっちは命を張ってるっていうのに、俸給はスズメの涙！ そのくせ、領民には施しをしろ、領地の整備をしろ、鍛錬は休むな。つきあってられるか！」

      「だがそれは、国を守るために……」

      「その前に俺たちを守れっての！」

      　ラウルが鋭く切りつけてきた。シルヴァンは間一髪で白刃をかわす。

      「その上、跡取は貧弱な無能ときたもんだ」

      「な……」

      「シルヴァンのどこが無能なのよ！」

      　私の反論をラウルは鼻で笑い飛ばした。

      「見たらわかるだろ。体も骨も大きくなる時期だっていうのに、いまだに女のように細くて、力もない。身のこなしは早いが、それだけだ。圧倒的な力の前にはなすすべもない」

      「く……」

      　ラウルの言い分を、私は否定できなかった。

      　だってシルヴァンは女の子だから。どうあがいても、パワー勝負では大人の男に太刀打ちできない。

      「悔しいなら、俺の太刀を受けてみろよ。一発で吹っ飛ばされてお終いだろうがな！」

      　ブン、とラウルが上段から剣を振り下ろしてきた。

      　まともに受けるわけにはいかないシルヴァンは、剣で勢いをいなして、よけようとする。しかし彼女の戦法はラウルにはお見通しだった。

      「ほらよっ」

      　避けた瞬間を狙って、体当たりをくらわしてきた。体の軽いシルヴァンは、そのまま壁にたたきつけられてしまう。

      「う……」

      「シルヴァン！」

      　彼女は必死に体を起こそうと顔をあげる。しかし、次の瞬間すうっと顔が青ざめたかと思うと、くたりと地面に倒れ伏してしまった。

      「お？ 当たりどころが悪かったか？ いや、この場合はよかったのか。さて、あとはお嬢様と変なガキひとりか」

      「……っ」

      「おっと、逃げていいのか？ シルヴァンも獣人もトドメをさされて死ぬぜ」

      　ここに留まっても殺す気でしょうが！

      　迷っているうちにも、ラウルは剣を構えて迫ってきていた。

      「来るなよっ！」

      　クリスティーヌは、隠し持っていたらしいナイフをラウルに投げつけた。しかし、ラウルは余裕でよけて笑う。

      「はっ、子どもだましだな。お前……顔はシルヴァンに似ているが、戦い慣れしてないだろ」

      「う……」

      「おっと、ハルバードのお嬢様も下手なことを考えないほうがいい。飛び道具を投げてきたら、キャッチしてお前の護衛に投げつけるぞ」

      　私が閃光手榴弾(スタングレネード)を用意しているのも、お見通しだったらしい。

      　ラウルに蹴られたフィーアは、まだ起き上がれない。そんな体に音と衝撃を受けたら、立ち直れないだろう。

      　そんなことを言われて、あえて飛び道具を投げられるわけがない。

      「おとなしく殺されるのが、一番楽だぜ」

      　ラウルが近づいてくる。

      　一歩、また一歩。

      　すでに私たちは彼の間合いの中だ。

      　まだ殺されていないのは、彼が私たちをナメきっているせいだ。

      　でも、ナメてるからといって、逃げられるほどのスキはない。

      　考えろ。

      　こんなところで死んでる場合じゃないはずだ。

      　考えろ。

      　これは私だけの問題じゃない。

      　フィーアとシルヴァンとクリスティーヌも助けなくちゃ。

      　このまま死んだら、世界だって終わる。

      　考えろ。

      　でも、何も思いつかないよ!!

      　誰か助けて!!

      　ラウルが剣を大きく振りかぶった瞬間……空から影が落ちてきた。

      「がっ!?」

      　何が起きたのか、理解できなかったのだろう。

      　いきなり頭上から攻撃されたラウルは、体を翻そうとして無様にしりもちをつく。顔をあげようとした瞬間、顔面に蹴りをくらって、意識を失った。

      　さすが、『騎士科主席卒業の成人男性』馬力が違う。

      　ふだんとは違う安物の黒装束を纏った青年は、ラウルが完全に気絶しているのを確認してから、私たちを振り返った。

      「フラン!!」

      「繁華街で騒ぎが起きていたから、様子を見にきたんだが……どういう状況だ、これは？」

      「うーん、なりゆき？」

      　それ以外、説明のしようがない。

      　私の台詞を聞いて、フランはにいっと口を吊り上げて笑った。しかし、サファイアブルーの目は、底冷えしててまったく笑ってない。美青年やばい。綺麗な顔で笑顔を作られると、死ぬほど怖い。

      「ほほう……それは、人がせっかく傭兵に扮して行っていた潜入捜査を、全部台なしにするだけの価値があるんだろうな？」

      　そういえば、そういう作戦だったね。

      　ここは繁華街だから、ちょうど犯罪組織と接触していたところだったのかもしれない。そんななか、いきなり大立ち回りしているお嬢様を助けにいったら、潜入も何もなくなっちゃうよねー。

      「でも、シルヴァンとクリスティーヌを助けるためには必要なことだったの」

      「シルヴァンと……クリスティーヌ？」

      　そこまで聞いて初めて、フランは銀髪がふたりいることに気が付いたようだ。倒れているシルヴァンと、体を起こそうとがんばってるフィーアと、そしてまだ警戒しているクリスティーヌを見て、目を見開く。

      「ごめんなさい……邪魔をする気はなかったのよ」

      　素直に謝ると、フランは肩をすくめて息を吐いた。

      「……わかった。もともと、どんなことでも手を貸す約束だからな。計画が破綻したなら、また別の方法を考えるまでだ。」

      　フランは、いつもと同じしぐさで私の頭をなでた。

      「この惨状を見れば、お前がギリギリまで足掻いたことはわかる。ここから先はまかせろ」

      「……うん」

      　フランにまかせる、と決めたとたん足から力が抜けた。

      　そんな気はなかったのに、へたっとそのまま座り込んでしまう。

      「ご主人様、お怪我はないですか？」

      　ようやく立ち上がることができたらしい、フィーアがよろよろと歩いてきた。一応立ってはいるけど、相当に体が痛いみたいで、ずっとお腹を押さえている。

      　ラウルみたいに体格のいい大人に蹴られたら、ただじゃすまないよね……。

      「私は大丈夫、ちょっと気が抜けただけだから。それよりフィーアのほうが心配だわ。応急手当しましょう」

      「いえ、ご主人様の手を煩わせるほどではありませんから」

      「ふらふらしながら言っても説得力ないわよ？」

      「ご主人様だって、腰が抜けて立てないじゃないですか」

      　それはそうだけどー。

      　治癒術は立ってやるもんじゃないから大丈夫だと思うのー。

      「シルヴァン！ おい、大丈夫か？」

      　一方、クリスティーヌとフランはシルヴァンの救助にとりかかっていた。ラウルの体当たりを受けて倒れたシルヴァンの顔色は真っ青で、額には脂汗が浮いている。

      「まさか、本当に打ちどころが悪かったのか？」

      「それにしては、様子がおかしい」

      　もし頭を打っているのなら、下手に動かすと危ない。

      　クリスティーヌがシルヴァンをそっと抱き起こす様子を見ていると、私の隣でフィーアがくんくん、と鼻を鳴らした。

      「フィーア？」

      「ご主人様、お耳をお貸しください」

      　そして、シルヴァンが気を失った原因をそっと囁く。

      　あー……そういうことかぁ……。

      「リリィ？」

      「フラン、上着を脱いでシルヴァンを包んであげて。そのまま抱きあげて、別荘に運んでちょうだい」

      　シルヴァンは怪我で倒れたのではない。

      　貧血で倒れたのだ。

      幕間：かわいそうな女の子（シルヴァン視点）

      　祖父の目が苦手だった。

      　もちろん、騎士として尊敬しているし、家族としても愛している。

      　祖父に愛されているという実感もある。

      　しかし……。

      『すまないなあ、シルヴァン』

      　ふたりきりになると、決まって向けられる憐れみの目が苦手だった。

      『本来ならお前は、ドレスを着て城の奥で守られているはずなのに、騎士の真似事などさせてしまって』

      　女として守られるべき孫娘が、剣をとることに祖父は納得していなかった。

      　騎士団を守るために必要だったから、やむなく男として育てた。

      　だが、必要だったからといって、正しい行いとも言えない。

      　騎士として弱き者、特に女子どもを守ることを信条として生きてきた祖父にとって、孫娘を戦地に立たせることが、受け入れられなかったのだろう。

      　だけど、おじい様。

      　ボクは不幸なんかじゃありません。

      　ドレスを着るよりも、騎士の姿で野山を駆けまわるほうが好きです。

      　毎日の鍛錬を苦と思ったことはありません。

      　ただ城の奥底で守られるよりも、この手に剣を持って敵と戦いたい。

      　騎士として生きることに不満はありません。

      　それどころか、騎士としての人生を歩むことができて幸福だと思っています。

      　だからボクは、憐れな子どもなんかじゃありません。

      　ボクは、ボクの存在意義を証明するため、鍛錬にうちこんだ。

      　同世代でボクにかなう騎士候補はいない。

      　ボクが騎士としての価値を証明できれば、おじい様もあんな目で見なくなるはず。

      　そう、思っていた。

      　しかし、大人の騎士と本気で戦った時、ボクは思い知らされた。

      　結局ボクの体はどこまでも女でしかなくて。

      　男の騎士になんて、なれっこないってことを。

      　ボクの努力は、結局無駄だった。

      　おじい様はそれがわかっていたから、ずっとボクを憐れんでいたんだ。

      　ボクはかわいそうな子どもだったんだ……。

      　

      「シルヴァン？」

      　目を覚ますと、黒髪の女の子の顔が近くにあった。

      　赤い目をしたその子は、ボクと目があうと、ほっとしたように息を吐く。

      「よかった、目が覚めたのね」

      「リリアーナ……？」

      　女の子の後ろに見えたのは、知らない部屋だった。

      　調度品が上品で高価なものであることくらいしか、わからない。貴族向けの宿泊施設だろうか。

      　ボクはなぜこんなところに。

      　いや、それよりもまず……！

      「ラウルは？ それに、君の護衛や、クリスティーヌは!?」

      　起き上がろうとしたら、強いめまいに頭を揺さぶられた。

      　目の前が真っ暗になりそうな衝撃に引っ張られて、ボクは布団に逆戻りする。

      「急に起きたらダメよ」

      「全員無事だから、安心して寝てろ」

      　クリスティーヌと、リリィの護衛が近づいてきて、私に顔を見せてくれた。ふたりとも、大きな怪我はないようだ。

      　しかし、ラウルと対峙した時点で、まともに戦えるのはボクひとりだったはずだ。

      　何があったんだ？

      「あの後すぐに、私の仲間が助けに来てくれたの。彼の手配で、全員私の別荘に運んでもらったのよ」

      「助け……？」

      　部屋の奥を見ると、黒衣の青年と、黒いローブを着た無精ひげの男がいた。

      「そっちの黒服が、私の補佐官として働いてくれてる、フランドール・ミセリコルデ。繁華街の騒ぎを聞きつけて助けに入ってくれたの」

      「ミセリコルデ家の……」

      　彼の噂は聞いていた。騎士として、宰相家の一員として、百年にひとりの逸材だと言われていた。そんな青年なら、ラウルごときに遅れは取らないだろう。

      　自分とは違って。

      「お礼を……申し上げなければ」

      　まためまいを起こさないよう、ボクはゆっくりと体を起こした。彼に向き直ろうとして身じろぎした瞬間、自分の着ている服が目に入る。それは、まるで女の子が着るような、ふんわりとしたフリルつきのネグリジェだった。

      「なんだ、この服!?」

      「ごめん。悪いとは思ったんだけど、私の寝間着を着てもらってるわ」

      「なんだってそんなことを……！ ボクは……！」

      「貧血で体調の悪い時に、体を締め付けるような服を着ていては、治るものも治りませんからね」

      　奥でひっそり立っていた無精ひげの男が静かに言った。

      　彼はゆっくりとベッドサイドにやってくると、膝を折り、ボクに視線をあわせてくれた。

      「申し遅れました、私はディッツ・スコルピオ。東の賢者と呼ばれることもあります。わが主リリアーナ嬢の命に従い、あなたを診察いたしました」

      「貧血……？ だが、どこも怪我なんて……」

      「怪我ではありません。そして、ご病気でもありません。あなたは、女性ならば誰でも経験する、初潮のショックで倒れたんですよ」

      「……そうか」

      　ああやはり。

      　ボクはどこまでいっても女なのだ。

      変身薬の用法

      「シルヴァン、安心して！ 診察したっていっても、医者としてだから！ その後の処置とか、着替えなんかは、私とフィーアがやったの。あなたの性別のことだって、この部屋にいるメンバー以外には知らせてないから！」

      　自分が倒れたのは生理痛が原因だった、と聞かされて、シルヴァンは青い顔を益々青くさせた。白い顔はこわばり、目はうつろで焦点があってない。

      　自分に生理がきたことが、よほどショックだったみたいだ。

      　ずっと、男として、騎士として家を守らなくちゃって気を張ってきた子だからなあ……。

      「大丈夫ですよ。この程度の症状なら、貧血を和らげる薬を飲んで何日か寝ていれば治ります。女性なら、誰にでも起こりうることです」

      「ボクは女になるわけにはいかないんだ！」

      　シルヴァンの悲鳴のような声が部屋に響いた。

      「ボクは、クレイモアを守らなくちゃいけない！ そのためには、男である必要があるんだ！ こんなところで……生理なんかで……女になってる場合じゃないんだ……！」

      　シルヴァンは真っ青な顔のまま、ディッツの腕を掴んだ。

      「賢者殿、あなたは女を男に変える薬を作れるんだろう？ 今すぐボクを男に変えてくれ！ ボクは男にならなくちゃいけないんだ！ 金だって何だって払う！ だから……だから……っ」

      　シルヴァンの嘆願は、途中から嗚咽に変わっていった。

      　ディッツは小さな子どもをあやすように、ゆっくりとシルヴァンの背中をなでる。

      「確かに俺は、人の性別を変える魔法の薬が作れます。……ですが、この薬では、あなたを救うことはできませんよ」

      「……どうして」

      「薬の効き目が短すぎるんです」

      　賢者はため息をついた。

      「この薬は元々、一夜限りの夢を見るために作られたものです。効果が劇的な反面、長続きしません。半日もすれば体が勝手にもとの姿へと戻ってしまいます」

      「一生モンの薬じゃねえってことか。戻るっていうんなら、薬が切れるごとに飲めばいいんじゃねえの？」

      　クリスティーヌが疑問を投げかける。

      「体を男に変えて、女に戻ったところで男にまた変える……そんな短時間にコロコロ体を作り変えたら、負担が大きすぎて倒れますよ」

      　ディッツが嫌そうに顔をしかめる。

      　彼は数年にわたり、賢者と魔女の二重生活を送っていた。もしかしたら、正体を隠すために薬を飲み続けて、実際にひどい目にあったことがあるのかもしれない。

      「それに、シルヴァン様もクリスティーヌ様も成長期でしょう？ 一度や二度ならともかく、何度も繰り返し使っていたら、体の成長に悪影響を及ぼしますよ。また、似た理由で生理中、妊娠中の女性は服用できません」

      「逆に言えば、ほんの数回に限るなら、使えるっつーことだな。……俺が王宮から逃げ出すまでくらいは、なんとかなるか？」

      　クリスティーヌが首をかしげる。

      　彼はずっと王家に関わるつもりはなさそうだもんね。その場しのぎの薬でも、充分有効だ。

      　でも、シルヴァンは……。

      「では……その薬を飲んで、子を成すことはできますか？」

      　シルヴァンの問いに、ディッツは首を振った。

      「無理ですね。男が女に化けた場合は、薬の効果が切れた瞬間に子を育てる器官が体から消え失せます。女が男に化けた場合も……女を抱くことはできても、妊娠させる能力までは獲得できません」

      「では……薬を使っても……ボクは女性と結婚して、血をつないでいくことはできないんですね」

      「……残念ながら」

      　シルヴァンはその場に崩れ落ちると、布団に顔を埋めた。布団からは、彼女が押し殺そうとして殺せない、悲痛な嗚咽が伝わってくる。

      　ディッツの薬を使えば、シルヴァンもクリスティーヌも、性別をごまかすことはできる。

      　クリスティーヌは王家を脱出できるだろう。

      　ゲーム内で起きていた、『戦争中に性別がバレて軍が総崩れになる』という悲劇も、薬で回避できるかもしれない。

      　でも、シルヴァンの願いは、彼女の本当の悩みは、そんな一時しのぎの薬じゃ解決できない。

      　彼女の望みはクレイモアの血筋をつないで騎士団を存続させていくことなんだから。

      「こんなことなら……変身薬があるなんて、知りたくなかった……」

      「泣くなよ……」

      　クリスティーヌが複雑な顔になる。彼女のこんな姿を知って、自分だけ助かったと素直に喜んだりできない。

      「なんとかならないかしら……」

      「方法がないわけじゃない」

      　今までじっと黙っていたフランが口を開いた。

      「ただし、この部屋にいる者全員が倫理観を捨て、地獄の底まで秘密を持って行く覚悟があるならば、だが」

      　なんだその条件！

      　お前はどこの悪魔だよ!?

      「ずいぶんなことを言い出すじゃねえか、ミセリコルデの。しょうもない案だったら、許さねえからな」

      　クリスティーヌがフランを睨んだ。しかし、面の皮の厚いうちの補佐官は眉一つ動かさない。

      　マジで変な方法だったら取返しつかないんだけど。

      　大丈夫だよね？ 信用して見守ってていいんだよね？

      「方法とは……何ですか」

      　涙で目を腫らしながら、シルヴァンも顔をあげる。藁にもすがりつきたい気持ちなのだろう。

      　フランは淡々と悪魔の提案を口にした。

      「シルヴァンとクリスティーヌを入れ替える。シルヴァンを王女として、クリスティーヌを騎士として育てるんだ。それなら性別の問題は解決する」

      「な……」

      「アホか！ そんなことできるわけがないだろ！」

      　クリスティーヌが叫んだ。

      「俺はともかく、シルヴァンに王女は無理だ！ あっという間に王宮の連中にバレて殺されるだろうが！」

      　その指摘は正しい。

      　シルヴァンは絵に描いたような騎士の子で、脳筋少女だ。

      　王妃の悪意に満ちた王宮で、いっさいのぼろを出さずに王女として生活し続ける、なんてことができるとは思えない。

      「だいたい、こいつの望みは、クレイモアを守ることだろ？ 王女になって、自分だけ家を抜けて、俺に全部任せてはいおしまい、じゃスジが通らねえよ！」

      　イライラと叫ぶ隣で、私にも疑問が浮かぶ。

      「血筋の問題もあるわよね？ シルヴァンとクリスティーヌはいとこといっても、母方のモーニングスター家の血縁でしょ。王家とクレイモア家では、ここ何代か婚姻が結ばれてないはずよ。クリスティーヌが跡取になったら、そこでクレイモア家の血が断絶しちゃうわよ」

      　クレイモアを愛しているのはシルヴァン。

      　血をつなげたいのもシルヴァンだ。

      　顔が似ているからといって、クリスティーヌに挿げ替えても問題は解決しない。

      「ああ、だからふたりには入れ替わった上で、結婚してもらう」

      「……は？」

      「シルヴァン、お前は王女としてクレイモアに嫁ぐんだ。そうすれば、クレイモア家の女主人になれる。血をつなぎたければ、自分で産めばいい。直系のお前の子なら、父親が誰でもクレイモアの末裔だ」

      　フランは淡々とメリットをあげる。

      「婚姻という公の関係は利点が多い。正式に婚約が成立すれば、花嫁修業の名目でクリスティーヌをクレイモア領に移動させることができるからな。今ここですぐに入れ替わるのはリスクが高いが……王都から遠く離れたクレイモア領にふたりで引きこもった後なら、ゆっくりと身分を交換することができる」

      「いやまあ、そうかもしれないけど」

      「ふたりとも、第二次性徴期に差しかかったばかり、というのも都合がいい。それぞれ男らしく、女らしく育てば、見間違えるほど似ていた、なんて過去は忘れられてしまうだろう」

      　そうかもしれないけどさあ！

      「つまり……問題を解決するためだけに、ふたりに政略結婚しろってこと？」

      「言っただろ。倫理観を捨てて、秘密を地獄の底まで持っていくなら、と」

      　捨てすぎだろーが!!

      「好きでもないのに、利害の一致だけで結婚しちゃダメでしょう……」

      　補佐官の提案には、血も涙もいっさいなかった。

      　自由恋愛が基本の現代日本人としては、正直ドン引きである。

      　貴族社会なハーティアでも、完全な政略結婚は実はそんなに多くない。

      　確かに貴族の結婚相手は、親が見つけてきたり、親戚が紹介してくれたり、王立学園っていう狭いコミュニティの中で見つけてくることが多いけど、最後には本人同士の相性を見て、お互いが納得する形で結婚が決まる。

      　条件重視のように見えても、結婚前後でちゃんと信頼関係は結んでるんだよね。そう考えると、現代日本のお見合い結婚とそう大差ない。

      　だって考えてもみてほしい。

      　親にとっては今まで手塩にかけて育ててきた大事な大事な子どもなのだ。どうせなら、幸せに暮らせる相手と結婚させたいと思うのが、親心だ。

      　ただ、情報伝達技術が発展していないこの世界で、お屋敷育ちの未成年が自由意志で結婚相手を選ぶと、悪い大人に騙されることが多いから、社会経験のある親が段取りしてるだけで。

      　借金のカタに嫁がせたり、利権のためにうんと年上の相手と結婚させたり、なんてことは滅多にない。というか、親の一存で決められる部分があるからこそ、条件のおかしな結婚は子を大事にしない親として批判の的となる。

      　ピンチだからって、猫の子みたいにあっちとこっちをくっつけて、なんて提案はさすがにアレだと思う。

      　年齢と家柄のつり合いはとれてるけどね？

      　さすがに利害オンリーは、まずいと思うよ？

      　それはシルヴァンも同意見だったらしく、彼女は首を振った。

      「確かにメリットの多い婚姻だが、ダメだ。家を出たがっているクリスティーヌを、私の事情に巻き込んで縛りつけるわけにはいかない」

      「俺は別にいいぜ？」

      　しかし、クリスティーヌはけろっとした顔で肯定した。

      「お前……家なんかクソくらえって言ってただろう……」

      「そりゃ、ハーティア王家みたいに腐りはててる家はいらねーよ。でも、クレイモアは違うんだろ？ お前が命をかけてでも支える価値があるんじゃないのか」

      「……そうだが」

      「どうせ、このまま性別をごまかし続けても、どこかのオヤジに嫁がされるか、逃げ出して流民になるかしかねえんだ。伯爵として生きるほうが、ずっといい」

      「騎士だぞ？ 鍛錬は厳しいんだぞ!?」

      「お前、お姫様修行の厳しさを知らねえだろ」

      「それは……そう……だが……」

      　それ以上反論が思いつかないらしい。

      　シルヴァンは口をぱくぱくさせて、絶句した。

      「それよりシルヴァンはいいのか？ このままだと、お前の相棒が俺になるんだけど」

      「……」

      　シルヴァンは、クリスティーヌをじっと見た。

      　クリスティーヌもまた、シルヴァンを見つめて彼女の答えを待つ。

      　しばらくしてから、シルヴァンは顔をあげた。両手でパン、と自分の頬を叩く。

      「ボクも、問題ない。こっちだって、このまま生きたところで何も知らないどこかの令嬢と、偽りの婚姻を結ぶことになるんだ。そんな破滅しかない結婚をするより、絶対に裏切らない共犯者と生きるほうがいい」

      「じゃ、契約成立だな」

      　クリスティーヌが手を差し出すと、シルヴァンが握り返す。

      　ええええ、フランの悪魔の提案が成立しちゃったんだけど。

      　本人が納得してるなら、いいのか？

      　いいってことにしていいの？

      真夜中の訪問者

      　その日の夜遅く、私たちが泊まる別荘にクレイモア伯が訪れた。

      　うちからはシルヴァンが無事なことを伝えたうえで、迎えはゆっくりで大丈夫、と連絡したんだけど、明日までは待てなかったらしい。

      　貴族の作法としてはかなり非常識な訪問だったけど、私たちは彼を受け入れた。

      　だって、心配する気持ちはわかるもん。

      　護衛をつけてデートに送り出してみたら、鍛冶屋でドワーフ職人を拾って予定変更。その上、護衛のひとりは大通りで刺されて発見されるし、本人は他家の令嬢と一緒に行方不明。見つかったと思ったら、護衛のひとりが裏切り者として捕縛された、なんて報告を受けて安心できるわけがない。

      「このたびは、うちの身内の不始末でお嬢様を危険にさらして……申し訳ない！」

      　応接間に通すなり、クレイモア伯は私とフランに土下座の勢いで謝罪してきた。

      「いえ、お気になさらないでください。シルヴァンは私を守るために最大限努力してくれましたし……襲ってきた中には、私を狙う悪人も含まれていましたから」

      「か弱い女子を守るのが、クレイモアの騎士の務めです。やはりわれらの責任で……」

      「クレイモア伯、この件はお互い様ということで。謝罪よりはシルヴァンについてお話させてください」

      　いつまでも頭を下げ続けそうな勢いのクレイモア伯を、フランが止める。

      　私は事前に打ち合わせていた段取りで、部屋から使用人たちをさがらせた。ついでにクレイモア伯の側近たちにも、別室で待機するようお願いする。

      「私の側近まで……？ シルヴァンに何が？ まさか、他の者に見せられないような怪我を？」

      「安心してください、シルヴァンは大丈夫です。ですが、どうしてもお伝えしたいことがあるのです。一時でいいのでクレイモア伯にだけお話させてください」

      「リリアーナ嬢がそう言うなら……お前たち、別室で待機だ」

      　もともと、クレイモア伯は私たちに負い目がある。彼はすぐに側近に指示を出してくれた。

      　怪訝な様子で彼らが引き揚げたあと、私は隣室に合図した。シルヴァンとクリスティーヌのことは、うちの使用人にもクレイモア伯の側近にも知らせるわけにいかないから、ややこしい。

      　しばらくして、フィーアが隣の部屋からシルヴァンとクリスティーヌを連れて入ってきた。

      「おお、無事だったか、シル……ヴァン……？」

      　ふたりを見て、クレイモア伯の目が大きく見開かれる。

      　まあそうなるよね。

      　ゆったりとした女もののワンピースを着た銀髪の女の子と、男ものの服を着崩した銀髪の男の子。孫そっくりの子どもがふたり同時にあらわれたら、驚くしかない。

      「シルヴァンがふたり……いや……これは……？」

      「おじい様、ボクがシルヴァンです。そして、こちらは王妹殿下のクリスティーヌ様」

      「クリスティーヌ様？ いやしかし、あの方は女性で！」

      「彼にも、事情があるんです」

      　自分の孫も同じような状況で育ててしまったからだろうか。クレイモア伯は一瞬うろたえたが、すぐに持ち直した。フランが口を開く。

      「詳しい話をさせていただいても？」

      「ああ……頼む。長い話になりそうだが」

      　そして、私たちは長い長い話し合いを始めた。

      これからの話をしよう

      「なるほど……事情はわかりました」

      　フランの悪魔の提案も含めて、シルヴァンとクリスティーヌの事情を話し終えると、クレイモア伯は大きくうなずいた。

      「シルヴァン、お前はそれで納得しているんだな？」

      「はい、おじい様。ボクは彼と一緒に生きていきます」

      　迷いのない目でシルヴァンが宣言した瞬間、クレイモア伯の目からぼろぼろと涙がこぼれ始めた。

      「すまない……すまない、シルヴァン。本来守るべき私たちが不甲斐ないせいで、お前には重荷ばかり背負わせてしまって……今度はクリスティーヌ様まで巻き込んでしまった」

      「おじい様……」

      「女の子として、守られて生きるべきだったのに……こんなことまで」

      「それは違うだろ、じいさん」

      　今までおとなしく話を聞いていたクリスティーヌが口をはさんだ。

      「こいつが鍛錬をがんばってきたのは、クレイモアが好きで、騎士が好きだからだろ。こいつ、俺たちと逃げてる間もずーっとクレイモアが、クレイモアがって言ってたんだぜ？ 生き残るために嫌々お姫様の振りをしてた俺とは違うんだから、そこはちゃんと認めてやれよ」

      「しかし……シルヴァンは女で」

      「男とか女とか関係ねえよ。これからこいつは名前も育ちも今までの努力も捨てるんだ。育てたあんただけでも、覚えておかなくてどうするんだよ」

      「あ……ああ、そうだな。あなたの言う通りだ」

      　クレイモア伯はごしごしと涙をぬぐう。

      「シルヴァンはそういう子だった……」

      「女の幸せ云々もあんまり心配すんな。そこは男の甲斐性っつーか……俺がなんとかすればすむ話だからよ」

      　クリスティーヌがそう言うと、クレイモア伯は一瞬真顔になったあと、破顔した。

      「は……はは……シルヴァンは、存外よい男を掴まえたらしい」

      「まだ立場上は女だけどな」

      「よし、わかった！」

      　クレイモア伯が顔をあげた。そこにはもう、迷いも憐れみもない。

      「これからは、あなたも私の孫だ。クレイモアの家族として歓迎しよう。婚約が調い次第、母君ともども、我が城でお過ごしください」

      「えっ……母さんも？」

      「クリスティーヌ様の母君は、シルヴァンの義母となる方だ。家族としてお迎えするのが当然のスジというものだろう」

      「母さんも……王宮から出られる……」

      　クリスティーヌにとって母親は最大の庇護者であると同時に、最大の弱点でもある。

      　彼女が王宮から逃れて、クレイモア伯に保護されるのなら、これ以上心強いことはないだろう。

      「よろしく、じいさん」

      「これからは男孫として、大事に育てさせていただきます。お覚悟を」

      「……ほどほどにしといてくれよ」

      　フランの悪魔の提案を聞いたときにはどうなることかと思ったけど、なんとか丸く収まったっぽい？

      　性別以上に大きな秘密を抱えることになったけど、悪いことにならなさそう。

      　少なくとも建設的な未来を思い描くことはできるようになったのだから。

      　ただただ性別をごまかし、不幸を先延ばしにしているだけよりはずっといい。

      　たぶん！

      貸しは大体高くつく

      　クレイモア伯との話し合いを終えて、外に出るとすでに空は白み始めていた。

      　クリスティーヌを宿に戻す方法とか、シルヴァンとクリスティーヌの入れ替わりのタイミングとか、いろいろ細かいことを打ち合わせしていたら、全員徹夜になってしまったのだ。

      　彼らを見送ったら、ハルバードのメンバーはいったん休憩だ。

      「その鞄は、座席のほうに置いてくれ」

      「かしこまりました、賢者様」

      　おっと、ひとりだけこれから仕事の人間がいた。クレイモア伯の馬車に機材を積み込むディッツに声をかける。

      「ディッツ、怪我人の治療をお願いね」

      「それと、『特別な薬』の処方だろ？ わかってるって」

      　衰弱している武器職人マリクと、刺されて重傷の護衛騎士グレイの治療に、シルヴァンたちの変身薬の作成などなど。ディッツはこれからが一番忙しい。

      「あれもこれも、って頼んじゃってごめんね」

      「気にすんなって。お代はもうすでに一生分支払ってもらってるんだからよ」

      　だからって、その約束にあぐらをかいていられるほど、私も鈍感じゃない。バカンスが仕事にすり替わったぶん、あとで何か埋め合わせしてあげなくちゃ。

      　ディッツは懐からメモを一枚取り出すと、私の隣に立つフランに渡した。

      「補佐官殿、メモに書いてある薬品の手配をお願いします」

      「承知した」

      「お嬢、俺があっちに着いたらジェイドを戻すから、休ませてやってくれ。先に機材と薬を送ったから治療自体は大丈夫とは思うが、ひとりで何人も怪我人の面倒を見て、死ぬほど疲れてるはずだから」

      「まかせて。布団です巻きにしてでも休ませるわ」

      「はは、そりゃ心強い」

      「……クリスティーヌ様のお支度が整いました」

      　別荘の玄関が開いて、クレイモア伯たちがやってきた。

      　振り向くと、クレイモア伯の後ろから、いつもの騎士服を着たシルヴァンと、ふわふわのドレスを着た銀髪の美少女がやってくるのが見えた。

      「ドレスをお貸しくださって、ありがとうございます。リリアーナ様」

      「お……おう」

      　誰だこの美少女。

      　いや、可能性はひとりしかいないけどさ。

      「ドレスと化粧で化けると思ってたけど、間近で見ると本当にかわいいね」

      「十年以上積み重ねてきたお姫様スキルを、ナメてはいけませんわよ」

      「その……体格まで少し小さくなってないか？」

      　シルヴァンも、信じられないものを見る目で、クリスティーヌをまじまじと見る。

      　そういえば、さっきまでほぼ一緒だったはずのふたりの目線が、クリスティーヌだけちょっと低くなっている。

      「あー、スカートの下で軽く膝を曲げて立ってんだよ。小さければ小さいほど、『かわいい』って印象がつくからな。で、男子に視線をやるときは、こう」

      　きゃるん。

      　不思議な擬音が出そうなしぐさで、クリスティーヌはシルヴァンを見た。上目遣いプラス、小首かしげプラス、お手て添えの特盛ポーズである。

      　なにこれめっちゃかわいい。

      　下手な子がやったら、ぶりっ子どころの騒ぎじゃないんだけど、やってるのは超美少女モードのクリスティーヌだ。かわいい以外の言葉が思いつかない。

      　うっかり、中身のガラの悪さを忘れてしまいそうだ。

      「シルヴァン様、私かわいい？」

      「か……かか、かわいいけど！ 今後はコレをボクがやるのか？」

      　できる気がしない！ とシルヴァンは早くも絶望顔だ。

      「顔の作りは一緒なんだから、慣れれば平気だって」

      「その慣れが問題なんだ！」

      「でも、これだけ印象が違うなら、ふたりが並んでも、顔がほぼ一緒って気づく人は少ないでしょうね」

      「婚約発表の場では、変身薬を使って体を作り変える予定だ。お互いの性別疑惑はいったんそこで払拭できるだろう」

      「まさか、そこまでやって入れ替わりをするなんて、誰も思わないでしょうからね」

      「こんな芸当ができるのは、賢者サマの薬のおかげだ。お抱えの魔法使いを紹介したり、服を貸したり、なんかいろいろとありがとな」

      「ボクからもお礼を言わせてくれ。先のことを考えられるようになったのは、君のおかげだ」

      　せっかくふたりがお礼を言ってくれてるけど、私の内心は複雑だ。私がふたりを助けたきっかけは、純粋な好意だけじゃない。この先に起こる悲劇を避けるためだ。そもそも、クリスティーヌのピンチだって、元をただせば私が原因なわけだし。

      　でも、そんなことは口に出せないので、代わりに私はにんまりと笑う。

      「ハルバードに貸しを作ると、高くつくわよ～」

      「お、恩は恩だ。なんでもしようじゃないか」

      　貸し、と聞いてシルヴァンもクリスティーヌも身構える。私は笑顔のままふたりに手を差し出した。

      「じゃあ……ふたりとも私の友達になって」

      「へ」

      　シルヴァンとクリスティーヌは、同時に鳩が豆鉄砲を喰らったような顔になった。

      「ずっと領地に引きこもってたから、同世代の友達っていないのよね」

      　フランは年上すぎるし、ジェイドとフィーアは友達っていうよりは部下って感じになっちゃったし。世界救済お友達作戦を抜きにしても、対等な友達はほしいんだよね。

      「ハ、そういや俺もまともなダチはひとりもいねーわ」

      「ボクもだ……」

      　性別を偽る、なんて大きな秘密を抱えてたら、なかなか友達作ったりできないよね。私も人のことは言えないけど。

      　シルヴァンは笑顔で私の手を握り返してくれた。

      「いいよ、これから先何があっても、ボクは君の友であることを誓おう」

      　クリスティーヌも握手してくれる。

      「悪いやつじゃねーしな」

      　私たちは、お互い笑いあった。

      　おおお、最初の計画とはだいぶ違っちゃったけど、なんとか作戦成功じゃない？

      　やった、お友達ゲットだぜ！

      「じゃあな」

      「戻ったら、手紙を書くよ」

      「うん、またね！」

      　去っていくシルヴァンたちを、私は明るい気持ちで見送った。清々しい気持ちでリビングに戻ってきて、一息つく。

      「フランが悪魔みたいな提案を始めた時はどうなることかと思ったけど、丸く収まってよかったわ。あとはシルヴァンたちが夫婦としてやっていければいいけど」

      「あのふたりなら大丈夫だろう」

      　おや？

      　血も涙もない提案したやつが、楽観的なことを言い出したぞ？

      「大丈夫、なんて……ずいぶん甘いことを言うじゃない。どういう風のふきまわし？」

      「どうもこうも、俺はいつも通り発言しただけだ」

      　不思議に思って見上げても、フランの表情は変わらない。

      「……お前はどう思っていたか知らないが、俺もさすがにあのふたりの相性が悪いようなら、あんな提案はしていない」

      「そうなの？」

      「無理な夫婦関係は結局破綻して家の衰退を招くことが多い。姉の母の実家がいい例だ」

      　そういえば、フラン自身も政略結婚の弊害の中で育ったんだっけ。

      「だが……あのふたりは、俺が『倫理を捨てて』などと強い言葉を使った時も、ずっと相手のことばかり気遣っていたからな。……悪いようにはならないだろう」

      「そっか、そうだよね」

      　返事をしながら、私は思わず顔がにやけるのを止められないでいた。

      　もー、この相棒は！

      　結局めちゃくちゃ優しいんじゃないか。

      　わざわざ汚れ役を引き受けてまで、ふたりの絆を確認するとか、器用なんだか不器用なんだかわからない。もうちょっと素直になってくれてもいいんだからね？

      「リリィ、淑女がどうの、と主張するのなら気分次第で俺にハグするのはそろそろやめろ」

      「これは騎士をねぎらう淑女の祝福ですー」

      　フランはジェイドたちと違って、頭なでなではさせてくれないし？

      「男の頭をなでようとするな。……と」

      　唐突(とうとつ)にフランの手が私の頭に載せられた。そのまま、よしよしとなでられる。

      「な、なに？」

      　今誉めるべきはフランであって、私じゃないよね？

      「俺の方こそ誉めるのを忘れていた。ごたごたしていて、言いそびれていたが……護衛に裏切られて孤立無援の状態で、よく全員生き残った。……がんばったな」

      「う……」

      　いまさらそれを言うのは卑怯ー！

      　そうだよ！

      　私がんばったんだよ！

      　誰も見捨てないためにがんばったの！

      　自分ひとりじゃ、全然どうにもならなかったけど、それでも、シルヴァンにもクリスティーヌにも、フィーアにだって不幸になってほしくなくて。

      　めちゃくちゃがんばったんだよ！

      　誰に認められるつもりもなかったから、黙ってたのに。

      　そんなふうに頭をなでられると、困るじゃん。

      　顔が上げられなくなって、フランに抱き着いたままになっちゃうのは、しょうがないと思う。

      　服に謎のシミができても、文句は受け付けないからね!!

      「その程度、構わん」

      　そこで男気を発揮するな。

      　ますます顔が上げられなくなるだろーが。

      「卑怯者ぉ……」

      「なにをどうすれば、そんな結論になるんだ」

      「フランがずるいこと言うのが悪い」

      「……減らず口を叩けるなら、もう大丈夫だな」

      　私が泣き止んだと判断したフランは、容赦なく引きはがしにかかった。

      　おい、レディに何をする。

      「そういう猫の子みたいな扱いはひどいと思うの」

      「文句は猫の子のような行動を改めてから言え」

      「私は淑女ですー！」

      　こうなったら意地でもしがみついてやろうか。

      　フランとしょうもない攻防戦を繰り広げている最中に、突然ドアが開いた。ふだん、何があろうとも必ずノックするうちの使用人にしては珍しい。

      　顔をあげると、フィーアの金色の瞳と目があった。

      　フィーアは私たちを見ると、目をまん丸にして、それから顔を真っ赤に染め上げた。

      「あ、あの、失礼しました！ ぞんぶんに逢瀬(おうせ)をお続けください！」

      　その反応を見て、私は今の自分がどんな状況に見えるか、ようやく理解した。何も知らない人にとっては、成人男性と少女が抱き合ってキャッキャしてる構図……だよね。

      「フィーア、待って！」

      　これは、そういうんじゃないから!!

      　私は、あわててフランから離れて、そのまま飛び出していきそうな勢いの彼女を部屋の中に入れた。

      　コレはフィーアが勘違いしているようなアレではない。

      　がんばりに対する正当な報酬を要求していただけだから！

      　やましいことはしてない！

      「あの、大丈夫ですよ。誰かに言ったりしませんから……」

      　いやそういう問題じゃなくて！

      　私たちはちょっと遊んでただけだから！

      「ええ、そうですよね」

      　フィーアは肯定してるけど、目に『わかってますよ』って書いてある。物分かりがいいのはメイドの必須スキルだけど、今ここで発揮しなくていいから！

      　言葉通りに受け取ってくれたらいいから！

      　行間読まなくていいから！

      「……もういい」

      　これ以上の言い訳は逆効果のような気がして、私は諦めた。ちょっと後ろを見ると、フランも眉間に皺を寄せてため息をついている。

      　ええい、この話はもうやめやめ！

      　さっさと話題を変えるぞー！

      　そもそもなんでフィーアがここにやって来たのさ！

      「クレイモア伯たちが帰ったら、寝てていいよって言ったよね？ どうしたの」

      　護衛騎士の裏切りにあってから、今までずっとフィーアは働きどおしだ。安全な別荘に到着したらお役御免、と言いたいところだったけど、シルヴァンとクリスティーヌの秘密を守るために、その後も侍女として身の回りのことを手伝ってもらってたんだよね。

      　蹴られた怪我の手当てはしてあるけど、それでもかなり負担になっているはずだ。

      　だから、何日かは寝て過ごしてもらおうと思ってたのに、どうしてまだメイド服のままここにいるんだろう。

      「あの……それが……」

      　フィーアはおずおずと一冊の本を差し出してきた。

      　その派手な装丁には見覚えがある。闇オークションのカタログだ。

      「ええっ、なんでコレがまだここにあるの？ もしかして、クリスティーヌが忘れていっちゃった？」

      「忘れた、というよりは無用のものとして捨てられたようです。ゴミ箱をチェックしていたら、中に入っていました」

      　正規の変身薬が入手できるようになった今、クリスティーヌにとっては無用のものだろう。しかし、一般メイドに見せるにはわりとヤバい内容が書かれているシロモノだ。置いていかれても困る。

      　どうやら彼女は、これを見つけて、慌てて届けに来たらしい。

      「ごめん、休む前にお仕事頼んで申し訳ないんだけど、焼却処分しておいて」

      「それが……」

      　フィーアはなぜか冊子を胸に抱いて、焼却処分を拒否した。

      「何かあるの？」

      「……こちらを見てください」

      　フィーアは、カタログの最終ページを開いて見せた。

      　その手はわずかに震えている。

      「ご主人様、対価は一生かけてでも支払います。この品を買ってはいただけないでしょうか」

      　フィーアがおねだりするなんて、珍しい。というか、そんなワガママを言い出したのは今回が初めてだ。

      　しかも、ほしいのは闇オークションで売られている非合法なもの。

      　私とフランは最終ページに目を向ける。

      「……兄を、救ってください！」

      　そこにあったのは、ある人物のプロフィールだった。

      　男性、二十代、黒髪、金の瞳、そして猫のような耳としっぽ。

      　オークションに出品されているのは、フィーアの兄、ネコミミのツヴァイだった。

      
        悪役令嬢は闇オークションに参加したい

      

      闇オークション

      　フィーアの兄、ツヴァイが闇オークションで売られている！

      　その衝撃的な事実を知ってしまった私は、その日の午後……別荘のリビングでだらだらしていた。

      　いやでもこれはしょうがないから！

      　武器屋で瀕死のドワーフを拾ったり、暗殺者に命を狙われてカトラスの町中を走り回ったりしてへとへとだったところに、男装女子と女装男子を入れ替える陰謀に関わったりして徹夜したんだもん。昼過ぎまでベッドで休んで、だらだらしててもバチは当たらないと思うんだよね。

      　相棒のフランも、真面目そうな顔を装いながらもだらだら中だ。一応、リビングで本を読んでるふうを装ってるけど、さっきから一向にページが進んでない。現代日本でいうところの、速読的なスキルをマスターしている彼にしては珍しい。

      　何か考え事をしてるのかな、とも思うけど、休息中にそんなことを聞くのも野暮な気がするので、相変わらず泣きボクロがセクシーな横顔を観察するだけにしておく。

      　おやつをお代わりすべきか、夕食まで我慢するべきか、と考えていると、ドアがノックされた。声をかけると、フィーアが入ってくる。彼女の手には手紙が一通握られていた。

      「クリスティーヌから返事が来たの？」

      「はい、ご確認ください」

      　フィーアから手紙を受け取って封筒を開けると、上質でかわいらしい便箋に、わざと雑な書き文字で返事が書き綴ってあった。見た目は美少女、中身はチンピラな彼らしい。

      「内容は？」

      　フランが本から顔をあげてたずねてくる。

      「自分はもう闇オークションは必要ないから、代わりに参加していいって。参加証替わりの指輪も同封してくれたわ」

      　これは予想通りの返答だ。彼が闇オークションに参加してまで手に入れようとしていた、『金貨の魔女の変身薬』はすでに東の賢者から入手することが確定しているのだから。カタログ自体不要として、うちのゴミ箱に捨てていったくらいだ。その参加権を私が使いたいと言い出しても、問題ない。

      　私は封筒から出て来た指輪を観察する。ジェイドと違って魔力探知が苦手な私には、詳しいことはわからないけど、何か魔法がかけてあるみたいだ。きっと、この魔法があるかどうかで参加者を区別しているんだろう。

      「カタログはある、参加証もある、資金も……ツヴァイひとり買うくらいなら用意できる。参加条件は整ったわね。オークションの開催は今日の夜中だっけ？」

      　私がたずねると、フランはテーブルに置いておいたカタログに目をやった。

      「正確には二十二時だな。まあ、俺たちの目的は最後の目玉商品だから、少々遅くなったところで問題ないが」

      「ご主人様、補佐官様……ありがとうございます」

      「フィーアは気にしないで。あなたのお兄さんなら私にとっても身内みたいなものだし」

      　それに、ツヴァイは攻略対象のひとりなのだ。世界救済のキーパーソンである彼は、能力が非常に高い。味方に引き入れて損はない。

      「でも、なんでこんなところで売られてたのかしら」

      　ゲームの中のツヴァイは、神出鬼没の暗殺者だ。暗殺組織の指示に従って、王都を舞台に暗躍していた。何の前触れもなくあらわれて、いきなり殺されてデッドエンド、なんてこともよくあった。その彼が、ゲーム開始から二年も前に捕まって、オークションにかけられているのはなぜだろう。

      「それはたぶん、ご主人様のご活躍のせいではないかと」

      　また私!?

      「……どういうことかな？」

      　私は思わずフィーアを問いただしてしまう。

      　これまでいろいろやらかしてきた私だけど、妹のフィーアはともかく、ツヴァイには直接関わってこなかったはずだ。

      「二年前、ご主人様はハルバードに潜入してきた暗殺者集団『魔獣の牙』を捕縛しました」

      「フィーアに服従の呪いをかけて、こき使ってた連中ね」

      「魔獣の牙は大きな組織で、内部でいくつかのチームに分かれていたんです。各チームはそれぞれ指導者たちからお金と命令を受け取って、活動していました」

      「暗殺など、大人数でやるものではない。……が、任務により人材を使い分ける必要がある。嫌な話だが、合理的な組織形態だな」

      「はい、それで……ハルバードを襲撃したのが、彼らをコントロールしていた指導者たちだったんです」

      「えっ」

      　なんでそんな大物メンバーが、わざわざハルバードに来てんの。

      「そう驚くことでもないんじゃないか？ 彼らが本来遂行しようとしていたのは、宰相の暗殺。主力メンバーを総動員すべき大規模作戦だ。指導者たちが乗り出してきていてもおかしくない」

      「でも、宰相閣下の暗殺自体は、うちの父様が阻止したんだよね？」

      　そして、本来死んでいたはずの宰相閣下と、フランの姉マリアンヌの運命は捻じ曲げられた。

      「宰相暗殺は不可能と判断したやつらは、宰相の周りの者……姉の婚約者や俺に標的を変更した」

      「えーと、言うことを聞かないと、周りの者が死んでいくぞ、っていう脅しに使おうとしたんだっけ。でも、フランはその襲撃をかわして、ハルバード領まで逃げ延びた……」

      「この時点で、魔獣の牙たちの計画は変更に次ぐ変更を余儀なくされていたはずだ。いちいち末端に判断させていてはらちが明かないから、指導者チームもハルバード入りしていたんだろう」

      「それを、最後の最後で父様たちが一網打尽にしたのね」

      　二年前のある時期、ハルバード城の地下牢は罪人でぱんぱんになっていた。その中に、魔獣の牙の指導者たちも入っていたわけだ。

      「資金と責任者を失った末端のチームは、ばらばらになりました。そのうちいくつかは、野盗として騎士団に討伐されたようです」

      「そういえば、やたらと強い盗賊の報告があったわね……」

      　あれはコントロールを失った魔獣の牙だったのか。

      「兄は優秀ですが、その反面とても扱いにくい道具でもありました。服従の呪いに常に抗っていましたし、言動も反抗的でした。私という人質を手元に置くことで、やっとコントロールしていたんです。金も呪いを維持する手段も失った彼らは、兄を持て余した挙句に、人身売買組織に売ってしまったのではないでしょうか」

      「厄介者が片付く上、逃走資金が手に入る。悪い判断ではないな」

      「それが、巡り巡って、オークションに出品された、というわけね」

      　一瞬、組織が瓦解した時点でツヴァイを助けられたのでは、という可能性が頭に浮かぶ。しかし、この時点ではツヴァイを連れていたチームの消息は不明だ。魔獣の牙が空中分解しているとわかっていても、探して保護するのは無理だ。

      「ツヴァイを助ける方法は、簡単ね。お金を出して落札してしまえばいいんだもの」

      「フィーア同様、服従の呪いがかけられているだろうが、そちらも問題ない」

      「ディッツに解除させればいいだけの話だもんねー」

      　フィーアの呪いが解けたのだ。同じ状況のツヴァイの呪いを解くくらい簡単だろう。クレイモア家の問題でただでさえ忙しいところに、さらに仕事をふられたディッツが忙殺されるけど。

      「問題は、会場に乗り込んで穏便に落札できるかどうか、だ」

      「人身売買組織については、フランが調べていたわよね。どんな組織なの？」

      　私がたずねると、フランは眉間に皺を寄せて首をかしげた。

      「カトラスの人身売買組織については、まだ不確定要素が多い」

      「シルヴァン暗殺未遂事件で、調査を無理やり中断しちゃったからねえ」

      　カトラスの繁華街で、私たちを助けた時、フランはちょうど犯罪組織と接触していたらしい。他にどうしようもないピンチだったから、フランの力は絶対必要だった。でも、偽装も何もかも放り出して駆け付けたせいで、相手にフランの正体が完全にばれてしまったらしい。しかも、顔を覚えられてしまったから、身分を変えて再潜入するのも難しい。

      「……補佐官様が、他領の犯罪を調べていたんですか？」

      　フランが人身売買組織の調査を行っていた、と聞いたフィーアは目を瞬かせた。まあ、普通はそういう反応だよね。

      　ハーティア王国において、領主の治める土地は小さな国だ。

      　犯罪者の取り締まりは領主の責任であると同時に、権利でもある。

      　他の領地の犯罪事情には、内政不干渉として、関わらないのがルールだ。

      　もちろん、そのままだと領主自身が犯罪に溺れてしまった時に、止める人がいなくなるので、領主に何かあった時は、小領主を管理支援する立場の大侯爵家や、すべての貴族を束ねる王家などが取り締まる。

      　今私たちが調べているカトラスは、建国時から続く大侯爵家。

      　本来、王家以外は干渉できない。

      　ハルバード家所属の私たちがやってることは、完全な越権行為なのだ。

      「んー、詳しいことは言えないんだけどね、カトラスの犯罪を放っておくと国全体に影響するから、どうにかしたいなーと思って調べてたんだ」

      「……それって、ご主人様の予言ですか」

      「何ソレ？」

      　予言ってなんだ。

      　確かに、ゲームの攻略本は未来に起きる出来事を書いた予言書っぽいけど。

      「ジェイドに言われたことがあるんです。ご主人様が理屈を超越した予言めいたことを言った時は必ず当たるから、従えと」

      「ジェイドぉぉぉぉ……」

      　私の雑な行動に、聡いジェイドが疑問を持たないわけないと思ってたけど！

      　そんなふうに解釈してたのか!!

      「……ジェイドとフィーアには、もう少し詳しい説明をしておいたほうがよさそうだな」

      「ウン、ソウダネ……」

      　こういう時って、普通ひた隠しにするもんじゃないの？

      　ばれるかばれないか、がラノベのドラマになるんじゃないの？

      　人知を超えた力があるって、察知された挙句に、やんわり配慮されるってどういうことなの。

      「気にするな。お前が裏表のない素直な人間なだけだ」

      「それほめてないよね？ 思慮の浅い単細胞だって言ってるよね？」

      　穴があったら入りたい。

      　私が恥ずかしさでのたうち回っているっていうのに、フランはそれをまるっと無視した。

      「内政干渉については、今のところ問題ない。勝手に捕まえて裁こうとしたら大問題だが、他領の情報を集める程度はどこの領主もやっている」

      「調査をしていたら、たまたま、犯罪組織と出会ってしまった。そういうことですね」

      　飲み込みの早いフィーアは、そう言って納得している。

      「調査の結果、カトラスでの人身売買組織および、闇オークションの元締めが現カトラス侯爵、サンドロ・カトラスであることが確定した」

      「リスクの高い人身売買を頻繁に行うなど、よほどの有力者が関わっているのだと思っていましたが、領主自身が加担していたんですね」

      　そういうことだ。

      　実は、カトラス侯が関わっていることは、すでに予言の書もとい、攻略本情報で知っていた。

      　攻略対象のひとり、ルイス・カトラスとのルートでは、この人身売買問題を解決することが、メインイベントになっていたからだ。

      　フランは、すっと人差し指を立てる。

      「もうひとつわかったことがある。この件、カトラス侯の後ろに黒幕がいる」

      「黒幕？」

      　攻略本にも書かれていなかった新情報に、私は思わず腰を浮かせた。フランは確信を持ってうなずく。

      「元々、こんな大規模な犯罪の主犯がカトラス候であることに、疑問はあったんだ。カトラス候とは、以前王都で会ったことがあるが……見栄っ張りなところはあるものの、凡庸(ぼんよう)な男だった」

      「……言われてみればそうね」

      　私もゲームの中でカトラス候に会ったことがあるけど、その時の印象もフランの感じたものと大差なかった。欲の皮の突っ張った、ただのおじさんだ。こんな大胆な犯罪に手を染めるほどの度胸があるようには見えなくて、違和感があった。

      　単にゲームがクソ設定なだけだと思ってたけど。現実の問題なら、そこに理由と秘密が隠れていてもおかしくない。

      「そして、条件的な問題もある。確かにカトラス侯はこの港街で絶大な力を振るう権力者だ。貴族としての格が高いから、金払いのいい上客を掴まえるのも難しくないだろう」

      「人間っていうヤバいものを商うには、うってつけのポジションよね」

      「だが、この犯罪を成立させるには、ピースがひとつ足りない。『仕入れ』の人脈がないんだ」

      「仕入れ……つまり、売りものになる人間を調達する人脈ってこと？」

      「ああ。調べてみてわかったんだが、どうも売られている商品の質が高い」

      「……質が？」

      　フィーアが首をかしげる。私も一緒になって首をかしげた。

      　人身売買は人身売買じゃないの？

      「人の売り買いの場では、貧困地域から攫って来た一般人を雑役奴隷として扱うことが多い。細かいことを仕込んだり、させたりすることはまれだ」

      「隠れて売り買いしている人材だもんね。親身に技能を身につけさせたりしないかあ」

      「だが、この組織では、ドワーフの武器職人のような、特殊技能を持った人間を扱っているんだ。このカタログにも、獣人に加えて教育の行き届いた高級娼婦、海外で名をはせた剣闘士が商品として並べられている」

      　フランがぱらぱらとページをめくると、そこには華々しい経歴を持つ人間が『商品』として紹介されていた。彼らは優れた技能ごと、人生を売られている。

      「言われてみれば変ね……技能のある人間は、だいたい教育される過程で人脈ができるわ。攫われたり、売り飛ばされたりしたら、周りが騒ぐんじゃないの」

      「これらの人物の多くは外国人だ。おそらく、海外で有用な人材を誘拐し、カトラスに卸しているんだろう」

      「国境……特に海まで越えて身柄を運ばれたら逃げようがないし、家族も行方をたどるのが難しくなる……」

      　そうやって、家族や公の捜査機関を振り切った上で、人を売りさばいているのだ。

      「こんなこと、ハーティアから外に出たことのないカトラス侯には不可能だ」

      「素直に考えれば……きっと、黒幕は外国の有力者なのね」

      「人材の出どころはどこか、どの国と手を結んでいるのか、ちょうどそれを調べていたんだが……」

      「潜入していた目の前で、私たちが襲われてたってわけね」

      　彼の行動は、私たちの命と引き換えだ。フランの調査不足を責めるわけにはいかない。

      「正体不明の黒幕かあ……そんなのがいたら、問題解決が難しいわね」

      「主犯はカトラス候なんですよね？ 犯人がわかっているのなら、消してしまえばいいのでは」

      「人身売買組織のボスだからって、いきなりカトラス侯を殺すのはダメ」

      　私は思考がバイオレンスなフィーアの提案を却下した。厳しい育ちのぶん、フィーアは私たちでは想像もできない悪意の存在を指し示してくれるけど、今回は採用できない。

      「なぜですか？ 殺せばそれ以上の悪事は不可能になります。命じていただければ、証拠を残さずに仕留めて参りますが」

      「フィーアが本気でやればそれくらいはできると思うけどね？」

      　フィーアは、完全な黒猫の姿に変化できるユニークギフトという能力を持っている。猫の姿で敵の目をかいくぐり、目的の人物だけを殺して帰ってくるくらいは朝飯前だろう。

      「突然組織の長が殺されたら、カトラス領が大混乱になると思うよ」

      「カトラスは、貿易港の利権だけでなく、ハーティアの海運全体に影響力を持つ家だからな。その当主が突然死亡したら、ハーティア全体が大混乱に陥る」

      「ハルバードで言えば、突然父様が殺されたようなものよね」

      「確かに……それは歓迎すべき事態ではないですね」

      　ハルバードで父様が突然不在になる。そう聞いてフィーアも状況を理解したようだ。

      「人身売買を止めるっていう目的も達成し辛いわね。これは個人の犯罪じゃなくて、組織犯罪だもの。末端の構成員までちゃんと掴まえないと、何年か後に別の人間を長とした新しい犯罪組織ができるかもしれない」

      「単に殺して終わり、というわけにはいきませんね。ご主人様たちは、どうされるおつもりだったのですか？」

      「カトラス家嫡男(ちゃくなん)、ダリオ・カトラスによる告発と粛清よ」

      「結局殺すんじゃないですか！」

      　フィーアのツッコミに、フランが首を振る。

      「結果が同じでも、過程が違う」

      「……過程、ですか」

      「父親の犯罪を知ったダリオに、関係者を捕縛(ほばく)させて正式に告発させるんだ。他者が犯罪を告発した場合は、カトラス家の失態として家ごと処分を受けるだろう。しかし、告発者が内部の者なら、カトラス家が自らの手で決着をつけた、として問題を家の中でおさめることができる」

      「もちろん、身内から犯罪者が出たことに批判は受けるでしょうけど、家が丸ごと糾弾されるよりは、ずっとマシなはずよ」

      「現カトラス侯を処罰したあとのカトラス運営も、摘発の立役者であるダリオが侯爵となって引き継げば、混乱を最小限に抑えることができるだろう」

      「執事の失態を侯爵一家が断罪することで丸く収めた、二年前のハルバードと同じ構図ですね？」

      「そういうこと。とはいえ……赤の他人の執事と違って、こっちは侯爵本人が主犯だから、うちよりずっとヤバい状況なんだけど」

      「ヤバいからといって、そのままつぶれてもらっては困る。ハーティアの国土で、カトラスの他に海に面しているのは北のモーニングスターだけだ。あんな荒れた海の港だけでは、海運を支えられない」

      「ご主人様たちの意図はわかりました。でも……そんなにうまくいくでしょうか？」

      　フィーアはかわいらしく首をかしげる。

      「何がひっかかってるの？」

      「ダリオの行動です。彼がそんなに都合よく、父親を告発してくれるでしょうか？」

      「そのあたりは問題ないわ」

      　私は断言した。

      「彼はこのままだと、父親の告発に失敗して、殺されることになってるから」

      「父親を告発しようとしたダリオ・カトラスが、逆に殺される。それが、ご主人様の『予言』なんですね」

      　フィーアの問いに、私はうなずく。

      「私たちは、彼を死なせないために、カトラスに来たの。非業(ひごう)の死を遂げるということは、逆に考えれば、今の彼には生きるべき理由があるってことよ」

      　何度か運命を変えて、浮かんできた疑問がある。

      　ゲーム内で登場する攻略対象は、確かにみんな有能だ。政治的にも重要なポジションにあり、まさに世界を救うキーパーソンと言っていい。しかし、ゲームに登場する人物にだけ注意していれば、それでいいんだろうか？

      　マシュマロボディでのんびりしていたはずの、『最強騎士』と『白百合』。

      　暗殺されていたはずの、『宰相閣下』と『優秀な跡取』

      　弟子の命と引き換えに死んだはずの、『東の賢者』

      　彼らはいずれも、攻略対象と同レベルの優秀な人々だ。

      　年齢を重ねているぶん、彼らより強力なカードと言っていい。

      　元々彼らの運命を狂わせていたのは、主にアギト国だ。

      　アギト国は、ハーティアを弱体化させるために、何十年もかけて優秀な者を排除してきたから。だとすれば、ゲーム開始前に殺されたり、排除された人物こそ、真にアギト国の脅威となる人材だったのではないか。

      　そして、近い未来に命を落とす、ダリオもまたそのうちのひとりではないか。

      「まだ、仮定の話だがな」

      「でも、やってみる価値はあるわ。欲に駆られて人の売り買いをするようなおじさんより、それを止めようとした息子のほうが侯爵にふさわしいと思うもの」

      「……ダリオ個人のことはご存知ないのですか？」

      「ずっとハルバードに引きこもってたからねえ」

      　攻略本にもあまり情報はない。攻略対象だった弟、ルイスの思い出エピソードによると、リーダーシップのある、優秀な人だったみたいだけど。

      　しかし、身内の評価ほどあてにならないことは、ジェイドによるディッツ評で証明されている。過信は禁物だ。

      「フランも、あんまり親しくはないんだっけ？」

      「同じ勇士七家だが、彼とは顔見知り程度の間柄だ。五歳年上のダリオと俺は、やや世代が違う。わかっているのは、そこそこ優秀なことくらいか。……良くも悪くも、現カトラス候が目立っているせいか、関連する情報が少ないんだ」

      「キャラの濃い父親のせいで、霞んじゃってるのね。弟のルイスもそんな感じだったなあ」

      　ルイスルートで必要とされたのは、高度なカウンセリング力だった。父の暴挙に振り回され、すぐに後ろ向きになってしまうルイスを、ひたすらに励まし続けるのがヒロインの主な仕事だった。ダリオも同じキャラだったら面倒くさいなー。

      「俺が暗殺組織にもぐりこみ、ダリオ殺害の指示が出たところで阻止する計画だったが……正体がばれた今、今後どうするかが問題だな」

      「メンバーとして中に入り込むのが無理なら、客として入っていくしかないんじゃない？ ちょうどおあつらえ向きに、闇オークションに参加する理由も条件もそろったんだから」

      　フランがうなずく。彼もこの方針に異論はないようだ。

      「じゃあさっそく準備しなくちゃね」

      　私は立ち上がった。

      　オークションなんてところに潜入するなら、それなりの格好をする必要がある。

      　忙しくなるぞー！

      　しかし、フランは気合をいれている私を猫の子のようにつまみあげると、ソファの上に戻した。

      「は？」

      「お前は留守番」

      「なんでダメなの！」

      　私はフランにくってかかった。フランは、上から冷ややかに私を見下ろしてくる。

      　おい、この構図はわざとだろ。

      「子どもだからだ」

      「う」

      　ド正論が返ってきた。

      「考えてもみろ、人身売買をおこなっている闇オークションに十三歳の少女が参加証を持ってきたとして、中に入れてもらえると思うか？」

      「で、でも！ クリスティーヌはその作戦で中に入るつもりだったじゃない」

      「あいつの計画が、そもそも雑だったんだ。もしシルヴァン暗殺に巻き込まれず、そのままオークション会場にたどり着けたとして、参加できた可能性は限りなく低い」

      　しかも、オークションに出されていた薬は偽物だったもんね……。

      　他に方法がなかったとはいえ、クリスティーヌの行動は無謀もいいところだ。

      「お前に出番はない。おとなしく待ってろ」

      「やだ！ だいたい、フランはツヴァイの顔を知らないでしょ。どうやって本物かどうか区別するのよ」

      「フィーアを連れていく」

      「私より年下じゃん！」

      「フィーアは猫になれるだろうが。黒い子猫程度、余裕のある服を着ていけば、中に入れられる。発見されたところで、使い魔だと言い訳すればさほど追及されない」

      　ぐぬぬ。

      「ふ、フランだって、犯罪組織に顔が割れてるじゃない。一人で行ったら、バレるんじゃないの」

      「俺が潜入していたのは、人身売買組織そのものじゃない。やつらに使われている非合法な傭兵ギルドだ。髪色や衣装を変えれば、ごまかせる」

      「それはフランの予想じゃない。連れがいたほうが、より印象が変わると思うなー」

      「どこかのお嬢様を連れてるほうが、悪目立ちするんじゃないか。現在、カトラスで闇オークションに参加するなんて暴挙に出るような十三歳は、ハルバード家の我儘娘くらいしかいないだろう。お前はそこにいるだけで正体がばれるぞ」

      「……私だって変装するもん」

      「子どもが？」

      　子ども子ども言うなあああああっ！

      「そもそも、お前が闇オークションに参加する理由は何だ？ ツヴァイの真贋だけなら、猫の姿のフィーアがいれば、事足りる。お前が絶対に行かなければならない理由が見当たらない」

      「理由ならあるわよ。ツヴァイ以外にも、落札すべきモノがあるかもしれない」

      　私はオークションカタログを広げた。

      「あのあと、改めてカタログをチェックしてみたのよ。そしたら、キーアイテムになってたものがいくつか見つかったの。ツヴァイはフィーアが見ればいいけど、こっちのアイテムは、私にしか真贋がわからないでしょ」

      「……それはいくつある？」

      「ええ……数？ えーと五個くらい？」

      　私が怪しいアイテムを指すと、フランはうんうんとうなずいた。

      　お？ わかってくれた？

      「わかった。俺が全部落札してくるから、留守番していろ」

      「はあああああ？ 全部？ いくらすると思ってんの!?」

      「お前がハルバードのお嬢様なら、俺はミセリコルデのご令息だ。その上、補佐官として二年働いたからな。金はそれなりに持ってる」

      　そりゃ持ってるだろうけど！

      　ふだん私の専売特許になってる、『スキル：お金持ち』を逆に使われると、めっちゃむかつくな！

      「不測の商品が出たらどうするの」

      「その時はその時だ。いいから、子どもは家で待ってろ」

      　カチン。

      　ダメ押しの『子ども』発言が私の感情を逆なでする。

      「ヤダー!!」

      　フランのいけずうううううううう!!

      幕間：補佐官殿の憂鬱（フランドール視点）

      　闇オークションに参加したいなどと、バカなことを言い出したリリィを叱りつけた数時間後、俺は自室で念入りに身支度を整えていた。

      　宰相家で育ち、数年領主代理として社会生活を送ってはきたものの、さすがに地下組織が運営するオークション会場にもぐりこんだ経験はない。不測の事態であっても、対応できるように準備しておかなくては。集中して作業していると、ノックの音で手が止まった。ドアを開けると、そこには、訪問を依頼していた人物の姿があった。

      「いよっ、補佐官殿」

      　東の賢者と謳われる魔法使い、ディッツが笑いながら立っている。

      「怪我人の対応でお忙しいのに、お呼びだてしてしまって、申し訳ありません」

      「いいって、いいって。元はお嬢のお願いでしょう？ 主のワガママをかなえてこその、部下ってね」

      　ディッツは懐から小瓶をふたつ出して、俺に手渡した。

      「この赤いのが、汎用解呪薬です。フィーアにかかっていた服従の呪い程度なら、飲ませれば解除できます」

      「……すごいですね」

      　単純に現象を発生させるだけの火魔法や風魔法と違い、呪いはいくつもの要素が複雑に絡まって成立している。一般的な魔法使いでは、分析するだけでも一苦労だというのに、薬ひとつで治してしまえるとは。

      　ツヴァイ救出で一番の懸念点は、彼にかけられた服従の呪いだ。闇オークションなどと怪しいイベントで、素直に商品の受け渡しが進むとは思えない。

      　納品直後に、誰かに暴走の言葉を唱えられたり、自決の言葉を唱えられたら大惨事だ。事前に呪いを無効化し安全に連れ帰るために、賢者の手を借りることにしたのだ。

      「解呪薬が効かない、飲ませるのが無理、って場合はこっちの黒い瓶の出番です」

      「中には何が？」

      「超強力な睡眠薬が入っています」

      「これも、フィーアの時と同じですね。無理やり意識を奪っておいて、あとで落ち着いてから呪いを解く」

      「そういうことです」

      　魔法使いは、さらに注意事項を追加する。

      「こいつの扱いには気を付けてください。元々、薬を飲み込めない者のために開発した薬ですから」

      「飲み込めない？ だとしたら、どうやって服用させるんですか」

      「火魔法と風魔法を使って霧状にしたものを、顔に吹き付けて鼻などの粘膜から摂取させるんです」

      「粘膜から微量接種……つまり、薬効成分が非常に濃い？」

      「間違っても、においを嗅ごうとしないことです。そんなことしたら、即昏倒しますよ。これは、補佐官殿が中級以上の魔法を使いこなせる、と聞いたから渡しているんです」

      「わかった。ありがとう」

      　素直に礼を述べると、魔法使いはくつくつと笑い出した。

      「しっかし……いつもながらお嬢には驚かされますねえ。男装した女の子とお見合いすると言い出したら、次は闇オークションにもぐりこみたいって……あっはははははは」

      「笑いごとじゃありませんよ。賢者殿も止めてください」

      「嫌ですよ、補佐官殿とお嬢の痴話げんかなんて、関わりたくありませんから」

      「痴話げんか……？」

      　なんだそれは。

      「突然何を言い出すんですか……リリィは七つも年下の子どもですよ」

      　俺は思わず賢者殿を冷ややかな目で見てしまう。優秀ではあるのだが、口が悪いのだ、この人は。しかし、中年オヤジはどこ吹く風だ。

      「お互い好きだって言いながら喧嘩してるんですから、痴話げんかでしょう」

      「どういう意味ですか。ことと場合によっては訴えますよ」

      「だって、補佐官殿がお嬢のオークション行きを却下したのは、危険な目に合わせたくないからでしょう？」

      「……否定はしませんが」

      「恋愛的なものはともかくとしても、それだけ大事にしておいて、好きじゃないも何もありませんって」

      　ディッツは、さらにわざとらしくため息をつく。

      「お嬢にしたってそうです。こっちに顔を出す前に、一度お嬢の部屋に寄って、一通り話を聞いてきましたがね……今回腹を立ててるのは、ワガママが通らなかったからじゃないですよ、あれ」

      「それ以外の何があるというんです」

      「補佐官殿が、子ども扱いしたからです」

      「……子どもは子どもでしょう」

      「えー、それを補佐官殿が言います？」

      　意味がわからないでいると、ディッツは引き続き芝居がかった仕草でびっくり顔をした。絶妙にイラっとする顔だ。

      「大人並みの判断力があるから、って領主代理という大人の世界に引っ張り込んだのは、補佐官殿でしょう」

      「……」

      「その補佐官殿本人に、頭ごなしに子ども扱いされたから、キレたんですよ」

      　数時間前のリリィの姿を思い出してみる。

      　言われてみれば、『子ども』の言葉に特に反応してはいなかったか。

      「片や相手に認められたい者、片や相手を守りたい者。好き同士の痴話げんか以外、なんだっていうんです」

      　返す言葉が見つからず、俺は口をつぐむ。

      　賢者殿の指摘は間違っていない。

      　間違ってはいないが、他に言い方はないものか。

      　腹立たしくて、どれひとつ素直に受け取れないんだが。

      「あーやだやだ。こんな喧嘩、間に入ったら、絶対馬に蹴られるやつじゃないですか」

      　そう言いながら、賢者殿は肩をすくめる。

      　いますぐ槍で八つ裂きにしたい、この中年オヤジ。

      　槍の代わりに睨むと、ディッツはにやーり、と人の悪い顔で笑った。

      「ふたつ、助言をして差し上げますよ、補佐官殿」

      「……何ですか」

      「まずひとつ。この件に関して、お嬢はめちゃくちゃ怒ってました。仕返しを覚悟したほうがいいかと」

      「……自分の言い方が悪かったのは確かです。報復は受けましょう」

      「あともうひとつ。お嬢の配下で、あなたより年上は俺だけなんで相談はそれなりに受けますがね、本質的に俺はお嬢の味方でしかないので、気を付けてください」

      「どういう意味ですか、それは」

      「そのまんまの意味ですよ。ではでは、俺はそろそろ退散しますよ。また仕事が増えそうなんでね」

      　ひらひらと手をふると、魔法使いは去っていった。

      「……疲れた」

      　賢者殿のいなくなった部屋で、俺は大きくため息をついた。

      　痴話げんか。

      　そんな些細な言葉で、動揺した自分に驚く。

      　なんでこんなことになっているのか……考えるだけで頭が痛い。

      　今まで、リリィとの関係をそんな風に見られたことがないわけではない。

      　周りの人間、特にハルバードの者たちは、自分とリリアーナの縁を望んでいる。

      　少々年齢が上だが、仕事のできる優秀な補佐官。出自は明らかで家同士の関係もよい。

      　その上、リリアーナ自身がべったべたになついているのだ。

      　これで期待しないほうがおかしい。

      　夜中までふたりきりで執務室に籠っていても誰も邪魔しないのは、そういうことだ。

      　リリィは気にも留めてないが、外堀を埋めようと密かに活動しているハルバード家臣は多い。

      　自分自身、リリアーナのことが嫌いなわけではない。

      　計算だけで政略結婚を提案する血も涙もない男だと思われたくなくて、言い訳をする程度には、リリアーナの感情に関心があるし、命の危険にさらされていると知れば、調査も何もかも放り出して助けに入るくらいには大事だ。

      　だが、自分がアレに抱いている感情は、恋愛のそれではない。

      　もっと穏やかな、年下の子どもを見守る感情。

      　アルヴィンがリリィに向ける、妹を想う兄の感情とほぼ一緒だ。

      　それに、とリリィの姿を思い浮かべる。

      　薄い胸、凹凸の少ない体つき。

      　まだ子どもの特徴を残した十三歳の少女を見て、恋情を覚えられるような頭の作りはしていない。

      　恋愛は欲をぶつける行為だ。

      　女性はただでさえ細く壊れやすいというのに、さらに小さな女の子に、そんなもの向けられるわけがない。罪悪感が襲ってくるだけだ。

      　姉が以前、五年後どうなっているかわからない、と言っていたが、それも無理な気がしている。

      　俺にとって、リリィは二年前のあの日、自分を救いあげた天使だ。

      　それは今でも変わらない。

      　数年たち、それなりに姿が変わったからといって印象が変わるとは思えない。

      　きっと、自分は一生リリィを女として見ることはできないだろう。

      　ハルバード家臣団には悪いが、別の男を見つけてきてもらったほうが、話は早い。

      　それなりの年齢になったら、リリィと相性のよさそうな男を連れてきて逃げよう。

      　コンコン。

      　思考の海に沈んでいた俺を、ノックの音が引きあげた。

      「誰だ」

      「ご主人様の準備が整いました」

      　ドアごしに伝わってくる声は、フィーアのものだ。

      「準備が整った、とはどういうことだ。リリィは連れていかない、そう言っただろうが」

      「……準備できましたので」

      「フィーア？」

      　一向に埒(らち)のあかない返答をするフィーアに苛立ちながら、俺はドアをあける。

      　ドアを開けた先、廊下には美女が立っていた。

      　艶のある長い黒髪、抜けるように白い肌。

      　長い睫毛に彩られた瞳は、ルビーのようにきらきらと輝いている。

      　極上のパーツを合わせた造作は整いすぎていて、いっそ作り物に見えるくらい美しい。

      　やや視線を落とした先、体のバランスも完璧だった。

      　長い手足、整えられた指先。

      　瑞々しい果実のように張りのある胸、その下の細くくびれた腰。

      　赤い絹地のドレスは、彼女の体の美しさを引き立てるために作られたとしか思えない。

      　今まで誰を見ても、そんな感慨を覚えたことはないが、今なら断言できる。

      　最高の美女だ。

      　俺が今まで見て来た女の中で、間違いなく一番美しい。

      　誰だ、この女は。

      　ここはハルバード家貸し切りの別荘だ。

      　部外者が入り込む余地はないはず。

      　それなのに、なぜ。

      　答えが目の前にあるようで、つかめない。

      　脳が答えを拒否している。

      　茫然としているうちに、女はすっと部屋の中に入ってきた。

      　俺はあわてて彼女を引き留める。

      「おい、待て……」

      　声をかける俺に向かって彼女が振り向く。

      　そして、ひどく見慣れた表情で笑いかけてきた。

      　屈託のないその笑い方のせいで、つくりものめいた印象が崩れる。花が咲きほころぶような、かわいらしい笑顔だった。

      「さて、ここで問題です。私は誰でしょうか！」

      　夜中に俺の部屋にたずねてきて、こんなバカバカしい問答をしてくる人間はひとりしかいない。

      思い至った答えに、脳を殴られるような衝撃がきた。

      
        
      
      　嫌だ、認めたくない。

      「リリアー……ナ？」

      　最後の力で声を絞り出すと、彼女ははじけるように笑い出す。

      「正解！」

      　誰か嘘だと言ってくれ。

      「リリィ？ お前、その姿は……」

      「ディッツに変身薬を作ってもらったの！」

      　あの野郎。

      　なんてことしやがる。

      「男女をいれかえる薬が作れるくらいだ。年齢操作くらいお手のものか」

      「実は性別を変えるより簡単らしいわよ」

      「……そうか」

      　頭の中でディッツの台詞がぐるぐる回る。

      『俺はお嬢の味方でしかないので、気を付けてください』

      　あいつ、これを知ってて俺をからかいやがったな。

      　何が、覚悟しておけだ。

      　部屋の隅で立っているフィーアに目をやると、いつもの無表情を装いながら、薄く笑っている。彼女もグルだ。

      　ふだんはあまり気にしないが、ディッツ、ジェイド、フィーアの三人はハルバードの家臣というよりはリリィの信奉者だ。当然、状況によっては俺をも裏切ってくる。

      「闇オークションに参加できないのは、子どもだからよね？ だったら、大人になった今は大丈夫よね！」

      　大丈夫なわけあるか！

      　こんな美女、犯罪組織の巣窟に連れていったらどうなると思ってるんだ！

      　と、怒鳴りつけたいのに声が出ない。

      「精神年齢は、もともと十八歳だったわけだしね？」

      「……病院暮らしの少女の精神だがな」

      「ダメ？」

      　リリィが俺を見上げてくる。

      　やめろ。

      　上目遣いで見てくるな。

      　そんなポーズもとるな。

      　否応なく、胸の谷間が目に入るから。

      「……」

      「フラン、お願い！」

      　俺が黙っていると、リリィが抱き着いてきた。

      　十三歳の姿ならよくやっていたおねだりのハグ。だが、今この状況では意味が違う。

      　身じろぎしようとしたら、俺の胸板とリリィの体の間で、胸がつぶれて形を変えているのが見えた。

      「……った」

      「フラン？」

      「わかったから、手を離せ！」

      　お前は俺の心臓を止める気か!!

      不機嫌すぎる相棒

      　フィーアの兄、ネコミミ獣人ツヴァイを闇オークションから救い出すため、ディッツの薬を使って大人になってみたものの……会場に向かう馬車に乗って早々、私は後悔していた。

      　だって、目の前に座ってる相棒がめっちゃ怖いんだもん。

      　元々顔立ちがきりっとしてるせいで、黙ってるだけでも怒ってるように見えるフランだけど、今日ばかりは『怒って見える』じゃなくて、マジで怒ってる。

      　その証拠に、フランの眉間には今まで見たことがないほど深々とした皺が刻まれていた。

      　やばい、めちゃくちゃ怒ってる。

      　やっぱり無理矢理ついてきたのはまずかったかな……。

      　いやでもね？

      　ゲームを攻略した私にしかわからない手がかりとか、転がってるかもしれないしね？

      　フランに子ども扱いされたのがムカついたとか。

      　白百合を母親に持つリリィちゃんの美貌を見せつけたいとか。

      　いつも上から目線のフランを見返してやりたいとか。

      　……すいません、思ってました。

      　まさかその結果、フランがマジ怒りの上ひとっことも喋らなくなるとは思わなかったんだよー！

      　どどどど、どうしよう？

      　今からでも引き返す？

      　でも、いまさらそんなことしてたら、ツヴァイがオークションにかけられる時間になっちゃうだろうし。

      　この格好でひとりで帰るわけにもいかないしなあ……。

      　ちらりとフランの顔を盗み見ると、五分前とまったく変わらない表情と姿勢で、むっつりと黙りこくっている。

      　うえええええええ、怖いよおぅ。

      　機嫌を取ろうにも、そもそも、声をかけられるような雰囲気じゃないよぉぉぉぉぉ。

      　結局何も言えずに俯いた私の手に、ふかふかの暖かいものが触れた。

      　見ると、金色の瞳の黒い子猫が、私の膝の上に座っていた。猫に変化したフィーアだ。

      　目の前に黒オーラどころか、ブラックホールすら作り出していそうな男がいるのに、彼女は平然と落ち着いていた。

      　放っておけ、ということらしい。

      　いやあれ、放っておいていいもんじゃないと思うよ？

      　……どう声かけたらいいかもわかんないけど。

      　馬車の窓に目をやると、明かりのついたカトラスの街並みが見えた。目的地はもうすぐみたいだ。

      　えーと、えーと。

      　馬車から降りる前に話しておくことってあったっけ。

      「フラン、馬車を降りたあとの身分と偽名はいつも通りでいい？」

      「……ん？ 何がだ？」

      　声をかけると、フランの視線が揺れる。

      「闇オークションに本名で乗り込むわけにはいかないもの。私の偽名はサヨコ、今はお嬢様って歳でもないから、お金持ちの魔女。あなたはその従者のアマギでいい？」

      　ギデオン摘発にも使っていた偽名を挙げる。今日みたいに急な潜入作戦の場合は、下手に新しい設定を考えるより、使い慣れた名前を使いまわしたほうが、間違いがなさそうだ。

      「役回りも、前と同じでいいわよね？ 私が人の目を引き付ける役で、フランが裏工作係」

      　役割分担も確認しておく。

      　とはいえ、その役以外やれって言われても無理だけど。

      「ああそれで……ん？ お前が人目を引く……？」

      「目立つし？」

      　大人になった今の私は、真っ赤なドレスを着た派手めの美女だ。立ってるだけで、周りの視線を集める自信がある。

      「待て、そんなことをしたら……無意味に男が寄ってくるぞ」

      「そういうもの？」

      「っ……ああ」

      「じゃあいっそのこと、恋人設定でいく？ 今の見た目なら、違和感ないわよね？」

      「こっ……」

      　提案すると、フランの顔がすーっと赤くなったあと、またすーっと青くなっていった。

      「フラン？」

      　だ、大丈夫かな？

      　もしかして、変な病気だったりしない？

      「いい……もう面倒だ。いつも通りの設定でいこう。お前は我儘な魔女で、俺はお前の後ろに控える従者だ。ただし、俺のそばを離れないこと」

      「うん、わかった。フランの手を離さないようにする！」

      　宣言すると、フランの眉間にぎゅっと深い皺が寄った。

      「近づくのは……ほどほどにしてくれ」

      　どっちだよ？

      　あとフィーア！

      　私の膝の上で猫っぽく体を丸めてるのはかわいいけどさ！

      　笑い出すのをめちゃくちゃに我慢してるよね？

      　それもなんでだよ!?

      大人扱い？

      　闇オークションの会場は、思ったより大きな劇場だった。

      　ふだんはオペラなどの演劇に使われているものらしく、外壁には昼間の演目内容を描いたポスターが貼りだしてある。

      　領主本人が主犯だからって、公共施設を遠慮なく使いすぎじゃないのか。

      　お客のほうも、領主の警備隊が踏み込んでくることがないとわかっているのか、リラックスした雰囲気で劇場の門をくぐる。今が深夜と呼べる時間帯で、全員けばけばしい仮面をつけてさえいなければ、ふだんの催し物と様子は変わらない。ただ演目を楽しみにきた観光客の群れだ。

      　犯罪組織の運営する闇オークションと聞いてたから、どんなアンダーグラウンドな場所に連れてかれるのかって思ってたけど、拍子抜けだ。日本でいうところの警察組織そのものが取り込まれてると、ここまで大胆になれるものなんだね。

      　これだけの人数の大人が、人間の売買ショーを期待しているのだと思うと、気分が悪い。

      　カトラス侯爵家には、一刻も早く代替わりをしていただいて、後ろ暗い観光イベントをとりやめていただきたい。

      　私はフィーアを肩に載せると、フランのエスコートで劇場に足を踏み入れた。

      　同時に、会場内の注意がいっせいに私たちに向けられる。他の来場者と同じように仮面をつけているとはいえ、今の私は高級ドレスを着た派手な女だ。注目を集めるのはわかっていたので、にっこりとほほ笑みながら視線を受け流す。

      　子どもながらに、ハルバードのお嬢様として注目されることには慣らされてきたもんね。これくらいは朝飯前さ！

      　入り口で待ち構えていたスタッフに、クリスティーヌから譲り受けた指輪を渡す。使用人はうやうやしくそれを受け取って、しばらく見つめていたかと思うと、深くお辞儀をした。

      　通っていい、ってことらしい。

      　ほっと大きく息をつきたい内心を隠して、私はフランにエスコートを促す。

      　第一関門を突破して奥へ進むと、きらびやかなホールが私たちを出迎えた。

      　いったいどれくらいのロウソクが使われているのか。

      　豪華なシャンデリアにともされた明かりが、ホール全体を昼間のように明るく照らしている。そして、美しく着飾った男女が、オークションの始まりを期待しながら、笑いあっていた。

      　その人々の中に、当然ながら子どもの姿はない。

      　いまさらだけど、やっぱりクリスティーヌの作戦は無謀だったみたいだ。そして、変身薬を飲まないままの、私の潜入作戦も。

      　こんなところに子どもが足を踏み入れたら、悪目立ちどころの騒ぎじゃない。

      「あまり視線をあちこちに向けるな」

      「劇場がどういう構造になってるのか、気になってるだけよ」

      　何かあったときに、どこから逃げればいいのか確かめておかないと、いざという時困るではないか。

      「……だったら、せめて人間の立ってない方を見てくれ」

      「この人混みの中で？」

      　無茶言うな。

      　ツッコミをいれてみたが、フランは大真面目な顔で『できるだけそうしろ』と断言してきた。

      　だから、そんなの無理だから！

      　なんかさっきから、言ってることおかしくない？

      　大人扱いってこういうことじゃないよね？

      「……バルコニー席を確保したほうがよさそうだな」

      「何それ」

      「それは……ああ、お前は劇場に来たことはなかったか」

      「観劇は基本的に大人の趣味だからねえ」

      　お祭りのショーとは違い、こんな本格的な劇場で行われる演目は、子ども向けに公開されてない。エンタメが生活に浸透している現代日本人小夜子も、校外学習で市民ホールに行ったことがあるくらいだ。

      「こういった劇場は、舞台前に椅子席が並び、その周りを取り囲むようにして、三階建てから四階建てのバルコニー席が作られる。一般庶民が椅子席で肩を並べて座る一方、金もちは半個室のバルコニー席で、ゆったりと酒をたしなみながら観劇するものだ」

      「うわー、めちゃくちゃ優雅！」

      　さすが貴族。

      　観劇するにしても、他人と肩寄せ合って見るような真似、しないよねー。

      「今回、クリスティーヌが確保したオークション参加権は一般客用だ。金貨の魔女の薬さえ手に入れば、他はどうでもよかったんだろうが……お前を連れて人混みにいくのはな……」

      「なによー、迷子になんかならないわよ」

      「そういう心配はしていない」

      　はあ、とフランがため息をつく。

      「スタッフと交渉してくる。お前もついてこい」

      「交渉ごとに私は邪魔じゃない？ このへんで待ってるけど？」

      「今のお前をひとりにできるか」

      　フランは私の手を引くと、そのままがっちりホールドしたままスタッフに向かっていった。

      　おててつないで一緒に行動って……なんか、目の離せない幼児扱いになってない？

      　なんか違う気がする!!

      無い袖は振れない

      　突然だが、うちの補佐官フランは交渉事が上手だ。

      　条件の付け方がうまいんだと思うんだけど、話しているうちに相手はあれよあれよという間に選択肢を封じられ、気が付いたらフランの思う通りの行動をとらされている。

      　私も、何度フランの手のひらで踊らされ、とんでもないことを引き受けさせられてきたか。

      　そんな彼だから、スタッフに交渉してバルコニー席を確保する、なんて簡単なミッションはすぐに片付けてしまうと思ってた。でも、劇場の回答は……。

      「申し訳ございません、お席をご用意できません。本日のバルコニー席は満席でして」

      「予備席もか？」

      「ええ……」

      　客よりはいくぶんシンプルな仮面をかぶったスタッフは頭を下げる。

      　こういう対応は珍しい。貴族向けの施設は、客の無茶ぶりに対応するために、予備の座席やボックスを常に用意しているものだからだ。

      「こちらは、体の弱いマダムを人混みから離したいだけだ。本来座席として使われていない場所でも構わない」

      「そのお気持ちは……重々承知しておりますが……」

      　ないものはどうしようもない、ということらしい。フランはなおも食い下がっているけど、交渉は難航しそうだ。

      　私は話に参加できないので、手持無沙汰だ。フランに手を引かれたまま、ぼんやりしていると横から声がかかった。

      「それ以上交渉しても無意味ですよ、マダム。今宵彼らに調整できる座席はひとつも残されていませんから」

      　見上げると、そこには派手なライオンの仮面をつけた男がいた。

      　仮面の間から見える瞳の色は緑、ライオンのたてがみに見立てたつけ毛がすっぽりと後頭部を覆っているので、髪色まではわからない。派手な衣装を気負いもなく着こなしている体は、大きく、厚みがある。戦い慣れしている騎士……それも、かなりお金持ちの貴族だ。

      　貴族令嬢としての経験上、ただ高級品を身に着けただけ、という人は何度も見かけたことがある。しかし、目の前の男性は個性の強い素材をうまく使いこなし、自分を演出する道具にしている。ふだんから高級な品物に慣れ親しんでいる者だけが持つ余裕だ。

      「あ……っ」

      　ライオンの仮面の青年を見て、スタッフが顔色を変えた。私の手を握っているフランの手が、わずかにこわばる。

      「どうしてあなたに、そんなことがわかるのかしら」

      「ちょっと、裏方にツテがありましてね」

      　ライオンの仮面の男は、にいっと口を吊り上げる。

      　裏方につながる貴族といえばカトラス侯だけど、その可能性は低い。彼は現時点で五十代のおじさんだ。しかし目の前の彼はどう見積もっても三十歳に届かない。仮面の下から除く口元にははりがあるし、声も若々しい。

      「どうです、マダム。人混みがお嫌なら、俺のバルコニー席に来ませんか。せっかくのオークションなのに、ひとりで退屈していたんです」

      「え……？」

      　私を自分の個室に誘ってる？

      　つまり、ナンパですか？

      　きゅっ、フランが私の手を握る力が強くなった。

      　そう、今の私はフランと手をつないでいる。これは明らかな、『男連れです』アピールだ。

      　その自分にわざわざ声をかけて、目の前でナンパって。

      　この男どういうつもりだよ!?

      「親切なお申し出、ありがとうございます。ですが、そのようなご提案は間に合っておりますので」

      　フランがすっと前に出て、男の誘いをきっぱり断った。

      　まあ、普通そうなるよね。

      　しかし、男の余裕は崩れない。

      「従者風情には聞いてない。俺はそちらのマダムに話しているんだ」

      　そして、フランを完全無視して、私に笑いかけた。

      「マダム、いかがですか？ もちろん、そちらの従者が後ろに控えていても、俺は構いませんよ」

      　どっから出てくるんだ、その自信。

      　面の皮の厚さ選手権とかやったら、ぶっちぎりで優勝しそうな勢いだ。

      　私の手を握るフランの手が、ちょっと痛い。

      　大丈夫だってば。そんなに心配しなくても、私もこんな上から目線の謎の男についていこうとか、一ミリも思わないから。

      「……そうね」

      　お断りするわ。

      　そう口にしようとした瞬間、肩に載せていたフィーアが、ジャンプした。

      　そして仮面の男の肩に飛び乗ると、まるで猫のように（いや見た目は猫だけどね？）スリスリと額を男の頭に擦り付けた。

      「ん、おお？」

      「私の猫が失礼したわね、ごめんなさい」

      「いや、いい。ははっ、人懐こいやつだなー」

      　尚も肩の上に乗ったまま、まとわりつくフィーアを見て仮面の男は口元を緩める。

      　リラックスした雰囲気の男性とは対照的に、私たちの顔はひきつっていた。

      　フィーアは、猫みたいだけど、猫じゃない。正式な訓練を受けた護衛だ。

      　だから意味もなく、誰かについていったり、なついたりはしない。それはこの二年間ずっと一緒にいたからわかる。

      　彼女の意図をはかりかねていると、フィーアは不意にこちらを向いて、不自然に耳をぴくぴく動かした。そして、最後にゆっくり瞬きをする。

      　これは符丁だ。

      　猫の姿で潜入してもらっている間、フィーアは言葉を話すことができない。でもその間何も伝えられないのでは不便だから、あらかじめ簡単な言葉を伝えられるよう、合図を決めておいたのだ。

      　そして、彼女の伝えてきた言葉は、『ダリオ』だった。

      　目の前にいるこのド派手な自信家ライオン仮面が、私たちが命を救おうと画策しているカトラス家跡取、ダリオ・カトラスだとぅ？

      　そういえば、シルヴァンとのデート中に、ダリオ・カトラスを見かけたことがあったっけ。フィーアもその時に同行していた。おそらく、獣人特有の勘の鋭さで、あの時見かけた青年と仮面の男との間に共通点を見出したのだろう。

      　ちょっと待ってよぉぉぉぉぉ。

      　ダリオ・カトラスは父親の愚行を諫めようとして殺されたんじゃなかったの？

      　なんでこんなところで主催者側っぽい顔で参加してるのさあああああああ！

      　しかもなんでこんな色ボケナンパしてんの？

      　心の中で絶叫するけど、理由が全然わからない。

      　わからないけど、このまま放置しておくわけにもいかない。

      「もう、困った子ね」

      　私はフランから手を離すと、ダリオの肩に乗ったフィーアに差し出した。

      　にゃあ、と小さく鳴くとフィーアはまた私のところに戻ってくる。

      「この子が気に入ったんじゃしょうがないわ。あなたの席にお邪魔させてもらいましょう」

      　虎穴に入らずんば虎子を得ず。

      　乗り込んで、見極めてやろうじゃないの!!

      バルコニー席にようこそ

      　ライオンの仮面の男……ダリオに案内され、私は劇場の三階にのぼった。フロアロビーの両脇に伸びた廊下の奥に進むと、片側の壁にずらりとドアが並んでいる。これらのドアひとつひとつの先に、バルコニー席があるのだろう。

      　ダリオが向かったのは、廊下の奥から三番目。かなり舞台に近い場所だ。

      「どうぞ、マダム」

      　ダリオは劇場スタッフに扉を開けさせ、私を招き入れる。足を踏み入れてみると、そこは小ぢんまりとした部屋になっていた。手前に小さなソファとコートかけ。あとで身だしなみを整えるためだろう、鏡も取り付けられている。部屋の奥、バルコニーのそばには椅子が二脚置かれていた。舞台の演出を邪魔しないためだろう、全体的に暗い赤で統一された、上品な部屋だった。

      「こんなふうになってるのね……」

      　世界中の情報に触れて育つ現代日本人でも、外国の高級劇場を探検した経験はない。二つの人生、どちらでも初めて見る光景だ。

      　後ろからフランも一緒にドアをくぐるのを確認してから、もう一歩奥に進む。ダリオは約束通り、フランが後ろに控えているのは許容するつもりらしい。器が大きいのか、何も考えていないのか、どうにもよくわからない人だ。

      　バルコニーから見下ろすと、舞台では次々に品物が紹介されていた。オークションを調整しているオークショニアが、カン！ と小気味よい音を立てて木槌を叩くたびに、商品の値段が決まり買い手のもとに運ばれていく。現在は前哨戦として、椅子席に座っている一般客向けの少額商品を入札し合っているらしい。

      　反対側に目を向けると、ちょうど舞台を真正面から見下ろす位置に、ひときわ豪華な席が作られていた。おそらく、オーナーなどの超ＶＩＰが座る席なんだろう。よくよく見てみると、そこには見事な赤毛のおじさんが、何人もの美女に囲まれて座っていた。歳は五十代くらい。間違いない、ダリオの父カトラス候だ。

      　一応ゲームと攻略本情報で確信してたけど、闇オークションの元締めがカトラス侯だってことは確定だ。この後、カトラス候を排除してどうにかこの領地をまともにしていかないといけないんだけど……。

      　私は隣に立つダリオをちらりと見る。

      　いや本当にマジでどういうことなの。なんでダリオがこんなところにいるのさ。

      　あんた止める側じゃなかったわけ？

      　ダリオが駄目だったら、当主と嫡男、ふたりまとめて排除した上に、次男のルイスを引っ張り出さないといけなくなるんだけど？ そんなのミッションインポッシブルどころじゃないんだけど。

      　面倒くさいことになったな……そう思いながら、視線を泳がせる。そこで、私は向かいのバルコニー席におかしな点に気が付いた。

      「あれ、どういうことかしら」

      　今座っているバルコニー席の向かい側。

      　ちょうど椅子席を挟んで対称的に並んでいるバルコニー席が縦に三列、まるごと空席になっていた。

      「さっきは席がもうないって言ってたのに、ガラガラじゃない」

      「ああ、それですか。マダム、舞台側を見てください、下から二番目の席だけ、カーテンが引かれているでしょう？」

      「言われてみればそうね。……あら、今カーテンが揺れたわ。あそこには人がいるのね」

      「それが、マダムのお願いがお断りされた理由ですよ。カーテンの奥にいる者が、周りの座席まで、全部借り切ってしまっているんです」

      　どういうことだってばよ!?

      　貸し切りになっているのは、軽く見積もっても二十人から三十人分の席だ。そんなに占領されてしまったら、予備席も何もかもなくなってしまうのも無理はない。

      「どうしてそんなことをしてるのかしら」

      「……警備の都合ではないでしょうか」

      　後ろから、静かなフランの声がとんできた。ダリオもうなずく。

      「どうもそうらしい。隣や上下の部屋に人が何人も出入りするんじゃ、警備しづらいんだと」

      　ハルバード家がカトラスで別荘を借り切っているのと同じ考え方だ。他のお客も出入りする宿泊施設では、食堂やロビーといった共有スペースで、どうしても他人と接触してしまう。接触地点をいちいち警戒するより、建物を丸ごと自分たちのものにしてしまい、出入口だけ重点的に警備するほうが楽だし安全なのだ。

      「でも、その分お客が入らないわよね。オークションの収益に影響が出そうなものだけど」

      「さて……俺もそこまではわかりません。相当な金が動いたか……オーナー以上の権力を持つ者がいるか……」

      　もしくはその両方か。

      　別荘を出る前に、フランが語っていた情報を思い出す。

      　この闇オークションを運営する人身売買組織には、カトラス侯の後ろに黒幕がいる。今そのカーテンの先にいるのが、その黒幕だとすれば、異常な好待遇にも、異様な警備体制にも納得がいく。

      「マダムは、謎の多い男がお好みで？」

      　ダリオがにやにやと笑う。

      「そうね。強引な男よりは好みかも」

      「連れの背中を見つめるだけの弱気な男よりはいいでしょう」

      　おーい、それはどういう意味だー？

      　背後の気温が二度くらい下がった気がするんだけど。

      「俺はリオ。マダムのお名前を伺っても？」

      「私のことはサヨコとでも呼んでちょうだい。この子はクロ。後ろにいるのは……」

      「残念ながら、男の名前に興味はないんだ」

      　部屋の気温がまた下がった気がする。

      　後ろでめっちゃくちゃ黒オーラ出しまくってる男がいるのに、ダリオの笑顔は崩れない。自信家もここまで来ると、いっそすがすがしいくらいだ。

      「座ってください、マダム。オークションの本番が始まりますよ」

      　ダリオは私に促すと、自分もどっかりと椅子に座った。

      　ここで反論してもしょうがないので、私も座る。

      　舞台を見ていると、オークションを取り仕切っていた、オークショニアが高価な衣装を着た別の人物に交代した。格式の高いものを扱うのは、格式の高い人物、ということなんだろう。

      　品物を載せる台もひときわ豪華なものが使われ始める。

      　見ていると、絹地のクッションの上に小さな小瓶が載せられて運ばれてきた。

      「金貨の魔女の変身薬！」という紹介に、会場がどよめく。

      「あれは、男女の性別をひっくり返す薬なんだそうですよ。マダムはご興味ない？」

      「いらないわ」

      　どうせ偽物だし。

      「あなたがかわいい子ネコちゃんになるところは見てみたい気がするけど、そのためだけに薬を買うのはねえ」

      「勘弁してください。俺は、気の強い女を口説き落として組み敷く方が性に合ってる」

      「あらそう、いい趣味してるわね」

      　本気の発言っぽいあたり、根っからの肉食系みたいだ。

      　なんか腹がたつから、女になる薬を無理やり飲ませて男たちの中に放り込んでみたい。

      　やらんけど。

      　ダリオのニヤニヤ笑いと、フランの冷えた視線に耐えながら舞台を見ていると、新たな商品が運ばれてきた。

      「鉄を引き寄せる鉱石！」

      　オークショニアが紹介するのは、男性の握りこぶし程度のサイズの石の塊だった。灰色の石に、岩に張りつくフジツボみたいな感じで、正八面体の黒い結晶がいくつもくっついている。

      　オークショニアが細い釘をぱらぱらと上から落とすと、釘は黒い結晶にくっついてしまった。

      「変な石だな。デカい水晶だのなんだのを、そのまま飾るような石マニアには売れるだろうが……」

      「本物……あれがほしいわ！」

      　ダリオが首をかしげる横で、私が願いを口にする。

      　ずっと後ろにいたフランがすっと前に出て来た。

      「お任せください、マダム」

      　うんうん、いつもながら頼りになるなあ。

      　でも、後ろの黒オーラはもっと少な目でいいのよ!?

      　私の「ほしいわ」の一言に反応したフランは、バルコニーに立つとてきぱきとオークショニアとのやりとりを始めた。ものすごい勢いでなにかやってるみたいなんだけど、早くてよくわからない。

      「どうしてあんな地味な石がほしいのか、理由をおたずねしても？」

      「内緒よ。秘密のある女のほうが、おもしろいでしょ」

      　あの石はおそらく、天然の磁石。いわゆる磁鉄鉱ってやつだと思う。たぶん。

      　雷魔法が使えるようになって、次に試してみたのが磁力の魔法利用だった。鉄芯と導線を使えば、雷魔法で電磁石を作ることはできる。でも、磁力そのものはまだ操れないんだよね。

      　ディッツやジェイドに磁力の説明をしてみたんだけど、元がファンタジー育ちなせいか、あんまりぴんときてくれなくて。

      　わかってもらうためには、実験あるのみって思うんだけど、雷魔法からの電磁石って思ったより魔力を食うんだよ!!

      　ゲームとかやってた時には、何気なく電池を使ってたけど、いざ自分が電池になるとしんどいね!!

      　だから、いちいち魔力を使わなくても、磁力を観察できる状態の物質を探していたんだ。

      　本格的な磁力研究が始まるずっと前から、コンパスなんかに使われる天然の磁石があったらしい、ってことまでは知ってたんだけど、どこにどう鉱脈があって、どう手に入れたらいいか全然わかんないから、ずーっと棚上げになってたんだよね。

      　よしよし、これで研究が進むぞー!!

      　しばらく眺めていると、カン！ と木槌の音が劇場に響いた。

      　どうやらフランが競り落としてくれたみたいだ。会場スタッフが石を舞台から引きあげていく。すぐに清算担当のスタッフがバルコニー席にやってきて、そちらの手続きもフランが無駄なく進めてくれる。

      「へえ、立ってるだけかと思ったら、わりとやるじゃないか」

      　いや、ずっと立ってないといけないのはダリオのせいなんだけど。

      　フランはにこりともせずに頭をさげる。

      「ありがとうございます」

      「どうだ、オークションが終わったら、マダムとふたりでうちにこないか？」

      「うち、とは？」

      「今は明かせないが、とある高位貴族にツテがあるんだ。いい人材は厚遇するぞ」

      　正体を隠したままで何を言ってるんだ。だいたい、高位貴族にツテって、ダリオ自身が高位貴族じゃないか。

      「私からまとめてお断りするわ。貴族のツテにも、お金にも困ってないから」

      「へえ、それはなかなか、羽振りのいいことで」

      　ダリオとしても、まともに受けとるとは思ってなかったらしい。笑ってそのまま受け流した。

      　なんだろう、さっきからの会話。

      　口説いているというには微妙なものが多いんだよね。

      　それよりも冷静にこちらを観察しているような雰囲気がある。

      　ある程度探りを入れられることは覚悟してたけど、なんかそれ以上に警戒されてる感じもあるんだよねー。

      　まあ、私たちふたりが怪しいのは否定できないんだけどさ。

      「お次は、古代のアーティファクト！」

      　オークショニアが、また新たに商品を紹介した。緑に金の模様がついた細工物の板みたいだ。

      　箸休め程度の品なんだろう、オークショニアの威勢のいい声とは反対に、会場の空気は冷静だ。しかし、私はそれを見た瞬間、再び『買い』を決定した。

      「アマギ、あれもお願い」

      　フランは先ほどと同じように前に出る。

      「サヨコのほしがるものは、予想がつきませんな。古代の遺物は確かに珍しいでしょうが……あれは用途もわからない変な模様のついた板ですよ？」

      「私のお買い物だもの。私が価値を理解していればいいのよ」

      　私は答えながら、じっと舞台を見つめる。

      　古代の遺物と呼ばれているものには、直線と円で独特の模様が描かれていた。そして、裏側にはびっしりと変な形の石がついている。色は黒だったり茶色だったり、どれも地味なものばかりだ。この世界の基準では、およそ美術品とは言えない。

      　だけど、なんかあれ……電子部品っぽいんだよね。テレビとかスマホとか、分解した時に出てくるプリント基板？ とかいうやつ。工作の時間でちょっと見ただけだから、どこがどう、とか、細かいことはわかんないんだけど。なんかめちゃくちゃ見覚えのある雰囲気なんだ。

      　ただでさえ、この世界は陰謀に戦争に災厄にって、ファンタジーものの要素全部乗せの勢いで、いろんなネタが突っ込まれてるのに、その上ＳＦ要素とか入ってこないでほしい。

      　ここは是が非でも競り落としてちゃんと中を見て、ＳＦ要素なんてあり得ないってことを確かめたい!!

      　ノーモア新要素!!

      「他にありませんか？」

      　あんな板がほしいと言い出すのは私くらいだったらしく、早くも競売は終わりに近づいていた。さっきと同じように落札して終わり、と思っていたところに異変が起きた。

      「え……そちらの入札ですか？」

      　オークショニアも驚いている。

      　入札してきたのは、謎のカーテン席の人物だった。

      　彼が入札する姿は、異様だった。

      　ぴっちりと閉じられたカーテンの中から、黒衣の人物の腕だけが、にゅっと突き出されているのだ。しかも、その手は手袋をしているので、男か女かもわからない。入札の意志はすべてハンドサインで示されるから、手だけ出していれば取引には事足りるけど……腕しか見せない、というのは異常だ。

      　オークショニアも一瞬面食らったようだが、さすがプロ。彼はすぐに元通り、入札者たちのサインを読み取り始めた。

      「カーテンの御仁より、二千が提示されました。それ以上、ありませんか？」

      　私は、カーテンの奥の人物を交えた入札競争を眺める。

      「意外ね……購入に興味はないんだと思ってたのに」

      　黒幕はオークションに『人間』を提供している。立場で言えば、商品を卸す側だ。だから、わざわざ入札に参加してくると思わなかったんだけど。

      「へえ？ どうしてそんなふうに思うんです？」

      　ダリオの緑の目がこちらに向けられる。おっと、このオークションに黒幕がいるなんて情報を、自分たちが握っていることは、内緒だった。適当にごまかしておかないと。

      「だって、あんなカーテンの奥に引っ込んでいるんですもの。商品に興味がない、出品側のお客だと思ってたのよ」

      「オークションでは、売り手が買い手になるなんて日常茶飯事ですよ。そうですね……どこか遠い国から珍しいものを集めて出品し、その資金でこの国の珍しいものを買って帰るつもりなのかもしれませんよ」

      「なるほど、そういうこともあるのね」

      　オークションカタログによると、今競り合ってる古代の遺物は、ハーティア国内で発見されたものらしい。黒幕の目的が海外から人を運び、ハーティアの貴重な品を得ることだと考えれば、辻褄(つじつま)はあう。

      　そんな思考を遮るように、カン！ という木槌の音が劇場に響いた。

      　顔をあげると、フランが軽く肩をすくめてお手上げのポーズをとっていた。どうやら、カーテンの人物に競り負けてしまったらしい。

      「申し訳ありません。購入予算額を超過したので、降りました」

      　オークショニアはカーテンの人物に落札価格の確認をとっている。彼が提示しているのは、王都にちょっとした豪邸が買えるくらいの値段だった。

      「いいわ。どうしてもほしい、ってわけじゃないし。引き際も大事よ」

      　そもそも、自分たちがここに来た目的はフィーアの兄ツヴァイを救出するためだ。余計な買い物ばかりして、彼が手に入らなかったら元も子もない。

      「お買い物は少し控えるわ。アマギは下がってていいわよ」

      「かしこまりました」

      　フランを下げたあとも、オークションは続く。外国の美術品に、国内の珍品などが次々に並べられては売られていく。カーテンの人物はハーティア、特に古い遺物に興味があるようで、電子基板もどきのほかに、決して錆びない刃物だとか、異様に軽い金属だとかを購入していた。個人的に、そのあたりも興味があったけど、今はやめておく。遺物ひとつに豪邸が建つほどのお金を出せる相手と争ってもしょうがない。

      　美術品などの出品が一通り終わったところで、会場の空気がまた変わった。異様な期待の眼差しが舞台に向けられる。

      　オークショニアの指示でスタッフが運んできたのは、下に車輪のついた大きな檻だった。

      　中には獣の代わりに人間が入っている。

      　本日のメインイベント、人間オークションが始まったのだ。

      サプライズ

      「お次はこちら、異国の歌を奏でるカナリアでございます！」

      　オークショニアが商品を紹介すると、会場がどよめいた。舞台の上には、美女を閉じ込めた大きな檻が置かれている。おそらく外国人なのだろう、ハーティアでは滅多にお目にかかることのない、褐色の肌が美しい女性だった。彼女は日本の琵琶に似た楽器を抱えて、ぐったりと力なく座り込んでいる。

      　何度かの激しい競り合いののち、バルコニー席の貴族が勝者となった。

      　嬉しそうにガッツポーズを決める貴族とは対照的に、女性の顔が絶望に染まる。貴族のおもちゃになることが確定した女性は、死人のような顔色で運ばれていった。

      「さて今度は……」

      　しかし、彼女の絶望などお構いなしにオークションは続く。

      　次から次へと、檻に入れられた人間が運ばれてきて、値段がつけられていく。

      「サヨコは檻の中の商品に興味はないので？」

      　オークションが人身売買へと移行してから、ずっと黙っている私にダリオが声をかけてきた。

      「興味があるかないか、って質問だったら、興味はおおありよ。全部買い占めたいくらい」

      　そして、全員を救いたい。

      　売られている人たちの肩書はどれも立派なものだった。おそらく、誘拐されてくるまでは、地元で一目置かれる存在だったのだろう。誰も彼も、現在の境遇を受け入れられずに、茫然としていた。

      　叶(かな)うなら、全員ここから連れ出して、故郷に帰してあげたい。

      「でも、そんなの無理よね？」

      　現在の私は、客のひとりでしかないからだ。

      「ええ。金がいくらあっても足りやしないでしょうね」

      　実は、金だけの問題ならどうとでもやりようがある。

      　ハルバードの財力をフル活用すれば、会場の買い占めだってできない相談じゃない。しかし今彼らを救ったからといってどうなるだろう？ 組織が残されたままでは、第二第三の闇オークションが開かれて、新しく不幸な人が売りに出されるだけだ。ハルバードがいくらお金持ちだといっても、開催されるたび人を買い続けられるほどの財力はない。お金が尽きれば、そこでおしまいだ。

      　人を売らせないためには、人身売買組織そのものを破壊する必要がある。

      　そして、組織を破壊するためには、どうしても『潜り込んで把握する』という過程を踏まなければならない。工作活動をしている間は、誰がどう売られていても、一旦は目をつぶって……彼らを見捨てなければならないのだ。

      　と、理屈ではわかっていても、いらだつ感情を抑え込むのは難しい。

      「腹が立つったらないわ」

      　私にとって、この悪趣味なショーが、何回か体験するうちの一回だとしても、売られる側にとってはそうじゃない。自分の人生を決める、一度きりのオークションだ。

      　誰かに買われて連れて行かれたら、もうその先に真っ当な人生は残されていない。

      　わかっていて見過ごすなんて、嫌だ。

      「サヨコは、ずいぶんとおかわいらしい」

      　くつくつとダリオが笑う。

      　ねえ、その『かわいらしい』、絶対誉めてないよね？

      　もうやだ、このバルコニー席。

      　舞台ではろくなものが売られてないし、ダリオは変な絡み方してくるし、フランはずーっと後ろで黒オーラ出しまくってるし。座ってるだけでストレスがたまる。

      　さっさとツヴァイを買って帰りたい。

      　カタログによると、今売られているのが最後から二番目。これを耐えればツヴァイの競売が始まる。それまでの辛抱だ。

      　祈るような想いで舞台を見つめていると、突然オークショニアが勢いよく手をあげた。

      「ここで、サプライズオークションを開始します！ カタログにも載っていない、特別な逸品をどうぞ、ご覧ください!!」

      　高らかな宣言にあわせて、舞台袖から大きな鳥かごのような檻が運び出されてきた。中には私と同年代の少女がひとり椅子に座らされている。

      　その姿を見た瞬間、私は思わず立ち上がってしまった。

      　彼女の顔に見覚えがあったからだ。

      「……聖女？」

      　ゲーム内より少し幼いけど、間違いない。

      　あの子は世界を救う運命を背負ったゲームのヒロイン、聖女だ。

      　間違いであってほしい、と何度も見直すけど、間違いなんかない。

      　赤みがかったふわふわのストロベリーブロンドに、お人形さんみたいにかわいい顔立ち。薬を飲まされたのか、魔法にかけられたのか、目を閉じてぐったりと椅子にもたれかかってるけど、目をさまして微笑んだら、とびっきりの女の子になることを、私は知っている。

      　なんで！

      　聖女が!!

      　闇オークションで売られてるかなあああああああ!!

      　どこでどうなったら、こんなことになるんだよ！

      　いつフラグが立ったわけ？

      「こちらのかわいらしい駒鳥は、ハーティア国のれっきとした貴族子女でございます。家名は明かせませんが、貴き血を受け継いだ穢れなき乙女であることを保証いたします」

      　カトラス侯爵傘下のラインヘルト子爵令嬢ですねー！

      　つーか、誰だよ、本物の貴族令嬢を売りに出したやつは！

      　一般庶民と違って、貴族の子弟は国の財産だ。将来国を支える大事な人材として、手厚く保護されるべき立場にある。それを売り買いするとか、頭がおかしいとしか言いようがない。

      　そもそも、聖女は領地でつつましく暮らしている貧乏貴族令嬢だ。売られるようなことには……あー……ひとりだけ、心当たりがあるな……。

      　ヒロイン聖女こと、セシリア・ラインヘルトの境遇を一言で表すなら、ずばり『シンデレラ』だ。彼女は領地は小さいが歴史の古いラインヘルト子爵家令嬢として生を受けた。しかし、誕生と同時に生母が死去。父親はその数年後に、資金援助目的で商家の娘を後妻に迎えた。けど、その後妻が絵に描いたような意地悪母だった。父が強く出られないのをいいことに、継母は連れ子と聖女を明確に区別し、使用人同然に扱ったのだ。父はセシリアをかばっていたけれど、聖女が十三歳の時に病気で死亡。家を完全に乗っ取られてしまう。

      　童話のシンデレラの場合、王子様に出会わせてくれたのは魔法使いだったけど、ゲーム内でその役を担っていたのは王立学園だった。実は、子どもを王都の学校に行かせる余裕のない貧乏貴族のために、国からけっこうな額の支度金が支給されるんだよね。これは、貴い血に産まれた者が貧困を理由に学ぶ機会から遠ざかってはいけない、っていう崇高な理念によるものらしい。実際、この政策のおかげで救われた貴族は少なくないので、悪い制度ではないと思う。（そう思うなら、庶民も学ばせてやれよ、と言ってはいけない）

      　ともあれ、支度金に目がくらんだ継母は、聖女に最低限の学用品だけ持たせて、王立学園に向かわせる。そして、ド貧乏貴族として学園に入学した彼女は、秘められていた力を開花させて、学園の貴族たちと恋に落ちるのだ。

      　そのセシリアがここにいるってことは……継母が売っぱらったんだろうなあ。

      　ゲームの回想でしか見たことないけど、ヤバいくらいの守銭奴継母だったもん。きっと、人買いの提示した金額が、学園の支度金より高額だったとか、そんなことなんだと思う。

      「血筋はもちろん、しっかりとした淑女教育を受け、行儀作法も教えこまれております。この気高き小鳥の鳴き声は、最高の調べとなることでしょう」

      　会場内の男たちがどよめく。

      　ゲスな変態オヤジにとって、育ちのよい少女ほどおいしいご馳走はない。少女が無垢であればあるほど、汚し壊す愉悦が増すのだ。

      「アマギ、あの子がほしいわ」

      　私は願いを口にする。ただならぬ雰囲気を察したフランが前に出た。

      　たぶんものすごい値段になる気がするけど、ここで彼女を見捨てることはできない。どんな手段を使ってでも、彼女を落札しなくちゃ。

      　フランが入札の意志を示した次の瞬間、カーテンの人物も手をあげた。

      チキンレース

      　オークション会場の注目を集めた、『本物の貴族令嬢』の競売は、カーテンの人物と私たちの一騎打ちになっていた。

      　オークショニアがどんどん値段を上げていくけれど、うちも相手も一歩も引かない。

      　完全なチキンレースだ。

      　勘弁してよおおおおおお！

      　聖女が正体不明の黒幕のおもちゃになんかにされたら、その時点で世界救済計画が詰むんですけどー!!

      　聖女の力の根源は、恋する乙女心だ。

      　心が気高く、純粋な恋心を抱いていれば、処女性は特に関係ない。

      　だけど、十三歳の世間知らずな女の子が、たったひとりで売り飛ばされて貴族のおもちゃにされたとして。その数年後に純粋な恋心を持って世界を救うなんてことができるだろうか。

      　無理!!

      　絶対無理!!

      　少なくとも、私が聖女の立場だったら、立ち直れない自信がある！

      　世界を救うためには、まずここで、何がなんでも彼女を救わなくちゃいけない。

      「サヨコ様……？」

      　オークショニアとやり取りを続けながら、フランが私を見てきた。

      　これ以上はヤバい、ってことなんだと思う。でも、私は首を振った。

      「ダメ、金額を提示し続けて。お金はあとでなんとかするから」

      「しかし……」

      　そう言っている間にも、聖女の値段は天文学的な数字にまでつりあがっていく。

      「……」

      　ふっ、とフランの手が下げられた。入札から降りる、というジェスチャーだ。

      「ダメよ、そんなことをしたら……！」

      「これが限界だ」

      「でもっ！」

      　フランが取引してくれないなら、私自身が！

      　そう思ってバルコニーの手すりに身を乗り出そうとした瞬間、世界がぐるんと回った。

      「ひゃあっ！」

      　どすん、と体ごとバルコニー席の絨毯の上に引き倒される。どうやら、ダリオとフラン、ふたりがかりで部屋の奥へと引っ張り込まれたらしい。

      「なんてことするのっ」

      「落ち着け」

      「あたっ！」

      　フランに食って掛かろうとしたら、でこぴんをくらった。

      「限度額を超えた。これ以上は無理だ。お前だってわかっていただろう」

      「……でも」

      　聖女は世界を救う要だ。

      　彼女がいなくては、この世界は滅びてしまう。

      「俺も、アレは無理だと思いますよ？」

      　横からダリオが口出ししてきた。

      「あいつの関わるオークションは、すべてイカサマですから」

      「どういうこと？」

      「あのカーテンの奥にいるやつは、オーナーより上です。つまり、このオークション会場で一番偉い。あいつが『買う』と決めたら、他がどんな金額を出しても、その上の金額がつけられるんです」

      　このイベントはしょせん闇オークション。

      　当然ズルもありだ。

      　取引さえ成立していれば、裏で本当に提示した金額を支払う必要はないんだろう。

      「じゃあ……もうあの子を救うことはできないの？」

      「だから、落ち着けと言っている」

      　フランは私の頭に手をのせた。大きな手がゆっくりと頭をなでてくれる。

      「あいつは、少女を落札しただけだ。すぐに何かされるわけじゃない。……わかるな？」

      　にゃあ、と黒猫のフィーアが私に向かって一声鳴いた。

      　落札するのが無理なら、その先だ。黒幕に弄ばれる前にオークションそのものから救い出せばいい。

      「クロ、お願い」

      　そう言うと、フィーアはバルコニーから身を翻して出て行った。黒猫の姿を利用して、聖女の護衛についてくれるはずだ。

      「これで、よし」

      「納得してるところ、悪いんですがね」

      　ほっとする私たちの間に、ダリオの声が割って入った。

      　同時に、何人もの男がバルコニー席に入ってくる。

      「ちょっと拘束させてもらいますよ」

      　男たちによって、私とフランはあっという間に取り囲まれてしまった。多勢に無勢と判断したのか、フランは抵抗もせず、男たちに従っている。戦闘力の高いフランがそんな調子なので、私もおとなしく彼らに拘束されることにする。

      「理由をおたずねしてもいいかしら？」

      　細いロープで手首を縛られながら言うと、ダリオが苦笑する。

      「これから、大捕り物が始まるんでな。あんたたちには、おとなしくしてもらわなくちゃならねえ」

      「あなた、父親を告発する気？」

      　よかった。ダリオは味方だったらしい。

      　父親も息子も同時にどうにかするのは無理ゲーだと思ってたから、正直助かる。

      「なんで捕り物の一言でそこまでわかるんだよ。まあ、そういうことだけどよ」

      　はあ、とため息をつくとダリオはライオンの仮面を脱いだ。燃えるような赤毛と、ちょい濃いめのハンサムな顔があらわになる。鋭いナイフみたいなフランとはまた別系統だけど、このクセの強い感じが好きな女性は多そうだ。

      「頼むからこれ以上不確定要素を増やさないでくれよ。俺は父親に従うふりをして、組織を掌握するだけで手一杯なんだ」

      「あら、そんなに迷惑をかけた？」

      　ルールに乗っ取ってお行儀よくオークションに参加してただけだけどねえ？

      「クリスティーヌ姫様に売られた参加証を持ってきておいて、それを言うか」

      「あら、ちゃんと身元確認してたのね」

      　指輪を見せただけで中に入れたから、てっきりザル警備だと思ってたんだけど。

      「表向きは参加者の身元はたずねないっつーことになってるけどな。ヤバいものを扱うっていうのに、確認しねーとか、ありえねーから」

      　そりゃそうか。

      　犯罪の現場に国王直属の監査人などが紛れていたら、大変なことになる。彼らの警戒はもっともな話なので、私はうなずく。

      「摘発騒ぎに、姫様を巻き込むわけにはいかないから、発見次第こっそりとお帰りいただく手筈になってたんだが……」

      「かわりに怪しい男女二人連れが来ちゃった、ってわけね」

      　やっと、あの強引すぎるナンパの理由がわかった。

      　彼は、私たちを他の客から隔離して正体を探っていたのだ。

      「姫様の部下、ってわけじゃないだろうが、それでもどこか高位貴族の関係者だろ、あんたら」

      「どうだったかしらねえ」

      「今は答えなくていいから、とにかくおとなしくしててくれ」

      　ダリオは私とフランを拘束するロープに魔法をかけた。

      　ロープが切れたり焼けたりするのを防ぐ、強化の魔法みたいだ。

      「悪いやつじゃなさそうだし……捕り物が終わったあとで、身元を確認したら解放してやる。いいか、絶対に動くなよ？」

      　そう言い残すと、ダリオと男たちはバルコニー席から出て行った。

      　ドアの反対側、舞台の方からは歓声があがっている。今日最後の一番の目玉商品、獣人戦士のオークションが開始されたのだ。

      　観客の目が舞台に集中している隙に取り囲んで、一網打尽にする作戦なんだろう。

      「動くな、って言われたけど、そうもいかないのよね」

      　部屋に残された私たちは、すぐに行動を開始する。

      　ゲーム内のダリオは、父親を告発しようとして逆に殺されていた。つまり、彼は今夜この場所で、殺される運命なのだ。

      「フラン、ロープはほどけそう？」

      　両手両足をロープで固定されたまま、私はフランに声をかけた。私と同じように、後ろ手に手首を拘束され、足も縛られているフランは肩をすくめる。

      「すぐには無理だな。少し待ってくれ」

      　ダリオがご丁寧に強化魔法を使ってたからなあ。

      　刃物の一本や二本隠し持っていても、抜けるのには時間がかかりそうだ。しかし、ダリオには死の運命が近づいている。ぐずぐずしているわけにはいかない。

      「ちょっと裏技を使ってみるわ。フラン、ちょっと目を閉じていて」

      「リリィ？」

      「いいから！」

      　フランが目を閉じたのを確認すると、私は自分自身の魔力に集中した。

      　ディッツの変身薬には他の薬にはない、とても便利な機能がある。それは、薬の効き目を強制的に切る機能だ。つまり、変身が不要だと思った時はすぐに元の姿に戻れるのだ。

      　あらかじめディッツに教えられた呪文を口にすると、一瞬で体を覆っていた魔力がほどける。魔力はすぐに再構成され、目をあけた時には、見慣れた子どもの視線が戻ってきていた。

      　大人から子どもへ、身長が三十センチ近く縮んだ私の手首は、縛られた時よりずっと細い。

      　軽く手を振ると、ロープはあっさり床に落ちた。ついでに足首に纏わりついていたロープも外す。

      　フランの縄をほどこうと立ち上がると、ドレスの裾が足にひっかかった。

      　ロープがゆるくなった、ってことはドレスもゆるゆるなんだよねー！

      　体にぴったりのドレスなんか着てくるんじゃなかった。肩とか胸元とか、ぶかぶかで今にも落ちそうだ。

      「おい、何やってるんだ」

      「まだ見ちゃだめ！」

      　とはいえ、ドレスに気を遣ってる場合じゃない。私はフランの後ろに回ると、急いでロープをほどいた。幸い、ロープにかかっていた魔法は『壊されないため』のものだけだったみたいで、手でほどくぶんには、普通のロープと一緒だった。

      「ほどけたわよ」

      　拘束が解けると同時に、フランは手を引き抜いて後ろを振り向いた。

      「ちょ、まだこっちは見ないでって！」

      　いくら緊急事態でも、このだぶだぶドレス姿は見せたくない！

      　しかし、フランは私を上から下までまじまじと見て、それから、はあ～～～～……とめちゃくちゃ大きなため息をついた。

      　なんなの。それはどういう感情のため息なの。

      「フラン？」

      「いや……リリィはリリィだな……と思っただけだ」

      「どういう意味よ」

      「……気にしなくていい。少なくとも今は」

      　なるほどわからん。

      　私が困惑してるっているのに、フランは妙にスッキリした顔で立ち上がった。

      　上着を脱いで、こっちに渡してくる。

      「とりあえずそれを着ていろ。ドレスを引きずるよりはましだろう」

      「ありがたく受けとっておくわ」

      　一応下着はサイズ調整すれば着ていられるし、腰をリボンで結べば動けなくもない。ドレスは放置するしかないので、諦めることにする。

      　振り返ると、フランはすっかり戦闘態勢になっていた。

      「どこにそんな武器を隠してたわけ？」

      「秘密だ」

      　上着を脱いだフランは武器だらけだった。まさにひとり武器庫状態である。胸元には投げナイフが何本もさしてあるし、腰のベルトには魔法薬っぽい小瓶がいくつも装着されている。インナーの上に着ているそれ、細い鎖で編んであるけど、鎖帷子(くさりかたびら)ってやつだよね？

      　あと、今手に持ってる大振りのナイフ！ そんな大きなもの、どこにどう隠してたの？

      　さっき、縛られる時にボディチェックされてたよね？

      「あいつらは、告発計画のために急いでいたからな。深く追求されなければ、これくらい隠すのは難しくない」

      「それ、難しくないって思ってるのはフランだけだと思う」

      　……深く考えるのはやめておこう。

      　今は、ダリオを助けるほうが先だ。

      「お前はここに……いや、連れていったほうがいいか」

      　私は戦闘力ほぼゼロだもんね。

      　孤立したらすぐに殺される自信がある。

      　フランはベルトに隠し持っていた魔法薬の小瓶を私に手渡した。おなじみのディッツ特製、魔法閃光手榴弾(マジックスタングレネード)だ。

      「持ってろ。使いどころは任せる」

      「了解！」

      　フランは私を荷物のように肩にかつぐと、バルコニーから舞台そばへと飛び降りた。

      幕間：カトラス侯爵家で最も無駄なもの（ダリオ視点）

      　俺の家は昔から無駄なものであふれていた。

      　無駄な家具、無駄な装飾、無駄な家臣、無駄な女たち。

      　父の周りは、常にごてごてとした無駄なもので飾られていた。

      　貴族の誇りを示すために、必要なものだと父は言った。

      　しかし、父が飾れば飾るほど、無駄が増えれば増えるほど、権威は失墜していった。

      　宝飾品のために土地を売り、

      　衣装のために権利を売り、

      　何もかも売り払った後には、値段が高いだけのがらくたしか残されていなかった。

      　何度やめろと言ったかわからない。

      　無駄を集めても、結局無駄でしかない。

      　誰も救わないし、誰も満たされない。

      　こんなことをしても、ただ自分が無駄なものになっていくだけだ。

      　しかし、父は俺の言葉に耳を貸さなかった。

      　子どもにはわからない世界だと断言し、破滅への道をただ突き進んでいく。

      　そしてとうとう金策に行き詰った父は、人の売り買いにまで手を出した。

      　人という禁断のおもちゃで遊びたいという外道は、思ったよりも多かったらしい。

      　闇オークションが開催されると、今までの借金を返しても余りあるほどの金が転がり込んできた。

      　この商売さえあれば、カトラスは未来永劫栄えることができる、と父は笑った。

      　そこにかつて見た平凡な父の姿はなかった。

      　ただ無駄に取りつかれた狂人がいるだけだった。

      　その瞬間、わずかに残されていた家族の親愛は消え失せた。

      　残ったのは、ただこの狂人を止めなくてはいけないという、使命感だけだ。

      　俺は、父以外の家族……弟たちを守るため、カトラスの民を守るために、狂人を殺すことを決意した。

      　狂人はただ殺しただけでは片付かない。

      　カトラスを闇に沈めたのは父だけではないからだ。

      　父を狂人に変えた何者か。操っている黒幕も同時に殺さなくては、カトラスの闇を祓うことはできない。

      　まともな人材を密かに拾い上げ、父の取り巻きを脅し、ゆっくりと時を待った。

      　その間何人の人生を見捨てたかわからない。

      　しかし、一時の情に惑わされていては、その何百倍もの人生を見捨てることになってしまう。

      　派手な仮面を被り、父の『お前も商売のよさがわかるようになったか』という反吐の出るようなセリフを受け流し……そしてついに今夜、黒幕本人がオークション会場にあらわれた。

      　父と黒幕、彼らを同時に殺せば、悪夢は終わる。

      　外道どもの人生はここですべて終わるのだ。

      「胸糞悪いショーは終わりだ！」

      　子飼いの兵たちが、会場すべてに配置されたことを確認した俺は、舞台上で叫んだ。

      　獣人戦士に夢中になっていた連中の目がいっせいにこちらに向けられる。

      「サンドロ・カトラス！ 貴様を人身売買の罪で告発する！ この会場にいる参加者もだ！」

      「ダリオ？ お前、父親に逆らうのか!?」

      「こんなトチ狂ったバカ、父親なんかじゃねえよ！ さっさと死ね！」

      　父の手勢の配置はわかっている。すでに全員俺の部下が無力化しているはずだ。

      　あとは、カーテンの奥に隠れている黒幕を掴まえれば終わりだ。

      　バルコニー席を占有して、警備を固めているようだが、そもそも劇場自体を制圧してしまえば意味はない。

      　俺は、舞台から降りると、観客席側からカーテンに閉ざされたバルコニー席に近づいた。

      　カーテンが翻り、中から人が顔を出す。

      　その瞬間、周りに控えていた俺の部下たちが消し炭になった。

      カーテンの奥から

      　フランに担がれて降り立った舞台前は、異様だった。

      　その光景の中心にいるのは、ダリオだ。

      　彼はカーテンに閉ざされたバルコニー席に向かって、剣を構えて立っている。その周りには、よくわからない黒いものがばらばらと散乱していた。

      　なぜか椅子席を埋めていた観客や、ダリオ配下の兵士たちの姿がない。

      　あんまり考えたくないけど、この散らばってる黒いモノって……たぶんアレ、だよね？

      　いったい何がどうなったの？

      　ダリオ以外の全員が超巨大な魔力で吹っ飛ばされたとしか、思えない状況なんだけど。

      「無粋だなあ」

      　カーテン中の人物が、バルコニーからひょっこりと顔を出した。

      　そこにいたのは、男の子だった。

      　たぶん歳は私とそう変わらない。子どもと言っていいくらいの年齢の少年だ。

      　おそらく彼はハーティア国民じゃない。

      　人種的な特徴が全然違う。

      　白磁の肌のハーティア民とは全く違う象牙の肌、髪と目の色は闇より深い漆黒。

      　ほっそりとした輪郭の上にあるのは、印象的な切れ長の瞳と、薄い唇だ。彫りの深いハーティア民とまったく違う美しさを持つ彼を、現代日本風に表現するなら和風美人、だろうか。

      　もちろん、この世界に日本は存在しないから、似たような国がこの世界のどこかにあるんだろう。ハーティアがヨーロッパっぽいのと一緒だ。

      　彼は、たった今イカサマで競り落とした聖女、セシリアを大事そうにお姫様抱っこして立っている。

      「やっと愛しの君に会えたっていうのに、邪魔しないでほしいな」

      「貴様、俺の部下に何をした？」

      「消したよ。だってうるさいんだもん」

      　ダリオの問いに少年はさらっと残酷な事実を告げた。

      　そこには何の気負いもない。ただ、道端の石について語るのと同じ、現状を口にしただけに過ぎない。

      「君も一緒に消したつもりだったんだけど、腐っても貴族だね。守りの魔法の質が違う」

      「そりゃどーも……」

      　ダリオは少年を睨みつけた。

      　主の危機を察知して、椅子席以外のバルコニーやロビーに詰めていた部下が動く。

      「若様！」

      「来るな！」

      　しかし、椅子席に突入する前にダリオが声だけで止める。

      「今来ても無駄だ……！ 一定以上の守りのないやつは、殺される」

      「ふふ、優しいね。とはいえ君の守りも十分とは言えないんだけど」

      　少年がパチンと指を鳴らすと、何かがダリオの体に巻き付いた。目には見えない糸のような何かは、ぎりぎりとダリオの体を締め上げる。

      「ぐ……あ……っ」

      「一回だけ聞いてあげる。降参して僕のしもべにならない？」

      「うるせぇ、クソ喰らえだ！」

      「君のお父さんは、ちょっと力を見せたらすぐに従ってくれたのになあ」

      「あいつと俺を一緒にするんじゃねえ！」

      　ぎり、とダリオの体に巻き付いた何かが、ねじれた。

      　じわじわと、しかし確実に、ダリオの体のあちこちが、曲がってはいけない方向に向かって曲げられていく。

      「ぐ……この……化け物め……！」

      「あははは！ うん、その通りだよ！」

      　少年は楽し気に笑っている。

      　そして次の瞬間、唐突に顔をそむけた。

      「おっと」

      　そむけた顔のすぐそばを、黒い何かがかすめていく。

      　フランが投げたナイフだった。

      　自分に向かってきた殺意を、少年は聖女を抱えたままひょいひょいとかわした。

      「もー、危ないなあ。今の攻撃、この子ごと狙ってきたよね？」

      　少年は口をとがらせる。

      　彼が文句をいいながらナイフを避けているすきに、私を隅に降ろしたフランが飛び出した。手に持っている大振りのナイフで、ダリオを拘束している何かを切り払う。

      　解放されたダリオは、その場にがくりと膝をついた。

      　少年は首をかしげる。

      「でも、いい腕だね。雑魚ばっかりだと思ってたのに、どこにこんな伏兵を置いてたの？」

      「俺の兵じゃねえよ。つーか、お前アマギか？」

      「いいから、とにかく立て」

      　フランはナイフを構えたまま、ダリオを無理やり立たせた。

      「俺が注意を引き付ける。……後退するぞ」

      「はあ？ ここまできて、さがれだ？」

      「まともにやりあって勝てる相手じゃない」

      　フランの評価は正しい。

      　普通、どんな魔法を使っても、いきなり人間を消し炭に変えることはできない。

      　生き物の帯びる魔力が、外からの魔力干渉に抵抗するからだ。生き物の抵抗力を上回る、けた違いの魔力で無理やり潰さない限り、そんなこと起きない。

      　起きるわけがないことを、起こしてるってことは……男の子自身があり得ない存在なんだろう。

      　こんな異常な相手に正面から立ち向かって、どうこうできるとは思えない。

      　逃げるが勝ち、ってやつだ。

      「んー、君たち逃げられる気でいる？ 僕としては放っておくわけにいかないんだけど」

      「貴様の都合は聞いてない」

      　フランが再びナイフを投げる。

      　その瞬間、私も魔法閃光手榴弾(マジックスタングレネード)を放り投げた。

      　少年の注意は戦闘力の高いフランに向けられてるはず。別方向からの全然違う攻撃をくらって、行動不能になってしまえ！

      「ははっ」

      　しかし、魔法閃光手榴弾(マジックスタングレネード)は発動しなかった。ただの小瓶のように、ころんと床に転がる。

      「……え？」

      　もしかして、今の一瞬で魔法閃光手榴弾(マジックスタングレネード)を無力化した？ 魔力だけの力技で？

      「およそ戦えるとは思えない女の子が、爆弾を投げてくる……いい作戦だと思うけど、その程度じゃ僕をびっくりさせられないよ」

      　少年はクスクス笑っている。

      　やばい。

      　正攻法も裏技も、少年の魔力の前では、何の意味もなかった。

      　そこにあるのは、ただただ圧倒的な力量差だ。

      　けた違いの魔力の前に、手も足も出そうにない。

      「一瞬でも気を引ければよかったんだがな……」

      　フランの背中が緊張している。

      　彼も少年の化け物じみた強さを感じているんだろう。

      　少年はまったく隙がない。このままでは見逃してもらえないだろう。

      　進むにしても、退くにしても、彼の意識をそらす必要がある。

      　でも……そんなもの……いや。

      　たった一枚だけ、彼の気を引くとっておきのカードがあった。

      　あとでややこしいことになりそうだけど、考えてもしょうがない！

      　私は即座に切り札をきった。

      「セシリアから手を離しなさい、アギト国第六王子、ユラ・アギト」

      「……は？」

      　突然名前を言い当てられて、少年の顔から余裕が消えた。

      　その瞬間、彼の背後に潜んでいた黒猫が、少女の姿になって襲いかかった。

      「が……っ、は……」

      　ユラの口から、真っ赤な血が一筋こぼれる。

      　こちらからはよく見えないけど、フィーアが持っていた刃物か何かが、体に深く刺さっているんだと思う。傷つけられた苦痛に、少年の体がこわばる。

      　その隙にフィーアは少年に体当たりして、聖女セシリアを奪った。ふたり一緒になってバルコニーから飛び降りる。彼女の動きを察知したフランが飛び出し、ふたりが床に激突する寸前で抱きとめた。

      　アギト国第六王子、ユラ・アギト。

      　ハーティアを幾度となく攻撃してきたアギト国の王位継承者だ。滅多に表に出てこない謎の人物で、あれだけゲームをやりこんでいた小夜子も、彼を見たのはたった一度きり。さまざまな条件が重なって偶然発生した、特殊イベントでしかお目にかかったことがない。

      　でも、出現難易度が高いぶん、その印象は強く残っている。

      　彼は間違いなく、ゲーム内最強の敵だ。

      　カトラスを操る黒幕の正体は大物だと思ってたけど、まさか一国の王子が関わってたとはねー。

      　でも、ユラが黒幕だと思えば、今までのことに辻褄(つじつま)があってくる。

      　ハーティア国外の優秀な人材を集めることができたのは、アギト国そのものがバックにいるから。

      　カトラス候を操り、ゲーム内でダリオを返り討ちにできたのは彼が優秀な王子だったからだ。

      「ひどいことするなあ」

      　ぐい、と袖で口元の血をぬぐうと、少年はバルコニーの下を覗き込んできた。

      　まだ背中には刃物が刺さっているはずなのに、苦しそうな様子はない。

      「こんなに体を壊されたのは久しぶりだよ」

      「あなた……痛くないの？」

      「判断力が落ちるから、痛覚はオフにしてるんだ。でも、このまま放置すると失血で死ぬかな」

      　できればそのまま死んでもらいたいところなんだけど。

      「ふうん……どうして僕の名前がわかったのかと思ったら」

      　ユラの漆黒の瞳が私を見据えた。

      　それだけで、なんとも言えない寒気が背中をのぼってくる。

      　なんか、嫌だ。

      　すごく気持ち悪い。

      　彼と目を合わせていたくない！

      「君が女神の使徒なんだね。はは、ちょっと驚いたよ」

      「何の話かしら？」

      「しらばっくれても、意味はないと思うけどね」

      　ふ、と笑ったユラの口から、また血がこぼれた。

      「うーん、体が限界かあ。もうちょっと遊んでいたいけど、しょうがないね」

      「待て！ 貴様……！」

      　ダリオが声をあげる。

      　領内をめちゃくちゃにされたカトラス家嫡男として許せないのはわかるけど、ここはこらえてほしい。相手は規格外の魔力を操る化け物だ。限界だというなら、このままお引き取りいただいたほうがいい。

      「大丈夫、君たちが退屈しないよう、とびっきりの置き土産を残してあげる」

      　ユラはにっこり笑った。

      　そして、破滅の言葉を口にする。

      「狂乱(ラズファイ)、ツヴァイ」

      　その声に応えるようにして、ガン！ とすさまじい音が劇場内に響き渡った。

      　振り向くと、全身の毛を逆立てた獣人戦士が自身を閉じ込める檻を殴っていた。鋼鉄で作られているはずの檻は、戦士の拳を受けるたびに飴細工のように曲がっていく。

      　そういえば、舞台上ではフィーアの兄、ツヴァイが競売にかけられていたんだっけ……。

      　アギト国は奴隷にした獣人たちに服従の呪いをかけている。彼らは、言葉ひとつで呪われた戦士たちを自由自在に操ることができるのだ。

      「獣人戦士を止めるまでに、何人死ぬかな？ 大変だと思うけど、がんばって殺してあげてね」

      　ユラはそれだけ言うと、カーテンの奥へと引っ込んでしまった。

      　そのまま、劇場から逃走するつもりなのだろう。ダリオは追いすがろうと一瞬足を踏み出しかけたけど、目の前の脅威がそれを許さなかった。

      　バーサーカーなツヴァイ、めちゃくちゃ怖いんだけど！

      　これをどうにかしないといけないわけ!?

      「ガァァァァッ！」

      　腹の底から雄たけびをあげると、獣人戦士ツヴァイは己を閉じ込める檻を破壊した。

      　鋼鉄製の柵を苦もなく曲げて、のっそりと外に出てくる。

      　金色の目は狂気に染まり、爛々(らんらん)と光っていた。

      　やばい。

      　服従の呪いによる狂乱状態だ。

      　おそらく彼は、周囲の動くものをすべて破壊するか、自分の命が尽きるまで、攻撃をやめないだろう。

      「凍結(ゲフィーエレン)、ツヴァイ！」

      　呪いが彼を操っているのなら、同じ力で対抗だ。

      　私は、以前フィーアに使った停止の言葉を口にする。

      　ゲーム内では、この言葉で彼を拘束することができた。今回も効果があるはず!!

      「ガァッ!!」

      　しかし、ツヴァイは止まらなかった。

      　いらだち紛れの拳がこっちに向かってくる。

      「リリィ！」

      　間一髪、フランが私を抱えて跳んだ。

      　背後を振り返ると、さっきまで私が立っていた場所が粉々になっていた。

      　彼の獣人としてのユニークギフト『アニマフィスト』の効果だ。

      　やってることは、ねこぱんちのはずなのに、破壊力がありすぎて全然笑えないよ!!

      「ご主人様、彼が唱えたのは狂乱の言葉です。あれを一度唱えられたら他の命令は届きません！ 死ぬまで暴れ続けます!!」

      　意識のないセシリアをかばいながら、フィーアが叫んだ。

      　あれは自爆用の言葉なんだね！

      　服従の呪いにはマジで胸糞悪い機能しかついてないな!!

      「生き残っているやつは何でもいい！ 矢でも、魔法でも、遠距離から囲んで攻撃しろ！」

      　ダリオが劇場内に残る部下たちに命令した。

      「あいつの武器は拳だ！ 距離さえとれば殺せる！」

      　そのとたん、上階のバルコニー席から矢が飛んできた。

      　ダリオの判断は正しい。こんなヤバい狂った戦士は、安全な距離から攻撃するに限る。

      　でも、戦略としての正しさと、私にとっての正しさは別だ。

      「やめなさい！」

      　私は舞台前に走りこんだ。

      　わざと、兵士たちとツヴァイの間に割り込むようにして立つ。

      「ツヴァイを殺してはダメ！」

      「お前どこのクソガキだ、邪魔すんな！」

      　今度は血相変えて走ってきたダリオに抱えられた。

      「ツヴァイは死なせない！」

      「死ぬまで暴れるっつー状態なんだろうが！ さっさと殺したほうがいいんじゃねえのか」

      「やめておけ」

      　私を追いかけてきたフランが隣に並ぶ。

      「あの獣人戦士は、ユラに一撃いれて退かせた少女の兄だ。命の恩人の身内を問答無用で殺すのか？」

      「お前……嫌なタイミングで、嫌なことを教えてくるな……」

      　ダリオはがりがりと頭をかく。

      「作戦変更だ！ 直接当てるな、足止めに集中しろ！」

      　ダリオが声をかけると、バルコニー席からの攻撃の方向性が変わった。

      　とにかく、ツヴァイが舞台前から動かないよう、行く手を遮るように矢が飛んでくる。

      「俺に指図したんだ、あいつを止める方法は考えているんだろうな？」

      「当然だ」

      　ダリオに睨まれても、フランは表情ひとつ変えず、ベルトに装着していた魔法薬の小瓶のひとつを手に取った。

      　その黒い小瓶には見覚えがある。

      「薬であいつを眠らせる。それまで、足止めをしろ」

      　ディッツ特製睡眠薬の出番だね！

      「俺に命令までする気かよ!?」

      「なんだ、そんなこともできない無能か……」

      　はあ、とフランがわざとらしくため息をつくと、ダリオの目が吊り上がった。

      「お前、あとで覚えてろよ？」

      　抱えていた私を、ぽいっとフランの足元に降ろすとダリオはツヴァイに向かっていった。

      　弓矢の援護を受けながら、ダリオはツヴァイの注意を引く。

      　その間に、フランはディッツの作った睡眠薬に魔法をかけた。火の魔法で温めると、黒い小瓶からはすぐに紫色の湯気が立ちのぼりはじめた。

      　さらに風の魔法を加えると、紫色の湯気がツヴァイに向かっていく。

      　ディッツの魔法薬の効果は絶大だ。

      　あれを吸ったら最後、完全に意識がなくなるはず。

      　しかし、ツヴァイに薬を吸わせるのは、簡単じゃなかった。

      「ウォォォッ!!」

      　湯気が顔に到達しようとした瞬間、ツヴァイが真横に飛んだ。湯気を危険なものと判断したのか、とっさに距離をとる。

      「ちゃんと当てろよ！」

      「簡単に言うな！」

      　いくら魔法があるっていっても、特定の空気の塊だけを操って、相手の顔に当てるなんて芸当は簡単じゃない。獣人は身のこなしが軽く、動きも速い。その上、ツヴァイを狙うと同時に、陽動担当のダリオを避ける必要がある。

      　見ている以上に、高度なことをやっているんだ、フランは。

      「ご主人様、私も出ます」

      　黒い影がツヴァイたちに向かっていった。

      　セシリアを隅に移動させたフィーアが参戦したのだ。

      　さすが獣人同士というか。フィーアはツヴァイの獣のような動きを上手に読んで、いなしてくれる。

      「転ばせます！ 組みついて！」

      「クソ、無礼者ばっかりかよ！」

      　フィーアがツヴァイの足元に全力で体当たりする。ぐらりと傾いた瞬間、ダリオが突進した。ラグビーのタックルの要領で、全体重をかけてツヴァイを組み伏せる。

      　背中から床にたたきつけられて、一瞬ツヴァイの動きが止まった瞬間、紫色の湯気が彼の顔を覆った。

      「ガァッ………！」

      　薬を受けてもなお、ツヴァイは立ち上がろうとする。

      　その体に、さらにフィーアが覆いかぶさった。

      「お兄……！ お願いやめて！ 眠って……！」

      「ァアアッ……」

      「眠ってくれたら……助けられるから……だから……お願い、お兄……」

      「……ア、……アアァ……」

      　一瞬、妹に手を伸ばしたあと、ツヴァイは急に動きを止めた。

      　ばたりと手足を床に投げ出し、それっきり動かなくなる。

      「死んだ……か？」

      　ダリオがおそるおそるツヴァイの顔を覗き込んだ。

      　意識を手放したツヴァイの顔は土気色だった。ぴくりとも動かない様子に、見ている私たちの血の気が引く。

      　ツヴァイの首元に手を当てたフィーアが、嫌そうにダリオを睨んだ。

      「縁起でもないことを言わないでください。兄は眠っているだけです」

      「……よかった、睡眠薬が効いたみたいね」

      「治療は必要ですが、死ぬことはないと思います」

      「よし、それじゃあ連れて帰って、ディッツに診せましょう」

      「納得してるところ悪いんだがな？」

      　私とフィーアの会話に、ダリオが割って入った。

      「立場上、さすがにタダで帰してやるわけにはいかないんだわ」

      　振り向くと、さっきまでツヴァイとの戦いを支援してくれていた兵士たちが集結していた。

      　とっさに一緒に戦ってたけど、冷静に考えたら、私たち三人は明らかな不審者だ。

      　あれ？ これって逮捕コース？

      一夜明けて

      　カトラス闇オークションの摘発騒ぎから一夜明けて、朝。

      　私たちはカトラス侯爵邸の一室に閉じ込められていた。一応罪人扱いではないらしく、部屋は客間で、フランもフィーアも、ついでに眠ったままのツヴァイも同じ部屋に集められている。外に見張りの兵がいるのを除けば、知り合いの家にお邪魔しているのと、さほど変わりない。

      　ちなみに、私が今着ているのは体のサイズにあわせた女の子むけのワンピースだ。カトラス侯爵邸に行儀見習いに来ている貴族子女のおさがりらしい。

      　さすがに、フランの上着を羽織っただけの格好でいるのは恥ずかしかったので、貸してもらえて助かった。

      「ふぁ……眠ぅ……」

      　変身したり戦ったりしながら一晩中起きていたせいで、すっかり寝不足だ。

      　ただ待っているだけでは、瞼が重くなってくるばかりである。

      「いつダリオが戻ってくるかわからん。眠いなら寝ていていいぞ」

      「ん～……椅子で寝ると体が痛いんだよねえ」

      　ソファはすでにツヴァイが占領している。

      　一瞬、フランにもたれて寝たら温くて気持ちよさそう、というしょうもないアイデアが浮かんだけど、自分で却下した。淑女として、さすがにそれはアウトだと思う。

      「身元の確認がとれたぞ」

      　睡魔との戦いに、今まさに負けようとしているとことに、ダリオがやってきた。

      　今まで事後処理に奔走していたんだろう、彼の顔はやつれて、目の下にはクマができていた。

      「ミセリコルデ宰相家長男、フランドール・ミセリコルデに、ハルバード侯爵家長女、リリアーナ・ハルバード。それから、リリアーナづきの侍女フィーアだな」

      「ええ、間違いないわ」

      「ああああああ……マジかあ………間違いであってほしかった……」

      　私たちが笑顔で肯定すると、ダリオは床に崩れおちた。

      「なんで、闇オークションに姫様どころかミセリコルデとハルバードのガキどもが入り込んでんだよ、勘弁してくれよおおおおお……」

      「だって、フィーアのお兄さんが売られてたんだもの。助けないわけにはいかないじゃない」

      「もっと別の方法を取ってくれ！」

      　ダリオは涙目だ。

      「クリスティーヌ姫様と、ハルバードがレンタル中の屋敷と、そのほかもろもろ確認した俺の気持ちを考えろ？ 俺はオヤジの告発だけで手一杯なんだよ！ お前らの思惑まで構ってられねえの！」

      「と、いうことは……私たちがあの劇場にいたことは……」

      「なかったことにする。ただでさえ領内が混乱してるっつーのにミセリコルデとハルバードの両方と悶着起こす気はねーよ」

      「ありがとう！ 今初めてダリオをかっこいいと思ったわ」

      「そりゃどーも！ つうか、あのスタイル抜群のエロ美女はどこいったんだよ！ このチビがアレとか、おかしいだろ！」

      「おかしくないですー。成長したらキレイになる予定なんですー。っていうか、スタイル抜群はともかくエロ美女はやめてちょうだい！」

      「うるせえ、乳を返せ」

      「……ユラ・アギトの行方は？」

      　フランのひやりとした声が、私たちの口喧嘩を遮った。

      「わからん。たぶん、もうカトラスにはいねえんじゃねえか」

      　彼には化け物じみた力があるもんねー。力づくで追手を振り切って雲隠れするなんて、朝飯前なんだろう。

      「首謀者本人は取り逃がしちまったが、やつの部下たちはなんとか押さえた。まだ捕まえなくちゃいけねえやつは残ってるが、カトラスでもう一度人身売買をやるのは、難しいと思うぜ」

      「よかった……」

      　これで、カトラスで人生を売られる人間はいなくなるのだ。

      　一番心配していたことが解決してよかった。

      「それから、お前らにプレゼントだ」

      　ダリオは廊下に向かって指示を出した。

      　外で待機していた使用人たちが、次々に箱を部屋に運んでくる。

      「あ、私のドレス！ それに磁鉄鉱と電子基板も！」

      「お前らがあの場でほしがってた品物だ。人間と違って、美術品なんかは俺の裁量で処分できるからな。土産にくれてやる」

      「太っ腹ね！」

      「それを持って、一刻も早くカトラスから出ていってくれ」

      「用がすんだら、はいさようならって、ひどくない？」

      「俺はこの後、見合いに来ていたクリスティーヌ姫様も送り出さないといけないの！ これ以上王族やら高位貴族やらに構ってられねーんだよ！」

      「そう思うなら、質問に答えてくれ。聞きたいことを聞いたらすぐ帰る」

      　フランの要求に、ダリオは嫌そうに顔を歪める。

      「何が知りたい？」

      「オークションの最後に出品されていた、ラインヘルト子爵令嬢のことだ。彼女は今どうしている？」

      　そういえば、あの混乱の中でセシリアはカトラスの兵士たちに保護されてたんだよね。

      　怖い思いをしてたらどうしよう、って心配してたんだけど。

      「あー、あいつもこの屋敷で保護してるぜ。さっき目を覚ましたんで、メイドに世話をさせている。報告によると、体調に問題はないそうだ」

      「あの子はこれからどうなるの？」

      「会場で保護した他の連中と同じように金を持たせて故郷に帰す……とはいかねえなあ」

      「子爵家令嬢だもんね」

      　一般人と同じように、家に戻してはい終わり、とはいかない。

      「彼女が闇オークションにいたのは、継母が売り飛ばしたからだ。王都で話題の魔力式瞬間湯沸かし器を購入する資金がほしかったらしい」

      「そんな理由で……？」

      　ゲーム知識で、継母が金の亡者だと知ってたけど、あんまりにもあんまりすぎる。

      　私の横で、フランも重いため息をついた。

      「元々、人身売買は重罪だが、貴族子女を売ったとなれば、さらに罪は重くなるだろう。その継母は……」

      「ラインヘルトを監督するカトラスが断罪する。それなりの刑に処すことになるだろうな」

      　それなり、と言いながらダリオは首をとん、とちょん切るジェスチャーをする。

      　人ひとり売った罪は、命で償えってことなんだろう。

      「あれ？ そうなると、ラインヘルトにはセシリアしかいなくなるわよね？ 領地の管理とかどうするの？」

      「それも、カトラスが代理運営することになるだろうな。セシリア本人も成人するまでは次期カトラス侯、つまり俺が後見人として保護。王立学園卒業後は適当な貴族子弟と結婚させて、子爵家を引き継がせる」

      「まあ、妥当な処置よね」

      　貴族子弟と結婚させる、とか引き継がせる、とか将来を勝手に決められてるけど、貴族の家に生まれた女の子なら、しょうがない。というかむしろ当然のコースだ。

      「……というのが理想だ」

      　ん？ 理想ってなんだ。

      「何か問題でもあるの？」

      「大ありだ。なにしろ、カトラス家自体が、一年後まで存在しているかどうか、わかんねえからな」

      　あっはっは、とダリオは乾いた笑いをもらす。

      　私の記憶が確かなら、カトラスはハルバードと同じ、建国から続く名門の巨大侯爵家だ。そう簡単につぶれてもらったら困るんだけど!?

      「そういえば人身売買にオークションに、って犯罪てんこもりだったわね」

      「今、オヤジどもの首でどうにかコトを収められねえか、嘆願書作ってるところだ。まあ、認められるかどうかは五分五分ってところか」

      「五分なら、まあいけるんじゃない？」

      　ダリオが父を捕らえたことで、一応カトラス内でのケジメはついている。その功績を王宮側が評価すれば、カトラスの生き残る可能性があるはずだ。

      　だいたい、こんなデカい侯爵家、まともに潰したら国全体が回らないしね。

      　サンドロ・カトラス亡きあと、このボロボロ侯爵家を背負える人材って、ダリオくらいしかいないし。

      「政治的な問題に加えて、もうひとつ現実的な問題があってな……」

      「金か？」

      　フランがたずねると、ダリオはため息交じりにうなずいた。

      「オヤジの借金がめちゃくちゃなことになってるんだ。闇オークションのアガりをあてにして、返済を待ってたやつらもいる。組織がつぶれたと聞いたら、すぐに金の回収に来るだろう」

      「ちなみに、借金の総額はどれくらい？」

      「はあ？ そんなこと聞いてどうするんだよ！」

      「いいから教えてよ。どうせ一年もしないうちに家がつぶれるんなら、恥も外聞もないでしょ？」

      「おい、ミセリコルデの。お前ハルバードの令嬢にどういう教育をしてるんだ」

      「知らん。こいつは自分で勝手にこうなったんだ」

      「ふたりとも失礼ねー。いいからさっさと金額を教えなさいよ」

      　ダリオはもう一度ため息をついたあと、指を立てて借金額を示した。

      「いちじゅうひゃく……ふむふむ。なるほど、その程度なのね」

      　桁を確認してから、私はフランを見上げる。彼もうなずき返してくれた。

      「わかったわ。借金取りが来たら、私のところにまとめてよこしなさい。その債権、全部ハルバードが買ってあげる」

      「……は？」

      「聞こえなかったの？ ウチが債権を買う、って言ったの」

      　元々、この事件に介入すると決めた時点で、カトラスが財政難に陥っているのはわかっていた。事件を収束させるには、組織を壊滅させただけでは足りない。カトラスの財政を立て直して、闇オークションや人身売買に手を出さなくても、運営できるようにする必要があったんだ。

      　だから、借金を引き受ける準備くらいしてある。

      「カトラスはお金になる商売の多い土地よ。債権者を一本化して、まともな利子で返済計画を立てれば、この程度の借金は返せるはず。いい提案だと思わない？」

      「……ガキが天使に化けた!?」

      「いちいち失礼ね！」

      　債権買ってやらねーぞ!?

      「いや、悪い……ちょっと驚きすぎてな」

      　ダリオは居住まいを正すと、私に向かって正式な騎士の礼をとった。

      「リリアーナ嬢、あなたの救いの手に感謝します」

      「カトラスの安定を心から応援するわ」

      　淑女の礼で返してあげると、ダリオはぱっと笑顔になった。

      「いやマジで助かったわ！ こまっしゃくれたガキだと思ったら、やるじゃねーか！」

      「そう思うならガキ扱いはやめて」

      　もう一回言うけど、債権買ってやらねーぞ。

      「じゃあ女扱いすればいいんだな」

      「どういう意味よ？」

      「王立学園を卒業したらうちに嫁に来いよ」

      「はあ？」

      「だいぶ生意気だが、頭は回るし、度胸もある。あと、数年たったら体もエロくなるからな。そこそこ楽しい思いをさせてやるぜ？」

      　ダリオは笑顔でぽんと私の頭に手を乗せた。

      　ここまでのいきさつで、ダリオが悪い人ではないことはわかっている。態度のデカさも、侯爵家嫡男としてはよくある範囲なんだろう。

      　でも、なんか腹たつ。

      　ぐしゃぐしゃと無遠慮に頭をなでられているうちに、不快感が増していく。

      「……だから」

      　ぷつん、と何かが、私の中でキレた。

      「その下に見る物言いをやめなさい！」

      　バチン！ と音をたてて、ダリオの手がはじかれた。

      「痛ぇ!? なんだこれ！」

      　いきなり全力の雷魔法を喰らったら、そりゃー痛いでしょうよ。

      「乙女の頭に、軽々しく触るなぁ!!」

      　叫びとともに、ダリオの脳天に雷が落ちた。

      頭なでなでを要求する！

      「あああああああもう疲れたああああああああ！」

      　ハルバードの別荘に到着するなり、私はリビングのソファにダイブした。

      　この後カトラスの金貸し相手に交渉したり、ツヴァイを治療したりとか、いろいろ用件が山積みだけど、今はとりあえず休憩!!

      「お風呂の用意を整えますね」

      　フィーアがさっそく、メイドのお仕事モードになる。

      「フィーアも大変だったんだから、休んでいいんだよ？ それに、お兄さんについててなくていいの？」

      「兄の治療は、ジェイドと賢者様におまかせする他ありませんから」

      「んー、それでも休憩はとってほしいかな」

      「しかし……」

      「じゃあ、他のメイドさんにお風呂とお茶の用意をするよう伝えてちょうだい。でも、それ以上のお仕事は仮眠をとってくるまで出してあげない」

      「……わかりました」

      　フィーアは一礼するとリビングから出て行った。

      　律儀な子だから、私が言った通り指示を伝えてから休むつもりなんだろう。

      「ふぁ……」

      　別荘まで帰ってきて気が抜けたのか、あくびが口をついて出た。

      　上からフランのため息が降ってくる。サファイアブルーの瞳が心配そうにこっちを見ていた。

      「お前も、風呂などと言わずにさっさと寝たらどうだ？」

      「いろいろあったから、さっぱりしたいの」

      　たっぷりのお湯に入って、汚れを落としたい。

      　特に頭、ダリオがくしゃくしゃにした部分を重点的に洗いたい。

      「いろいろか……そうだな」

      「でも……がんばったわよね、私」

      「そうだな。闇オークションに参加したいと言い出した時にはどうなるかと思ったが……人身売買組織は止められたし、カトラスも……まあダリオがしっかりすれば、立て直せるだろう」

      「ツヴァイは、ディッツたちに任せておけば大丈夫だろうし、聖女もカトラスの傘下っていうのがちょっと不安だけど、継母にいじめられてるよりは、ずっといい暮らしができるはずよ」

      　それに、男装生活で苦しんでいたシルヴァンも、女装生活で苦しんでいたクリスティーヌも、幸せな未来に向かって進むことになった。

      　あれ？ もしかして、思ったよりいい方向に運命が変えられた？

      「……そうだな。お前ががんばったおかげだ」

      　私を見下ろしながら、フランが微笑む。

      　私もつられて笑って……何かが物足りないことに気が付いた。

      「あの……フラン？」

      「なんだ？」

      「よくやったって……誉めてくれないの？」

      「ん？ 今評価しただろ。お前ががんばったからだと」

      「……でも、なでなでは？」

      　いつもだったら、大きな手で頭をなでてくれるところじゃない？

      　放置されると、むちゃくちゃ寂しいんだけど!?

      　見つめると、フランの眉間にそれはそれは深い皺が寄った。

      「……俺がなでていいのか？」

      「フラン以外誰がいるのよ」

      　そう言うと、フランはさらに深いため息をつく。

      「俺にどうしろって言うんだ……」

      　私の頭をなでればいいんだと思うよ？

      閑話：それぞれのエピローグ一（クリスティーヌ視点）

      「クリスティーヌ、おかえりなさい」

      　カトラスから王宮に戻ると、さっそく母が出迎えてくれた。

      　若いころは小枝のよう、今は枯れ木のよう、と言われる母のほっそりとした腕が、俺の体を抱きしめる。俺は今にも壊れそうな母の体を、ゆっくりと抱きしめ返した。

      　母が目配せをすると、乳母以外のメイドたちが下がった。

      　俺が男であることを隠す都合上、俺たち親子は『人嫌い』という設定になっている。メイドや侍女たちも、王妃が支配する王宮で前国王という後ろ盾を失った俺たちに必要以上に関わってこない。

      　結婚前からの母の親友であり、俺に乳を与えて育てた乳母だけが、唯一信用できる他人だった。

      　完全に人目がなくなったことを確認してから、母は俺に囁いた。

      「それで……『お見合い』の成果はどうでした？」

      「失敗、ではありませんでした」

      「……どういうことかしら」

      　母は首をかしげ、それから乳母を見た。

      　今回のお見合い旅行には乳母も同行していたからだ。俺がカトラスで警備の目を盗み、滞在先を抜け出していたあいだ、不在を隠蔽してくれたのは彼女だ。

      　乳母は困り顔で肩をすくめる。

      「私にもよくわからないのですよ。直接クリスティーヌ様に伺ったほうがよろしいかと」

      「クリスティーヌ？」

      「結果から言うと、トラブルがあって闇オークションには参加できませんでした」

      「……薬は!?」

      　元々青白い母の顔が青ざめる。

      　俺は、なだめるように母の背を何度もなでた。

      「落ち着いてください、母様。性別を変える魔女の薬は手に入りました。それも、本物が五個も」

      「どういう、こと？」

      「とてもいいトラブルがあったんですよ」

      　俺はカトラスで出会った、男みたいな女の子と、爆弾みたいな女の子の話を語った。

      　荒唐無稽なおとぎ話を聞くような顔で、俺の説明を聞いていた母は、聞き終えると同時に深いため息をついた。

      「……そんなことが。信じられないわ」

      「でも、事実です」

      「まさか、クレイモア家の子が……女の子だったなんて」

      　知った事実の大きさに耐えかねたのか、母の体がふらついた。

      「あの子を王宮の茶会で見かけるたびに、思っていたのよ。クリスティーヌを男として育てていたら、あんなふうになっていたのかしら、って。あなたがあの子そのものに成り代わることになるとは……夢にも思わなかったわ」

      「シルヴァンも納得していることです」

      「そう……」

      「私……いや、俺は次期クレイモア伯として、彼女を守ることにしました」

      　宣言すると、母の目から涙がこぼれた。

      「あなたが男の子として……大事な人を守る人生を送れるのね……」

      「はい、だから」

      　俺は母をもう一度抱きしめると、今までずっと言いたくて言えなかった言葉を告げた。

      「もう、無理をしなくていいんですよ、母様」

      閑話：それぞれのエピローグ二（クリス視点）

      「ああああああ……もう無理―！」

      　集中力の限界に達した私は、持っていた針と糸を放り投げた。

      　色鮮やかな糸が床に散らばる。拾い集めるべき、とは思うが手が動かなかった。

      　そのままテーブルに体ごとつっぷして、作業を投げ出してしまう。

      「うう……つらい」

      　クレイモア伯爵家嫡男と王妹殿下の婚約が成立して二か月。

      　王妹殿下親子をクレイモア伯爵領へ迎え入れて一か月が経過していた。

      　ボク……いや、私自身、シルヴァンからクリスティーヌへと名前を変え、お姫様として生活するようになって半月。

      　男としてふるまっていた過去を捨て、女として生きる術を身に着けることになったのだが、その修行はさっそく暗礁に乗り上げていた。刺繍、レース編み、押し花、楽器演奏、歌唱、などなど……貴族子女がたしなむべき教養とされているものが、ことごとく合わなかったのである。

      　なぜ女子の趣味というものは、ちまちましたものばかりなのか。

      　どれもこれも小さくか弱くて、ちょっと力をいれただけで素材はおろか道具ごと壊れてしまう。

      　かろうじて、ダンスだけは形になっているものの、気を付けていないと淑女のステップではなく騎士のステップを踏んでしまう。

      「キラキラふわふわしたものに囲まれた女子って、楽しそうに見えたけど……過酷すぎる……」

      　ずっと椅子に座りっぱなしだったから、腰が痛い。

      　手元ばかり見ていたから首が痛い。

      　道具を壊さないよう、気を遣って握りしめていたから腕が痛い。

      　体中痛いところだらけだ。

      　ぐったりしていると、不意に部屋のドアが開いた。

      「よう、クリス。元気か？」

      「ヴァン……」

      　顔をあげると、お姫様から伯爵家嫡男に変身した元クリスティーヌ、現シルヴァンが立っていた。

      「君はいいよな……かっこよくなったから」

      「なんだ、お世辞か？」

      「いや、事実だろう」

      　女でいることをやめたヴァンは、あっという間に男らしくなった。

      　元々成長期だったのだろう。

      　髪を切り、筋トレを始めた彼は、すっかり男の子だ。

      　いまさら、彼にカツラをつけてドレスを着せたところで、もう女の子に見えることはない。

      　たくましくなったのは、見た目だけではない。剣などの戦闘技術もめきめき上達している。

      　しかも、今まで謀略だらけの王宮で暮らしていた影響か、戦術や策謀などにおいても才能を発揮しているのだ。

      　クレイモア伯爵家を率いる者として、これほどふさわしい人物はいない。

      「それに比べてボ……私ときたら」

      　放り投げた刺繍糸はからまってくしゃくしゃだ。

      「ずいぶんへこんでんなー」

      　ヴァンは針と糸を拾い上げると、余り布にちょいちょいと細工をし始めた。何の変哲もない布地に、あっという間に可憐な花が咲いていく。

      　彼の手は自分よりずっと大きいのに、なぜこうも器用なのか。

      　世の中理不尽すぎる。

      「どれもこれも……うまくいかなくて……女子の趣味は難しすぎる」

      「じゃあ、やめれば？」

      　ヴァンは、私の苦悩をあっさり切って捨てた。

      「いや……それはまずいだろう。私はこれからお姫様として暮らすんだぞ、女子のたしなみは必要なんじゃ……」

      「貴族社会で適当にやってくだけなら、最低限のマナーと教養があれば十分。それ以上の女子力なんて必要ないって。リリィの母親のハルバード侯爵夫人だって、ダンス以外はいっさい何もできないんだぞ？」

      「嘘だろ？」

      　偶然友達になったハルバード侯爵家令嬢リリアーナの母は、国王から最高のダンサーとして讃えられた白百合の君だ。結婚した今でも、ハーティア内でトップクラスの人気を誇る淑女中の淑女である。

      　そんな彼女が……ダンス以外できない？

      　確かに言われてみれば、それ以外の評判を聞いたことはなかったんだが。

      「あんなに人気なんだから、他の淑女らしいことも得意なのだと思っていた……」

      「お前は女子に夢を見すぎ」

      　ヴァンは花を刺繍した布をぽいとテーブルの上に投げた。

      「刺繍だなんだっていうのは、家の中のことができますよ、って婚活アピールだろ。もう俺と結婚するのが決まってるお前に必要ないんじゃね」

      「……まあ、そう……なの、か？」

      　だいたい、とヴァンは付け加える。

      「お前、興味のないことをやらされるの、心底嫌いだろう」

      「う」

      「無駄に苦手なことを頑張るより、得意なことを伸ばしたほうがいいんじゃねえの？」

      「私の得意？」

      「剣術とか、馬術とか」

      「どちらも好きだが、それは男の趣味だろう」

      　淑女になる、という目的から逆行しているような気がする。

      「そうでもないんじゃねえ？ リリィのところのヤバめのメイドみたいに、女でも戦う力が必要なやつはいるし。女として、剣を極めるっていうのも、かっこよくていいと思うぜ」

      「女として……強くなる……」

      　女子教育に疲れた私の目に、ヴァンの提案はひどく魅力的に映った。

      　男のふりをしていたころから、密かに思っていた。

      　胸を押さえることなく、スカートのすそを気にすることなく、私自身の女の体のまま、剣を振るえたら、どんなに楽しいだろうかと。

      　それを……本当にやってみる？

      「いやいやいや！ そんなことしたら、君が今まで築いてきたクリスティーヌ姫様のイメージはどうなる！ 可憐な美少女だっただろ！」

      「生き残るために作った偽の看板なんて気にすんな。クレイモアに嫁いで騎士の真似事をしてみたら思いのほかハマった、とか言っとけば周りもなんとなく納得すんだろ」

      「するかなあ……」

      「そもそもクリスティーヌ姫様はほとんど表舞台に出てこなかったんだ。お前が好きにイメージを作っていけばいい」

      　ヴァンは本当に今までの『姫様』に未練はないようで、屈託なく笑っている。

      　じゃあ、私は本当に思うまま生きていんだろうか。

      　好きな時に馬に乗り、好きな時に鍛錬をして……。

      「部屋にこもるのをやめたんなら、昼食後に遠乗り行こうぜ。このへん、案内してくれよ」

      「そ、そうだね……いや、やっぱりダメだ!!」

      　大声で否定した私を、ヴァンは面倒くさそうに見た。

      「なんだよ、往生際悪いな」

      　だが、面倒くさくてもなんでも、大事なことだ。

      「鍛錬したら、どうしてもゴツくなるじゃないか」

      「いやそれはいいって……」

      「これは君のためでもある。だって、君は私の夫になるんだろう」

      「……それが？」

      「そ、それが……って！ 夫になるってことは……わ、わわ……私と……その……子どもができるようなことを……するんだろう……そのうち！」

      　なんでこんなことを必死に説明することになっているんだ、私は！

      　でも、言い出したら止まれない。

      「こんな……筋肉質で……その……女っぽくもない、鍛錬ばかりの私などでは……その……そういうことを……する気に……なれないんじゃ………ないのか？」

      「お前そんなこと気にしてたの？」

      　ヴァンが目を丸くする。

      　気にするだろ!!

      　今まで男として育ってきた女とも呼べない者と結婚させられるんだぞ、君は！

      　少しはおいしく食べられるよう、お膳立てするのが礼儀というものじゃないのか。

      「男のことも女のこともわかってねえんだな」

      　むに、とヴァンが私の頬を掴んだ。

      　自分と同じ色の紫の瞳が近づいてきたと思ったら、唇に暖かいものが触れて、離れていった。

      　何をされたのか、理解したとたんかあっと顔が熱くなる。

      「なななななな、い、今、き、きき、キス……！」

      「そういう時の反応がかわいいなら、後は正直どうでもいい」

      　言うだけ言って、ヴァンは部屋を出て行った。

      　あとには茫然と椅子にへたりこむ私だけが残される。

      「……いいのか」

      　自分が気にしていたことを、ヴァンはとっくの昔に受け入れていて。

      　その上で、かわいいと思ってくれたのなら。

      「そうか」

      　翌日、私は鍛錬を再開した。

      　女として、自分自身として強くなるために。

      閑話：それぞれのエピローグ三（ツヴァイ視点）

      　俺の人生は屈辱に満ちていた。

      　体に奴隷の刻印を押され、呪いで縛りつけられ、やりたくもない命令に従わされる。

      　引き離された家族は、モノのように扱われて、ひとり、またひとりと死んでいく。

      　最後に残された末の妹さえも、無謀な作戦に投入されて行方がわからなくなった。

      　探そうにも、拘束された不自由な体ではどこにも行けない。

      　服従を強いる術者を呪いながら、ただ死なないだけの日を送る。

      　暗闇の中でもがく術すら忘れかけたころ、唐突(とうとつ)に終わりが訪れた。

      「……少し、待ってくれ。情報が多すぎる」

      　清潔なベッドで傷の治療を受けながら、ここに連れてこられたいきさつを聞いていた俺は、思わず彼らの言葉を遮ってしまった。内容が濃すぎて自分のキャパシティを越えている。

      　妹が潜入先で捕らえられ、その後保護されたところまではわかる。

      　だが、侯爵家令嬢の専属メイドになり、お見合いに同行して騎士伯家の暗殺騒動に巻き込まれたあげくに闇オークションに潜入して元締めと対決したとか、何をどうしたらそうなるんだ。

      　だいたい、今この部屋にいる人間の素性も、自分の理解を越えている。

      　妹と、その雇い主であるハルバード侯爵家令嬢はわかる。だが、東の賢者と称えられる魔法使いが弟子と二人がかりで俺の治療をしているのはなんなんだ。そんな高位の医療魔法使いは王侯貴族しか診ないものではないのか。

      「お前に関係する情報だけを要約しよう」

      　部屋の隅で、妹たちが状況説明するのをじっと聞いていた男が口を開いた。彼も侯爵令嬢の補佐のように立ち振る舞っているが、出自はミセリコルデ宰相家の長男なのだという。なぜこんなところでこんなことをしているのか、理解が及ばない。

      「まず、お前の妹フィーアは二年前ハルバードに保護された。その後、リリィの専属メイドとして働いている」

      　こくこく、とうなずく妹を見る。魔獣の牙に連れ去られた時から少し成長した妹は、とても毛艶がよかった。栄養のある食事を与えられ、大事にされているのだろう。

      　もっとも心配していたことだったので、素直にほっとしてしまった。

      「次に、お前の身柄は現在ハルバード侯爵家預かりになっている」

      「なるほど、ではそのお嬢様が今の俺の所有者か」

      「身元引受人なだけよ。別に奴隷として飼いたいわけじゃないわ」

      「じゃあ……なんのために俺を引き取ったんだ」

      「フィーアのお兄さんだから？」

      　お人形のような少女は、こてんと首を傾けた。

      　わけがわからない。

      「今のお前は、ハルバード家の食客といったところだな。特に命じたいこともないから、まずは怪我の治療に専念してくれ」

      「……治ったあとは？」

      「あなた次第ね。服従の呪いも解いちゃってるから、故郷に帰るなり他の一族を探すなり、好きなところに行っていいわよ」

      　確かに、この体にはもう魂を縛る呪いの紋章はない。

      　信じがたいことだが、本当に自由の身になったらしい。

      「まあ、すぐには結論が出ないと思うから、妹のフィーアと一緒にじっくり相談してちょうだい」

      「ご主人様!?」

      　フィーアと一緒に、と言われて妹はぎょっとした顔になった。

      「あ、あの……私と兄が一緒に相談するって、どういうことなんでしょうか」

      「え……？」

      「私はもう、お払い箱なんですか!?」

      　妹は涙目になって叫んだ。

      「ちょっと待って、どうしてそういうことになるの」

      　妹に食ってかかられた少女は困り顔になった。

      「だって……お兄と、ってことは私も一緒に出て行って構わない、ってことなんでしょう？ ということは……」

      「フィーアは大事な私のメイドよ！」

      「だったら……」

      「でも、あなたがハルバード家に引き取られたのは、子どもひとりでどこにも行くあてがなかったからでしょ？ 自分でメイドの道を選んだわけじゃないじゃない」

      「それは……そうですけど……」

      「ずっと命令に従わされてきたあなたには、ちゃんと自分自身で選んだ道を歩んでほしいの」

      　ふう、と少女は息をついた。

      「元々、成人して自分で生きる力がついたら、一度ヒマを出すつもりだったのよ。お兄さん、っていう保護者があらわれて、それがちょっと早くなっただけ」

      　ヒマを出すつもりだった、と聞かされて、妹の顔がますますひきつる。

      「フィーアがいらないって話じゃないのよ？ フィーアに世話を焼いてもらうのは好きだし、今回だって、あなたがいなくちゃ私は死んでたと思う。でも、それとあなたの人生を縛るのとは、話が違うと思うから」

      「……」

      　おそらく、少女の言葉は正しい。

      　行くあてのなかった子どもを保護し、教育した上で、自由に将来を選ばせる。

      　奴隷として扱われていた自分たち一族に対する、最大限の配慮と言える。

      　しかし、獣人という種族は少女が思うよりも義理堅く、忠誠心の強い生き物なのだ。

      　おそらく妹は少女を一生の主人と決めてしまっている。

      　彼女の言葉が気遣いの産物だとわかっていても、受け入れられないのだろう。

      　……しょうがないな。

      「妹の処遇を俺たちで決めろ、というのなら……もうしばらくハルバードに置いてやってくれないか」

      　俺が声をかけると、少女はきょとんとした顔になった。

      「行くあてがないのは、兄の俺も一緒だからな。故郷のあった場所に、集落は存在しない。民はすべてアギト国の奴隷にされてしまった。いまさら戻ったところで意味はない」

      「……そう」

      「同胞を救うのなら、このままハーティアに留まって、刺客として送り込まれたところを捕獲したほうが早いかもしれん」

      「じゃあ、ツヴァイもうちで働くってことになるのかしら」

      「暗殺者、諜報員としてはそれなりに使い勝手がいいつもりだ。侯爵家なら使いどころがあるだろう」

      「それなら、俺がもらっていいか？」

      　少女の補佐官としてふるまう、奇妙な貴族が手をあげた。

      「構わない、……というより、その方が助かる」

      　正直、妹の主人とはいえ年端も行かない少女に仕えるのは抵抗があった。同じ変な貴族の部下になるなら、まだ成人男性のほうがいい。

      「フランが自分の部下をほしがるなんて、珍しいわね」

      「お前の配下ばかり使っていると、いざという時困るからな」

      　たった今上司になった男は疲れたようなため息をもらした。それを見て、俺を治療していた賢者が、ぶはっと吹き出す。

      　やはり、彼らは俺の理解を越えている。

      閑話：それぞれのエピローグ四（ダリオ視点）

      　美しく整えられた王宮の廊下を、俺は数名の側近を引き連れて歩いていた。

      　身にまとうのは最高位の正装。胸にはカトラス家に伝わる紋章付きのブローチが輝いていた。

      　先祖伝来のブローチを身に着ける。

      　それは、王家から正式にカトラス侯爵と認められた、という証である。

      　無事に侯爵位を継承した俺は、ほっと息を吐く。

      　父、サンドロ・カトラスが手を染めていた人身売買は重犯罪だ。

      　本来なら、一族郎党まとめて殺されていてもおかしくなかった。

      　にもかかわらず、息子の俺がこのブローチを許されたのには、いくつかの理由がある。

      　ひとつは、俺自身がカトラスに巣食う犯罪者どもを摘発し、父を告発したこと。

      　もうひとつは、父の作った借金を整理し、財政危機をかろうじて回避したこと。

      　そして……今から会う人物が、俺の爵位継承を支持したことだ。

      　カトラス家を廃絶し諸侯で分割統治すべし、という王妃派の意見を封殺。たとえ父親であっても犯罪者を許さない、気高き者こそ侯爵にふさわしい。と言って支援してくれたのだ。

      　まず真っ先に礼を尽くさねばならない相手である。

      　彼の執務室の前に来ると、一目見ただけで精鋭とわかる兵士と、重厚な扉が俺を迎えた。

      　面会の約束を告げると、俺ひとりだけが中に招き入れられる。

      　執務室のデスクの前には、部屋の主に加え……さらにふたりの人物がいた。

      「お目通りの機会を与えてくださってありがとうございます、ミセリコルデ宰相閣下。そしてハルバード侯、クレイモア伯」

      　おかしい。

      　俺が約束していたのは宰相閣下だけだったはずだ。

      　なぜ同レベルの重鎮がふたりも同席している。

      「予告なく同席者を増やして申し訳ない。君は侯爵になったばかりで、いろいろと忙しいだろう？ 何人も挨拶周りしていては、大変だろうと思って彼らを招いたんだ」

      「お心遣い、感謝します」

      　かしこまって返事をしてみたが、予告なしに三人いっぺんに面会するのと、ひとりひとり面会の約束を取り付けるのと、どちらが楽か、判断はつかなかった。

      「私の侯爵位継承は、お三方の助力のおかげです」

      　正式な騎士の礼をすると、ミセリコルデ宰相閣下は鷹揚(おうよう)にほほ笑む。

      「なに、古(いにしえ)の勇士の末裔(まつえい)である我ら七家は特別だ。その血筋を絶やしてはいけない……というのは建前で」

      　宰相閣下はデスクから便箋を一枚取り出した。

      「実は、少し前に息子から手紙をもらってね。休暇でカトラスを訪れた際、ずいぶんよくしてくれたそうじゃないか」

      　宰相閣下の隣に立つハルバード侯爵も笑う。

      「私も、娘から手紙をもらいました。カトラスで、『とても素敵なお買い物』ができた、と嬉しそうにしていました」

      　何のお買い物だ、何の。

      　つっこみたいが、つっこめない。

      「今回のことは、そのお礼のようなものだと思ってくれればいい」

      「そう……ですか」

      「儂のほうは、詫びだな」

      　クレイモア騎士伯が立派な顎髭をさすりながら言った。

      「聞けば、儂の孫がカトラスで恋に落ちた王妹殿下は、もともと貴殿とお見合いするために、かの地を訪れていたそうじゃないか。せっかくの侯爵夫人候補を奪ってしまったわけだからな」

      　王妹殿下と結婚する気は一ミリもなかったし、なんなら殿下本人も闇オークション目当てでカトラスを訪れていたんだが。

      　何がどうなったら、クレイモア伯爵家嫡男との電撃婚約になるのか、わけがわからない。

      「……感謝します」

      　どう答えていいかわからず、そう言うのが精いっぱいだった。

      　実を言えば、ミセリコルデの長男が闇オークションで大暴れしたのも、ハルバードの長女が闇オークションでお買い物をしてたのも、王妹殿下が闇オークションに参加しようとしたのも、クレイモアの孫が王妹殿下をかっさらっていったのも、公に出ればそれなりの醜聞になる話だ。うまく使えば各家から金や条件を引き出すこともできただろう。

      　しかし、強請(ゆすり)たかりというのは、交渉事だ。

      　父親の後始末に奔走している状況で、そんな面倒くさいことををやっているヒマはない。面倒くさすぎて全部放置してしまっていたら、それらが巡り巡って、今回の支援につながったらしい。

      　情けは人のためならず、と言うべきなんだろうか。

      「王宮は大きく変わろうとしている」

      　宰相閣下は、俺に手を差し出してきた。

      「今こそ、我ら七勇士の末裔は結束すべきだと思わないか？」

      　その意図は明らかだ。

      　支持の見返りに、彼を中心とする派閥に入れ。そういうことなんだろう。

      「もちろんです、閣下」

      　断る、という選択肢は存在していなかった。

      閑話：それぞれのエピローグ五（フラン視点）

      　カトラスからハルバードに戻るなり、俺は城主の執務室へと向かった。

      　そこには、俺とリリアーナが城を離れる間執務を引き受けることとなった、後輩がいるはずだ。

      　ドアを開けると、予測の通りアルヴィンがデスクで書類仕事をしていた。

      　俺の来訪を認めると、彼は顔をあげてほほえむ。

      「お帰りなさい、フラン先輩。カトラスでのバカンスはいかがでした？」

      「そこそこ実りのある旅行だった。……しばらく予算関係で手続きが増えるかもしれないが、収束可能な範囲だ」

      「楽しんでこられたようで、よかったです！」

      「……ひとつ、たずねたいことがある」

      　俺は執務室に他の騎士や使用人がいないことを確認してから質問を投げかけた。

      「リリィに年齢を変える変身薬と、母親のドレスを持たせたのは、お前だそうだな？」

      「ええ、そうですよ」

      　アルヴィンは悪びれもせずに、肯定した。

      　おかしいとは思ったのだ。

      　ディッツの作る怪しげな薬はともかく、高級ドレスはそう簡単に手に入らない。常人離れした美しいスタイルの持ち主ならなおのこと。事前にほぼ同じ体形の母親のドレスでも持ち込まない限り、あんな完成度にはならない。

      　つまり、あの茶番劇には、事前に仕込みをしていた者がいたということだ。

      　指摘すると、後輩はなぜか目を輝かせて立ち上がった。

      「本当に薬を使って大人になったんですか!? 何かの拍子に使ってくれたらいいな、くらいの気持ちで持たせたんですが、こんなにうまくいくなんて思いませんでした」

      「……ああ」

      「兄の俺が言うのもなんですが、妹は両親のよいところを上手く受け継いでいます。とても美しい娘になったでしょう」

      「……悪くは、ないんじゃないか」

      　実際には悪くないどころではなかったのだが。

      「お前、何を考えてるんだ。あいつは大人びているとはいっても、まだ年端もいかない子どもだぞ。体だけ女になって、間違いが起きたらどうする気だったんだ」

      「祝福します！ 俺は、妹がフラン先輩とどうにかなってほしかったので」

      「……は」

      　後輩の言葉が信じられず、俺は言葉を失った。

      　どうにかなってほしい、ってどういうことだ。

      　どうにかってそういう意味だぞ、わかってるのか。

      　妹を貞操の危機に陥れた兄は、なぜかにこにこと笑っている。

      「俺、家を出ようと思ってるんですよね」

      　やつはさらに信じられない言葉を口にした。

      「おい、待て。そんなことをしたら……」

      「ハルバードは大混乱ですよねえ。両親はあの通り、内政にはまったく向いていませんし。妹は領民から慕われてはいますが、実務能力はまだまだ足りてませんし」

      「わかっているんじゃないか。それなら、なぜ」

      「でも、フラン先輩がリリィと結婚してハルバードに残ってくれれば、丸くおさまると思いませんか？」

      「……」

      　否定はできなかった。

      　実際この二年間は、リリィと俺のふたりでハルバードを治めてきたようなものだからだ。

      　この生活をあと十年、二十年と続けることは……実は難しくない。

      　そうするには、あれと一生をともにする、という覚悟が必要だが。

      「みんなで幸せになりましょう？」

      　人を堕落の道に引き込む悪魔は、時に天使のように清らかな姿をしているという。

      　後輩は、それはそれは美しい顔でにっこりと笑った。

      閑話：悪役令嬢は夏祭りを盛り上げたい

      「フラン、見て見て！」

      　私はノックもそこそこに、フランが仕事する執務室に飛び込んだ。書類と格闘していた彼が怪訝(けげん)そうな顔で顔をあげる。

      「リリィ？ お前、夏祭りの出し物を準備していたんじゃないのか？」

      　そして、私がやるべきだった仕事を指摘した。

      　カトラスの一件が決着して約一年。兄様が無事王立学園を卒業することが決まって一か月。領主の座を兄様に譲ることが確定した私たちふたりは、ハルバード城を去る準備に追われていた。

      　夏祭りの出し物もそのひとつ。

      　私が領主代理として参加する最後のイベントで、今まで支えてくれたお礼をするのだ。

      　お祭自体も盛大に催す予定だけど、私自身何か素敵な贈り物がしたい、と無理を言って出し物の枠を作ってもらったんだ。

      「今度は何を思い付いたんだ？」

      「ふっふっふー、見て！」

      　私は、用意していた光魔法をいっせいに発動させた。

      　赤、青、緑、黄色……さまざまな色の光の珠が、執務室内に浮かぶ。

      「これは……綺麗だな」

      　フランが目を見開いた。

      　手伝いをしていた騎士や使用人たちも、仕事の手を止めて思わず光の珠を見つめる。

      「このカラフルな光の珠を、いっせいに打ち上げたらものすごく綺麗だと思わない？」

      「ふむ、悪くない」

      　はいっ！

      　フランの『悪くない』いただきましたー!!

      　彼がこう言う時は、だいたい『すごくいい！』っていう意味だからね！

      　よーし、自信ついたぞー！

      　実を言うと、普通に花火を打ち上げようとして挫折してたんだよね。

      　魔法が盛んなこの世界じゃ、そもそも火薬があんまり研究されてない。だって、火魔法とか使った方がお手軽に火が出せるし、爆発だって起こせるから。

      　しかも、金属とか鉱石とかの研究もそんなに進んでないから、炎色反応を起こす方法なんて誰も知らないし。

      　私自身の知識も使ってみたんだけど、それも無理。

      　銅が青緑とか、ナトリウムが黄色とか覚えてても、肝心の火薬に混ぜる方法とかがわからないんだよ！ 理科室での実験は、高度に精製された薬品を使ってたしね！

      　その『精製する方法』がわかんないよ!!

      　と、いうわけで方針転換を余儀なくされた私は、光そのものを魔法で作り出すことにしたんだ。

      「光魔法の明かりといえば、太陽の光のような白色光が普通だが、これはひとつひとつが別の色をしているんだな」

      「そんなに難しいことはしてないわよ。光の波長をそろえただけだから」

      「……ん？」

      「波長を調整したら、色も変えられるの！」

      　私は赤い光の珠を操作した。

      　それはオレンジ、黄色、緑とゆっくり色を変えていく。

      「待て、これはどうやってるんだ？」

      「だから、そろえておいた光の波長を、ぎゅーってして変えるの」

      「んん？」

      「だって光って波だし」

      「……」

      　そこでようやく、フランの顔がひきつっていることに気が付いた。

      「……あれ？」

      　なんか雲行きが怪しいぞ？

      「悪いが、みんな退室してくれ。リリィとふたりで話がしたい」

      　フランがため息まじりにそう言うと、使用人たちはさっと部屋を出ていった。私がトンデモ発言をして、ふたりきりでみっちりお説教をくらう、というのはいつものことなので、彼らも手慣れたものだ。

      「……で、光がなんだって？」

      「アレー……？ もしかして、光が波の性質を持ってるって……この世界じゃ……認識されて、ない？」

      「ない」

      　うおおおおおおお……マジかああああああ……。

      「詳しく説明しろ。話はそれからだ」

      「えーと……光は、波になってるの。で、その波の幅が広いか狭いかで、色が変わるのよ」

      　私はメモ用紙に波を描いた。

      「こんな感じで、波がゆるやかな光が赤。波が細かくなるにつれて、紫へと虹色に変わっていくの。見てて」

      　私はまた光魔法を発動した。

      　私が魔力を込めると暗い赤の光は徐々に明るい赤になり、橙、黄、緑、青、藍、紫、と変化し、さらに暗くなって消えた。

      「待て、それはおかしくないか？ 白色光はどこにいった？」

      「えっと白っていう光はないの」

      「ない？」

      「いろんな波長の光が混ざってるのを、人間の脳が『白』だと認識してるのよ。えーと、光の三原色、だったかな……」

      　私は緑、赤、青の三色の光の珠を作り出した。

      　珠同士を重ねると、それぞれの色が変化してひとつの白い光になる。

      「術を重ねたことで、変化したんじゃないのか？」

      「術の干渉じゃないわよ。……ものすごーく小さくしたら、わかりやすいかな？」

      　テレビやパソコンのモニターと一緒だ。

      　めちゃくちゃ小さな三色の点の集合を見て、私たちはさまざまな色だと認識している。

      　だから、この三色セットの小さな珠をたくさん作ったら、白に見えるはず。

      　小さな光を作り出してフランに手渡すと、彼はものすごい形相で光を近づけたり遠ざけたりを繰り返していた。

      「にわかには信じがたいが……否定する材料が見つからない」

      「前世だと、当たり前の知識なんだけどねー」

      　ファンタジー世界って、小学生でも知ってる科学知識が欠けてたりするんだよね。

      　何が地雷になるかわからないから困る。

      「もう一度、虹色に変わる様子を見せてくれないか」

      「いいわよー」

      　フランのリクエストに応えて、私はまた赤から紫へと虹色に光を変化させた。

      「波の幅が広いのが赤で、紫になるにつれて、狭くなるの」

      「赤の最初と、紫の最後で光が暗くなるのはなぜだ？」

      「これは赤外線と紫外線ね」

      「セキガイセン……？」

      「んーと、可視光っていって、人間の目には感知できる波の幅に限界があるの。ほら、フィーアやツヴァイが聞こえている高さの音を、私たちが聞こえてない時があるじゃない？ あれの、光バージョン」

      「ふむ」

      「光の波長がすごーく長かったり、短かったりすると、感知できないのよ。これは生き物によって、認識できる幅が違うの。私たちが見ている色がわからない動物もいるし、逆に紫外線や赤外線が見えてる動物もいるわ」

      「人間の目では認識できない光……か」

      「信じられない？」

      　そう言うと、フランは首を振った。

      「いや、なんとなくわかる。獣が俺たちの認知し得ないものを感じ取っている時があるからな。そうか……魔力だけの問題ではないんだな」

      「すごいでしょー」

      　久々にフランをびっくりさせることができて気分がいい。

      　気をよくした私は、言わなくてもいいことを言った。

      「現代日本では、赤外線も紫外線もよく使われてたの。赤外線センサーを使って人間の目を煩わせずに信号を送りあったりとか、紫外線をあてて殺菌処理をしたりとか」

      「……殺菌？」

      「フランには前に話したでしょ？ 空気中には私たちの目には見えない細かい生き物がいて、病気の原因になることがあるって。煮沸消毒やアルコール消毒のできない機材を、紫外線で殺菌できるの！」

      「……ほう」

      　すうっとフランの目が細くなった。

      「つまり、紫外線には微生物を殺せるほどの殺傷力があると」

      「あれ……まあ、そうなる……かな？」

      「それを人体に長時間あてたらどうなる？」

      「……めっちゃ日焼けして火傷するね。場合によっては、皮膚の病気になる、かも……？」

      　そういえば、強い紫外線を出す機械は規制されていたような……。

      「危険なので人前での光の波長変化魔法は使用禁止」

      「そんなああああああああああ!!」

      　フランのいけず!!

      　たまには私に知識チートさせろおおおおおお!!

      　

      　結局、夏祭りでは水魔法で作った水蒸気のスクリーンに光をあてて虹を作ることになった。

      そこそこウケてたけど、なんか納得いかない!!

    
  
    
      書籍版特典ＳＳ

      クソゲー攻略中（小夜子視点）

悪役令嬢のお誕生日（リリアーナ視点）

メイドは見た！（フィーア視点）

縁の下の暗躍者たち（ヴァン視点）

    

    
      
        クソゲー攻略中（小夜子視点）

      

      『ごめん……でもやっぱり僕は行けない』

      　モニターの中で赤毛の美少年が拒絶を口にした。苦渋の決断だったのだろう、その表情は切なく悲し気だ。私はそれを見て……。

      「ふざけんなあっ！」

      　とコントローラーをブン投げた。

      「小夜子ちゃん、またゲーム？」

      　巡回にきた看護師さんがひょこ、と私の病室を覗いてきた。私は投げたコントローラーを拾い上げて振り返る。

      「だってこれ以外にやることないし」

      「遊ぶのはいいけど、興奮しすぎも体に毒よ。無理はしないでね」

      「は～い」

      　私の体を気遣う忠告に生返事をしてから、もう一度モニターの美少年に向き合った。そこには赤毛の美少年がまだ切なそうな顔で立っている。思わず口からため息がもれた。

      　安静にして体の回復を待つ以外にすることのない入院患者の私は、相変わらずイトコのお姉ちゃんにもらった開発中のクソゲー『イデアの輪舞曲(ロンド)』で遊んでいた。現在攻略しているのは、カトラス侯爵家の跡取息子ルイス君だ。

      　彼は次男で、元々侯爵家を継ぐ立場にはなかった。

      　しかしゲームが始まる二年前に長男のダリオが死亡。兄のスペアとして彼が侯爵家を継ぐことになってしまったのだ。

      　兄を殺したのは父親のサンドロ・カトラスだ。彼は侯爵の立場を利用し領地内で人身売買組織を操っていた。長男ダリオはその犯罪に気づいて告発しようとしたが、逆に殺されてしまう。無念の死を迎えた兄に代わり、父親を裁くのがルイスルートのテーマっぽい。

      　いいね！ 悪に手を染めてしまった家族を断罪する。重厚なテーマも嫌いじゃないよ！

      　そう思ったのも束の間、私は早々に投げ出したくなっていた。

      　このお坊ちゃんのメンタル素材が豆腐だったからだ。

      　有能だった兄が殺されたことがよっぽどショックだったのか、とにかく思考が後ろ向き。生き残ったのが兄だったらよかったのに、兄がいれば心強かったのに、と言ってはくじけて蹲(うずくま)ってしまう。

      　美少年との恋愛ゲームのはずが、すっかり病み少年のカウンセリングゲームだ。

      　いやまあね？ 心を病んだ美青年の悩みを聞いているうちに、ふたりの関係は恋愛に発展して……っていうのは、乙女ゲームの王道展開のひとつですよ？ そういう病んでるキャラばっかり集めたゲームとかもありますよ？

      　でもそういうゲームって、正解の選択肢を選んだり、ある程度仲良くなったりしたらイケメンのメンタルが回復するもんじゃないですか。回復しなくてもなんか変化が起こったりするもんじゃないですか。

      　ヒロインがどれだけ心を砕いても、どれだけ寄り添っても、ルイスのメンタルがずーっと豆腐のままなんですけど？

      　下手したら加熱したゼラチンレベルに劣化してるんですが？

      　あまりの成長のなさにうんざりして、コントローラーを投げてしまったのはしょうがないと思うの！

      「あ～もう今日はもうヒロインちゃんメンタルクリニックは閉店！ 他キャラ攻略しよ」

      　私は一旦セーブすると、別のデータをロードした。

      「問題を抱えてても、動きがあるぶん他のルートのほうが楽しいもんね」

      　画面が切り替わり、背景が地味なデザインの個室に変わった。ヒロインの自室だ。そこには粗末なベッドや机に加えて、学生生活には必要なさそうながらくたが転がっている。もちろんヒロインの趣味ではない。この部屋が元々物置小屋として使われていた地下室だからだ。

      　寮生活をする学園モノ乙女ゲームは少なくない。同世代の友達とひとつ屋根の下で生活するのは、そのシチュだけでわくわくするからだ。現代の学校のように全員が同じような部屋を与えられて共同生活するのがお約束なんだけど、このゲームの世界には身分制度が存在する。もちろん寮の待遇も身分制だ。

      　女子寮は四階建てになっていて、一階は食堂やロビーなんかの共有フロア、二階は上流家庭以上の貴族家や商家のお嬢様向けの三人部屋。三階は特に格の高い貴族や富豪向けの二人部屋。そして最上階は王族と勇士七家の子女専用の特別室となっている。最上階に入ったことはないけど、専用個室に加えて専用サロンや専用浴室が完備されているらしい。

      　王族と高位貴族の権力やばい。

      　そんな状況でなぜヒロインが二階どころか地下室に住んでいるのかというと、ド貧乏だからである。仮にも歴史ある子爵家のご令嬢この仕打ちはひどい。すべては、父亡きあと実家の財産を私物化してヒロインに与えない継母が悪いんだけど、学校側としてもこの処置はどうなの。

      「同居人がいないぶん、自由に行動しやすかったりするけどね」

      　地下室にひとりで住んでいるヒロインは、寮母の監視の目から外れている。おかげでこっそり寮を抜け出して森の魔物退治や秘密のナイトデートに出かけられるのだ。ルームメイトがいたらこうはいかない。お話の都合としては便利だけど、十五歳かそこらの女の子がほこりっぽい地下室で生活しているのを見るのはちょっとかわいそうだ。

      「そこで愚痴を言っててもしょうがないか」

      　私はマイルームメニューを開けると、クローゼットを選択した。このセーブデータでは、これから攻略対象のひとり、シルヴァンとデートする予定になっている。制服デートは味気ないので、シンプルなワンピースに着替えてみた。欲を言えばもっとドレスアップしたいところだけど、今のヒロインはバイト頼みの貧乏学生だ。これ以上の贅沢はできない。それに、今回のデートにはもうひとつミッションがあった。

      「あとは、道具ボックスからアイテムをありったけ持たせて……と」

      　保存用のボックスから、お菓子や花、アクセサリーなどを所持品ボックスに移動させていく。これらは自分用ではない。攻略対象に渡すプレゼントだ。攻略対象とのデートの主なイベントは会話や選択肢だけど、それに加えてアイテムをプレゼントすることができる。相手の好みの話をして正解の選択肢を選び、さらに好みのプレゼントを贈れば、好感度爆上がり間違いなしである。

      「よし、準備オッケー。待ち合わせに移動しよう！」

      　部屋を出て、女子寮内を移動しようとしたら、新しくイベントが発生した。

      『あら、今からお出かけ？』

      　廊下を背景に女の子が声をかけてくる。私は思わずその場でガッツポーズを決めた。

      「やった！ クリスティーヌ様ランダム遭遇イベント発生！」

      　そこに表示されていたのは、サラッサラの銀髪に深い紫の瞳の少女だった。先代国王が晩年に側室との間に設けた娘、現国王の妹殿下のクリスティーヌ様だ。攻略対象のうちのひとり、王子様とは同い年ながら叔母と甥の関係にあたる。

      　んもうこのクリスティーヌ様がかわいいのなんのって！

      　絵本の妖精さんみたいに華奢でかわいらしい容姿に、落ち着いた性格。王族という女子寮トップの地位にあるにも関わらず控え目で、ヒロインが困っているとさりげなく助けてくれる。

      　イケメン攻略が乙女ゲームの醍醐味だけど、かわいい女子キャラとの友情ルートもおいしいよね！

      　もちろん、このゲームは恋心で世界を救うのがテーマなので、女友達にばっかり構ってて攻略対象と恋愛しなかったら、世界が滅んでバッドエンドだ。でも学生生活って恋愛だけじゃないじゃん！ 女友達とキャッキャしながら戯れるのもアリじゃん！ リアル学校には行ってないけど！

      「かわいい女の子、よき……」

      　クリスティーヌ様のかわいいご尊顔をしばらく堪能したあとで、私はイベントを進める。彼女はヒロインが珍しく制服以外の服装なのを見かけて声をかけてくれたらしい。正直にデートだと答えると、彼女はにっこり笑った。

      『シルヴァン様とお出かけなんて素敵ね。じゃあこれをあげるわ』

      　ピコン、とアイテムゲットの効果音が鳴る。

      　遭遇イベントだけに留まらずアイテムプレゼントですかありがとうございます。貧乏令嬢はプレゼント調達も一苦労なので正直めちゃくちゃ助かります。

      「さっそく確認って……何これ」

      　美少女が渡してくれたのは『高級焼肉弁当』だった。

      　高級品はありがたいのですが、お姫様が懐から出してくるものとして焼肉はどうなの。ヒロインがデート相手に渡すプレゼントとしても、ムードに欠ける気がするし。

      『頑張ってね』

      　しかし、プレイヤーにツッコミを入れる権限はなかったらしい。そのまま、笑顔のクリスティーヌ様に見送られて、ヒロインは女子寮を後にした。

      「とにかく、イベントをこなさなくちゃ。えーと、待ち合わせは学校の入り口だったはず……」

      　地図から場所を示すアイコンを選択して移動する。学校の門には少年がひとり笑顔で立っていた。サラサラの銀髪に、深い紫色の瞳をした中性的な美少年だ。

      　さっきもそんな髪色のキャラいなかったっけ？ という疑問は正しい。

      　理由はよくわからないけどこのゲーム、なぜか異様に銀髪に紫の瞳のキャラが多いのだ。さっきのクリスティーヌ様とシルヴァンに加え、さらにもうひとり銀髪の攻略対象キャラがいる。

      「設定考えた人、趣味に走り過ぎィ！」

      　とはいえつっこんでいても始まらない。私はコントローラーを持ち直すと画面に集中した。

      　彼の名前はシルヴァン・クレイモア。東の国境を守るクレイモア騎士伯の孫にあたる。代々優秀な騎士を排出してきたお家柄で、シルヴァン自身も強力な騎士キャラだ。実を言うと彼を表現する言葉には少しだけ誤りが混ざっている。

      　彼、美少年、と紹介したけどシルヴァンの本当の性別は女の子。いわゆる男装の麗人キャラなのである。

      　敵国の陰謀により、彼女が産まれた直後に両親が死亡。優秀な跡取を殺され、残された家族が孫娘ひとりだけになったクレイモア伯が、家を存続させるためにシルヴァンを男の子として育てたのだ。

      　シルヴァンルートとは、女の子との恋愛、つまり美しき百合ルートなのである。

      　いいね！ 男装の麗人！

      　相手が女の子だからこそ得られる栄養素がそこにある！

      「今日も麗しくて素敵ですシルヴァン様……！」

      『やあ、こんにちは』

      　キラキラと光る銀髪をかきあげて、彼女が微笑みかける。私はすかさずクイックセーブボタンを押した。

      　なんでそこでセーブ、とつっこみをいれるなかれ。

      　キャラと出会った時点でイベントは始まっている。ここから先の一挙手一投足が好感度に繁栄される。突発的な質問で選択肢を間違えたあとでセーブしても遅いのだ。

      　備えあれば憂いなし！

      『今日は誘ってくれてありがとう。楽しみだね』

      　シルヴァンは社交辞令的な挨拶をする。彼女とはまだ友達止まりだから、これは当然の反応だ。今日はここから、もうちょっと砕けた会話をするくらいまで好感度を上げていきたい。まずは私服ヒロインのかわいさ攻撃でどうだ！

      『今日は制服じゃないんだね。似合ってるんじゃないかな』

      　私服に気づいたシルヴァンは、さらに社交辞令挨拶を重ねた。一応違いはわかってるけど、好感度上昇を知らせる効果音は鳴らない。好感度を表すアイコンもそのままだ。

      「んー？ このワンピースは好みじゃなかったのかな」

      　とはいえ、予算の都合上他の服にも着替えられない。嫌われたわけでもないからとりあえずイベント続行だ。

      　当たり障りのない会話をしていると、プレゼントチャンスのアイコンが表示された。所持品の中から好きなものを渡せるみたいだ。この時のために用意していたアイテムをさっそくプレゼントしてみる。

      「本当は女の子なわけだし、まずはお花とか？」

      　男性として育てられたことで、女子らしい品物にあこがれを持ってしまう。男装キャラで時々見る設定だ。

      　しかし、花を渡されたシルヴァンからは、ピロンピロン……と好感度下降を知らせる効果音が鳴る。

      「あれ？ 花はダメだったかあ……じゃあ、データをロードして砂糖菓子とか」

      　ピロンピロン……とまた同じ効果音が鳴る。

      「えーと、他に……アクセサリーは？ え？ これもダメ？ あとは便箋とか！」

      　とにかく、データをロードしては所持品ボックスに入っているアイテムを片っ端から渡してみる。しかし、シルヴァンの好感度は一向に上がらなかった。

      「え～……詩集もダメ？ だとすると、後は……」

      　所持品ボックスの中身を確認していた私は、その中にひとつ異質なものが紛れているのに気が付いた。

      『高級焼肉弁当』

      「そういえば、クリスティーヌ様にもらったプレゼント、まだ持ってたんだっけ」

      　あとシルヴァンに渡していないアイテムといえば、これくらいだ。

      「でも、男装の麗人に焼肉弁当ってどうなの」

      　似合わないにもほどがある。

      　しかし、他に試すべき選択肢がないのも事実だ。

      「まあダメもとで……」

      　私はそのワイルドすぎる焼肉をシルヴァンに渡した。とたんに、ピコンピコンピコン！ と好感度上昇を知らせる効果音がけたたましく鳴りだす。

      　みるみるうちに、シルヴァンのアイコンがピンク色に染まっていった。

      『これは肉……！ ありがとう、うれしいよ！』

      　焼肉弁当を受け取って男装の麗人はキラキラの笑顔になる。

      　ギャップ萌えはキャラの基本だけど、落差が激しすぎませんか！

      　麗人って、麗しい人って書くんじゃないですか？

      　見た目は麗しいけど、この子絶対中身は雄々しいだろ！ むしろ脳筋寄りだろ！

      「これはデートコースから、考え直さないとダメかも……」

      　私はコントローラーを握り締めた。

      
        

      

      
        

      

      
        

      

      
        

      

      『じゃあまた明日、学校で』

      　ヒロインを女子寮の前まで送ってきたシルヴァンは、笑顔で去っていった。そのアイコンは好意を示す鮮やかなピンク色だ。

      「脳筋男装の麗人、ちょろい……」

      　イベントが一区切りしたところでセーブしながら、私はため息をつく。

      　シルヴァンがお肉大好きの脳筋、という私の予想は的中していた。

      　買い物は宝飾品など見向きもせずに武器屋へ。ご飯はおしゃれなカフェを素通りして大盛肉料理が食べられる定食屋へ。演劇なんか放っておいて闘技場で剣闘士が戦う様子をかぶりつきで観戦。

      　一度わかれば大変わかりやすい攻略対象ですが！

      　逆にヒーローがヒロインを連れていくデートコースとしてどうなんですか！

      　しかもお土産にプレゼントしてくれたものと言えば『高級磨き油』『砥石』『切れ味の良い短剣（Ａ＋）』ってどうなの！

      　実用的にすぎませんか？ どこにロマンがあるんですか！

      「なんか、思ってたんと違う……」

      　全体的に攻略難易度が高いから、好感度が上がりやすいのは楽でいいんだけど。剣を振り回して笑うシルヴァンの顔がかわいくなかったら、許してないんだからね！

      　とりあえず自室に移動しようとしたら、別のイベントが割り込んできた。

      『あら、誰かと思ったら小間使いじゃない』

      　女子寮の廊下を背景に女の子が声をかけてきた。

      　といっても、今度の相手はクリスティーヌ様じゃない。ツヤツヤの黒髪に鮮やかなルビーアイが特徴的な美少女だ。彼女はとりまきふたりを後ろに従えて、偉そうにふんぞり返っていた。

      「げ、悪役令嬢リリアーナ！」

      　私は思わず声をあげてしまう。

      　だって、このキャラめちゃくちゃ厄介なんだもん。

      「ええええ、リリアーナ遭遇イベントはもうちょっと先の予定じゃない？ なんでもう絡まれてんの」

      　慌ててヒロインのステータスを確認する。よくよく見ると、『器用さ』と『物理戦闘』のパラメータが大きく上昇していた。シルヴァンにもらったお土産の効果で、補正がかかったようだ。

      「しまった……イベント成功報酬のことを忘れてた……」

      　がっくりうなだれる私の前で、リリアーナが勝手にイベントを進める。

      『あなた、最近思いあがっているのではなくて？』

      　じろりと睨まれる。ヒロインと同じ十五歳のはずなのに、目鼻立ちのはっきりとした美人なせいで迫力満点である。

      「やっぱり『出る杭は打たれる』イベントかあ」

      　リリアーナは作中一二を争うお邪魔キャラだ。

      　彼女は王子の婚約者であり、次期王妃候補だ。だから学園においても女子生徒たちのトップに君臨しようと躍起になっている。実際、王女のクリスティーヌ様をのぞけばあらゆる分野で他生徒を圧倒し、一番の座を獲得しているのは彼女だ。

      　しかしゲームではそんなボス猿令嬢にライバルがあらわれる。

      　女神から万能の才覚を与えられた聖女ヒロインだ。

      　彼女は学問であれ芸術であれ、どんな分野であっても操作次第でいくらでもパラメーターを上げられる。そんなのが同学年にいたら目ざわりでしかないよね。システム側もそれがわかってるのか、ヒロインのパラメータが一定の値を越えると『自分の地位を脅かす存在』としてリリアーナに目を着けられ、以後何かと絡まれる仕様になっている。

      　単なるお邪魔キャラと侮るなかれ。

      　気に入らない女子を潰すためには手段を選ばず労力を惜しまない彼女の嫌がらせは、しつこく的確でひたすらに面倒くさい。だから、彼女の視界に入らないよう、序盤はあえてパラメータを低く抑えてたんだよね。

      　もちろん世界を救うためには、ヒロイン自身が強くなくちゃいけないし、キャラによってはパラメーターが低いと恋愛対象として見てもらえないから、いつかはリリアーナと戦わなくちゃいけない。それはわかってたけど、もうしばらくそっとしておいてほしかった。

      　一瞬、リセットボタンに手が伸びる。

      「でもせっかくデートイベントが成功したところだしなあ……」

      　幸い絡まれイベントは今回が一回目だ。まだしばらく大きな事件は起きないはず。

      　ここはあえて続行して、先のイベントを進めるか。

      　私はちょっと考えてから、下出に出る選択肢を選んだ。ちょっとパラメータが上がってきたとはいえ、このスーパーお嬢様と正面から戦うには分が悪すぎる。

      『わかればよろしいのよ』

      　侯爵令嬢はふん、と満足そうにヒロインを見下ろした。

      　よかった、この場はこれで終わりっぽい。

      　次からは彼女の嫌がらせに気を付けよう……と思っていたら追加台詞が表示された。

      『ああそうそう、地下の物置を私物化している生徒がいるみたいだから、掃除するよう指示しておいたわ。危ないから近寄らないでね』

      　それヒロインの部屋ー！

      　しまった、このお嬢様がヒロインに声をかけた時点で、何もしてないわけがなかった。

      　リリアーナが去っていくのを見届けてから、大急ぎで自室に戻る。そこは見事にすっからかんだった。

      「まーじーかー……！」

      　慌てて女子寮周辺を移動する。私物の大半は、女子寮裏手のゴミ置き場に積まれていた。

      　よかった、これなら部屋に運び込めば元通りになりそうだ。アイテムを所持品ボックスにいれて、女子寮内に移動する。何度か往復してから、大事なキーアイテムが紛失していることに気が付いた。

      「父親の形見がない！」

      　亡きラインヘルト子爵の権威を表す、紋章入りの金時計がなかった。ヒロインが子爵令嬢であることを示す大事なアイテムだ。これがないと進められないイベントがたくさんある。

      　大事なものと判断して、これだけ念入りに隠したのだろう。

      「こういう時だけ有能なのやめてー！」

      　それだけ頭が回るのなら、もっと他にできることがあるだろうに。

      　嫌がらせに地位と権力と財力を全力投球するお嬢様タチ悪い。

      　私は改めて女子寮を調べることにする。

      　リリアーナは生粋のお嬢様だ。だから、嫌がらせをするにしても淑女らしからぬ行動はとらない。金時計の隠すためだけに、学園の外に出たり立ち入り禁止の場所に入ったりしないだろう。だとすれば、隠し場所は女子寮周辺のはず。

      　地図から移動場所をひとつひとつ選んで、丁寧にオブジェクトをチェックする。

      「えええええ……見つからない……！ あと探してないところといえば……」

      　ガチャガチャとコントローラーを乱雑に操作していた私は、いつもなら移動できないはずの場所を選んでしまった。おかしい、と思った時にはすでにヒロインは指定場所に移動している。

      「ちょっと待って、なんで四階の特別室にいるの？」

      　あわてて画面を確認すると、金時計はリリアーナの部屋にあるかもしれない、とヒロインがモノローグで説明していた。どうやら、この金時計捜索イベントの時だけ、四階に入れるようになっていたみたいだ。

      　国の重要人物が寝泊りする特別室は、当然一般生徒立ち入り禁止だ。侵入したことがバレたらただじゃすまない。でも、システム上入れるということは何か意味があるはず。幸い部屋に私物を戻した時点で一度セーブはしている。何かあってもデータロードすれば元通りだ。緊張するヒロインとは対称的に、私はワクワクしながら特別室フロアを移動しはじめた。

      「特別室って言うだけあって、インテリアが豪華だなあ」

      　四階は廊下の床材からすでに下のフロアとは別格だった。明らかに素材の光沢が違う。壁紙も一段グレードの高い鮮やかなデザインが使用されていた。廊下に並ぶドアの数は少ない。きっと、一部屋が広いんだと思う。

      　今特別室に住んでいるのは王女クリスティーヌと侯爵令嬢リリアーナだけ。部屋の大半は空き部屋のはずだ。住民との遭遇率は低いと判断して、私は手近なドアをヒロインに明けさせた。

      「ほぇっ？」

      　ドアを開けた瞬間、予想外のスチルイラストが表示されて、私の口から変な声が出た。

      　ヒロインも同じ気持ちだったらしく、即座にドアを閉める。

      　落ち着け、落ち着け。

      　今の絵ってなんだ。なんかとんでもない内容だった気がするんだけど。

      　慌ててその場を逃げ出そうとしたヒロインは、ドアの先にいた人物に捕まり部屋の中に引きずり込まれた。改めて部屋の中を見たヒロインの前に、ふたたびスチルイラストが表示される。

      　そこには、着替え途中で半裸のクリスティーヌ様がいた。

      　サラサラの銀髪も妖精のように繊細な美貌も変わらない。しかし首から下、肌をさらした上半身には女の子らしい丸みはなかった。細いし筋肉は少ないけど、明らかに男の子の体だ。

      「ええええええ？」

      　ヒロインと私は同時に同じ台詞で叫んでしまった。

      　ちょっと待ってどういうことなの。いつの間にか、画面にクリスティーヌ様の好感度を示すアイコンが追加されているし。

      　つまり、これはそういうことなんですか。

      　クリスティーヌ様は男で、攻略対象ってことなんですか？

      「確かに男の娘キャラ萌えのジャンルはあるけど！ なんなら好物だけど！」

      　そういうのはあらかじめキャラ紹介の段階でお知らせしてくれませんか！

      　かわいい女友達のキャッキャウフフルート最高って思ってた私の気持ちを返せ！

      　クリスティーヌ様はヒロインを拘束したまま睨みつけてきた。そこのはあの優しいお姫様の面影はない。

      『騒ぐな。一般生徒がなぜここにいる』

      　ヒロインがおそるおそる状況を説明する。話を聞いて、彼は嫌そうに顔を歪めた。

      『あのクソ女、しょうもねえイタズラしやがって』

      　なんか、すごく男の子らしいっていうか、めちゃくちゃガラが悪くない？

      　ヒロインがクリスティーヌの性別についてたずねると、彼は面倒くさそうに事情を話し出す。どうやら、彼と王子が同時期に産まれたことで、王妃から命を狙われることをおそれた母親が王位継承権のない女子として育てたらしい。

      　なるほどなるほど、あの性格の悪い王妃様から守るためならしょうがないよね。

      　性別を偽るならキャラも偽らなくちゃ駄目だよね。

      　……っていっても、偽りすぎじゃないですか？

      　いまさら取り繕っても無駄、と思ったのかクリスティーヌは半裸のままヤンキースタイルでソファにあぐらをかいている。

      「チンピラすぎんだろこのお姫様、ギャップ萌えとかそんなレベルじゃねーぞ」

      　ヒロインのモノローグも混乱しっぱなしだ。

      『紋章いりの金時計がないのは困るだろ。いいぜ、俺が隙を見てリリアーナから取り戻してやるよ』

      　かと思えば、クリスティーヌは笑顔でこんなことを言い出した。

      　おや？ ガラは悪いけど、けっこういい人？

      『その代わりお前は今日から俺のパシリな。手駒のいねえ女子寮じゃ生活に不便してたんだ、形見のためにせいぜい働いてくれよ？』

      　前言撤回、やっぱイイ性格してるよこのお姫様！

      
        

      

      
        

      

      
        

      

      「う～ん、新たな攻略ルートが開けたけど、このまま進めていいのかな」

      　ある程度イベントが進んだところで、私はいったんコントローラーを置いた。

      　画面ではヒロインがクリスティーヌに何冊も本を持たされて困惑している。貸出禁止の重要図書を王女権限で借りておいて、返すのを忘れていたらしい。適当な言い訳を考えて図書室に返してこいとか無茶ぶりがすぎる。

      　中身がチンピラとはいえ腐っても攻略対象だし、仲良くしてみるのも手だ。

      　しかし、このデータは序盤とはいえシルヴァン攻略用でもある。

      「シルヴァンとクリスティーヌの同時攻略とか……いや、やっぱやめとこ」

      　このゲームは世界観がシビアなこともあってか、独占欲や執着を拗(こじ)らせたキャラが少なくない。一途プレイ推奨ゲームだ。

      「フラン様ルートやってて、気が付いたら仲のいい男キャラがひとりまたひとりと消えてった時には、軽くホラーだったもんね……」

      　この先はデータを別保存して、個別に攻略を進めたほうが無難だろう。あえての地雷プレイもおもしろいけど、そういうネタ遊びはまず正規ルートを一周してからだ。

      「とりあえず、本を図書室に返しにいくか。あれ？」

      　渡された本の中身を確認して、私は手を止めた。難しそうな参考書の中に異質な本が一冊紛れこんでいる。それはさまざまな呪いについて記された本だった。

      「呪術大鑑！ ここにあったの？」

      　禍々しい内容にヒロインは困惑してるけど、この本こそ私がずっと探していたものだった。

      「やっと見つかった……！ これでネコミミのツヴァイの攻略が進められる！」

      　ツヴァイとは、いわゆるケモ属性の獣人キャラだ。理由はよくわからないけど、猫そっくりの三角の耳と、長いしっぽがついている。獣人特有の身のこなしと、ユニークギフトと呼ばれる特技を使って、王都で活動している暗殺者でもある。

      　黒髪金目のミステリアスな暗殺者。しかもネコミミ属性つき。これで気分がアガらないわけがない。彼との遭遇イベントを起こして、好感度アイコンが出て来たときには、思わずバンザイしちゃったもんね。

      　そんな萌え属性てんこもりのネコミミのツヴァイだけど、彼は難攻不落の要塞だった。

      　だって冷静に考えてみてほしい。

      　攻略対象かもしれないけど、彼は『暗殺者』なのだ。それも優秀な。

      　話しかけたら不審に思われて殺される。

      　偶然を装って会いに行ったら、怪しまれて殺される。

      　力ずくで捕まえようとしたら、かわされて殺される。

      　理由はわからないけど、とにかく殺される。

      　元々死亡エンドの多かったゲームだけど、ツヴァイルートの死亡率は異常だ。恋愛するにはまず、このデッドエンドの山をどうにかしないと話が始まらない。

      　何度も死ぬうちに、やっとわかった裏事情のひとつがツヴァイに刻まれた『服従の呪い』だ。彼は自分の意志で人を殺しているのではない。何者かに呪われて、無理矢理従わされているのだ。

      　この呪いを逆手にとって行動不能にできれば、一時的にでも対話できるかもしれない。

      　そう思って呪いの資料を探してたんだけど、図書館をいくら探しても目当ての本がなかったんだよね。お姫様が無理矢理持っていって、返し忘れていたとか知らんがな。

      「本当に何のイベントがどう関わってくるか、わかんないゲームだよね」

      　私は所持品ボックスの中の『呪術大鑑』にアクセスした。そこには予想した通り、『服従の呪い』についての手がかりが書かれていた。

      「ふむふむ……命令の言霊のあとに、名前を呼ぶ形式なのね。名前はもうわかってるから、コマンドさえ記録しておけばいいかな」

      　私はメモ帳に呪文を書きつける。

      「停止が『ゲフィーエレン』……？ 凍結の意味？ 単語が長いな」

      　なんか響きがドイツ語っぽいけどよくわからない。ゲームのファンタジー世界につっこんでもしょうがないけど。

      　私はいったんゲームを止めると、セーブデータ一覧画面に移動した。手がかりが本当に使えるかどうか、確認するためだ。

      　ちょうど、ツヴァイに遭遇して襲われる直前のデータがあったはず。

      　データをロードすると、夜空をバックに黒髪金目のネコミミ青年がこちらを睨んでいる姿が表示された。

      　あなたと話がしたい、というヒロインに問答無用で襲いかかってくる。

      　ツヴァイを止めるための方法を問う選択肢が表示される。私は迷わず『呪文を唱える』を選んだ。

      「よし、これで更に正解の呪文を選べば……！」

      　そう思って身構えた私の前にあらわれたのは、文字入力用のダイアログだった。

      　空欄に呪文をフリーワード入力しろ、ということらしい。

      「へ……？」

      　入力ダイアログが表示された画面の下半分には、あいうえお表がある。そして私の手にあるのはキーボードではなくコントローラー。

      「もしや……コントローラーで……一文字ずつ選んで入力しろと？」

      　しかもなぜか画面右上には、ストップウォッチに似た時計のアイコンが表示されていて、針が勢いよく回っていた。

      「ぎゃああああああ時間制限付きかよっ！」

      　あわあわしている間に、無情にもストップウォッチはゼロを指し示した。

      　画面いっぱいに獣の形相のツヴァイが表示され、おなじみの『デッドエンド』の文字があらわれる。

      「システムが無理ぃぃぃぃぃ……！」

      　コントローラー入力でいちいち文字を打たせるな。

      　ゲーム性を求めるべきはそこじゃない。

      　結局、高速フリーワード入力を会得するのに丸一日かかった。

      
        メイドは見た！（フィーア視点）

      

      「失礼します」

      　部屋からの返事を待って、アタシは礼儀正しくドアを開けた。中に入ると、この部屋の主であるアルヴィン様と魔法使いディッツのふたりがこちらを見る。珍しい組み合わせだ。

      　アタシの視線に気が付いたのか、ディッツが軽く肩をすくめる。

      「医局の現状報告にちょっとな」

      　アルヴィン様はこれから夏休みの間一か月、ハルバードで領主代理の代理をすることになっている。仕事を引き継ぐには各担当からの情報共有が必須だ。

      　私の用事も似たようなものだ。

      「補佐官様から、執務報告書を預かっております。午後の会議前に目を通しておいてほしいとのことです」

      「ありがとう、フィーア」

      　アルヴィン様は書類を受け取ると、ページをめくって軽く目を通す。

      「さすがフラン先輩。上手く領内を治めてるな」

      「お嬢も頑張ってましたしね」

      「俺がこれを引き継ぐのかぁ……大変だ……」

      　アルヴィン様はため息をついて頭を抱えた。

      「うまく治めるのは、よいことではないですか？」

      　不思議に思ってたずねると、なぜか同席していたディッツが笑い出した。

      「うまくやりすぎるのも、問題ってやつだ。お嬢と補佐官殿がどれだけ頑張ってても、最終的にこのハルバードを統治するのは若様だからな」

      「リリィがあまりに慕われすぎてると、代替わりで反発が起きかねない」

      「そんな……ご主人様は必死に仕事をしていただけですのに」

      「わかってるよ、フィーア。リリィもフラン先輩も悪くない。あの状態のハルバードを立て直すには、常に最善手を選ぶ必要があった。苦労しなくちゃいけないのは、あの時ふたりを領主代理にさせた俺の責任だ」

      「若様はこれからが頑張りどころですね。お嬢が領主のほうがよかった、なんて言われないようにしないと」

      「そうなんだよなあ……ただでさえこっちは領主引継ぎで失恋確定だっていうのに……ん？ リリィが領主になる？」

      　頭を抱えたままぶつぶつと意味不明なことをつぶやいていたアルヴィン様は突然顔を上げた。

      「そうだ、リリィが領主になればいいんだ」

      「……はい？」

      　さらに意味のわからないことを言い出した。

      　アタシの記憶が確かなら、この青年は侯爵家の嫡男で次期ハルバード領主だったはずだ。

      「よし、リリィを次のハルバード侯爵にして俺が家を出よう。それが全員幸せになれる最善手だ」

      「ちょ、ちょっと待ってくださいよ、若様！ それは無茶ですって！ 確かにお嬢は領民から慕われてますよ。ですが、さすがにひとりじゃ領主は務まりません。補佐官殿がいないと無理です。あの方は派遣期間が終わったらミセリコルデに帰ってしまうんでしょう？」

      　ご主人様は優秀だけど、実務能力はさほど高くない。ハルバードが立ち直ったのは半ば以上補佐官様の手柄だ。彼なしではさすがのご主人様も三日ともたないだろう。

      「だったら、再派遣してもらえばいい。あ……いっそ、あのふたりを結婚させてしまえばいいか。どうせ女子が侯爵になるには配偶者が必要だし」

      「いや……それはもっと無茶でしょう……」

      「なぜ？ リリィはフラン先輩のことが好きだろ」

      　アルヴィン様に断言されて、ディッツがう～ん、とうなる。

      「まあ……間違いなくお嬢の初恋は補佐官殿でしょうよ。そこは否定しません。でもだからこそ無茶なんですってば」

      「ご主人様は情の深い方です。自分のことを好きではない方との政略結婚は受け入れられないでしょう。まして好きな相手ともなれば」

      「そんなにフラン先輩は脈がないの？」

      　アルヴィン様につっこまれて、ディッツは目を泳がせた。

      「え～と……」

      「まったくありませんね」

      「ちょ、フィーア！ お前がそれを言っちゃう？」

      「ごまかしてもしょうがないじゃないですか。補佐官様はご主人様のことを異性として認識してません。よくて妹どまりです。保護対象ではありますが、恋愛対象ではありませんね」

      「でも、これから変わる可能性はゼロじゃないよね。フラン先輩にとって命がけで守る対象なのは確かなんだし。……どこが問題なんだろう……昔はともかく、今は見た目も性格も悪くないはず……」

      「いやそれ以前に子どもじゃないですか」

      　ディッツの指摘にアルヴィン様は目を瞬かせた。

      「ああ、そういえば」

      「二十歳の男に十三歳を恋愛対象にしろってのは酷でしょ。怖くてそんな目で見れませんって」

      「確かに……だとしたら、リリィが大人になるまで数年待つか……？ いや、それじゃ遅すぎる」

      　どうしてもご主人様を侯爵にすることが諦められないらしい。アルヴィン様はぶつぶつと補佐官様がご主人様に恋をする可能性を検討し続ける。

      「リリィを一瞬で大人にすることができたらなあ……」

      「見た目だけなら可能ですよ」

      　ぼそっとディッツがとんでもないことをつぶやいた。

      「本当ですか、賢者殿！ どうやって？」

      「若様は、俺が女に化けて『金貨の魔女』をやっていたのはご存知でしょう？ あの性別変更薬を作る過程で、年齢を変える薬を作ってたんですよ。補佐官殿とつり合いがとれる程度に成長させるくらいなら、まあ」

      「その薬、売ってください」

      　どこから出したのか、アルヴィン様は金貨をディッツに差し出した。

      「え……ええ……？ 本気ですかぁ……？ 成長するっていっても、効果は一晩くらいしか続きませんし、それで確実に補佐官様がお嬢に惚れるわけでは……」

      「一晩でも十分です」

      　それから、とアルヴィン様はもう一枚金貨を出した。それをアタシの手のひらに乗せる。

      「フィーア、母様のクローゼットからリリィに似合いそうなドレスを調達して、いつでも着られるようにしておいて。必要なら俺の名前を出していいから」

      「……はあ」

      「それで、視察でも何でもいい、リリィがフラン先輩と出かける計画があれば、『大人に変身して出かけてみませんか』と提案するんだ。リリィの性格なら、ちょっとしたイタズラ程度のつもりで変身薬に手を出すはずだ」

      「若様それは……いや……お嬢なら、やりかねない……？」

      「恋愛感情なんてそもそもあやふやなものです。可能性のあることは全部試してみましょう。あとは……カトラスで予定されている、クレイモアとのお見合いか……。どうにかして台なしにしないと……あそこは騎士の家だから……父様を使えば妨害になる？」

      　きりっとした顔で考え込んでいるが、やっていることは恋愛沙汰への干渉だ。

      　権力と財力を使って何をやってるんだか。

      「これは、ご主人様に報告してアルヴィン様をお止めするべきでは……」

      　アタシは手の上の金貨を見つめた。

      指示された内容に対して報酬が多すぎる。これはご主人様への口止め料も含まれているのだろう。アタシの忠誠の順位を考えれば、秘密を作るべきではない。でもこの話を報告したが最後、ご主人様は補佐官様への想いに蓋をするだろう。

      
        
      
      「ここは若様に協力しようぜ。うまくすればお嬢の初恋が成就するわけだし」

      　女の子ってもんは、好きな相手と結婚するのが一番だ。

      　そう言って、ディッツは肩をすくめる。

      「……しょうがないですね」

      　アタシはため息をひとつついてから、金貨を握り締めた。

      
        悪役令嬢のお誕生日（リリアーナ視点）

      

      「あ～……疲れた」

      　私は事務仕事の手を止めてため息をついた。ハルバード城領主執務室の広いデスクの上には、さまざまな書類が山と積まれている。スパイ騒ぎで大混乱に陥ったハルバードの領主代理となった私の仕事だ。

      　知識と経験の必要な仕事の多くは、補佐官のフランを筆頭に優秀な部下たちが処理してくれている。だから私のやることといえば単純な決裁や承認がほとんどだ。でも単純作業も数が増えればそれだけ時間がかかる。

      　しかも、この機会に私に領主仕事を学ばせようとでも思っているのか、補佐官は時々抜き打ちで『自分の頭で考えないといけない仕事』を混ぜてくる。漫然と流れ作業ですませていたら、あとでバレてお説教コースだ。どの書類も真面目に片付けないと、痛い目を見る。

      「上申書の承認は終わったから、次は……」

      　未処理の書類の束に手を伸ばす。取り上げた紙の下から、封書が一通出て来た。

      　既に封はあいている。プライベートな手紙以外、つまり仕事の手紙はまず補佐官が目を通す。だから知らないうちに開けられた封書があるのはいつものことだ。

      　差出人は聞き覚えのない商会のもの。中身は私の誕生日を祝うグリーティングカードだった。

      　時候の挨拶を利用して商会の名前を売り込もうとしたのだろう。

      　現代日本のダイレクトメールとやっていることは同じだ。

      「誕生日ねえ……この忙しい状況でお祝いも何もないんだけど」

      　今現在ハルバード城に住む侯爵家の人間は、娘の私ひとりだ。父様は王国第一師団長として王都でお仕事、母様は父様のサポートで一緒に王都暮らし。兄様は全寮制の王立学園で勉強中だ。お誕生日なんて家族の祝い事、物理的に遠く何十キロと離れたこの状態では、何もやりようがない。プレゼントくらいは届くだろうが、その程度だ。

      「でもしょうがない……みんなお仕事だもんね」

      　リリアーナの前世、天城小夜子の誕生日も似たようなものだった。両親は毎年成長を祝ってくれてたけど、仕事の都合で誕生日に家族が全員そろうことは滅多になかった。しかし自分の入院費のために忙しくしているふたりにワガママなんて言えない。

      「そもそも卵と牛乳と小麦のアレルギーだったから、ろくなケーキも食べられなかったし？」

      　……自分で言ってから、気持ちが落ち込んできた。

      　いや賑やかなお誕生日会とかあこがれてないとは言いませんけどね？ なんだったらリリアーナとしては去年まで盛大なパーティーをしてもらってましたけどね？

      　領地が大変な時に自分の感情優先でワガママとか言ってられないじゃん！

      「あーもーさっさと仕事を片付けよう。そうしよう」

      　それでおいしいごはんを食べて、オヤツにちょっとだけ贅沢なお菓子を食べるんだ。

      　侯爵令嬢としてそれくらいのワガママは許されるはず。

      　まとまらない頭で、それでも書類を読み込もうとしていたら、不意にドアがノックされた。

      「はーい？」

      　返事をすると、十一歳の少女の補佐を務める変わり者の青年、フランが入ってきた。

      　今日も青い瞳に泣きボクロがセクシーだ。

      「仕事ならまだ終わってないわよ」

      　私は未処理の書類の山に目を向ける。あまりはかどってるとは言えない状況なのでお説教を覚悟していたら、彼はなぜか苦笑した。

      「それはいい。今日は業務終了だ」

      「え……？ どうしたの、何か緊急事態でもあった？」

      　人に山ほど仕事をさせて、さらに自分はその十倍以上の仕事をこなす、ワーカホリック補佐官が午前中で終了宣言とかありえない。何か仕事以上の重大事が起きたに違いない。

      「いや、何もない」

      「だったらなんで？」

      「……それは」

      　フランは珍しく言葉を濁した。

      「来ればわかる。ついてこい」

      　手招きされフランのエスコートで執務室を出る。彼は私の歩調にあわせてゆっくりと目的地に向かう。

      　一緒に歩きながら、私は城の雰囲気がいつもと違うことに気が付いた。

      「妙に静かね……？」

      　いつもなら、廊下で使用人と何度もすれ違うものなのに。今日に限って誰も通りがからない。そう言うと、フランはくっ、と喉の奥で笑った。

      「だろうな」

      　いやだからなんでだよ。

      　上司に隠し事をするのはよくないと思います！

      「ほら、こっちだ」

      　フランは優しく私の手をひいて、玄関ホールのドアをあける。そこには予想外の光景が広がっていた。

      「え……何事……？ お祭り……？」

      　ホールを彩るカラフルな飾り、テーブルに載せられた山盛りのごちそう。そしてこちらを向いて全員整列している使用人たち。いや並んでいるのは使用人だけじゃない。うちに仕えている騎士たちやその家族の姿もあった。

      　彼らは私の登場を知るといっせいに頭をさげた。

      「お嬢様、お誕生日おめでとうございます！」

      「えっ……？」

      　誕生日？

      　私が産まれた日を祝うイベントであってる？

      　いや確かに今日は私の誕生日だけどさ。

      　普通は家族が祝うものじゃない？ 使用人とか騎士とかがやってくれるものじゃないよね？

      　混乱していると、隣に立っているフランが私の背中をそっと押す。

      「お前は領主代理を務めるため、家族と離れてハルバードに残っただろう。幼いお前がひとりぼっちで誕生日を迎えるのは、あまりにかわいそうだとみんなが言い出してな」

      　事件のあと新しく就任した執事長が一歩前に出る。

      「私たち下々の者がお嬢様を案じるなど差し出がましいとは思います。しかし、ハルバードの民としてお嬢様の誕生をお祝いせずにはいられません」

      　侍女長が優しく笑いかける。

      「お嬢様、ハルバードに産まれてきてくれてありがとうございます。十二歳のお誕生日、心よりお祝い申し上げます」

      　彼らはもう一度、深々と頭をさげた。

      　茫然としている私の肩をフランがぽんぽんと叩く。

      「お祝いは、言葉だけじゃないぞ。なあ料理長？」

      「は、はいっ！ 今日はお嬢様の好物を腕によりをかけて作りましたっ！ お祝いの大きなケーキもありますっ！」

      「みんなでお嬢様のためにぬいぐるみを作りました！ ふわふわでかわいいんですよっ！」

      「お祝いの出し物も用意してありますっ！」

      「もちろん旦那様と奥様からのドレスのプレゼントもありますよ！ 王都最新のデザインだそうです」

      「若様からは本が届いてますよ」

      　次々に嬉しいプレゼントを渡されて、私の両手はすぐにいっぱいになる。

      「う……」

      「あ、あれ……お嬢様？」

      　私がずっと黙っていることに気が付いた執事長が、顔色をかえた。他の使用人たちもざわつき始める。

      「ど……どうしたんだ？」

      「やっぱ俺たちがお嬢様を祝うなんて、失礼だったんじゃ……」

      「でも……」

      「うあああああああん……！」

      　私はみんなが見ている中で、ついに泣きだしてしまった。

      「お嬢様？」

      「わああ、やっぱダメだったんだ！」

      「すいません、すぐ片付けます！」

      「ち……ちが……違うぅぅ……！ これ、は……うれしっ……くて！」

      　勘違いしている使用人たちを止めたいのに、涙はあとからあとから溢れてきて、うまく言葉にならない。

      「あ……ありが……っ！」

      　ふわりと暖かな何かが私を包み込んだ。フランがぎゅう、と私を上着ごと抱きしめてくれる。ますます顔を上げられなくなってしまった私をそのまま抱き上げた。

      「どうやら、お嬢様は嬉しすぎて言葉にならないらしい。大丈夫だ、みんなに感謝しているよ」

      　フランは私の代わりに私の気持ちを伝えてくれる。

      「少しだけ、落ち着くのを待ってからパーティーを始めよう」

      「はいっ！」

      　その後、フランの上着をべっしゃべしゃに濡らした私は、ディッツに目の腫れを治す魔法をかけてもらってからパーティーに参加した。

      
        縁の下の暗躍者たち（ヴァン視点）

      

      「まあ～かわいいわっ！」

      　クレイモア城のリビングに入ると、嬉しそうな母の声が響いてきた。部屋の中では、母が新しく娘となったクリスを見て目を輝かせている。

      「……何やってんの」

      　思わずそんな台詞が口をついて出てしまったのは仕方がないと思う。

      　いつも無表情だった母親が、聞いたことがないほど黄色い声を出していたのだから。こんなに浮かれた母を見たのは生まれて初めてだ。

      　母の相手をしていたクリスが、ぱっとこちらを振り向く。

      「母上に乗馬服を仕立ててもらったんだ。その……変じゃないか？」

      　彼女はパンツスタイルの衣装を着ていた。一見男装にも見えるが、女子のしなやかな体にあわせて作られた、女物の乗馬服だ。シンプルながらも袖口や襟元に上品なアクセントがあり、彼女の少女らしい美しさを引き立てている。今の王都の流行りは贅沢なフリルドレスだけど、元気なクリスにはそんなものより、乗馬服のほうがずっと似合う。

      「かわいい」

      　するっと誉め言葉が口をついて出る。それを聞いてかあっとクリスの顔が赤くなった。

      「そ……そうか……っ！ よよよ、よかった……」

      　その反応が、さらにかわいいという評価を上げていることに気づかず、彼女は俺から視線を外した。その背中を母親が優しく叩く。

      「ほら言ったでしょ。かわいいし似合うって」

      「しかし乗馬は……あまり女子らしくないのでは」

      「いざという時に馬に乗れないと困るから、王族は男も女も馬術を習うの。『クリスティーヌ』にも、成長にあわせて乗馬用の少女服を仕立ててきたから、気にしないで」

      「こんなふうに嬉々として服作ってるのは、見たことがねえけどな」

      「当たり前よ。かわいい娘を飾るのと、息子を女装させるのとじゃ意味が違うわ」

      　母はきっぱり言い切った。そしてクリスを見てうっとりとため息をつく。

      「かわいい娘を飾るのって、幸せ……」

      「あっそ……」

      　クレイモアでの生活がよほど気に入ったらしい。息子そっちのけで新しい娘をかわいがる母は、見違えるように元気になった。真っ白だった顔には赤みが差し、枯れ枝のようだった細い体はすこしずつふっくらしてきている。病的にやつれた母を見るたび、どうやってこんな陰気な女が前国王の寵愛を受けることができたのか不思議だったが、今ならわかる。きっと父が愛したのはこの美しい女性なのだろう。

      「おや、うちの孫娘がずいぶんとかわいくなったな」

      　ドアが開いて、クレイモア伯がリビングに入ってきた。孫の乗馬服姿を見て、相好を崩す。

      「母上に仕立てていただいたのです」

      「それはよかった。イルマ殿、クリスのために骨を折ってくださり、ありがとうございます」

      「そんな、私はやりたいことをしているだけですから」

      　俺とクリスは母の子どもで、クレイモア伯の孫だけど、母と祖父は親子ではない。親戚と呼ぶにも微妙な関係なせいか、彼らのやりとりはぎこちなかった。

      「この服は女性らしいだけでなく、とても動きやすいんです。これを着て馬に乗る日が楽しみです！」

      「なら、さっそく出かけるか？」

      　祖父は気軽に孫娘の外出を提案する。

      「いいですね！」

      「まだ昼前だし、厨房(ちゅうぼう)で何か包ませて外で食べよう」

      　これが王宮なら、まず三日前には外出の予定をたて、安全な移動ルートを確保し、さらに食事と世話係と毒見薬を手配するところだ。

      　クレイモア騎士伯家の生活はおおらかすぎて、時々ここが本当に王宮と同じハーティア国なのかわからなくなる。

      「ヴァンも行くだろ？ えっと……母上は……」

      「そうね。せっかくだから私も行こうかしら」

      「イルマ殿もいらっしゃるのなら、馬車を用立てねばなりませんな」

      「必要ありませんわ。馬を一頭貸していただければそれで」

      「母上も馬に乗れるのですね！」

      　クリスがキラキラと目を輝かせた。家族でおでかけがよっぽど嬉しかったらしい。

      「では身支度を整えて、玄関に集合しましょう」

      「私は厨房で食事の手配をしてきます！」

      　祖父と婚約者は上機嫌で部屋を出ていった。

      「……母さん、馬に乗れたんだ？」

      「モーニングスター家の子女にとっても、乗馬は大事なたしなみでしてよ」

      　ふふふ、と母はいたずらっぽく笑う。こんな顔も生まれて初めて見たかもしれない。

      　しかし次の瞬間きゅっと表情を引き締めた。こっちは俺とふたりきりの時だけ見せる、いつもの顔だ。

      「それで、例の件は調べがついたの？」

      「母さんの予想通りだよ。ふたりともクロ。適当な理由をつけてクビにしたほうがいい」

      「わかったわ。侍女頭に指示しておきましょう」

      　クレイモア騎士伯領に来て俺たちが面食らったのは、そのおおらかな生活スタイルだけではない。おおらかすぎる人事にも驚かされた。

      　クレイモア伯は豪放磊落(ごうほうらいらく)な騎士を絵に描いたような人物で、孫娘も細かいことにこだわらない性格だ。その人柄に惹かれクレイモアには多種多様な騎士が集まっている。しかし集まったのは騎士だけではない。深すぎる懐を悪用するスパイもまた多く集まっていた。

      「騎士に使用人にメイドに……よくもまあ、これだけスパイが入り込んでいたものよね」

      「元々ここがアギトとの国境だったってのもあるけど、それにしたって多すぎだ」

      　何年か前にハルバード侯爵家がスパイ騒ぎで半数以上の管理職を断罪して大きなニュースになっていたが、クレイモア家も人のことを笑えない。俺と母がこっそり入れ替えているから表面化してないだけで、状況は侯爵家と大差なかった。

      「クレイモア伯は息子夫婦を亡くしたあと、子宝に恵まれなかったとおっしゃっていたけど……あれもねえ」

      「子どもが産まれないよう、絶対誰かが何かやってたんだぜ。つうかそもそも、息子夫婦の死亡事故自体も怪しいだろ」

      「今となっては証拠も何も残ってないでしょうけど」

      　ふう、とどちらともなくため息をつく。

      「過去よりは、まず今だな。俺は引き続き騎士団内を調べるから、母さんは使用人たちの管理をしながら不審者を洗い出してってくれ」

      「わかったわ。でもこれって、本来女主人のやる仕事よね……私が介入していいのかしら」

      「っていっても、クリスにスパイ調査なんか無理だろ。娘のために協力するのが母親ってもんじゃねえの」

      「それを言われると弱いわね」

      　母はふと顔を緩ませる。

      「正直、クレイモアに来てまでスパイと化かしあいするとは思ってなかったけど……王宮で女狐相手に終わりの見えない戦いをするよりは、よほどやり甲斐のある仕事ね」

      　俺たちには王宮暮らしで培(つちか)った謀略術がある。あそこにいた時は、人を疑い利用する技術ばかり磨かれていく自分の在り方に嫌気がさしていたけど、今は違う。この技術があるからこそ、大事な人を守ることができる。

      「俺たちが家族になった以上、あいつには笑顔でいてもらわねえと」

      「大事な大事なお嫁さんとおじい様だものね」

      　俺たちはうなずくと手を取り合った。

    
  
    
      
        あとがき

      

      　クソゲー悪役令嬢二巻、読んでいただきありがとうございます！

      　世の中の小説の多くが、一巻で姿を消してしまうなか、めでたく続刊の発売にこぎつけました！ ひとえに読者様方の応援のおかげです。ありがとうございます。

      　しかも、二巻発売決定が一巻発売の一週間後、さらに発売日は一巻の三か月後！

      　まさか、こんなに早く出せるとは思ってなかったので、いずみノベルズ様のフットワークの軽さにただただ感謝するしかないです。

      
        

      

      　さて、二巻は地元ハルバードを飛び出して、貿易都市カトラスが舞台です。男装の麗人に、お見合い騒動に、闇オークションに、謎の仮面の男に、大人リリィのドレスにと、相変わらず要素てんこもりでお送りしています。

      　全体的なお話はウェブ版とあまり変わりませんが、個人的に『ちょっとテンポ悪いなー』と思っていた冒頭部分を加筆修正。さらに、書籍特典ストーリーをたっぷりつけました。

      　相変わらず悪態つきながらクソゲー攻略に勤しむ小夜子ちゃんとか、主人公のカトラス旅行の裏で暗躍するお兄様とか、クレイモアで元気に暮らす銀髪夫婦とかを描いています。冒頭を修正したことで消えてしまった、悪役令嬢のお誕生日の風景についても、形を変えて書いています。

      　特典ストーリーのテーマについては、小説投稿サイトやＳＮＳメッセージなどでいただいたご意見を参考にチョイスしました。みなさんコメントありがとうございます。様々な方の応援で出来たクソゲー悪役令嬢第二巻、一巻同様おもしろさに全力投球しましたので、お楽しみください！

      
        

      

      　そして、実はなんと引き続き三巻も出ることが決定しています。次期は二〇二三年春ごろを予定。お楽しみに～！

      二〇二三年一月　タカば

    
  
    
      著者紹介

      タカば

      香川県出身。大学卒業後、会社員をしながらインディーズノベルゲーム製作にハマり、勢いでゲーム会社に転職。現在はフリーシナリオライターとして活躍中。

      
        

      

      イラストレーター紹介

      四葉 凪（よつば なぎ）

      福岡在住。フリーイラストレーター。ゲームも漫画も映画も小説も好き。紅茶と珈琲と甘味が生命線。

      
        

      

      ◎本書スタッフ

      アートディレクター/装丁：はこしろ

      編集協力：深川 岳志

      ディレクター：栗原 翔

    
    
      ●著者、イラストレーターへのメッセージについて

      タカば先生、四葉凪先生への応援メッセージは、「いずみノベルズ」Webサイトの各作品ページよりお送りください。URLは https://izuminovels.jp/ です。

      
        
      
      ●底本について

      本書籍は、『小説家になろう』に掲載したものを底本とし、加筆修正等を行ったものです。『小説家になろう』は、株式会社ヒナプロジェクトの登録商標です。

      ●お断り

      掲載したURLは2023年2月1日現在のものです。サイトの都合で変更されることがあります。また、電子版ではURLにハイパーリンクを設定していますが、端末やビューアー、リンク先のファイルタイプによっては表示されないことがあります。あらかじめご了承ください。

      ●本書の内容についてのお問い合わせ先

      株式会社インプレスR&D　メール窓口

      
        np-info@impress.co.jp
      

      件名に「『本書名』問い合わせ係」と明記してお送りください。

      電話やFAX、郵便でのご質問にはお答えできません。返信までには、しばらくお時間をいただく場合があります。

      なお、本書の範囲を超えるご質問にはお答えしかねますので、あらかじめご了承ください。

      また、本書の内容についてはNextPublishingオフィシャルWebサイトにて情報を公開しております。

      
        https://nextpublishing.jp/
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